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　公益財団法人日本教材文化研究財団ௐࠪ研究・։発෦ʹ、平成⚒⚖年ΑΓʮอҭڥ・
อҭ材ʯͱ͍͏෦ձ͕ஔ͔Εまͨ͠。本報ࠂॻ、⚒⚖ɻ ⚒⚗年のୈ⚑ظϓϩジΣΫトʮ
ઓతҙཉをҭͯΔೕ༮ظࣇの教ҭ・อҭの͋Γ方ʯを࣮ફ事ྫを௨ͯ͠͏ͨ報ࠂॻʹଓ
く、ୈ⚒ظの報ࠂॻͱͳΓます。ࠓճ、ʮ๛͔ͳੑをҭΉ༮ظࣇのอҭ・教ҭの͋Γ
方ʯを͏ͨのͰす。͓͔͛͞まͰ、લظ報ࠂॻ、Ԃ等Ͱͱͯଟくの方ʹಡまΕ、
ͦの報ࠂॻを財団͕૿刷ͯ͠くͩ͞Δ͜ͱʹͳΓまͨ͠。
　ୈ⚑ظҎདྷ、本෦ձͰ、当財団Ͱ͔͠Ͱ͖ͳ͍ಠࣗੑの͋Δ研究を行͍͍ͨͱ͑ߟ、
Ͱ౿ऻ発లを͍ͨ͠ظ⚒研究を行͖͓ͬͯͯΓ、ͦのಛをୈͨͬ࣋の⚔のಛを࣍
まͨ͠。
　ୈ⚑、ࠃ࣏ࣗମͰ࣮͞ࢪΕΔௐࠪ研究事ۀ、༮ஓԂ、อҭ所、ೝఆ͜ͲԂ等の
団ମの研究ͰͰ͖ͳ͍͜ͱͱͯ͠、ݶΒΕͨ人Ͱ͋Γます͕、研究ձのதͰࢪઃ
ಇすΔ研ڠͱ͍͏ઃஔओମのนをӽ͑、まͨ、研究ऀͱ࣮ફऀཱ͕ࢲ、公ཱࠃଶ੍ܗ
究ձͱすΔͱ͍͏͜ͱͰす。ԂͰの༡ͼΒ͠の׆ಈͱ͍͏、子Ͳのݧܦʹ͓͍ͯͦ
の࣭のΑΓΑ͍͋Γ方を͏ئͰ、օڞ௨のを͍ͯ͑ߟʹڞ͕ऀͭ࣋く͜ͱͰす。
ͦ͜Ͱの、ଟ༷ੑ（diWerTity）のதͰ͑ߟΔ͜ͱをاਤ͠、⚒年ؒの研究を࣮͍ͨ͠ࢪま
ͨ͠。
　ୈ⚒ʹ、研究のओͱͯ͠、ࡏݱΘΕ͍ͯΔʮ教ҭ・อҭの࣭ʯを্ͤ͞Δݤʹ
ͳΔͰ͋Ζ͏ͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱをऔΓ্͛ͨ͜ͱͰす。ୈ⚑ظͰ、子Ͳʹͱͬͯのν
ϟϨンジンάͳ׆ಈ（chaMMenging taTL）の͋Γ方を͑ߟまͨ͠。ͦ͜Ͱ、͞Βʹୈ⚒ظͰ
、ޙࠓকདྷʹΘͨͬͯٻΊΒΕΔ࣭ࢿͱͯ͠の、ʮੑʯʹ যを͋ͯ、ੑ͕発ش
͞ΕΔ໘をબͼग़͠、ͲのΑ͏ͳڥૉ材、ࢧԉ͕ੑを͑ࢧΔの͔を࣮ફ事ྫを
ͱʹ͍、͞ま͟まͳ事ྫのதʹ͋Δಛݪ理を۩ମతʹ͍ͯ͑ߟく͜ͱʹ͠まͨ͠。
のதͰの׆যを当ͯ、Ԃのੜʹظࣇの༮ࡀ⚕ओʹ⚓ʵ、͍ͯͮͭʹظલظࠓ、ͯͦ͠
Β͠༡ͼのதʹݟΒΕΔੑʹ͍͍ͭͯͯ͑ߟく͜ͱʹ͠まͨ͠。લظʹ͓͍ͯ、
νϟϨンジンάͳ׆ಈʹऔΓΉ時ʹ、子ͲͨͪతͰ͋Δͱ͍͏͜ͱの֬ূ͕
ಘΒΕ͍ͯͨ͜ͱ、まͨͦのҰ方Ͱ、ੑの߹ʹͦ͏ͨ͠׆ಈ͚ͩͰͳくͯ、
ͦの子Β͕͠͞表ΕΔ໘、৹ඒత໘ʹ͓͍ͯੑݟΒΕΔのͰ発లͰ͖Δͱߟ
͑ΒΕ͔ͨΒͰす。
　ୈ⚓ʹ、研究の方法ͱͯ͠、۩ମతͳ࣮ફ事ྫをͱʹすΔ͜ͱ、年ؒを௨ͯͦ͠Ε
ͧΕの時ظの事ྫをͪ࣋ΑΔ͜ͱʹ͠まͨ͠。⚑年ؒを௨ͯ͠、年ྸͱظをҙࣝͨ͠事ྫ、
֤Ԃのಛをੜ͔ͨ͠事ྫをͱʹͯ͠、ʮ子Ͳのੑʯ͕ ੜまΕΔΑ͏ʹͯ͛͑ࢧ
ҭ͍ͯͯくอҭ࣮ફのաఔをଊ͑、ݕ౼を͍ͯ͠くͱ͍͏方法Ͱ、事ྫをͪΑΔ͜ͱͱ
͠まͨ͠。ԿをੑͱすΔの͔ͱ͍͏断ͱͯ͠く、࢝Ίʹఆٛ͋Γ͖Ͱͳく、
࣮ફのதʹ͓͍ͯ、తͰ͋Δͱ報ࣗऀࠂ͕ͨ͑ߟ事ྫを௨ͯ͠、ੑを͑ߟΔͱ
͍͏方法を࠾Δ͜ͱͱ͠まͨ͠。
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　ͦͯ͠ୈ⚔ʹ、研究の成Ռを͍ΘΏΔ文等のࣈ׆の報ࠂॻͱͯ͠ऴ͑Δ͚ͩΑΓ、
۩ମతͳ事ྫのイϝージ͕ಡऀʹΑくΘΔΑ͏ͳをΓࠐΜͩ報ࠂॻ͓Αͼͦのཁ
൛をΔͱ͍͏方Ͱす。財団ʹ、લճʹଓ͍ͯ無理ͳ͓͍ئをਃ্͛͠ま͕ͨ͠、
Χϥーࣸਅをଟ用͠、࣮ફऀʹ۩ମతͳイϝージ͕ΘΔ事ྫ集をΔ͜ͱͰ、研म࣮
ફのͨΊʹ࣮׆ʹࡍ用ՄͳのʹすΔ͜ͱをΊ͟͠まͨ͠。Ԃ内֎の研मͰ利用͍ͯ͠
͚ͨͩΔΑ͏ʹ、࣮ફのʹཱͭΑ͏、ੑをഓ͏͜ͱをٞすΔ研मͰཱͭΑ
͏ͳϫーΫγート等ͯ͑ߟΈΔ͜ͱͱ͠まͨ͠。
　⚒年ؒͱ͍͏ؒظͰ、ʮੑをҭͯΔʯͱ͏ݴେ͖ͳ՝ʹऔΓΉのʹෆेͳ
Ͱ͋Γます͕、Ԇ⚑⚐ճのٞをͱʹͯ͠、͜のؒのͱΓまͱΊͱͯ͠本冊子をؒظ
ͱ͖Ίく事ྫٞͰ、子Ͳのڳ、ॻʹ͓͞ΊΒΕͳ͍Α͏ͳࠂ成͠まͨ͠。本報࡞
ੑ͕ະདྷの新ͨͳՁをੜΈग़す͜ͱを࣮ײすΔ事ྫݕ౼研究ձͱͳΓまͨ͠。本冊
子ʹ、紙のؔͰऩΊΒΕͳ͔ͬͨ報ࠂ事ྫの方͕ଟく͋Γます。ͦのଉਧ͕Θ
Γ、本冊子を௨ͯ͠、ʮੑをҭͯΔʯͱ͍͏؍͔Βのอҭ・༮ࣇ教ҭの࣮ફのݕ౼の
Ԟ行͖͕Γ͕ͯ͑ݟくΔͳΒ、ͱͯ༗く͍ࢥます。ੑを、ྖҬʮ表ݱʯ
Ξートの研究ͱଊ͑ΒΕͨ方ʹΓͳくײじΒΕΔ͔͠ΕまͤΜ。͔͠͠ରʹ、
ੑのժ͕ͲΕ΄Ͳଟく、日ʑのอҭのʹ͋Δの͔をײじͯくͩͬͨ͞ͳΒ、本研究
ձのͶΒ͍成ޭͨ͠ͱ͍͏͜ͱͰ͖Δͱ͑ߟΒΕます。
　本ॻをखʹऔͬͨօ༷͕、͏ͪのԂͰ、ࢲのΫϥスͰͱணをಘͯ、ग़ձͬͨ͜ͱ
͕Βʹ৮発͞ΕͯԿ͔ͯ͠ࢼΈΑ͏ͱ、อҭऀࣗの৺ʹ౮をͱすҰॿͱͳΕ、本冊
子を編ΜͩऀのҰ人ͱ͍ͯ͠Ͱす。ຖճの研究ձӡӦを͑ࢧ、Ұॹʹ研究ձʹಉ੮く
ͩͬͯٞ͞のྠʹࢀՃくͩ͞Γ͞ΒʹͦΕをجʹஸೡͳٞ事を࡞成͠、まͨޙ࠷ʹ
Χϥー印刷Ͱ׆ಈの͑ݟ͕࢟Δ報ࠂॻを࡞成͍ͨ͠ͱ͍͏উखͳਃ͠ग़ʹԠじͯ、研究࣮
、ʹ༷じΊ財団のօ༷߁ݪੁ、ԉ͍͖ͨͩまͨ͠、財団の新免利也専務理事ࢧを͝ࢪ
৺ΑΓのँײをਃ্͛͠ます。まͨ、͜の報ࠂॻ研究ձのϝンόー͚ͩͰͳく、ͦの
報ࠂのͨΊʹ࣮ફ事ྫを͝ఏڙくͩͬͨ͞อҭऀ子Ͳୡ、Ԃのऀؔޚのօ༷の͝ް
ҙʹްくྱޚをਃ্͛͠ます。

⚒⚐⚑⚗年⚑⚒月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʮอҭڥ・อҭ材研究ձʯϝンόーを表ͯ͠
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　東京େֶେֶӃ教ҭֶ研究Պ教त
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ळా　تඒ
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口　絵ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚑
　
ま͕͖͑（東京େֶେֶӃ ळాتඒ）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚕

ୈ⚑ষ　研究の֓ཁ
　⚑અ　研究ͷతͱ࣮ࢪମ੍
　　　　（東京େֶେֶӃ ळాتඒ）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚑⚑
　⚒અ　ࢠͲͷʮʯϓϩηεͱอҭͷࢹΛ୳Δ
　　　　ʵؒΛ௨ͨ͠อҭڥɾอҭ材ʹؔ͢ΔޠΓͱΩʔϫʔυʹؔ͢Δੳʵ
　　　　（東京Ոେֶ 口ོ子）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚒⚑
　⚓અ　อҭ࣮ફʹ͓͚ΔੑΛҭΉૉ材ɺڥɺ׆ಈʹ͍ͭͯ
　　　　（നകֶԂେֶ ాٶまΓ子）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚓⚑
　⚔અ　ࢠͲͷඳը׆ಈʹ͓͚Δੑͷݕ౼
　　　　（東京େֶେֶӃ　ງా༝Ճཬ）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚔⚑

ୈ⚒ষ　ੑをҭΉ׆ಈ事ྫ
　͜Ε͔Βͷ࣌ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿɾྗΛҭ͢ΔͨΊͷ༮ࣇ教ҭࢦಋ
　҆৺ɾ҆定Λج൫ͱͯ͠　Ԃ文化ɾԂ෩ΛҭΉ　ʙੑΛҭΉ࣮ફྫࣄʙ
東京都教৬һ研मηンター　େઅ子ݩ　　　　　
　　　　 区ཱޚ఼ࢁす͜ ͔Ԃ　େᖒ༸ඒ・ླਅҥ子・ԣౡӻాࢁ・ࢬҮ子 ŋŋŋŋ⚕⚓
　༮ࣇͷੑΛҭΉอҭΛ࣮ફ͔ྫࣄΒ͑ߟΔ
　　　　（文京区ཱ本ۨࠐ༮ஓԂ・༄町͜Ͳの文京区ཱ༄町༮ஓԂ　ౡઍՂ子）ŋŋŋ⚗⚑
　ʮͭͳ͕Δָ͠͞ʯʙ本Ԃͷ࣮ફ͔ΒੑΛ͑ߟΔʙ
⚓⚘ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ（法人ଂ東ֶԂଂ東ୈҰ・ୈೋ༮ஓԂ　Ճ౻ಞߍֶ）　　　　
　ੑ͜ ⚒ͦ⚑ੈ ඞཁͳੜ͖Δྗʹل
⚕⚙ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ（લ༮ஓԂ　ُϲ୩ٶ法人ُϲ୩ֶԂߍֶ）　　　　
　ੑΛؔੑͷͳ͔ͰͱΒ͑ͨ⚓ͭͷ໘ͷੳͱ
　ੑΛҭΉʢؔੑ͍͟ͳ͏ʣૉ材ڥͷ͋Γํʹ͍ͭͯ
　ʙܳज़ɾσβΠϯͷࢹ͔Βʙ
　　　　（デザイφー・ΞトϦΤϦスタ、東京ज़େֶ　ҏ౻࢙子）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚑⚑⚓
　อҭԂͷ࣮ફ͔ΒࢠͲͨͪͷੑΛ͑ߟΔ
　　　　（区ཱେҪอҭԂ　ੴҪխ）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚑⚓⚑
ͷதͰ͙͘·ΕΔੑݧಉମڠͷࣇࡀ⚕　
　　　　（社ձࢱ法人ভࢱձ͋Ώの͜อҭԂ　ాಸඒܙ）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚑⚕⚑

ୈ⚓ষ　研究のまͱΊ
　·ͱΊͱޙࠓͷ՝
　　　　（東京େֶେֶӃ ळాتඒ）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ⚑⚖⚙

を๛͔ʹすΔ νΣοΫγʔτɾϫʔΫγʔτŋŋŋŋ⚑⚗1׆Ԃੜ ͠شྉ　อҭऀੑを発ࢿר

　
　表紙・口絵ࣸਅఏڙ（⚕⚐Իॱ）：ҏ౻࢙子　ֶߍ法人ُϲ୩ֶԂٶલ༮ஓԂ　ֶߍ法人ଂ東ֶԂଂ東ୈҰ・ୈೋ༮ஓԂ
　　　　　　　　　　　　　　　　区ཱେҪอҭԂ　区ཱޚ఼ࢁす͔͜Ԃ　
　　　　　　　　　　　　　　　　社ձࢱ法人ভࢱձ͋Ώの͜อҭԂ　文京区ཱ本ۨࠐ༮ஓԂ
　　　　　　　　　　　　　　　　

（ ）
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第１章　研究の概要
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１節　研究の目的と実施体制

東京大学大学院教育学研究科教授
秋田　喜代美

（１）本研究の目的

　第２期の本研究会発足当初に設定した目的は、以下のとおりである。

　本研究の目的は、保育・幼児教育の質を高めるために、日々の実践の中で創造性を
培う幼児教育・保育のプロセスや保育環境について、年齢や期における違いを意識し
て各園の実践事例をもとに検討をしていくことである。
　E2030プロジェクトにおいても、子どもたちが社会人になる2030年頃の不確実な時
代においても、子どもたちに必要な資質の一つに創造性が挙げられている。現在
OECDは、2021年実施に向けて創造性を測定するテスト等も考案検討している段階で
ある。乳幼児期においては、子どもはさまざまなものとふれあう中で、着想を得て、
遊びや暮らしを通して、その子なりの、あるいはその子たちなりの発想で新たなもの
やことを創りだしている。そして、そうした中に創造性が発揮されている。
　昨年度までの２年間の研究会においては、「挑戦的意欲を育む」ことを検討してきた。
そこで検討された事例群の中では、創意工夫の重要性が認められた。しかし、時間の
関係からも当該部分だけに焦点を当てた微視的な検討までは行うことはできなかった。
現在、幼児期の教育を始め、「アクティブ・ラーニング」に関するキーワードとして
「自立、協働、創造性」が挙げられてきている（初等中等教育における教育課程の基
準等の在り方について）諮問（平成26年11月20日）冒頭趣旨内の文言に記載）。そこで
今期においては、アートをはじめとする表現も含め、創りだす過程とそれを支える支
援のあり方、そして、それらの経験の積み重ねによって創造性が育つ過程について、
具体的な保育者のかかわりや素材、環境のあり方を通して検討をしていく。
　本研究会では、保育所や幼稚園、認定こども園という制度的な枠を超え、また、保
育者、幼児教育研究者だけではなく、アートを専門とする人にも加わっていただき、
日々の保育の中で創造性を高めていくための工夫や、保育者と子ども、子どもと子ど
も同士の関わりの過程や、個人だけではなく協働で主体的に創造していくための設定
条件などを、創造性をめぐる近年の学術的議論などもふまえて実践研究をして明らか
にする。またその成果は、他園や家庭にも活用可能な保育環境・保育材のブックレッ
トとして、研究の中でも創造的なアーテイファクトを協働して生み出すことに取り組
む。
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（２）研究体制　

　以下の11名（１年目と２年目でメンバーの交替有り）で研究会は実施され、財団関係者
の皆さんが研究会には毎回一緒に同席され議論にも参加してくださった。

平成29年度報告書作成時

注　福田奈美恵氏が本務勤務の関係で29年３月までで退会、29年１月より新たに、堀田
由加里（東京大学大学院教育学研究科修士課程院生）が参加し、４月より正式メンバーと
なるという構成員の変更があった。 

分　　　担所　　　属氏　名

研究代表者
（研究主題全体に係る総括・運営）

東京大学大学院教育学研究科
教授秋　田　喜代美

研究テーマに係る理論や先行研究等総括東京家政大学准教授野　口　隆　子
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（３）本研究の問題意識：先行研究に見る動向

①　なぜ「創造性」を本研究会主題として取り上げるのか？
Ａ　創造性とこれからの社会
　ITの発展やグローバル化などの急激な社会変化とともに、将来の職業も大きく変化す
るという予測が指摘されてきている。そして、単純な職業は、AIロボットや、より人件
費の安い地域が請け負うようになるという指摘もなされている。しかしその中でも、図１
でOECDが示すように、創造性が要求される仕事は電子化されることは少ないとされ、新
たな価値を創造する資質・能力を培うことは、これからの社会においては、強く求められ
るとされてきている。

図１　仕事の重要性と電子化される可能性

図２　これからに求められる資質のカテゴリー例（OECD,2017）

　そして、これからもとめられるコンピテンシー（図２）を整理して示したEducation 2030
のLearning Frameworkの中においても太字で示したように、
創造性（creative/inventive 創造的／独創的）が新たな価値を生みだすための重要な要素
として挙げられている。OECDでは、2018年には新たにグローバルコンピテンスのアセス
メント、そして2021年には、以下のように創造力を評価する観点が検討されている。
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OECD CERIプロジェクトでは、図３のように想像的（実現性を楽しむ、つながりを創る、
直観を用いる）、探究的（不思議に思う、挑戦する、仮説を立てる）、根気強さ（不確かに
耐える、困難に対して諦めない、困難を恐れない）、協働的（プロダクトを共有する、与え
フィードバックを受ける、適切に協働する）、自律的（批判的に省察する、技能を向上させ
る、モノづくりを改良する）という５観点が指摘されている。

図３　創造力アセスの構成要因

Ｂ　創造性を培う幼児教育に関する研究の文脈
①　遊びとその後の創造性の発達
　就学前の時期のごっこ遊び（pretend play）が、小学校高学年から中学校時期の創造的
な思考に影響を与える等、創造性を育てる遊びの影響がさまざまな研究において言われて
きている。より手の込んだごっこ遊び（elaborated form）が、青年期の創造性を予測する
ことなどが、長期縦断研究から調べられるようにもなってきている。そして、
Playfulnessの重要性などが指摘され、仲間経験を持てない子どもたちへの介入研究の効
果なども示されてきている。（Whitehead & Basilo,2015）
　その中で、ごっこ遊びは、創造性と想像力を促すことに関する実証研究のレビュー
（Sansanwal,2015）も提示されてきており、男子より女子の方が現実的な役割遊び
（realistic role playing）を行う。そのことが、後に女子の方が男子よりも思春期の言語や
創造性課題での流暢性で優れていることと関連しているとする。
　Scolnick et als.（2015）は、子どもがよく遊んでいるほど、社会スキルや自己調整能力、
創造的な思考力を育てることを明らかにしている。その中で、遊びの種類を以下の表のよ
うに４つにわけ、自由遊びは子ども達にとって素晴らしいものだが、教育の成果としては
ベストとは言えないかもしれないとし、 Guided playの重要性を指摘している。遊びの環
境をどの程度まで構造化したり何を使っていいのかといった要素は大人が決めているが、
その環境の中で子ども自身が自分でコントロールできることが大事であり、自由か構造か
のバランスの議論が必要だとしている。
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表１　始発と方向づけによる遊びの分類

②　遊びの中の創造性
　海外のさまざまな文献では、幼児期の遊びがその後の創造性につながることは述べられ
ている。では、遊びの中の創造性をどのようにとらえることができるだろうか。
Galiboardi & Umane（2017）は、欧州において３－６歳の子ども達のための創造性研究プ
ロジェクトを行い、文献レビューと実際の保育者へのインタビュー、事例映像の収集から、
創造性のためには創造性を生み出す教育学（教育方法）、文脈、プロセスがあると創造性の
ための枠組みを提出している。 

図４　創造性を支える要因

図５　創造性を生む文脈

　実際に創造性を生み出すには文脈として上記のような条件が必要としている。
　そして、「遊びを促す物理的環境と探究の多様性と深まり、戸外空間の一貫した使用、

子ども始発大人始発initiated
Co-opted playInstruction大人が方向づけるdirected
Free playGuided Play子どもが方向づける
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時間の組織化として柔軟で、長期的で再帰的であること、開かれた問題解決によって子ど
も同士の協働を刺激すること、多様な言葉を繋いだり関係づけたりすることを促すこと、
あらゆる次元の表現を促す、創造性のための指導は教師の役割であること」が必要として
いる。その創造性のための指導のあり方として、「視点の違いを比較するのを促す、好奇
心を励ます、子どもの考えに関心を持つ、あらかじめ決められた結果で確定しようとしな
い、子どもの思考の形態を値踏みしない、開かれた質問をする、普通と違う見解を励ます、
つながりを示す、つながりを創ることを奨励する、経験を再認識することを励ます、生き
生きと経験したプロセスをふり返ることを促す、とりいれられた解決法を検証することを
促す」などが大事と保育者がしていることを示している。そして、その創造性の過程の中
には、以下のようなプロセスが含まれるとしている。　 

図６　創造性のプロセス

　そして、その過程としての「つながりを創る、関係性を創る（比喩や類推を創る、変形
する、関係やパタンを認識する、経験をかけあわせる（交配する），言葉の間の相乗作用）、
「開かれた問題解決（思索、違う視点から一つの問題を捉える、考えを生み出したり精緻
化する、プロセスを振り返り取り入れられた解決法を検証する）」「目的を持って想像的
であること（さまざまな言葉で感情と考えを示す、想像的なシナリオを考える、理論を立
てる、物語を創る）」を枠組みとして挙げる。
　同様に、幼児期の創造性を開発するためにMITメデイアラボにおいてプロジェクトを
行 っ たResnick,M（2017）は、「Lifelong Kindergarten：Cultivating creativity through 
projects, passion, peers, and play 生涯にわたる幼稚園：プロジェクト,情熱、仲間と遊び」
の本において、①創造性を芸術表現に特化して考えること、②一部の人だけが創造的と考
えること、③創造性はひらめきや洞察から生まれるということ、また、④創造性は指導で
きないという考え方を４つの誤概念として挙げ、どの子にも創造性を培う創造的な幼稚園
を社会に創りだすことの必要性、そのためにデジタルツールもまた大きな役割を果たしう
ることを指摘している。そして、幼児期の創造性を考えるにあたって、創造的な学びのプ
ロセスを以下のように螺旋的に発展するものとして描いている。
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       　　図７

　子ども達はまず想像することから始め、その考えを行動に移し実際に作ることを行う。
そしてその自分で創造した物を用いて遊ぶことを通して、仲間と協働してそこに新たな物
語が付け足されていく。そして、時に創った物が壊れる等することで、振り返る機会とな
り、さらに以前よりも別の新たな拡張を伴った物などを再構成することになる。そして、
この螺旋を経験することを通して、次々と遊びは広がっていくということを指摘している。
　そしてそのためには、プロジェクト的な活動が創造的な活動の中心であり、喜んで夢中
になって熱情を持って行うこと、協働して遊ぶという、４P：projects, passion, peers, and 
playの中で創造性は育まれると論じる。
　そして、創造的な学び手になるためには、「１　簡単なことから始める、２　好きなこ
とに関わる、３　どうしていいか手がかりがわからない時にはそのものをひねくり回して
いじってみる、４　実験を恐れない、５　一緒に取り組んだり考えを共有する友達をみつ
ける、６　コピーをしてもよい、７　スケッチブックに考えを書いておく（ことで自分の
変化が分かる）、８　一回作ってから離れてみてまた再度とりかかる、９　はまりこんで
うまくいかなくなってもよい（その時は小休止）、10　自分自身の学びの秘訣を創ろう」と
言う10の秘訣をプロジェクトから得たこととして述べている。そして、そのための保護者
や教師の関わりや環境のデザイン、そして、創造的社会の形成のためには、生涯にわたり
フレーベルが唱えたような幼稚園の発想が大事としている。そして、レッジョ・エミリア
の子どもたちの100の言葉を引用し、大人側が子どもたちの創造性を認めていくことの重
要性を指摘している。
　創造性を培う教育として引用されることの多いレッジョ・エミリアの保育において、ア
トリエリスタのVecchi（2010）は、「創造性の文法」としてジャンニ・ロダーリを引用し、
創造性は天から降ってくるのではなく、誰もが創造的であり創りだされるものであると述
べている。それは、創造性を刺激するための創造性の基本文法を生み出す点を分析するこ
とだとする。それは、子どもの視点から素材（マテリアル）の文法を記録すること、粘土
や紙、描画の文法、子どもが繰り返し用いるパタン、子どもの手と創造性が生み出す動き
や形態に着目し記録することだとする。それによって、教師やアトリエリスタは子どもを
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見ることができるとする、たとえば、粘土で子どもたちが手で生み出す物にはあるパタン
があり、それを「粘土のアルファベットとして子どもたちがそれを組み合わせながらさま
ざまな作品を生み出すことができる。」つまりファンタジーと合理性としての文法（その
ものの扱いに関する規則性）がどのように関わっているのかをとらえるということである。
創造性を素材と子どもの対話としてそこにある規則性をつぶさにみていくことによって、
その新たな組み合わせから子どもたちはさまざまな可能性を引き出すことができる。一方、
ペダゴジスタのRinaldi（2006）は“Creativity as a quality of thought 思考の質としての創
造性” と題した章の中で、子どもを創造的であるとみる大人の期待の水準が、その子ども
の創造性を決める点を述べている。それは、子どもの声を聴くことにより、子どもが探究
しようとしている理論を明らかにすることと関わるのであり、聴くことが前提となるとす
る。したがって、創造性は関係論的なものであり、相互の聴き合いによって引き出される
のだとする。創造性を個人のものとして捉える誤りを私たちは犯しがちであるが、他者に
よって認められ正当化されることによって、創造的な過程は生まれていく。したがって、
単なる個人の思考の質として創造性を捉えるのではなく、相互作用的で関係的、そして、
社会的プロジェクトとして創造性を捉えることの重要性を指摘している。子どもの創造性
は至る時に至るところで表れているので、それを捉えることが重要なのであり、アトリエ
や創造性の時間を準備することが、創造性を生むのではないとする。大人に創造性はない
ところでは、子どもも創造性はない。日々の生活の中でのアートも創造性も、すべての人
の権利として捉えられているのである。

③　「創造性」と日本のガイドライン
　では、日本の中では、創造性は保育の中でどのように論じられてきているだろうか、今
回の幼稚園教育要領、保育所保育指針等の改訂においても、以下のように、言及は領域表
現等で行われているが、必ずしも創造性が強調されているとまでは言えない。
「保育所保育指針　１章　基本原則　保育の目標
　（カ）　様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性の芽生えを培うこと。」
とあり、オ　表現　　１－２歳の保育、３歳以上の保育でも同一文「感じたことや考えた
ことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊か
にする。」と述べられている。また、⑵　小学校との連携においても、「ア　保育所におい
ては、保育所保育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼
児期にふさわしい生活を通じて、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うよう
にすること。」と、創造的な思考という言葉が挙げられているが、それが具体的にどのよ
うにして培われるのかについての詳細な言及はない。

（４）プロジェクトでの研究方法の特徴

　上記の問題意識をふまえ、子どもが創造性を発揮している、創造的であると記録をとる
保育者が判断した事例を、各園から、その時期その時期に持参いただき検討を行う事例研
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究の方法で行うこととした。担任、主任や副園長、園長、指導アドバイザー等、さまざま
な立場から事例をお持ちいただくことができたのも、この研究会の特徴である。収集する
事例の年齢などは、それぞれの参加メンバーに任せたために、必ずしも３－５歳の各年齢
が均等に取り上げられたわけではない。また、園によって、その時期にも偏りがあるが、
子どもが創造的であるためには、保育者や園もまた創造的であるという仮説のもとで、創
造性を生み出す環境や保育者の援助、創造性を生み出す園の研修や組織、理念のあり方も
含め考えることとした。
　今期プロジェクトにおいてもまた、研究途上では写真や動画が多用されたことから、そ
れらを生かした形で事例集として報告をするという方向が固まった。事例を出来るだけ具
体的に写真入りで報告することで、実践のイメージを共有することで、子どもたちの創造
のプロセスがわかりやすくなり、それと理論的な枠組みを比べたりすることで、研究会以
外の人に対しても、具体的な実戦感覚をもって読んでいただけることで、私どもが伝えた
い論点が伝えやすくなると判断されたからである。このため本報告書は、事例を中核とす
る構成とし、２章にはそれらの事例を、１章ならびに３章は園からいただいた報告を研究
者がさらに一般化して考えるというかたちをとることとした。
　また具体的に事例から一歩抽象化して、各園での振り返りに使えるようにということか
ら、それぞれの立場で、どの園でもつかっていただける創造性を考えるための研修や手だ
てをまとめてリスト化したワークシートを資料として、報告書最後に添付している。 
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⚒અ　ࢠͲのʮʯϓϩηεとอ育のࢹΛ୳Δ
ʵؒΛ௨ͨ͠อ育ڥɾอ育ࡐʹؔ͢ΔޠΓとΩʔϫʔυʹؔ͢Δੳʵ

東京Ո大学।教授
ࢠོޱ

⚑ɽੑΛଊ͑Δࢹ
　子Ͳͱա͝す日ʑのԂੜ׆ʹ、子Ͳの͕͋;Ε͍ͯΔ。Ұॠのؒʹ、͋Δ͍
ܧଓతͳ׆ಈのதͰ、ʠ新͍͠Կ͔ʡ͕ ੜΈग़͞Ε͍ͯΔ。อҭʹ͓͚ΔのӦΈをอ
ҭऀͲのΑ͏ʹଊ͍͑ͯ͑ࢧΔのͩΖ͏͔。อҭ࣮ફのޠΓ͔Β、อҭऀ͕ଊ͑Δ子Ͳ
のʮʯϓϩηスを୳ࡧతʹੳすΔ͜ͱ͕本ষのతͰ͋Δ。
　ੑのҭ成ݱのॏཁ՝Ͱ͋Δ͕、Ұ方Ͱ、ଟ༷ͰෳࡶͳݱͰ͋Γ容қʹఆٛ
すΔ͜ͱ͠く、ͦのͱΒ͑Ͳ͜Ζのͳ͕͞ࢦఠ͞Ε͍ͯΔ（Ӝɼ2011ʀԬాɼ2013）。
ͦのதͰ、ൺֱతڞ௨すΔఆٛͱͯ͠ʮ新͠く、࣭͕ߴく、దͳΞイデΞ事をੜΈ
ग़す͜ͱʯ͕ࣔ͞Ε͍ͯΔ（,aufNan � 4ternbergɼ2010ʀԬాɼ2013）。Կ͔͕ੜΈग़͞
ΕΔ文຺ʹ͓͍ͯ、ͦΕ͕దͰ͋Δͱ͍͏͜ͱ、ݸ人内のϓϩηスのΈͳΒͣ、
ͦのݸ人ʹͱͬͯのॏཁͳଞऀ・集団͕ຬ͠、新͠くཱͭのͰ͋Δͱ͍͏पғのධ
ՁをજࡏతʹؚΉのͰ͋Δ（ANabiMeɼ1��6 �　#oothɼ2015）。ͪΐ͏ͲΑ͍ͦの時の新
͠͞、पғʹडՄͳద͕͋͞Δͱ͑ݴΔͩΖ͏。
　子Ͳのతߟࢥ（$reatiWe thinLing）ʹ͍ͭͯड़ͨ3obTon（2012）、⚓ͭの؍
ͱ֤Ϩϕϧ、すͳΘ ʮͪ୳究（⚑୳究、⚒新͍͠׆ಈʹऔΓΉ、⚓Γ͍ͨ͜ͱをΔ）ʯ
ʮ಄ͱָ͠Ή͜ͱ（⚑ेʹͯ͠ࢼΈΔ、⚒ΞイデΟΞをੳすΔ、⚓ਪଌすΔ、⚔ଞ
ऀʹؔ༩すΔ）ʯ、ʮࠜڧؾ ʯ（すΔ͜ͱྃϦスΫテイキンά、⚓ઓを⚒、͍ڧؾࠜ⚑͞）
を͍͋͛ͯΔ。
　の所࢈の֎తධՁʹΑͬͯ区すΔʠ#igʖ$ʡͱʠMittMeʖcʡ、͋Δ͍طଘのの
ମݙߩʹܥすΔΑ͏ͳ人ྨのྺ͔࢙ΒΈͨྺ࢙తੑ（)-creatiWity ： )iTtoricaM 
creatiWity）ͱݸ人のதͰ新͠くੜΈग़͞ΕΔΞイデΟΞͱ͍͏ҙຯͰの৺理ֶతੑ
（1-creatiWity ： 1TychoMogicaM creatiWity）ͳͲ、ྺ࢙త社ձతҙٛʹΈͯ新͠くҙٛ͋Δ
事をੜΈग़す͚ͩͰͳく、社ձのதͰ୭͔͕ੜΈग़͍ͯͨ͠ͱͯ͠、ͦのݸ人ʹͱͬ
ͯ新͠くՁの͋Δ事をੜΈग़すΑ͏ͳタイϓの日ʑのੜ׆のதͰの（eWeryday 
creatiWity）を͚ͯ͑ߟΔ事のࢦఠ͕ͳ͞Ε͍ͯΔ（ଙ・Ҫ্ɼ2003）。ͦͯ͠ैདྷの
ʠ#igʖ$ʡͱʠMittMeʖcʡʹଐ͞ͳ͍ʠNiniʖc（perTonaM Neaning NaLing）ʡ、ʠ1roʖc
（profeTTionaM）ʡ（#oden 2004ʀ ,aufNan � #eghettoɼ200�ʀ  ֯ ୩・ക・ُࢁ・ᬒɼ
201�）ͳͲのੑϞデϧఏҊ͞Ε͍ͯΔ。#ooth（2015）ੑの⚕ͭのಛͱ͠
、集団のੑ、ੑڵଈ、（ڥͱಉ時ʹੑをՄʹすΔϓϩηス）人のྗݸ、ͯ
֮Ͱ͖ΔϓϩμΫト（୯ͳΔΞイデΟΞͰͳく、গͳくͱΞイデΟΞの表ग़Ͱ͋Γ、
オϦジφϦテΟՁの表໌）、社ձత文຺͕͋Δͱࢦఠ͍ͯ͠Δ。
　ੜΈग़͞ΕΔԿΒ͔のϓϩμΫトͱͦの新͠͞、オϦジφϦテΟੑのॏཁͳཁૉ
Ͱ͋ΔҰ方、༮ظࣇʹҭΈ͍ͨੑのཁૉͱ、発ୡաఔ্ͰٻΊΒΕΔอҭ・教ҭの
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文຺ʹ͓͍ͯҟͳΔ͜ͱ͕༧͞ΕΔ。ྫ͑、฿ͱ͍͏行ҝʹ͍ͭͯ、Ԟ（2004）
༮ࣇのඳ画行ҝをੳ͠、฿まͨのػܖͰ͋Δ͜ͱを֬ೝ͍ͯ͠Δ。͞Βʹ、ੜ
Έग़すͱٯのյす、ഁյすΔͱ͍͏行ҝ͕ҙຯ͋Δ行ҝͱͯ͠͏͚ͱΊΒΕΔՄੑ͕
͋Δ。ྫ͑、（2014）ాٶの⚓ࣇࡀのੵΈ่Ε໘の事ྫ͔Β、࡞ཱͯݟΓͩͦ͏ͱ
すΔ行ҝのதͰ、่͠յす行ҝ͕૬खʹͱͬͯ൱ఆతʹड͚ࢭΊΒΕΔ߹͋Ε、ߠ
ఆతԠ͋Γ、յす͜ͱ͕新ͨͳతのѲ͍ޓのҙਤのௐをੜΈग़す࡞用ͱͯ͠
ಇ͍͍ͯΔ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Ε͍ͯΔ。子Ͳ͕ۙͳڥʹؔΘ͍ͬͯくࡍ、ଟくの͜ͱ͕
子ͲʹͱͬͯະͰ͋Δ。子Ͳのスキϧྗ͕発ୡաఔʹ͋ͬͨΓطଘのࣝઌ
行͕ݧܦͳ͔ͬͨΓすΔதͰ、日ʑの༡ͼ新ͨͳՁをݟग़͠発ݟすΔ։の࿈ଓͰ͋
Ζ͏。͔͠͠、େ人ʹͱͬͯ成のաఔͰ͖ͨͯܦ事ฑ͕ଟ͍ͨΊʹ、子Ͳ͕ʠ新͠
くੜΈग़す͜ͱʡ͕طのの、当ͨΓલののͱͯ͠ड͚ͱΊΒΕݟಀ͞ΕͨΓ、େ人
のධՁج४Ͱܭ画͞ΕͨϓϩμΫトをॏͨ͠ࢹΓすΔέースଘࡏすΔのͰͳ͍ͩΖ͏
͔。ܗ、Իָ、ମͳͲの表ݱ、࡞ͳͲ日ʑのอҭのத֩をΊ͓ͯΓ、อҭの文
຺Ͱ༮ظࣇのੑʹ͍ͭͯ͑ߟΔ͜ͱ͕ඇৗʹॏཁͰ͋Δ。
　ୈ⚑અのࢦఠʹΈΔΑ͏ʹ、༮ஓԂ教ҭཁྖ、อҭ所อҭࢦ、༮อ࿈ܕܞೝఆ͜Ͳ
Ԃ教ҭ・อҭཁྖʹ͓͍ͯ、ʮੑʯଞのྖҬͱີͳؔΘΓをͪͭͭྖҬʮ表ݱʯ
Ͱ͞ٴݴΕ͍ͯΔ͕、ඞͣ͠ڧௐ͞Ε͍ͯΔΘ͚Ͱͳ͍。༮ஓԂ教ҭཁྖղઆ͓Αͼ
อҭ所อҭࢦղઆ（平成30年⚒月）を֬ೝすΔͱ、ʮ༮ظࣇのऴΘΓまͰʹҭͬͯ΄͍͠
のΑ͏ͳઆ໌͕ड़ΒΕ͍ͯΔ（：ʲ r࣍、͍͓ͯʹʯݱͱ表ੑײʯのʮ๛͔ͳ࢟ อ
ҭ所อҭࢦ、ԼઢචऀʹΑΔ）。
ʮ༮ࣇʲ子Ͳʳ、ੜ׆のதͰ৺をಈ͔すग़དྷ事ʹ৮Ε、ΈͣΈ͍ͣ͠ੑײをࢥ、ʹج
͍を८Βͤ、༷ʑͳ表ݱをָ͠ΉΑ͏ʹͳΔ。༮ࣇのૉͳ表ݱ、ࣗの͕ͦͪ࣋ؾの
まま表、ମのಈ͖ʹͳͬͯݱΕΔ͜ͱ͕͋Δ。まͨ、教ࢣʲอҭ࢜等ʳଞの༮
Γ、ԋじͯ༡Μͩͨ͠ݱʲ子Ͳʳʹड͚ͱΊΒΕΔ͜ͱを௨ͯ͠、ಈ͖ԻͳͲͰ表ࣇ
Γ͠ͳ͕Β、ࣗͳΓʹ表ݱすΔ͜ͱのتͼをຯΘ͏。⚕ࣇࡀのޙʲଔԂをܴ͑Δ年
のޙʳʹͳΔͱ、͜のΑ͏ͳମݧをجʹ、ۙʹ͋Δ༷ʑͳૉ材のಛ表ݱの方ͳ
Ͳʹؾ͖、ײじͨ͜ͱͨ͑͜ߟͱをඞཁͳのをબΜͰࣗͰ表ͨ͠ݱΓ、༑ୡͱ
ͯ͠తͳ׆ಈを܁Γฦͨ͠Γ、༑ୡಉ࢜Ͱ表ݱすΔաఔをָ͠ΜͩΓͯ͠、ҙཉを
ͭΑ͏ʹͳΔ。ʯ
　খֶߍͱの࿈ܞ・ଓʹؔͯ͠、࣍のΑ͏ʹʮबֶすΔまͰʹ、తͳߟࢥओମ
తͳੜ׆ଶͳͲのૅجをഓ͏͜ͱ͕ॏཁͰ͋Δ。తͳߟࢥのૅجͱͯ͠ॏཁͳ͜ͱ
、༮ࣇʲ子Ͳʳ͕ग़ձ͏͍Ζ͍Ζͳ事ฑʹରͯ͠、ࣗの͍ͨ͜͠ͱ͕͖͍͕ͯͬ
ͳ͕Β、ͨͱ͑͏まくͰ͖ͳくͯ、ͦのままఘΊͯ͠ま͏のͰͳく、͑ߟʹߋ͠
͍ͯく͜ͱͰ͋Δ。͏まくͰ͖ͳ͍͔ݧܦΒ、ʮͬͱ͜͏ͯ͠ΈΑ͏ʯͱ͍ͬͨ新ͨͳࢥ
͍͕ੜまΕ、ʹߋࣗ͠の発を࣮ݱͰ͖ΔΑ͏ʹ͍ͯ͠く。ʯͱड़ΒΕ͍ͯΔ。
　ྖҬʮ表ݱʯʹؔすΔղઆ（อҭ所อҭࢦͰʮ⚓ࣇࡀҎ্ࣇのอҭʹؔすΔͶΒ͍
ڥのதͰɼۙͳपғの׆ʲ子Ͳʳɼຖ日のੜࣇͼ内容ʯ）をΈͯΈΑ͏。ʮ༮ٴ
ͱؔΘΓͳ͕Βɼͦ͜ʹݶΓͳ͍ෆٞ͞ࢥ໘ന͞ͳͲをݟ͚ɼඒ͠͞༏͠͞ͳͲを
じɼ৺をಈ͔͍ͯ͠Δ。ͦのΑ͏ͳ৺のಈ͖を、ࣗのମのಈ͖ɼ͋Δ͍ૉ材ͱײ
ͳΔのͳͲをཱͪʹͯ͠表ݱすΔ。༮ࣇʲ子Ͳʳɼ͜ΕΒを௨ͯ͠ɼײじΔ͜ͱɼ
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すΔྗをཆ͍ɼݱͱ表ੑײ をॏͶɼݧܦΔ͜ͱͳͲの͛Δ͜ͱɼイϝージを͑ߟ
ੑを๛͔ʹ͍ͯ͠く。͞Βʹɼࣗのଘࡏを࣮͠ײɼॆ࣮ײをಘͯɼ҆ఆͨ͠ؾͰੜ׆
をָ͠Ή͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔ。ʯͦ ͯ͠、内容（5）ʮ͍Ζ͍Ζͳૉ材ʹ͠Έ、
ͯ͠༡Ϳ。ʯʹ ͍ͭͯ、ʮ༮̡ࣇ 子Ͳ rɼࢥΘ͵のを༡ͼのதʹऔΓࠐΈɼ表ݱのૉ
材ͱすΔ͜ͱ͕͋Δ。まͨɼྫ͑ɼのࢬۭ͖ശを͍Ζ͍ΖʹཱͨͯݟΓɼΈ߹Θ
ͤをָ͠ΜͩΓͯ͠ɼࣗͳΓの表ݱのૉ材ͱすΔ͜ͱ͋Δ。͜のΑ͏ͳࣗͳΓのૉ
材の使͍方をݟ͚Δମ͕ݧతͳ׆ಈのݯઘͰ͋Δ。͜のͨΊɼԻをग़ͨ͠Γɼܗを
Γɼͦのイͨ͛イϝージを͕ࣇをָ͠Ή্Ͱɼ༮ݱΓͯ͠表ͨ͑ߟΓɼৼΓをͨͬ࡞
ϝージを表ͨ͠ݱΓͰ͖ΔΑ͏ͳັྗ͋Δૉ材͕๛͔ʹ͋Δڥを४උすΔ͜ͱ͕େͰ
͋Δ。ʯͱ͞Ε͍ͯΔ。
　อҭ࣮ફͱ͍͏日ʑのӦΈのதͰ、ʮੑʯͱͲのΑ͏ͳݱͰ͋Δͱଊ͑ΒΕ、ま
ͨͲのΑ͏ͳ͕ڥඞཁͰ͋Δͱ͑ߟΒΕ͍ͯΔの͔。研究ձͰ、อҭ࣮ફのࣸਅをڞ
༗͠ͳ͕Β⚒年ؒʹͬͯҙݟをަ͖ͨͯͬ͋͠。本અͰ、ޠΓ͔Βͦのಛをଊ͑
͍͖͍ͯͨ。

⚒ɽޠΓʹݟΒΕΔΩʔϫʔυͷநग़ͱؔ࿈ੑͷੳ
　研究ձͰ、ଟ༷ͳ࣮ફͱࣸਅ͕հ͞Ε、ͦΕʹ͍ͭͯのޠΓの内容ଟذʹΘͨͬ
͍ͯͨ。ͦのͨΊ、ੳのࡍキーϫーυをநग़͠、報を集すΔͱͱʹ、キーϫーυ
ಉ࢜のؔ࿈ੑをҐஔ͚ͮ、子Ͳのత׆ಈʹࢸΔϓϩηスを୳ࡧతʹ໌Β͔ʹすΔ͜
ͱをࢼΈͨ（ਤ⚑ࢀর）。ਤ⚑のதԝʹ、ʻ子Ͳ・子Ͳͨͪʼ͕ʹ͏͔ϓϩη
スをࣔ͠、ͦのԣʹʻอҭऀʼٴͼʻԂશମʼͰେ事ʹ͍ͨ͠事ฑをࣔͨ͠。本ੳͰ、
キーϫーυޠΒΕͨݴ༿ͦののを用͍͍ͯΔ߹͋Δ͕、ͦのޠΒΕΔ文຺ޠの
用͍ΒΕ方ʹ૬ҧ͕ΈΒΕ͓ͯΓ、ޠΒΕΔ内容͕ෳのキーϫーυͱؔ࿈͍͋͠、໌
֬ʹ͚Β͑ͳ͍͜ͱ͋ͬͨ。චऀ͕ྨੑࣅͱؔ࿈ੑをまͱΊΔܗͰੳを͓͜ͳͬͯ
͍Δ。

<子ども・子どもたち>

ਤ⚑ ɽࢠͲɾࢠͲͨͪͷʮʯϓϩηεͱอҭɾ༮ࣇ教ҭͷϙΠϯτ
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　ঘ、口（2016）Ͱʮઓʯのϓϩηスʹ͍ͭͯݕ౼ͨ͠。ઓͱີͳؔ
をͭ࣋ͱ͑ߟΒΕ（3obinTonɼ1���ʀ4awyerɼ2012ʀνΫηントϛϋイɼ1��6）、ڞ௨す
Δཁૉ͋Δ͕、本ੳͰಛʹʮʯʹ͏͔ϓϩηスʹओ؟を͓͖、ΑΓಛతͩ
ͱࢥΘΕΔ؍をநग़ͨ͠。࣍のୈ⚓અͰ、テキストϚイχンάʹΑΔ؍٬తͳޠͱͦ
のग़ݱʹ͍ͭͯݕ౼͓ͯ͠Γ、まͨʮੑʯͱؔ࿈すΔૉ材・ঢ়ͯͬߜʹگੳͯ͠
͍Δ͕本ੳͱҟͳΔ。࠷ॳの⚑年ؒܭ⚖ճの研究ձをऴ͑、ୈ⚗ճ201�年⚔月⚑
日の研究ձʹ͓͍ͯ、શମతʹग़ͨ͠ݱ事ྫの、事ྫͱキーϫーυをྫࣔͨ͠ࢿྉを
、を͍͍ͨͩͨ。まͨݟऴճ研究ձʹͯϝンόーʹ͝ҙ࠷、ࡍ༗ͨ͠。ਤͱͯ͠まͱΊͨڞ
ਤ⚑のӈのઢの࢛֯ʹ、ୈ⚑અͰఏࣔ͞Εͨ͜Ε͔Βの社ձʹ͓͚Δੑのҙٛ
ʹ͍ͭͯཁをまͱΊ、ʻ子ͲのੑをҭΉอҭ・༮ࣇ教ҭのϙイントʼͱͯ͠ఏࣔ
ͨ͠。

⚓ɽޠΓ͔ΒΈΔอҭʹ͓͚ΔࢠͲͷʮʯϓϩηε
ରͱのग़ձ͍・ؔΘΓのதͰ
　ੑʹؔ࿈すΔอҭ࣮ફ事ྫのޠΓ͔Β、༷ʑͳʰΓग़すಈ͖ʱ͕ΈΒΕ͍ͯΔ。
ࣗવૉ材等、ฒͯஔ͍ͨΓ০ͬͯΈͨΓすΔ࢟、༷ʑͳ৭・ܗをΈ߹ΘͤΔ࢟、
ͬ͜͝༡ͼͳͲͰཱͯݟͳΓ͖ͬͯ༡Ϳ࢟、像のੈքを表ݱすΔ͕ͨͬ͋࢟。ଞࣇをਅ
Γฦ͞ΕΔதͰΑΓஸ܁Εஈʑͱม容͕ΈΒΕΔの、༡ͼ͕ݱΔதͰͦの子Β͕͠͞ࣅ
ೡʹ͔ࡉくਫ਼៛化・ચ࿅化͞ΕͨΓ、Γ方͕Θ͔ͬͯくΔͱスムーζʹͳΓखॱ͕ޮ
化すΔͳͲのม容͕ΈΒΕΔ࢟、͋ΔఔͰ͖ͨのʹର͠、ͬͱ͜͏͍ͨ͠ͱ͍͏ͦ
の子ͳΓのͩ͜ΘΓ͕ग़͖ͯͯ͞ΒʹٴすΔࢼ、࢟行ޡࡨすΔதͰͻΒΊ͖ΞイデΟ
Ξ͕ग़͞ΕΔ໘、子Ͳಉ࢜の話͠߹͍Ͱղܾ͕ਤΒΕΔ໘Ͱେ人の༧を
͑ͨϧーϧ方法ʹ͍ͭͯのఏҊ͕ग़͞Ε子Ͳಉ࢜のೲಘのͱड͚͍ΕΒΕΔ࢟、ࣗ
（ͨͪ）ͳΓʹ当ͯをͬͯイϝージを࣮ݱ化すΔ࢟、ͨ͠ࢦのͰͳくԿ͔を
ͭく͍ͬͯくதͰ݁Ռͱͯ͠Ͱ͖ͨのʹຬͨ͠Γޙ໊͚͚ͯͨΓすΔ࢟ͳͲ、ଟ
༷ͳ事ྫ͕報͞ࠂΕ͍ͯͨ。͜ΕΒののಈ͖ʹࢸΔϓϩηスʹ͍ͭͯ、キーϫーυͱ
ͱʹޠΓをྫࣔ͠ͳ͕Βड़͍ͯく。
　まͣ࠷ॳのஈ֊Ͱ、҆৺・҆ఆͯ͠อҭऀͱのؔੑのதԂʹをஔくʰ҆৺・҆ఆʱ
͔Β、ڥʹओମతʹؔΘΔʰओମతͳ୳ࡧʱ͕ੜまΕΔ。子Ͳʹͱͬͯۙͳڥを
୳ࡧすΔதͰ、h ରͱのग़ձ ・͍ؔ ΘΓʱ͕ੜじ͍ͯく。ͦ͜Ͱ、子Ͳ͕ײじ͑ߟΔ৺
తͳಈ͖ΤωϧΪーͱͯ͠ޠΒΕ͍ͯͨの͕、子Ͳのh ੑײ 、ɦh ໘ന ・ָ͍ ͍͠ 、ɦh ৳
ͼ͔͞ 、ɦh ・ؾࠜ 、ɦh ࣝ・ઌ行ݧܦ 、ɦh ಄・ເதʱͰ͋Δ。子Ͳ͕Ԃੜ׆の
தͰײじΔ҆৺・҆ఆをલఏͱ͠ͳ͕Β、ෆٞࢥඒ͠͞、͖ڻをײじΔʰੑײ 、ɦh ໘ന
͍・ָ͍͠ʱͳͲの৺༳͞ͿΒΕΔͪ࣋ؾ、Γ͍͕ͨͪ࣋ؾੜじΔ͜ͱ͕େ͖ͳݪಈྗ
ͱͳΔ͜ͱ͕ࢦఠ͞Εͨ（ྫ.ʠ地ݩのԂܳ͞Μ͕ࡊබの২͑方を教͑ͯくΕͨ。ϙο
ト͔Βग़ͨ͠ͱ͖、͍ࠇʹന͍͕ࠜഝ͍ͬͯΔのをͯݟʮす͍͖͝Ε͍ʯͬͯΈΜͳݴ
ͬͯΔ（ୈ⚑ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ、ʠૉ材の͓͠Ζ͞、ෆ͍ͨͮؾʹٞ͞ࢥॠؒ、ਫ
ͱ͔৭ͱ͔、のΓのதͰ͙Γ͙Γ͍ͬͯͨΓ、ಈくͱ͔ͦ͏͍͏のʹग़ձͬͯ৺ୣΘΕ
͍ͯΔΑ͏ͳॠؒをઌੜ͕ͨͪΫϦΤイテΟϒͩͱͨͬࢥʡ、ʠͬͯΑ͔ͬͨͳͱ͔、ָ
͔ͬͨ͠ͳͱ͔、まͨͬͯΈ͍ͨͳͱ͔、ࠓ͜͏ͯ͠Έ͍ͨͳͱ͔、ͦ͏͍͏֮ײ
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をಘΒΕΔͱ͍͏ݧܦ、ੑのժੜ͑ʹ͔͔Θ͍ͬͯΔのͰ （ୈ⚓ճ研究ձٞ事
ΑΓ）ʡ。子Ͳ͕Կ܁Γฦ͠、͠ઓͯ͠ʰ಄・ເதʱʹͳΔ࢟、͔ͦ͜Β子
Ͳのʠʰࠜؾ・ʱをײじΔ（ୈ⚒ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡͱ͍͏事ྫ報͞ࠂΕͨ
（ྫ.ʠʮ͋͋Ͱ͖ͳ͍ʯʮർΕͨʯͱ͚͏ݴͲ、Ͳ͏͖ͯ͋͠ΒΊΕͳ͍。ͦΕͰ、
。（ΑくऔΓΜͰ͍ͨ（ୈ⚔ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡؾࠜ
　子Ͳの࢟のଊ͑ʹ、อҭऀ ʠ͕ͦの時ͦのʡ、ͦΕまͰのʠͦ͜ʹࢸΔʡ子Ͳの
すײڞʹग़͞Εͨ新͠͞ݟࢹじ、ͦの子ͳΓのײをΈͯ、ͦの子Β͠͞ಠࣗੑを࢟
Δޠ͕࢟ΒΕ͍ͯͨ（ྫ.ʠಉじΑ͏ʹੵΈをੵΜͰ͍ΔΑ͏ʹ͑ݟΔ͚Ͳ、ΓΔ
子ʹΑͬͯͦのੵΈ方͕શવҧ （͏ୈ⚕ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。ࠓまͰの͔࢟Β༧
͔ͭͳ͍表ݱをͨͨ͠Ί、͖ڻをײじ͍ͯݟΔେ人ʰҾ͖ࠐまΕΔʱͱ͍͏（ྫ.ʠඒ
͍͠ͱͨͬࢥ。⚑人のஉの子（ʓʓͪΌΜ）͕ඳ͍ͨ。す͝くؾݩͰ、͜Μͳ͍͔ࡉ࿏
をඳくΑ͏ͳイϝージͰͳ͍。（লུ）͜ΕͯͤݟΒͬͨͱ͖、す͝くࢲ͍ͯڻ、
൴のまͨҧ͏Ұ໘͕ݟΕͨͱ͍͏͔、͜Μͳʹ集தͰ͖Δの͔ͱͨͬ͠ࢥ、ࣗの本当ʹ
ୈ⚒ճ研）ͨͬࢥΔままʹࣗ༝ʹඳ͍ͨの͔ͳͱ͍͏の͕͋ͬͯ、す͝く͍͍ͳͬͯ͑ߟ
究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。શൠతʹ、อҭऀ͕ଊ͑Δੑ、h ͦの時ͦのの子Ͳ、ͦ
ͱͳ͍ͬͯΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。人の子ૅجత理ղʱ͕ײڞΔ子ͲʹରすΔࢸʹ͜
Ͳ͕Կ͔集ΊͨΓฒͨΓ͠ͳ͕ΒͰΈཱͯͨΓ、০ͬͨΓすΔ࢟をͯݟ、ͨͱ͑
ͦ、まͬͨͱͯ࢝͠ΈΔ͜ͱ͔Βͯࣅ৮発͞ΕͯಉじΑ͏ʹਅʹࣇॳの͖͔͚͕ͬଞ࠷
の子ͲのϓϩηスのதͰのඞવੑ͕͋Γ、ਅͯࣅͲ͔͜ಉじʹͳΒͳ͍ͦの子Ͳ
ͳΒͰのオϦジφϦテΟ、ͦの子Ͳʹͱͬͯの新ੑح、発ݟをײڞతʹײじऔ͍ͬͯ
くอҭऀの͕ͨͬ͋࢟。
　子Ͳͱʰରͱのग़ձ͍・ؔΘΓʱอҭऀのҙਤを͑、子Ͳの発ݟʹΑͬͯۮ
発తʹ͜ىΔ߹͕͋Δ（ྫ.ʠ͜ΕԿ͔ͦΕʹؔ࿈すΔΞイテムじΌͳ͍͔ͱ͍͏͜ͱ
Ͱ子Ͳ͕ͨͪ૽͗ग़ͯ͠、र্͍͛ͯʮԿͩΖ͏Ͷʯͱ。͜͏͍͏ಥ発తʹͱ͍͏͔、
༧ఆ͠ͳ͍͜ͱ͕ͨͬ͜ىͱ͖、ͲΜͳ;͏ʹ子Ͳͨͪの৺のಈ͖をอҭऀ͕र্͍͛
͍ͯく͔͍ͬͯ͏の͕͜͏͍͏ͱ͜ΖͰす͝くΘΕΔ͔ͳͱ͏ࢥ（ୈ⚕ճ研究ձٞ事
ΑΓ）ʡ、ʠ͕ࢲҙਤͯ࢝͠Ίͨ͜ͱ͋ͬͨΓͳ͔ͬͨΓすΔ͚ΕͲ、子Ͳ͕ͨͪࣗ༝
ʹ͓͠Ζ͍͜ͱを͚ͯͭݟ͍͍ͬͯͬͯΔͱ͜Ζ͕ੑʹͭͳ͕Δの͔ͳ（ୈ⚒ճ
研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。まͨ、อҭऀ͕ࣗ、ࠓまͰ無ҙࣝʹؔΘ͍ͬͯͨڥ・ૉ材等
h、͍߹͖ʹ 新ͨͳՁのؾ͖、ݟす・ݟग़すʱ͜ͱ͕ٻΊΒΕΔ。（ྫ.ʠԻͬ
ͯ、ޫͦ͏͔ͩͬͨ͠Εͳ͍͚Ͳ、อҭऀ͋まΓҙࣝͯ͠ͳ͍͔͠Εͳ͍（ୈ⚔
ճ研究ձٞ事ΑΓ））。Ԃ内ʹͱͲまΒͣ地Ҭݯࢿʹを͚、औΓೖΕ׆用ͨ͠Γ、อ
ҭऀଆ͔Βੵۃతʹग़ձ͍をʰֻ͚ʱ͍ͯくಈؚ͖まΕ͍ͯΔ（ྫ.ʠ地Ҭの༡ͼを
͍ͯ͠ࡧΔͱ͍͏ײじ。ͪΐ͏ͲオタϚジϟΫγͩͬͨΓ、ΧΤϧ͕ग़͍ͯͨΓ͍ͯ͠
Δঢ়ଶを、ࠓ、子Ͳʹࠓ、͍ͨͤ͞ݟをಀすͱੜ͖ʹग़ձ͑ͳくͳΔ（ୈ⚒ճ研究ձ
ٞ事ΑΓ）ʡ）。อҭऀʹΑΔૉ材、༡۩等のҙࣝʹ͍く͔ͭ؍͕͋Γ、ҙਤత
ʹૉ材をۛຯ͠ʰඒ͠くஔʱ͠、まͨ、ͦのҙຯ͕ʰΘ͔ΓすくʱΘΔΑ͏ʹすΔ
ҙ͕ࣝΈΒΕͨ（ྫ.ʠීஈૉ材を集ΊΔͱ͖、ࣗવૉ材ϦαイΫϧϚテϦΞϧͳͲを
ѻ͏ͱ͖、͕͍ࣗͨͪͬͯΔ͜ͱのҙຯͱͦΕ͕ΘΔ͔ͱ͍͏͜ͱをԿ֬ೝす
Δ（ୈ⚓ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ、ʠ所ͱ͔ૉ材͕ັྗతͰ、子Ͳ͕ʮ͑ͬԿͩΖ͏ʯ
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くΑ͏ͳ所。ඒ͍͜͠ͱ͕େ事（ୈ⚕ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ͍ͯͬ࣋ຯをڵʹͦͯͬ͜
ͳͲ）。ͦͯ͠、܁Γฦ͓͜͠ͳΘΕΔ༡ͼののをh ͦのまますʱ͜ ͱ、औ͓ͬͯ
く͜ͱのҙ͕ࣝޠΒΕ͍ͯͨ。औ͓͚ͬͯͳ͍のの߹、ࣸਅϑΝイϧʹͯ͠子Ͳ
͕ࣗͰΈͯৼΓฦΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ͳอҭのड़ΒΕ͍ͯͨ。す͜ͱͰ、
子Ͳ͕ࣗのͬͨ͜ͱをৼΓฦΓ、͔ؒΒܹをड͚、ݟ߹͍ͳ͕Β༡ͼをܧଓ͠、
͞Βʹ新͍͠ల։͕ੜじΔ。
　։์తͳ所Ͱ৳ͼ৳ͼͱ׆ಈを行ͬͨΓ、じͬくΓͱͤࢼΔ時ؒをઃ͚ͨΓすΔʰ৳
ͼ͔͞ʱ͕ੑʹͭͳ͕Δ͜ͱࣔࠦ͞Εͨ。Ұఆの時ؒʹ集த͓ͯ͜͠ͳ͏׆ಈの
தͰ発͞شΕΔ表ݱҎ֎ʹ、ࣗ༝Ͱ։์͋ײ;ΕΔ時ؒ・ۭؒʹΑͬͯ発͞شΕΔ表͕ݱ
͋Δ（ྫ.ʠ子Ͳͨͪͱͯ表ݱをָ͠ΊΔ͍ͬͯ͏時ؒ。͏Ε͕͠͞૿ͯ͠くΔͱ͍
͏͔、ଘͳ時ؒʹͳ͍ͬͯΔ。ͦΕอো͞Ε͍ͯΔのͰ、͍Ζ͍Ζҥͱ͔ࣺ͗
ͯ、Γ͍ͨ͜ͱԿ͔͍ͬͯͯ、ͦΕ͖ͬͱͦのલのۓுײの͋Δ時͕ؒ͋ͬͯ͜
ͦ、͜のղ͖์ͨΕͨ͏Ε͠͞ͱ͍͏の͕͋ͬͨΜͩΖ͏ͳʡ、ʠԿָ͔ͩͦ͠͏͍ͬͯ͏
ۭؒͰ、子Ͳ͕ͨͪགྷΓʹ಄͍ͯ͠Δͱ͜Ζ。ղ͖์ͨΕͨͱ͖ʹ、ΑΓࣗ༝ͳۭؒ
Ͱ、ࣗ༝ͳ発のதͰੑ͕ҭまΕͨʡ、ʠ子Ͳ教ࢣ͋まΓʹま͍ͬͯͳ͍時
ؒのதͰのࣗ༝͋ײ;ΕΔۭؒの方͕、ΑΓ๛͔ͳੑ͕ҭまΕΔΜじΌͳ͍͔（ୈ⚕
ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。Ұ方、子Ͳ͕ࣗ༝ʹͰ͖Δ͚ͩͰͳく、੍͋ݶΔ文຺のத
Ͱੑ͕発͞شΕΔ͜ͱ͋Δ。ʰ・ۭؒ・時ؒのߏ成ʱʹ͍ͭͯ、ྫ͑、行事ʹ
͠౼ݕ௨͠のதͰͲのఔまͰΓ͍ͨの͔・Ͱ͖Δの͔、อҭऀ͕ݟಈ時ؒ׆͚ͨ
͍ͯく͜ͱ͚ͩͰͳく、年ྸʹΑͬͯอҭऀ͕子ͲͱҰॹʹڞ͠౼ݕʹ͍ͬͯく͜ͱ
ॏཁͰ͋Δ。（ྫ.ʠ୲のઌੜಉ࢜の話͠߹͍Ͱ、ʮ͍、ΑくͬͯΔͶʯͱ͔、
ʮͪͬݴ、ࢲΌͬͨʯͱ͔、ͦ͏͍͏͜ͱデΟスΧογϣン͍ͯ͠Δ（ୈ⚔ճ研究ձٞ
事ΑΓ）ʡ、ʠʮࠓ日͜のลまͰʯͱ͔、ݟ௨͠をࣗͰ、ઌのݟ௨͠を子Ͳͱ֬ೝ
͠Α͏ͱ。ʮ͜͜まͰͳΜͩΑʯʮ͞ʹͪͨࢲ、ࠓΕͨ時ؒ͜Ε͚ͩͩʯΈ͍ͨͳ͜
ͱを、年のࠓͳΒ͑ݴΔ（ୈ⚗ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ。
　༡ͼ͕ܧଓすΔதͰ、子Ͳ͕ࣗͳΓʹग़དྷΔ͜ͱ、ѻ͑ΔののதͰࢼ行͠ޡࡨ
ͯ͠行く࢟、h  ・ࣝઌ行ݧܦʱͱͭͳ͛ͯ新͍͜͠ͱをੜΈग़す͕࢟報͞ࠂΕ͍ͯΔ
（ྫ.ʠすΔͱ͍͏͜ͱ、Կͳ͍ͱ͜Ζ͔ΒすΔͱ͍͏ΑΓ、͜の༡ͼを௨
ͯ͠のલの༡ͼ͔Βܹをड͚ͯ、ࠓまͰͲ͔͜ͰͨݟΓฉ͍ͨΓͨ͜͠ͱ、ͦΕ͕ࢥ
͍ग़͞Εͯ新ͨͳ༡ͼͱͯ͠表Ε͍ͯͨの͔ͳͱ。当ͨΓલの事͚ͩͲ、ੑθϩ͔
ΒੜまΕͯくΔͱ͍͏͜ͱまΕͰ、すͯઌ行ݧܦの্ʹ成Γཱ͍ͬͯΔΜͩͳͱ͍͏
のを࣮ͨ͠ײʡ、ʠཱͯݟΔͱ͔ͬ͜͝。͜Ε͕、ࣗのମ͔ݧܦ・ݧΒಘͨ、͍ͬͯΔ
͜ͱをੜ͔ͯͭ͠ͳ͛ͯ、ࣗͰԿ͔ੜΈग़͍ͯ͠Δॠؒͱ͍͏ҙຯͰతʡ（ୈ⚓ճ
研究ձٞ事ΑΓ）、ʠͦ͜ʹ͍Δ人͕͍ͨͪͭࢥく͜ͱ、Ͱ͖Δ͜ͱをੜ͔͍ͯ͠く。ͳ
͍のをҾͬு͖ͬͯͯ、͜͏͋Δ͖͍ͬͯ͏ͱ͜Ζʹ͍͔ͯͬくͱ͍͏ΑΓ、ࠓ
Δのを子Ͳͨͪੜ͔ͦ͏ͱすΔ（ୈ⚖ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ、ʠ༑ୡ͕ͬͯͬ࣋
ͯΔ͜ͱʹಌΕͯまͶを͍ͯ͠ΔதͰ、ٕज़を͑Δͱ͍͏͔͍͚ͯͭݟΔΑ͏ͳؾ͠
ͯ。ੵΈのΈཱͯ方ͱ͔、ͪΐͬͱテΫχοΫ（྆໘テーϓΈ͍ͨʹηϩテーϓをؙ
ΊΔͱ͔）ͱ͔、ͦ͏͍͏のを฿のதͰ͋Δఔʹ͚ͭΔ͜ͱͰ、ΑΓͦの子͕ࣗ༝
ʹͳ͍ͬͯく（ୈ⚒ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡͳͲ）。͜͏ͨ͠ݧܦ、͕͋͜Ε・ਅࣅͳͲ
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͕ੜじΔ子Ͳಉ࢜のؔܧ、͍͓ͯʹੑଓతʹҭまΕ͞Βʹ๛͔ͳのʹͳΔΑ͏ͩ。

のதͰੑのؔ࢜Ͳಉࢠ
　ੑʹؔすΔ事ྫʹ͓͍ͯ、ಛʹ໘ന͍・ָ͍͠ͱ͍ͬͨϙジテΟϒͳ֮ײʹ͍ͭͯ
͞ٴݴΕΔ͜ͱ͕ଟ͔ͬͨ。಄͠ເதʹͳָͬͯ͠Ήʰงғؾʱࣗવʹपғʹʰ
ʱ͍ͯ͠く（ྫ.ʠԿͱ͑ݴͳָ͍͍͍ͬͯ͠͏৳ͼ͔ͳ͏Ε͕͠͞पΓの子Ͳͨ
ͪʹ͍ͯͬͯ͠、ࣗવʹ子Ͳ͕༡ͼをΊͯステージをݟʹདྷͨ。Կָ͔ͩͦ͠͏
͍ͬͯ͏ۭؒͰ、子Ͳ͕ͨͪགྷΓʹ಄͍ͯ͠Δͱ͜ΖをҰॹʹ্͍ͯ͛ݟΔ（ୈ⚕ճ
研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。ಛఆの子Ͳの໘ന͍༡ͼपғをࠐ͖רΜͰ͍く。ࣗ⚑人の
ΞイデΟΞ͕;ͱͭͿ͖ͱͯ͠ΕͨΓすΔ࢟、ࣗଞࣇͱ;Γ͔͑Γ、ϧーϧ新
͍͠方法をͨ͑ߟΓ、イϝージ・ΞイデΟΞを͑ͨΓ、ͦのࡍʹ絵ݴ༿Ͱࣔܝをͭく
ͬͯࣔͨ͠ΓすΔͳͲ、h 、पғのؒͱҰॹʹʰ話͠߹͍ʱをすΔதͰ、࢟༿ʱʹすΔݴ
ͦΕͧΕの発͕ͭͳ͕Δ͕͋࢟Δ（ྫ.ʠΔ、ͮؾく、Θ͔Δͱ͍͏の、ݸ人のதͰ
ͨく͞Μ͜Μͳମ͕ݧೖ͍ͬͯͯ、ͨまͨまԿ͔Ͱͭͳ͕Δ、ʮ͜Εͱ͜Ε͕使͑ΔじΌ
ΜʯΈ͍ͨͳͱ͖ʹύοͱໄ͕Εͨ、͜のॠָ͕͍ؒ͠。ͦΕ͕ΫϥスのΈΜͳʹ͋ͬ
ͯ、ͦΕ͕話͠߹ͬͨΓͯͭ͠ͳ͕Γ߹͏ͱ、ま͓ͨ͠Ζ͍の͕Ͱ্͖͕ͬͯくΔΈ
͍ͨͳの͕、తͳ׆ಈ͔ͳͱͨͬࢥ（ୈ⚔ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。
　子Ͳಉ͕͕͋࢜͜Εをͪ、ਅؔ͏͋͠ࣅのதͰ、༡ͼ͕ͲΜͲΜ͠ม容ͯ͠
͍く。子ͲͨͪのؔੑのதͰ、ਅࣅΔ・ਅࣅΒΕΔ͕ؔॏཁͳのͱͯ͠ޠΒΕͯ
͍ͨ。͠ਅࣅͳ͕Β͕ΔதͰ、ඞͣͦの子Β͕͠͞ݱΕ、ม容͠新͍͠のʹ͔Θ
͍ͬͯく。࠷ॳʹ࢝Ίͨ子Ͳʹޙଓの子Ͳ͕ʮਅ͍͍ͯࣅʁʯͳͲのڐՄをಘΔ࢟
事ྫのதͰ報͞ࠂΕ͍ͯͨ。子Ͳ͕ͨͪࢼ行ޡࡨのதͰͭくΓ͋͛ͨの͕ʮ໘
ന͍ʯʮす͍͝ʯͱपғのؒʹड͚ೖΕΒΕධՁ͞ΕΔʰೝΊ߹͏ؒؔʱのதͰ
Γग़すಈ͖͕Μʹͳͬͯ行くのͩΖ （͏ྫ. ʠ͜ΕେมධͰ、पΓの子ͨͪʹす͍͝
す͍͝ͱݴΘΕ、पΓの子͍ͨͪͬͺ͍まͶ͍ͯͨ͠（ୈ⚖ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ、
ʠҰੜ໋ͦݒΕを͠ݱ࠶Α͏ͱ͠ͳ͕Β、Կ͔新͍͠のʹΓ͔Θ͍ͬͯく（ୈ⚗ճ研
究ձٞ事ΑΓ）ʡ、ʠԿͰԿ͔ͬͺΓまͶͯΈͳ͍ͱ、まͶ͍ͯͬͯく͏ͪʹࣗ
ύターンʹ͍ͯ͠くͱ͍͏の͕༡ͼのத、ͦΕͪΖΜ集団อҭのதͰՁ͕͋Δͱࢥ
͏／Ԃ内Ͱ୭͍ͯ͠ͳ͍༡ͼ方ͩͬͨのͰ、൴ঁ͕͍ͬͯΔのをͯݟ、΄͔の子ͨͪ
͓͠Ζͦ͏ͩͱ͍͏͜ͱͰ、ΈΜͳ͕まͶを͖ͯͨ͠（ୈ⚒ճ研究ձٞ事） ʡ、ʠஉ
の子͕དྷͯʮまͶ͍͍ͯ͠ʁʯͬͯͯͬݴ（লུ）ͦ͏ͨ͠Β͏⚑人உ子͕དྷͯ
ʮԶまͶ͍͍ͯ͠ʁʯ（লུ）༑ୡの͍ͬͯΔ͜ͱをまͶͯ͠、ࣗの༡ͼʹೖΕΔ
͚Ͳ、ͪΐͬͱҧ͏Έ͍ͨͳの͕͋ͬͨ（ୈ⚕ճ研究ձٞ事）ʡͳͲ）。
　子Ͳಉ͕ͭ࢜ͳ͕ΔͨΊʹ、話͠߹͍ʹ͓͍ͯอҭऀ͕ͲのΑ͏ʹؔΘΔの͔、อ
ҭऀ͕ࣗʰؔΘΓの֮ࣗ化ʱを行͍ͬͯくඞཁੑ͕ࢦఠ͞Ε͍ͯͨ（ྫ.ʠੑͱԿ
͔ͱ͍͏͜ͱをࣗͨͪͳΓʹҙࣝͯ͠、ͦ͏͍͏ͨΊʹͲΜͳݴ༿͕͚を࣮ࡍʹ͍ͯ͠
Δの͔ͱ͍͏͜ͱを֮ࣗ化͠ͳ͍ͱ（ୈ⚗ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。
　子Ͳのੑをอҭऀ͕ײじ、͠ײڞҾ͖ࠐまΕΔ໘͕͋ΔҰ方、時ʹةͳ͍ಈ͖
をָͯ͠͠ࢼΉ年ࣇの࢟、͕ੜじͯղܾʹͤまΒΕΔΑ͏ͳۓுをΒΉ໘、子
Ͳの͕࢟େ人の͔ൣنΒͣΕΔ໘͋Δ。อҭऀ͕ؔΘΔඞཁ͕͋Δέース、ݟकΓ
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ͳ͕Βʰ子ͲʹҕͶΔʱඞཁ͕͋ΔέースͳͲ、断͕ͤまΒΕΔͩΖ͏（ྫ.ʠͱʹ͔
くతͰ͋Δͱ͍͏໘、อҭऀ͕Βͳ͍ͱ͜Ζʹ͋ΔのͩΖ͏（লུ）͔ͩΒ
子ͲʹҕͶΔ（ୈ⚓ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。͋まΓอҭऀ͕ೖΓա͗ͣҕͶΔ͜ͱを
େ事ʹ͠ͳ͕Β、子Ͳ͕Կを͍ͨ͠の͔ฉ͖औͬͨΓ、内容をͭͨ͑ͨΓ話͠߹͍の
ϓϩηスをʰ͑ݟΔ化ʱすΔ͜ͱͰ子Ͳの発、ΞイデΟΞをʰͭͳ͛Δʱอҭ
ऀの࣮ફのࢼΈ͕͋ͬͨ（ྫ.ʠҙݟをަΘ͍ͯ͠Δ͏ͪʹ、ʮେ͖͍のʯʮյΕͳ͍
のʯͱ͍͏͜ͱͰ、͔ͦ͜ΒʮԿをͭくΔ͔ʯʹͳͬͨ。άϥϑΟοΫϑΝγϦテーγϣ
ン、ઌੜ話͠߹͍をͣͬͱॻ͍͍ͯく（ୈ⚔ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ、ʠ子Ͳのݴ༿を
ͭ。Ұॹʹ͑ߟΔ。当ͨΓલͳΜ͚ͩͲ。まͱΊͨΓͯ͠ओମऀʹͳΒͳ͍。ʮ͏Μ͏
Μʯͱฉく。ʮͲ͏͍͏͜ͱ͔ͳʁʯͱ͏。ͦΕͰ、อҭऀ͕ҰೖΒͳ͍話͠߹͍の
をઃ͚Δ。ʮࠓ日ܾまΜͳく͍͍ͯʯ͍ͬͯ͏ͪ࣋ؾ。ࣦഊのݧܦେ事。ৼΓฦ
ͬͯ͏Ұճֶͼʹͦ͏。タイト͚ͩͲ、子Ͳ͕͑ߟΔ時ؒをͭくΖ͏。（লུ）時
͕ؒΘ͔͖ͬͯͨΒ、時ؒをҙࣝすΔߏڥ成をେ事ʹ͠Α͏。ΧϨンμーを子Ͳଆʹ
ҕͶΔͱ͔。ͦΕ͔ΒΓ、話͠߹͍の内容͑ݟΔ化（ୈ⚗ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。
　อҭऀ͕子Ͳの表ݱをଚॏ͠ʰେʹѻ͏ʱ͜ͱ͕ඞཁͰ͋Δ。อҭऀಉ͕࢜子Ͳ
の༡ͼの報ʮ໘ന͍Ͷʯͱͪ࣋ؾ͏ࢥをݴ༿ʹͯ͑͠、ڞ༗͍ͯͨ͠（ྫ. ʠ子Ͳ
͕ͨͪ表ͨ͠ݱのʹͲΜͳϝοηージ͕ࠐΊΒΕ͍ͯͯ、ͲΜͳのをײͯݟじ͍ͯΔ
の͔をټΈऔΔ͜ͱ͕େͩͱ͏ࢥ。絵ͰܗͰ༡ͼͰੵΈͰͦ͏ͩͱ͚͏ࢥ
Ͳ、݁ߏ発ݟを͍ͯͨ͠Γ、େ人͕͍ͬͯΔ͜ͱҎ্の事を͍ͯͨ͠Γ（ୈ⚓ճ研究ձ
ٞ事ΑΓ）ʡ、 ʠ͜の日ಉじอҭをͨݟ日Ͱ、ʮ͜͜Ͱ͜͏͍͏༡ͼを͍ͯͨ͠ΘΑʯ
ͱ͔ʮ͜͜Ͱ͜͏͍͏༡ͼ͕Ͱ͖ΔΜじΌͳ͍ʁʯͱ͔、ΈΜͳͰಉじͨݟのを、อҭ
をͭͳ͍͍͛ͯͬͯΔ（লུ）ͦ͏͍͏ྗ͕Γอҭऀをྭま͍ͯ͠く（ୈ⚔ճ研究ձ
ٞ事）ʡ）。͔͠͠、อҭऀಉ࢜Ձをڞ༗すΔ͜ͱʹ͍ͭͯ、ඞཁͰ͋Δͱೝ͍ࣝͯ͠
Δのの、͠く͍時ؒのதͰͲのΑ͏ʹ͓͜ͳ͍͚ͬͯΔの͔、อऀޢͱՁをڞ
༗͍͑ͯ͠く͜ͱのେ͞ʹ͍ͭͯ、ԂશମͰऔΓΉ͖ॏཁͳ事ฑͱͯ͠話ʹ
͕͋ͬͨ（ྫ.ʠΓ話͠߹͏ͱ͔、Ձ؍をڞ༗͠߹͏ͱ͍͏時͕ؒઈରඞཁͩͱ͏ࢥ
͚ΕͲ、࣮ࡍ本当ʹऔΕͳ͍ͱ͍͏தͰ、อҭをͲ͏ਐΊ͍ͯく͔（ୈ⚓ճ研究ձٞ
事ΑΓ）ʡ、ʠ͍͍文化を͍͑ͯくͬͯେ事͔ͩΒ、͞ޚΜʹ֮ײをͯͬ࣋理ղͯ͠
Β͏。ͦ͏ͨ͠Β͓ՈͰͬͯくΕΔ͔͠Εͳ͍͠、ͦの͋ͨΓ͍͑ͯく（ୈ
⚔ճ研究ձٞ事ΑΓ）ʡ）。
　
⚔ɽޙ࠷ʹ
　本ੳͰキーϫーυͱͯ͠報を集ؔ͠࿈͚ͮΔܗͰまͱΊͨͨΊ、本報ࠂॻのଞ
のষͰհ͞Ε͍ͯΔ࣮ફ事ྫを͋Θͤͯ͝ࢀর͍͖͍ͨͩͨ。อҭ࣮ફをΊ͙Γ、༷ʑ
Ͱ๛͔ͳޠΓ͕ΈΒΕͨ。子Ͳのత׆ಈʹ͓͍ͯ発ੜすΔʑのͻΒΊ͖をஸೡʹ
ͱΒ͑、ड͚ࢭΊ、ͭͳ͛、ಋくอҭऀの࣮ફʹ、͔֬ͳԉॿٕज़ͱଈڵత断、ܭ画
ͱྟػԠม͕͞ٻΊΒΕΔ。子ͲͱͱʹڥをすΔࡍ、ྫ年のԂの行事อҭの
成すΔඞཁੑ͕ੜじΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。ͦΕͧΕの地Ҭ・ԂͰ、新͍͠ߏ࠶画をܭ
を๛͔ͳのʹ͍ͯ͠くͨΊʹ、อҭऀ͕子Ͳのಈ͖ݧܦ教材・人材等ʹग़ձ͏・ڥ
まͳ͟͠、ݴ༿、࢟ͳͲ͔Βͦの時ͦのの子Ͳのؾ͖をଊ͑、৺༳͞ͿΒΕΔΑ
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͏ͳのͱͳΓ͏ΔજࡏతՁを発͠ݟ、子Ͳのอҭڥの୳究の࢟ͱͳΔΑ͏อҭ
࣮ફʹ۩ମ化すΔ͜ͱ͕子ͲのをҭΉͱ͑ߟΒΕΔ。อҭを։͍͍ͯくதͰ、Ԃの
தͰ無ҙࣝతʹ、͠くࣗ໌の͜ͱͱࢥΘΕ͍ͯͨ事ฑ、ଞの文化͔Βͨݟ時ʹ新
͠くϙジテΟϒͳのͱͯ͠ΈΒΕΔの͋Ε、͖ڻʹٯෆ҆、ωΨテΟϒͳの
ͱͯ͠ΈΒΕΔの͋ΔͩΖ͏。͞Βʹ、อҭの文化ʹ͓͍ͯͳじΈ͋Δの͚ͩͰ
ͳく、͜Ε͔Βの社ձʹ͚ͯ子Ͳʹͱͬͯඞཁͳ、新ͨͳڥ、ૉ材・教材ͱԿ͔、
。՝ͱ͍ͨ͠౼ݕ、くඞཁ͕͋Γ͍ͯ͑ߟޙࠓ
　子Ͳのの໘ന͞・ָ͠͞をอҭऀମ͠ײ、อҭऀ⚑人͚ͩͰͳくอҭऀಉ͕࢜
໘ന͍ͱײじ͑߹͍ೝΊ߹͏ؔڞ、ੑ༗・ͨ͠ײڞΓٞͨ͠Γ͋͑͠Δؔੑ、ͦ
͏͍ͬͨՁ͕อऀޢͱڞ༗͞ΕΔ͕ؔੑ、新ͨͳ͜ͱʹগͣͭ͠ઓͰ͖ΔԂશମ
のงғؾ෩ʹͭͳ͕Γ、をੜΈग़すΤωϧΪーのݯઘͱͳΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。
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⚓અ　อ育࣮ફʹ͓͚ΔੑΛ育Ήૉࡐɺڥɺ׆ಈʹ͍ͭͯ

നക学Ԃ大学ઐࢣߨ
ࢠ田まΓٶ

　Ұൠతʹ、ͱ、新͍͠のを࡞Γग़す͜ͱͰ͋Δ（ന੩ৗ用ࣈղʦୈೋ൛ʧ）。
Αͬͯ、ੑをҭΉڥૉ材のܗମ͔ΒޠΔ͜ͱ容қͰͳ͍。ͦΕ、ੑの
ଟく͕ͦのঢ়ଶをࢦす͔ΒͰ͋Δ。ͭまΓతͳڥʹରͯͦ͠のجͱͳΔ͕͋ڥΓ、
ͦ͜ͱҧ͏࡞͕ڥΒΕͨ時ʹʮͦΕతͰ͋ͬͨʯͱ͍͏͜ͱ͕Ͱ͖ΔのͰ͋Δ。
ঢ়ଶのม化をࢦすͱ͍͏ҙຯͰ、ੑʹؔすΔڥૉ材のՄੑ無ݶʹ͋Δͱ
͍͑Δ。ΑͬͯੑをҭΉڥૉ材ʹ͍ͭͯのٴݴをࢼΈΔ本અͰ、ͦΕΒ͕Ͳ
のΑ͏ͳཁૉをͭ࣋のͰ͋Δ͔をݕ౼ͯ͠Έ͍ͨ。
　本研究ձͰ、ຖճੑͱԿ͔ʹ͍ͭͯޠΓ߹ͬͯݕ౼をॏͶ͖ͯͨ。ͦ͜Ͱのޠ
Γのओཁͳج、ձのϝンόー͕ؔすΔ༷ʑͳอҭ࣮ફʹΑͬͯಋ͖ग़͞Εͨଟくの
事ྫͰ͋Δ。ͦ͜Ͱ本અͰ、͜のձのϝンόーʹΑͬͯఏग़͞ΕͨੑをҭΉૉ材、
ΓをまͱΊΔ͜ͱͰ、ੑをҭΉอҭʹؔΘΔՄੑの͋Δཁޠಈʹ͍ͭͯの׆、ڥ
ૉをநग़ͯ͠Έ͍ͨ。

⚑ ɽʮੑʯΛςʔϚʹޠΒΕͨΩʔϫʔυ
　ੑをҭΉڥૉ材ͳͲʹؔͯ͠、อҭ࣮ફͰͲのΑ͏ͳ࣮͕͋ࡍΔのͩΖ͏͔。
ͦͯ͠ੑ͕ҭまΕͨอҭ࣮ફのৼΓฦΓͰ、Կ͕ޠΒΕͨの͔。
　͜ΕΒの͍を究໌͍ͯ͠くʹ͋ͨΓ、ʮੑʯをテーϚʹอҭ࣮ફをৼΓฦͬͯޠΒ
Εͨ本研究ձ⚙ճのஞޠʹର͠、ඉ口（2004）͕։発ͨ͠ ,) $oder を用͍ͯɼテキス
トϚイχンάʹΑΔੳを行ͬͨ。݁Ռ、本研究ձʹ͓͍ͯසൟʹޠΒΕͨޠ࣍ท表⚑
の௨ΓͰ͋ͬͨ。
ଟ͕ޠͰʮࣗʯͱ͍͏୯͍࣍ʹͰ、本研究のରͰ͋Δʮ子Ͳʯʮઌੜʯࢺ໊　
くग़͍ͯ͠ݱΔ。まͨܗ容ಈࢺͰʮେ事ʯ͕、ಈࢺͰʮ͏ࢥʯ͕、ܗ容ࢺͰʮָ͠
͍ʯͱ͍͏୯͕ͦޠΕͧΕのࢺのதͰ࠷ଟくग़͍ͯ͠ݱΔ。ͨͩ͠、ಈࢺʮ͏ࢥʯ、
ଟくͳ͍ͬͯΔՄੑ൱Ί͕ݱͰ͋Γ、ͦのͨΊʹग़ޠく使用͞ΕΔ୯͍͓ͯʹΓޠ
ͳ͍。Αͬͯ、本અͰ໊ࢺʮࣗʯٴͼܗ容ಈࢺʮେ事ʯ͕使用͞ΕͨޠΓʹண͠、
本研究ձͰߏங͞ΕͨʮੑʯʮੑをҭΉૉ材׆、ڥಈのͪ࣋方ʯͳͲʹͭ
͍ͯのݕ౼を行ͳ͏͜ͱͱ͍ͨ͠。
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ද⚑ɿੑΛςʔϚʹޠΒΕͨ୯ޠࢺผ্Ґ��Ґͱͦͷग़ݱ

⚒ ɽʮੑʯͱ໊ࢺʮࣗʯͱͷؔ
　ஞޠʹ͓͚Δ୯ޠのසʹ͓͍ͯ、ͨ͠ىڞ୯ޠͦの୯͕ޠग़ͨ͠ݱલޙの文຺
͔Β、話ͱのؔをݕ౼͍ͯ͠くඞཁ͕͋Δ。
　まͣ、ʮࣗʯͱͯ͠ىڞग़ͨ͠ݱ୯10ޠҐ表⚒の௨ΓͰ͋Δ。
　集団をલఏͱすΔ੍తอҭ࣮ફʹ͍͍ͭͯͯͬޠΔ͜ͱ͋Γ、ʮࣗͨͪʯͱ͍͏୯
ʯ（ୈ⚔Ґ）ͱ͏ࢥΔʯ（ୈ⚓Ґ）ʮ͑ߟ使用͞Ε͍ͯΔ͕、ʮͭくΔʯ（ୈ⚑Ґ）ʮ͕ޠ
͍ͬͨಈతͳಈ͕ࢺଓ͍͓ͯΓ、まͨୈ⚒Ґʹʮ子Ͳʯ͕དྷ͍ͯΔ͜ͱ͔Β、子Ͳ
͕ओମతʹऔΓΉ׆ಈͰ͋Δ͜ͱ͕ଟく͞ٴݴΕͨՄੑ͕ࣔࠦ͞ΕΔ。
、の文຺を֬ೝすΔͱޙલͨ͠ݱʮࣗʯ͕ग़ࢺ໊、͍͓ͯʹޠஞ、ʹ࣍　
　　ʮࣗͳΓʹ表ݱʯʮࣗͳΓの͔͔ΘΓ方ʯʮࣗのࢹʯ
　　ʮ͕ࣗײじͨ事ʯʮࣗͰ͖ͳʯʮࣗͰಈくʯʮࣗͱのग़ձ͍ʯ
　　ʮࣗの（）ʯ
　等ͱ͍ͬͨݴ༿͕ଓ͍͍ͯΔ。͜ΕΒの݁Ռ͔Β、ੑᶃධՁ行ҝऀࣗʹΑͬ
ͯ行ΘΕΔ（ྫ：ࣗʮͳΓのʯ）ᶄ׆ಈのల։発ల行ҝऀ࣍ୈͰ͋Δ（ྫ：ࣗ
ʮ͕ʯ、ࣗʮͰʯ）ᶅ׆ಈʹ行ҝऀ͕所༗Ͱ͖Δత͕ڥඞཁͰ͋Δ（ ：ྫࣗ ʮのʯ）
ͱ͍͏ͭࡾのՄੑ͕͋Δ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨ。
　Ͱ、行ҝऀ͕ࣗओମతʹ行͏͜ͱのͲのΑ͏ͳঢ়ଶ͕ੑͱͯ͠ධՁ͞Ε、Կ͕
ੑをҭΉ׆ಈͱͯ͠ల։ͤͨ͞Γ発లͤͨ͞ΓすΔの͔、まͨ۩ମతʹͲのΑ͏ͳཁ
ૉをͭ࣋త͕ڥඞཁͳの͔、ҎԼͰ୳究すΔ。

 

ग़ݱճܗ容ࢺग़ݱճಈࢺग़ݱճܗ容ಈࢺग़ݱճ໊ࢺॱҐ

⚑2�4େ事1216子Ͳ͏ࢥ13�ָ͍͠1423

130新͍͠�55141͍͏ݴΖ͍Ζ�0�ઌੜ⚒

122ଟ͍5�3ݟΔ116͖Ε͍620ࣗ⚓

�4͍͠364ग़Δ100ࣗવ384༡ͼ⚔

�4ඒ͍͠362ҧ͏�4๛͔1�5ײじ⚕

8�େ͖͍333185͖�3ͭ࣋事ྫ⚖

⚗Δ6�ࣗ༝16�༮ஓԂ͑ߟ�30͍ߴ�1

64໘ന͍238使͏68ඞཁ153ૉ材⚘

54খ͍͞205行く40ͩΊ150ݴ༿⚙

Δ40新ͨ144ࣸਅ10͑ݟ200͍ڧ�4



ʵ 33 ɻ

ද⚒ɿʮࣗʯͱͨ͠ىڞස্Ґ��Ґ·Ͱͷ୯ޠͱͦͷىڞճ

⚓ ɽʮੑʯʹ͓͍ͯʮେࣄʯͳࣄ
　ੑʹ͓͍ͯେ事Ͱ͋Δ͜ͱͯ͠͞ٴݴΕͨ発ݴ、ʮૉ材ʯのٴݴ、ʮڥʯの
ಈʯ、ͦのओମをʮ子Ͳʯͱʮอҭऀʯ׆ྨ͞Ε、まͨʮʹٴݴಈʯの׆ʮ、ٴݴ
ͱʹྨすΔ͜ͱ͕Ͱ͖、ʮอҭऀʯʮอҭऀのྀʯͱͯ͠まͱΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨ 
（ਤ⚑）。

ਤ⚑ɿʮੑʯʹʮେࣄʯͳཁૉ
 

ϖΞॱҐޠ୯⚑ޠ୯⚒ޠճ୯ىڞ

18ࣗͨͪͭくΔͭくΔ ࣗ ͨͪ⚑

10ࣗͨͪ子Ͳ子Ͳ ࣗ ͨͪ⚒

⚙ࣗͨͪ͑ߟΔ͑ߟΔ ࣗ ͨͪ⚓

⚗ࣗͨͪ͏ࢥ͏ࢥ ࣗ ͨͪ⚔

⚖

͍ࣗͨͪく͍く ࣗ ͨͪ

⚕ ࣗͨͪࣇࡀࣇࡀ ࣗ ͨͪ

ࣗͨͪす͍͝す͍͝ ࣗ ͨͪ

⚕
༡ͼࣗͨͪࣗͨͪ ༡ͼ

⚖
行くࣗͨͪࣗͨͪ 行く

⚔

ࣗͨͪͭ࣋ͭ࣋ ࣗ ͨͪ

⚗

ࣗͨͪઌੜઌੜ ࣗ ͨͪ

ࣗͨͪ使͏使͏ ࣗ ͨͪ

ࣗͨͪॻくॻく ࣗ ͨͪ

ࣗͨͪ ࣗ ͨͪ

ࣗͨͪͭͳ͕Γͭͳ͕Γ ࣗ ͨͪ

創造性において
「大事」なこと

 

素材
（表3）

環境
（表4）

活動

子ども
（表5）

保育者の配慮
（表6）



ʵ 34 ɻ

⚓ʵ ⚑ ɽੑʹʮେࣄʯͳૉ材
　まͣ、ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯͱͯ͠తʹޠΒΕͨૉ材、表⚓の௨ΓͰ͋ͬͨ。
。、内容ʹΑͬͯૉ材のʮྔʯʮ内容ʯʮઃఆʯʮ࣭ʯʹྨ͞ΕͨݴΒΕͨ発ޠ　
　ੑʹ͓͍ͯେ事ͳૉ材ʹؔすΔٴݴのҰͭʮྔʯʹؔすΔ͜ͱͰ͋ͬͨ。େ事ͳ
͜ͱͱͯ͠తʹޠΒΕͨ発話、表⚓のʮ;ΜͩΜʹ使͑Δʯͱ͍͏Α͏ʹ、行ҝऀ
͕બͨ͠Γ断ͨ͠Γͱ͍ͬͨ͜ͱ͕ՄͳྔͰ͋Δ͜ͱ͕、େ事Ͱͳ͍͔ͱの͜ͱ
Ͱ͋ͬͨ。ͨͩ͠、͜の時のݕ౼ͰʮͭݟΊͨΓେ事ʹબͿͱ͔େʹ使͏ʯ͜ͱのେ
事͜͞のޙʹड़ΒΕ͓ͯΓ、େ事ͳྔ͕۩ମతʹͲのఔをࣔす͔の݁ࣔ͞Ε
͍ͯͳ͍。͜͜Ͱඞཁͳʮྔʯ、ʮઃఆʯͳͲଞのཁҼをඞཁͱすΔՄੑ͕͋Δ。
　ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯͳૉ材のʮ内容ʯͰ、表⚓のΑ͏ʹૉ材ʹؔすΔ۩ମత事ྫ
͕ఏࣔ͞Ε͍ͯΔ。͜͜ͰʮՄ઼ੑの͍ߴʯʮ教材ͱͯ͠のҙຯՁを༩͞Ε
ͨʯ͕ੑʹ͓͍ͯେ事ͳૉ材の内容Ͱ͋Δͱ͞Ε͍ͯΔ。まͨʮઃఆʯͱͯ͠、ࣗ
ͰબͰ͖Δͱ͋Γ、ओମతͳঢ়گԼʹ͋Δૉ材ͱݴΘΕ、ʮ࣭ʯͱ͠ ʮͯඒ͠͞ʯʹ ର
すΔ͕͋ٴݴΔ。
　ͭまΓੑʹ͓͍ͯେ事ͳૉ材ͱ、ʮඒ͍͠ʯ等ͱ͍͏Α͏ʹ֮ײをܹすΔ教材ͱ
ͯ͠、ͦののҙຯՁ͕ݟग़͞ΕͨͰ͋Γ、ͦΕ、子ͲのʮΓ͍ͨͱͨͬࢥ
時ʯʹઃఆすΔͳͲ、ओମతʹબすΔঢ়ଶͱͯ͠దͨ͠ઃఆྔͰ͋Δͱ͍͑Δ。

ද⚓ɿੑʹ͓͍ͯʮେࣄʯͰ͋ΔͱޠΒΕͨૉ材

⚓ʵ ⚒ ɽੑʹʮେࣄʯͳڥ
　ଓ͍ͯ、ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯͰ͋ΔͱޠΒΕͨڥʹ͍ͭͯ、ͦの୯ޠのલޙの文
຺を理͠、表⚔のΑ͏ʹྨͨ͠。݁Ռ、ʮۭؒʯʮઃఆʯʮงғؾʯʮঢ়ଶʯͱ͍͏
。ཁૉ͕ඞཁͳཁૉͱͯ͠நग़͞Εͨڥ
　ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯͳʮۭؒʯͱͯ͠、૬ޓ行ҝ͕ଅਐ͞ΕΔͰ͋Δͱのҙݟ
ͱ、ͦΕͱٯʹ୯ಠͰ͍ΒΕΔͰ͋Δͱのҙݟの྆方のҙ͕ࣔ͞ݟΕͨ。Αͬͯ
ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯͳʮۭؒʯ、ঢ়گաఔͱ͍ͬͨผのཁૉをඞཁͱすΔՄੑ͕͋
Δ。ઃఆʹ͍ͭͯ、อҭ͕行ΘΕΔલ͔Βอҭをݟ௨͠、ඞཁͳʮઃఆʯ͕ͦのૉ材͕
େ事Ͱ͕ڥԠじ͍ͯͭͰઃఆՄͳঢ়ଶʹͳ͍ͬͯΔʹگಛ、ͦの時ʑのঢ়ͭ࣋

ΓΧテΰϦ　ޠ

のをͨく͞Μ४උすΔ、教材の材ྉ͕;ΜͩΜʹ使͑Δのを͞ڐΕΔ͜ͱ　等ྔ

ૉ　

材

Կを͑Δͳの͔（Կを子Ͳʹ͑ͨくͯͦのૉ材を使͏͔）

内　

容
子Ͳେ事ʹ使Θͳく͍͍ͯのͱେ事ʹ使͏のをݟ͚Δ（ഇ材をഇ材ʬෆཁͳ
ʭͱͯ͠すのͰͳく、Ձ͋Δをす）

Δオーϓンͳૉ材͕

Γ͍ͨͱまͣͨͬࢥͱ͖ʹ、ͦΕをۙʹࣗͨͪのྗͰΕΔの͕͋Δ。ࣗ
ͰબΔ

ઃ
ఆ

ඒ͍͜͠ͱ࣭
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͋Δͱࣔ͞Ε͍ͯͨ。ʮงғؾʯʹؔͯ͠、҆৺ظͳͲߠఆతײ͕ժੜ͑ΔͰ
͋Γ、ࣗ༝ʹ͍͍ͬͯͱ͍͏อোࣗを͍͍͑ͯͱ͍͏ঝೝ͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͕ײじ
ΒΕΔʮงғؾʯ͕͋Δ͕ڥେ事Ͱ͋Δͱの͜ͱ͕͞ٴݴΕ͍ͯΔ。まͨ、͜のঝೝ͞
Ε͍ͯΔͱ͍͏͜ͱ、ʮঢ়ଶʯʹ ͓͍ͯ৮ΕΒΕ͓ͯΓ、อҭऀอ͔ऀޢΒೝΊΒΕ
͍ͯΔ͜ͱ等、子ͲをऔΓרくすͯの人ʑ͕తͰ͋ͬͨΓͦΕをೝΊ͍ͯͨΓす
Δঢ়ଶͰ͋Δ͜ͱ͕ʮେ事ʯͰ͋Δͱࣔ͞Εͨ。
、Ұൠʹϓϩηスをཁ͠、ストーϦーをੜ成͍ͤͯ͞く。ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯڥ　
Ͱ͋ΔͱޠΒΕͨڥ、ͦのڥをߏ成すΔૉ材のՄੑʹରすΔྀͱߠఆతײ͕
૬తʹੜ成͞Ε͍ͯくΑ͏ͳڥͰ͋ͬͨ。

ද⚔ɿੑʹ͓͍ͯʮେࣄʯͰ͋ΔͱޠΒΕͨڥ

 

ΓΧテΰϦ　ޠ

ଞ͔ࣇΒӨڹをड͚ʹく͍所の֬อ
ۭ
ؒ

　

ڥ

ͱ͔ͦ͏͍͏৺͕ಈくܹ

ग़ձΘͤΔ、ग़ձ͍ͬͯく

ଟ༷ͳ୳ٻのखॿ͚͕Ͱ͖ΔͨΊのϦαーνͱ༧ଌͱࣝ४උ

ઃ
ఆ

ࣗવͱ͔をԂఉ͔Β͖ͨͯͬ࣋ͳΒ、ͦΕを͕ࢲ事લ͔ΒͲ͏͍͏ม化͕͋ͬͯ、
Ͳ͏͍͏;͏ͳͱ͜Ζʹ͋ͬͯ、ͲΜͳのͳの͔͍ͬͯ͏͜ͱͱ͔を͍Ζ͍Ζͬ
͍ͯͨΓ、ͦΕを表͍ͨ͠ݱͱ͖ʹ、͔ͨ͠͠Β絵の۩͕ඞཁ͔͠Εͳ͍͠、紙
͔͠Εͳ͍͠ͱ͍͏͜ͱେମ༧͓͍ͯͯ͠、ग़͓͔ͯ͠ͳくͯग़ͤΔΑ͏ʹ
͓ͯ͠く͜ͱ

ࣗ༝͋ײ;ΕΔͱ͍͏͜ͱ͕Ԃの෩ʹ͋Δ。子ͲのΔ͜ͱอো͞ΕΔ

ง
ғ
ؾ

ײظ

༧ظ・ϫΫϫΫײ。ʮԿ͔͜ىΓͦ͏ʯ。ͦΕਖ਼֬ʹ༧ଌ͕Ͱ͖Δͱ͔、આ໌͕Ͱ͖
Δ͜ͱͰͳ͍

Γ͓͠Ζ͕ͬͯくΕΔͱ͍͏͔、ΈΜͳ͕ΘくΘく͍ͯ͠く͜ͱ

҆৺・҆ఆ

ૉʹ͑Δ͜ͱのେ͍ͬͯ͞͏の、͕ࣗײじͨ͜ͱを͍͍͑ͨͬͯ͏、Կ
͔発ͨ͜͠ݟͱを人ʹ͍͑ͨͬͯ、͞͠خ͑ݴ͕͖ڻΔ

子ͲのՈఉੜ׆ͱԂ͕ͭͳ͕͍ͬͯΔ

ঢ়
ଶ

子Ͳͱઌੜの྆方のੑ͕͋Δ

の理ղをಘ͍ͯΔ

ʮΓ͍ͨʯʮͬͯΈ͍ͨʯの͍ࢥʹ͑Δͱ͖ʹ、教ࢣのʮ͍͍Ͷʯͱ͔ʮͬͯ
ΈΑ͏ʯͱ͔ʮָ͠ΈͩͶʯͱ͔ʮָ͍͠Ͷʯʮ͓͠Ζ͍ͶʯΈ͍ͨͳ、সإಉҙ
ظײڞͱ͍͏ઌੜͨͪの͋Γ方

ࣗͨͪͰอҭऀ͕ࣗతͳ集団ʹͳ͍ͬͯく
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⚓ʵ⚓ ɽੑʹʮେࣄʯͳࢠͲͷ׆ಈ
　େ事Ͱ͋ΔͱޠΒΕͨ子Ͳの׆ಈʹ͍ͭͯ、ͦの発話の内容͔Β、ʮग़ձ͍ʯʮ૬ޓ
行ҝʯʮ内తର話ʯͱ͍ͬͨΧテΰϦ͕ಋ͖ग़͞Εͨ（表⚕）。
　ʮग़ձ͍ʯͰ、ग़ձ͏まͰのաఔ͕ޠΒΕ͍ͯΔ͜ͱʹಛ͕͋Δ。ʮग़ձ͍ʯをͲ
のΑ͏ʹઃఆすΔ͔、େ人͕ͦのઃఆを、ظをͯͬ࣋行ͳ͏ͳΒ、子Ͳのͦ͜Ͱの
ؔΘΓʹҙਂくͳΔͱ͍͏ՄੑߴくͳΔ。ʮ૬ޓ行ҝʯͱ߲ͨ͠ʹ、࣮ફʹ
͓͚Δଟくの۩ମతΞイデΟΞをݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。ͦΕʮऔΓࠐΉʯ͜ ͱͰ͋Γ、ʮ表
͍ͯ͠くʯ͜ͱʹ͋Δ。ʮऔΓࠐΉʯ͜ͱ、ਅࣅをͨ͠Γ܁Γฦͨ͠Γͱ͍ͬͨ͜ͱͰ
͋Γ、ʮ表͍ͯ͠くʯ͜ ͱମݧをجʹ͠ ʮͨ発࿐ʯͰ͋ͬͨΓ、Կճ܁Γฦͯ͠গͣ͠
ͭมΘ͍ͬͯく༷Ͱ͋Δ。まͨ、人ͱͱのؒ人ͱ人ͱのؒのʮ૬ޓ行ҝʯͱҟͳΓ、
ΓすΔͱ͍͏Α͏ͳʮ内తର話ʯͰ͋Δ͜ͱࣔ͞Εͨ͑ߟじͨΓ͏Ұײ人のதͰݸ
ͨ。
　͜ΕΒの͜ͱ͔Β、ੑʹ͓͍ͯʮେ事ʯͰ͋ΔͱޠΒΕͨ׆ಈ、׆ಈʹ͍ͨΔま
Ͱのʮઃఆʯͱのؔڧ͕く、まͨ、ͦ͜Ͱの表ݱ૬ޓ行ҝͱͯ͠ଊ͑Δ͜ͱ͕ඞཁͰ
͋ΔՄੑ͕ࣔ͞Εͨ。ͦの૬ޓ行ҝͱ、ૉ材ଞࣇͱの૬ޓ行ҝͰ͋Γ、まͨ、ࣗ
ࣗのݧܦ͍ࢥͱの૬ޓ行ҝͰ͋Δ。
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ද⚕ɿੑʹ͓͍ͯʮେࣄʯͰ͋ΔͱޠΒΕͨࢠͲͷ׆ಈ

 

ΓΧテΰϦ　ޠ

ग़ձ͍をେ事ʹすΔग़
ձ
͍

子　

Ͳ　



　׆

ಈ

本࣭の֮ײΈ͍ͨͳのͱग़ձ͏

インϓοトすΔ

૬
ޓ
行
ҝ

まͶを͠ͳ͕Βͪΐͬͱͣͭม͑ͯく、ϚイφーϞデϧνΣンジ

Ұ人Ұ人͕ͦの子Β͠く

Կ͔まͶすΔ

Կճ܁Γฦͯͬͯ͠ΈͨΓ、ͦのϓϩηスをָ͠ΜͩΓ、ΞイデΞ（ͦ͏ͩ
ͱͨͬ͜ࢥͱ）を͍Ζ͍Ζ࣮͍ͯ͠ݱく

をॏͶ͍ͯく

ࣗのײを͍ͬͺ͍発࿐ͤ͞Δ。͏Ε͍͚ͩ͠じΌͳくͯ、ऐ͍͠ײ҆
ఆʹͭͳ͕Δ

ࣗを։์

৺༳͞ͿΒΕΔମݧͱ͍͏の͕ग़͖ͯͨ。৺͕ಈくମݧ、ͦΕをੵΈॏͶΔ

૬खʹ͍ࢥを͑Δ

ʹ͑ݟΔのを௨ͯ͠、ʹ͑ݟͳ͍ੈք͕͍ͬͺ͍͍͕ͯͬく͜ͱをΈ
ΜͳͰָ͠ΊΔ

༑ୡͱのイϝージのڞ༗。子Ͳͨͪಉ͕࢜、ࣗͲΜͳ͜ͱを͍ͨ͠の͔
を܁Γฦ͑͠߹͏

ʰͳΓ͍ͨࣗʹͳΔʱ

内
త
ର
話

ͦΕʹ͍ͭͯ、ͨ͑ߟΓ、ײじͨΓすΔ事

ҧ͍をೝΊ߹͏ͱ͔、ҧͬͨのを子ͲͨͪͳΓʹड͚ೖΕ߹ͬͯ新͍͠
のを༥߹͍ͯͬͯ͠、ͦのத͔ΒՁをੜΈग़す

ΕʹͽͬͨΓ当ͯまΔ͍ͬͯ͏ΑΓͦ͜ʹͪΐͬͱͣΕͦͯͬ࣋௨͠をݟ
͕͋ͬͨΓ、ͦのதͰͪΐͬͱ༳Εಈ͍͍ͯͬͨΓすΔ。ඪのイϝージを࣋
じײͱ͍͏ΑΓͲΜͲΜͦΕを͍͑ͯくΑ͏ͳ͍ͯͬͯͬ࡞ͯͬ

ͱେ事ͭ࣋͜ΈΔ͜ͱͱ、શવҧ͏ΞイデΞをͯ͑ߟ人͏Ұճݸ人ݸ

ඒ͍ͬͯ͠ԿͩΖ͏ͱ͔、ͦΕをͲ͏表ݱすΔ͔

༑ୡͱӨ͞ڹΕΔのେ事͕ͩ、ࣗͰじͬくΓͯ͑ߟΈΔ͜ͱ
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⚓ʵ⚔ ɽੑʹʮେࣄʯͳอҭऀͷྀ
　ੑʹʮେ事ʯͳอҭऀのྀ、表⚖の௨ΓͰ͋Γ、ʮग़ձ͍ʯʹ͓͍ͯʮͭݟΊ
ΔؔʯͰ͋Δ͜ͱ、ʮ子Ͳ͕ஔく͍ͬͯ͏͚ͩͰʯͱ͍͏Α͏ʹ、子Ͳの行ҝの
ҰͭͻͱͭをஸೡʹΈͱΔ͜ͱ、ʮ૬ޓ行ҝʯͰతʹୡ͍ͯ͠くͱ͍͏ΑΓ、ܦ
ΒΕ͍ͯΔ。͜の͛ڍकΔ事ͳͲͱ͍͏Α͏ʹؒతͳؔ༩͕ݟΈऔΔ事ټ、ݧମݧ
ؒతͳؔੑのڧௐ、อҭऀࣗʮ内తର話ʯを行ͳ͍ͬͯく͜ͱをٻΊ、まͨอ
ҭऀࣗతͰ͋Δ͜ͱのඞཁੑ͕͞ٴݴΕͨ。
　͜ΕΒの͜ͱ͔Β、ੑʹඞཁͳอҭऀのྀͱ、子Ͳͨͪの行ҝのҰͭͻͱͭ
のҙຯをஸೡʹ理ղすΔ͜ͱをॏཁͱ͠、ͦのͨΊʹ理తڥをઃஔすΔのΈͳΒͣ、
ͦのઃஔすΔૉ材の文຺ઃஔޙの子Ͳͱ理తڥͱのストーϦーʹҙを͚Δ͜
ͱͱ͍͑Δ。まͨ、͜͜Ͱのอҭऀのੵੑۃ、子Ͳ͚ͯのܹͱ͍͏ΑΓ、อҭ
ऀࣗの内໘ʹ͚ΒΕΔ内লʹରͯ͠ٻΊΒΕ͍ͯΔΑ͏Ͱ͋Δ。

ද⚖ɿੑʹ͓͍ͯʮେࣄʯͰ͋ΔͱޠΒΕͨࢠͲͷ׆ಈͷอҭऀͷྀ

 

ΓΧテΰϦ　ޠ

のதͰ、͍͠େ人ͱの͔͔ΘΓͱΊΔͱ͍͏ؔͭݟ、Ͱࣇࡀ⚒・⚑
͍͏の͕গͣͭ͠ܗ成͞Ε͍ͯく。子Ͳͨͪอҭऀのखݩをじͬͱ
Αく͍ͯݟΔ

ग़ձ͍

อ

ҭ

ऀ

の



ྀ

　׆

ಈ

子Ͳ͕ஔく͍ͬͯ͏͚ͩͰ、ͦΕをஔ͍͍͍ͯͬͨͬͯ͏͜ͱをେ
事ʹѻ͏

子Ͳの発ݟͱ͔子Ͳの༡ͼ৺ͱอҭऀ͕ͬͯ΄͍͠ͱ͍ͯͬࢥΔ
ಈͱ؇͔ʹ、গ͠ઌʹͭͳ͕͍ͬͯく͜ͱをҙࣝͨ͠ԉॿ׆

ग़ձ͏まͰのڥをେ事ʹすΔ

େ人͕͋まΓݟ௨͠をૣく、のظをͨ࣋ͳ͍

͍͑ͯく͜ͱ、͑ߟͱ͔Ͱݧͱ͔ମݧܦ

૬ޓ行ҝ

子Ͳ͕ͨͪ表ͨ͠ݱのʹͲΜͳϝοηージ͕ࠐΊΒΕ͍ͯͯ、ͲΜ
ͳのをײͯݟじ͍ͯΔの͔をټΈऔΔ͜ͱ

อҭऀ͍ͨͩͯݟΔ͚ͩじΌͳくͯ、ͪΐͬͱڥతͳԉॿをͯ͠Έ
Α͏ͱ͍͏͜ͱ͕͋ͬͨΓすΔ。ͦ͏͍͏ͨΊのݟकΓ。͜の子Կを
ͯ͠Δの͔ͱ͍͏Α͏ͳݟऔΔͱ͍͏ͪ࣋ؾͰͦ（ͪΐͬͱΕͨͱ͜
Ζ）ʹ ͍Δ。͕ܹࣗڥʹͳΒͳ͍Α͏ͳ所Ͱ͍ͯݟΔͱ͍͏͜ͱ
͕େ事。࠷ऴతʹ、ʮ͋͋ऴΘͬͨͳʯͱ͔ʮઌੜͯݟʯͱ͍͏ݴ༿͕ग़
ͨΓ、表͕ͬͪ͜をͨݟΓ、ಈ͖͕͋ͬͨͱ͖ʹʮす͖ͯͩͶʯͱ͔
ʮ͍͍ͩ͑ߟʯʮ͓͠Ζ͍Ͷʯͱ͏ࢥͱ͔、ʮઌੜ͜ΜͳのॳΊͯͨݟʯͱ
͍͏Α͏ͳײをストϨートʹ͑Δͱ͍͏Α͏ͳ͜ͱ͔Β話͠߹ͬͨ

ৼΓฦΔ
内తର話

ͳΓ͍ͨԂʹͳ͍ͬͯく͕ͪͨࢲ
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　Ҏ্、छผݧܦͳͲ͕ҟͳΔ࣮ફऀΒʹΑͬͯޠΒΕͨ、ੑをҭΉอҭ࣮ફ事ྫ
͔Βಋ͖ग़͞ΕͨੑをҭΉڥ、ૉ材、׆ಈʹ͍ͭͯのݕ౼を、ͦ͜ͰのޠΓʹ͓͚
Δ୯ޠのසをख͕͔Γʹͯ͠行ͳ͖ͬͯͨ。݁Ռ、ੑをҭΉอҭʹؔΘΔՄੑの
͋Δཁૉͱͯ͠、ҎԼの事͕நग़͞Εͨ。

・行ҝऀ͕ࣗग़ձ͏͜ͱ
・ૉ材ʹର͠ओମతͰ͋Δ͜ͱ
ग़͞Εͨૉ材ݟすΔ教材ͱͯ͠、ͦののҙຯՁ͕ܹを֮ײ・
・ओମతʹબすΔঢ়ଶͱͯ͠దͨ͠ઃఆྔ
・ॆͳ૬ޓ行ҝを行͏͜ͱ͕Ͱ͖Δঢ়ଶͰ͋Δ͜ͱ（૬ޓ行ҝͱૉ材ଞऀͱの行ҝ
のΈͳΒͣ、ࣗࣗͱの行ҝؚΉ）

すΔͱ͍͏͜ࡏΒอҭ࣮ફͰ、ੑ、ͦΕをҭΉಛผͳಛఆの͕ଘ͔ه্　
ͱͰͳく、まͨҰ人の行ҝऀ（子Ͳอҭऀ）のྗͳͲʹґଘすΔͱݶΒͳ͍、
ͱ行ҝऀͱのద当ͳؔͱͦΕを͑ࢧΔۭؒงғؾͱ͍ͬͨ無ܗの͕ڥҭΜͰ͍Δ
͜ͱ͕໌Β͔ʹͳͬͨ。
ΒΕͯల։͍ͯ͠Δ。ͦΕΒੜ͑ࢧʹͦΕΒ׆のपғʹ༷ʑͳ͕͋Γ、ੜͪͨࢲ　
用్方法͕ఆま͍ͬͯΔ。ͦΕΒの用్方法ͱʹط、用͍ΒΕ͍ͯΔのଟくʹ׆
ҟͳΔ͕発͞ݟΕੜ成͞ΕΔ時、人ʑͦの༷子をతͱͯ͠、ܹͱͯ͠ଊ͑ͯ
͍く。͜のҟͳΔͱ͍͏͜ͱ、طଘのͱશく用్͕ҟͳΔͱ͍͏の͋Ε、方法
͕গ͠มΘΔのΈͱ͍͏の͋ΔͰ͋Ζ͏。͔ͦ͠͠のͲͪΒతͰ͋Δͱ͑ݴΔ
の、ͦの͔Βల։͞ΕΔͦのޙʹม化͕͋Δ͔ΒͰ͋Δ。
　ྫ͑、子Ͳ͕ͨͪࣗ༝ʹ使͑Δഇ材͕͋Δ。ͦΕをԿͱͯͬݴ子Ͳͨͪʹखす
͔ʹΑͬͯ、ͦのޙの子ͲͨͪʹΑΔҙຯ͚ͮల։ҟͳΔ͜ͱ༧͞ΕΔ。ഇ材
をഇ材ͱͯ͠すのͱ、ഇ材ʹʮϫΫϫΫૉ材ʯͳͲの࣍の用్ͱͯ͠の໊લをͯ͠
すのͱͰల։ҟͳΔ。લऀഇ材のままͰ͋Γ、ܗঢ়ʹม化を༩͑Δ͜ͱ͋ͬͯ
ഇ材ͱ໊͚ͨऀʹͱͬͯ新͍͠ͱ͑ݴͳ͍。ऀޙखすલʹ、طଘの͔Βの
٫を͍ͯ͠ࢦΔ͕࢟͑ݟΔ。͜のطଘのͱม͑Δ͜ͱ͕ͦ͜ੑをҭΉୈҰา
ͱ͑ݴΔ。まͨ、ഇ材をҰͭのछྨͱͯ͠まͱΊͯす͔、͋Δ͍ഇ材ʹ৭ʑͳܗ
ੑ࣭͕͋Δ͜ͱ͑ߟΒΕΔ͜ͱ͔Β、ͦのܗঢ়͝ͱͦのੑ࣭͝ͱʹ͚Δ、͞Βʹ
ͦのഇ材をߏ成͍ͯ͠Δύーπをల։ͯ͠す等ʹΑͬͯల։ҟͳΔ。ͦ͏ͨ͠の
ଘのͱҧ͏新͍͠のをଅす͜ͱʹͭͳط、ͱすΔ行ҝ͏ͦ΅ٴ成ʹม化をߏ
͕Δ。
　まͨྫ͑、ͪͨࢲ子Ͳͨͪʹ日（時ؒ）をͲのΑ͏ʹ͍͑ͯΔ͔。ଟくのԂ
ͰΧϨンμーを用͍͍ͯΔ͔͠Εͳ͍。͔ͦ͠͠ΕͲのΑ͏ͳΧϨンμーͩΖ͏͔。
⚑͔月͕ॻ͔Ε͍ͯΔの͔、⚑年͕ॻ͔Ε͍ͯΔの͔。まͨ、͔ͦ͜Βࠓ日ͱ͍͏日ࠓ
ͱ͍͏時ؒをͲのΑ͏ʹಛఆ͍ͤͯ͑ͯ͞Δの͔。͜のͲのԂͰ࣮ફ͞Ε͍ͯΔ事ฑ
、༷ʑͳઃఆ͕͑ߟΒΕΔ。ઃఆʹΑͬͯҙຯ͚ͮͱ͔ͦ͜ΒのストーϦーҟͳΔ。
ʹ༗ڞのଟく、報のୡࣈͰѲ͍ͯ͠Δ。日のࣈのଟく、日ͪͨࢲ
使用͞Ε͍ͯΔ。Ώ͑ʹ日を͑Δࡍʹࣈを用͍ΔͳΒ、ͦΕಉ時ʹ社ձͱのͭ
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ͳ͕Γ文化を͑Δ͜ͱʹͳΔ。ͦ͜ʹ২ࣂҭ等のࣗવをஔ͖、ͦのม化ʹண
すΔͳΒ、時ؒをաఔͱͯ͑͠Δ͜ͱʹͳΔ。まͨ、Ұ日のग़དྷ事をॻ͍ͯͦΕを
ੵΈのΑ͏ʹੵΈ্͍͛ͯͬͨͳΒ、時ؒのաఔফࣦ͍ͯ͠くม化ͰͳくॏͶΒΕ
͍ͯくม化Ͱ͋Δ͜ͱを͍͑ͯく͜ͱʹͳΔ。͜のΑ͏ʹ、日ʑ܁Γฦ͠行ΘΕ͍ͯΔ
ΒΕΔ͠、ͦ͜Ͱ͑ߟʹ方༷ʑಈҰͭをͱͬͯ、ҙຯ͚のҧ͍ʹΑͬͯઃఆの׆
のग़ձ͍方ग़ձ͍͔Βのల։の方ҟͳΔ。
　本અͰૉ材ʹணͯ͠のݕ౼を行ͳ͕ͬͨ、্هのΑ͏ͳطଘのͱҟͳΔ新͍͠
のੜ成、ͭまΓతͳ͜ͱのੜ成ʹඞཁͳཁૉ、人ؒؔͱ͍ͬͨ無ܗの事のੜ
成ʹ͓͍ͯಉ༷Ͱ͋Δ。人ͱ人ͱのؔのதͰ、Ұ人ͻͱΓのओମੑ͕อͨΕ、発ݴ
ৼΔ͍͕ଚॏ͞Εͯ、૬ޓʹ新ͨͳҙຯ͚ల։のੜ成をظ͠߹͏ͳΒ、新ͨͳ
無く͜Ε͔Βங͔Ε͍ͯくͰ͋Ζࠓ、ͨ͠͏ͦ。͞Ε͍ͯくのͰͳ͍͔͕ؔ
͏のʹରすΔߠఆతͳ͕࢟、อҭ教ҭのதͰҭまΕ、͜Ε͔ΒのΑΓྑ͍ؔߏੑ
ஙͱ社ձͮくΓのج൫ͱͳΔ͜ͱをظ͍ͨ͠。
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４節　子どもの描画活動における創造性の検討

東京大学大学院教育学研究科学校教育高度化専攻院生
堀田　由加里

１．子どもの表現行為と「創造性」
　秋の高く澄み渡った空のもと、５歳児クラスのエイトが、砂場の柱に、筆を使って水を
塗っている。「水でね、木の色を進化させてるんだ。色が変わって何回でも進化できるん
だ」と大きく腕を振り塗っていく。エイトの真剣な取り組みを見つめていたマリも、隣の
柱に筆で水を塗りはじめる。「透明ペンキ、塗るとすぐに消えちゃう。でもね、本当は大
丈夫なんだよ。ここに願いをかけたら、ちゃ〜んと、願いが移ってるから。ずっと願いが
叶うんだよ」と言い、「忘れないでね、お願いごと」と柱につぶやきながら、ゆっくりと何
かの印を描いている。しばらくすると、柱の前には数人の子どもたちが筆を持ち、それぞ
れの思いを込めて、透明ペンキを黙々と重ねていた。
　材料の使い方もそれぞれ異なる。ケイタは、黄色のバケツの水をグルグルかき混ぜ、
「（この水は）ちょっとふわっとした感じ、こっちの小さい容器のは、ちょっと固まって
るんだよ」と異なる透明ペンキを工夫して組み合わせていく。ユウタは砂場で使う電車の
型抜きに水を入れ柱に押しあて、そうっと離す。「ジャ〜ッツ」と、水が音を立て勢い良
く木の柱を流れる。リンは、葉っぱを水に浸し、それで柱を丁寧にこする。時間の経過に
伴い、塗り方・描き方にも多様性が生まれていく。
　「よし、今日はこれで休み時間だ。ここで休もう」とマリが言い、皆で休憩に入る。互
いに笑顔を見合わせ、少し休んだ後、「じゃあ、またやろー！」と活動を再開した。

　この事例では、一人の男児をきっかけに、柱に水を「塗る」・「描く」という行為が仲
間の中で伝播され、それぞれの子どもなかで次々と新たなアイデアがうまれていく過程が
わかる。木の柱に向き合い、筆を使って、水で「塗る」・「描く」という同一の行為であ
るにも関わらず、それぞれの子どもにとって、その目的や方法、内容に多様なあり方が見
られる。彼らは、仲間の姿を感じ、木に映る水の軌跡を捉え、仲間のつぶやきを聴き、水
の心地よい手触りを感じ、その場に生まれる緩やかな繋がりのなかで、自身の行為に没入
していく。そして、その繋がりのなから、新しいアイデアが次々にうまれていく。創造性
を「新しく、質が高く、さらに文脈に適合したアイデアを生みだすこと」（Sternberg& 
Kaufman, 2010）１）として捉えるのであれば、この事例で見られる子どもたちは、まさに
創造性を探求し、創出する姿であったといえよう。

fig.1「進化させるんだ」 fig.3透明ペンキの種類fig.2 「お願いごと」 fig.4型抜きで流す
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　本節では、創造性とは、日常の保育の中で、どこで、どのようにうまれるのかという問
題意識のもと、特に描画活動２）における創造性に関して先行研究を参考にしながら検討し、
創造性の可能性を開く保育者の見とりと援助のあり方について考えたい。

２．保育における「創造性」と「協同性」
　平成29年３月告示の『幼稚園教育要領』、『保育所保育指針』、『幼保連携型認定こども園
教育・保育要領』において、「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」が明示された。
その一つに、「豊かな感性と表現」が掲げられ、「心を動かす出来事などに触れ感性を働か
せる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自分
で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲を
持つようになる」と述べられている３）。このように、子どもの主体的で豊かな自己表現を
育むため、その過程における、素材との出会いや子ども同士の関わりが重要視されている
ことがわかる。
　そもそも、子どもは、表現する主体であり、自らの思い、考え、願いを様々な手段をも
ちい表現しようとする。特に他者と一緒に表現する中で、子どもは、助け合うことの喜び
や満足感を得て仲間意識を育んだり、また、イメージのぶつかり合いの経験を通して行動
を調整制御することを学んでいく４）。さらに、他者と一つの目的に向かって協働５）するこ
とで、分散化された知識から色々なアイデアが生まれ、創造性が高められていく６）。この
ように、日常の保育において、子どもが協働的に他者と関わりながら行う表現活動は、仲
間関係の形成のみならず創造性の育成においても重要であるといえる。　
　「子どもが育つ最高の環境」として世界中の幼児教育から注目を集めるレッジョ・エミ
リアでは、子どもたちの創造性豊かなアート表現が高く評価されてきた７）。しかし、注目
すべき点は、そうした作品群を生みだすプロセスであり、それらを支える保育環境、さら
にその根底にある子ども観や保育の哲学である。レッジョ・エミリアの教育は、子どもの
さまざまな姿や声に、大人が観る目と聴く耳を持ち、対話を丁寧に重ねることにより、子
どもたちの創造性のエネルギーを開花させている。そこでの教師は、一人ひとりの子ども
の小さなつぶやきや行為を細やかに観察し、子どもの心の中の動きを捉えようとしている。
そして、子どもの見る世界から保育の環境を構成することで、子どもの創造的経験を保障
しようとしている。さらに、活動のテーマは、木、水、光と影、身体、命、街、群衆など、
子どもの日常生活の埋め込まれたモノに着目している８）。そうした日常的に馴染みのある
モノと、子どもたちが改めて出会い、豊かに対話をすることで、新たな気付きや探求心を
生み出し、子どもたちの創造の可能性を引き出している。
　保育における子どもの創造性を考える場合、子ども同士の関わり、大人と子どもとのつ
ながり、そして、モノと子どもとの豊かな出会いが大切である。日常の生活や遊びのなか
で、子ども同士が「おもしろいね」「楽しいね」「悲しいね」と気持ちを共有する時、保
育者が「すごいね」「がんばったね」と子どもの姿を認め感動を分かち合う時、さらに、
モノに対して「素敵だなあ」「可愛いなあ」「かっこいいぞ」と想いを寄せる時、そこに
協同性は作られ、その文脈のなかで新しいアイデア、つまり創造性が生まれるのであろう。
このように考えると、子どもの創造的経験においては、それぞれ子どもの「個性」と「協
同性」は対立するものではなく、相互に補完しあう関係にあるといえる。子どもが他者や
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環境に支えられながら自分の思いを発揮する活動それ自体に、創造性は潜んでおり、子ど
もたちの思いの数だけ創造性は存在すると考えられる。次の節では、こうした創造性がど
こで、どのようなプロセスから生まれるのか、大きなシステムの観点と細かな個々の相互
行為の観点から見ていきたい。

３．「創造性」の捉え
①システムから捉える「創造性」
　人の没頭状態を「フロー概念」で説明したことで著名なチクセントミハイは、「創造性は
どこで、どのようにうまれるのか？」という問いに焦点をあて、「創造性のシステムモデル」
を提唱した９）。それを示したのが図１である。

図１　創造性のシステムモデル（Csikszentmihalyi, 1999,p.315）
　
　ここでは、創造性を、「個人」「ドメイン」「フィールド」が関わり合い交差するところ
において生まれるものとして表している。「ドメイン」とは、人々や社会に共有される知
識や規則の集合体のことであり、保育における園文化や、家庭や地域社会でのルールや知
識などにあたる。「創造」が起こるためには、「個人」は、この「ドメイン」にアクセスし、
そこから新たなバリエーションを創り出す。そして、「個人」が属す集団としての「フィー
ルド」で、「個人」の創り出したバリエーションを「ドメイン」に取り込むかどうかを選択
する。
　この「システムモデル」を保育にあてはめ、創造性の形成プロセスを考えると、まず、
子どもは、園や家庭、地域の価値観やルール、知識を参照しながら、新しい考えやルール、
モノをうみだす。例えば、筆者が園で子どもたちの描画活動を観察していると、細かな機
能までついたiPadやスマートフォンを紙とペンでさっとつくり、ごっこ遊びに持ち込む事
例を多く見る。生まれた時からこうしたデジタルツールが身の周りにあり、自然とそれら
に触れる環境にあるデジタルネイティブ世代にとって特徴的な活動であるといえる。この
ように、周囲の社会や文化にアクセスしうみだされる新しいモノは、日常の園生活のなか
に運び込まれ、そこで子どもたちや保育者へ取り込まれることになるが、一方で、取り込
まれずにその場限りで消失してしまうモノもある。取り込むかどうかを選択するのが、日
常の保育の場（フィールド）である。保育者や子ども達が、新しいモノに高い応答性を示
すほど、園の新しい文化として定着していくことが考えられる。一人の子どもが始めた活
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動であっても、園長を含む保育者や他の子どもがその活動を認め主体的に参加することで、
その活動は繰り返し挑戦したい対象となる。そして、その繰り返しのなかで、活動に複雑
性が出て、規模が拡張してくると、その園固有の「お家芸」として、新しい創造的文化が
うみだされることになるのだろう。

②相互行為から捉える「創造性」　
　こうしたチクセントミハイのモデルは、システムに焦点を当てているため、日常の生活
で子どもがどのように仲間との相互行為を展開し、創造性をうみ出しているのかという側
面は読み取れない。先述した通り、協働性が創造性を生みだす要因であるとすれば、その
協働性とは子ども同士のどのような関わりを指すのか、検討する必要があるだろう。
　この点に関して、創造性研究で知られる心理学者ソーヤーは、ごっこ遊びで子どもが、
なぜ決められた台本などなくとも、即興的に思いもよらない創造的なひらめきを生みだす
のか、その子ども同士の相互行為の仕組みを分析している10）。ソーヤーは、子ども同士の
相互行為を、その瞬間瞬間において起きている「創発」の連鎖として捉え、そのプロセス
を図２のように示している。ここでは、今、まさに起きていること（E）の中に人（P）が
加わり、そこで新しいモノをうみ出し、それを他者が応答しながら次の新しいモノの生成
へと繋げていく。ソーヤーは、人と人との「即興的な対話」によりうみ出される新しいア
イデアを「協働的創発性」とよび、微視的な相互行為の過程にこそ、創造性が生みだされ
る鍵があると主張する。
　このように、ソーヤーは、即興的なコラボレーションこそが創造性の源泉と捉える。そ
の背景に、即興的だからこそ作られる、互いに聴きあう関係性がある。ソーヤー「即興に
参加する人びとはそれぞれの人が次に何をするか予測できないので、互いによく聴き合い、
そしてその表現に応える必要があり、結果として協働的なパフォーマンスを生み出してい
る」11）と述べている。こうした、即興活動の聴きあう関係性のなか、予測不可能な個々人
のアイデアが、時には衝突したり、時には新しい展開へ拡張されたり、様々な応答の連鎖
を経てグループ内での協働的創発性が高められていく。

図２　即興的創発モデル　（Sawyer, 1997,p.47）
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③即興的な対話がつくる「創造性」
　子どもの日常生活は、即興的なひらめきや表現、偶発的な人やモノとの出会い、瞬発的
な興味関心で満ち溢れている。このように考えると、子ども同士の相互行為の積み重ねは、
即興的アイデアの連鎖であり、そこに創造性が生まれる瞬間があるといえる。次の事例は、
筆者が観察する園で見られた、即興的な対話から一枚の絵が作られていく過程である。
（初めから絵を描いていた男児の声に波線、途中から参加した他児の声に下線）

識 竺鴫鴫鴫

　
　５歳児クラスのトウマが、一人で怖い地図（fig.1）を描いている。「こっちにいくと、ギ

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

ザギザの針に刺さる…。ここにいくと、毒があって、海だし強い力があるから…」と呟き
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

ながら描きすすめる。そこに、コウスケが「おい、アンモナイトの形を発見したぞ」と冒
険家のような口ぶりで入ってくる。すると、トウマが「僕、10年前に見つけたのね」と応答

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

し、二人でアンモナイトの形を描いていく。そこから、『冒険家の宝探しの地図』がテーマ
になって描き進められることになる。コウスケが「ここにマンモスの顔があったのね」と
言うと、トウマが「これは、『サプライズ6534』っていうダイヤの宝だ」と互いに冒険家と

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

してのセリフを重ね合い、発見したものを紙に描いていく（fig.2）。途中、コウスケが『き
ょうりゅう』の『ゆ』の書き方をトウマに尋ねる。トウマは自分の紙に『ゆ』と書いて教
えると、そこで少し考えて、『ゆ』の続きに『うれいやしき』と文字を書き加え、幽霊屋敷
の絵を描く。さらに、コウスケが「保育園の砂場のなかに埋まっていたのは、ティラノサウ
ルスの骨だった。ぶどう畑で、まだ何か分かっていないものが発見された」と言い『？』
を描くと、今度はトウマが「ここには、スーパーサウルスがいたのね」と言い『！』を描

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

く。二人でセリフを掛け合いながら冒険地図を完成させる（fig.3）。トウマが「よし、出動
識 竺鴫

だ」と言い、二人で地図を持って、冒険の旅へと繰り出しにいく（fig.4）。

　この事例では、トウマは、最初「針」「毒」「海に落ちる」など怖いイメージを膨らま
せながら、一人で地図を黙々と描いていた。しかし、コウスケが突然、冒険家として加わ
ったことによって、二人で宝探しの冒険ごっこのストーリーが展開されることになった。
二人がお互いの声を聴き合い、即興的に思いつくアイデアと絵、文字を交換し合いながら、
紙の上に豊かな世界を表していった。このように、子ども間での即興的な応答の連鎖が、
一人で取り組んでいた時の表現に想定外の広がりと深まりをもたらすことがわかる。

fig.1
トウマが、最初に
描いた『怖い地図』

fig.3 
コウスケの冒険地
図。
発見したモノと場
所が描き込まれて
いる。

fig.2 
二人で呟きながら、
冒険地図を描いて
いく。

fig.4 
地図を確認しなが
ら、冒険に繰り出
すトウマとコウス
ケ。
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　Tegano（1991）は、子どもの創造性を促すためには、子どもが作品としてのモノをつく
る過程を評価することが大切であると述べている12）。そして、子どもが、最初に決めたテ
ーマに縛られず、さまざまな可能性を探求していく「創造的プロセス（creative process）」
の重要性を指摘する。保育においては、一人ひとりの子どもによって、そして子ども同士
の関係性によって、さらに活動が起きる状況によって、「創造的プロセス」にはそれぞれ違
いがあると考えられる。それぞれの「創造的プロセス」が深まり、一人ひとりの子どもが
充足感を得られるために、保育者が、子どもの即興的な対話を聴き、子ども本人が求める
十分な時間と空間を保障していくことが大切であろう。

４．描画活動における「創造性」
①子ども同士の関わりから生まれる描画表現
　子どもは、表現する主体である。描画は、その表現する一つのツールとして、つねに子
どもの日常生活に埋め込まれている。描画を通した表現行為には、一人で絵を描いたり、
見たりするだけでなく、一人の子どもの描画行為が、友だちの間に広がり、それがそれぞ
れの子どもらしさとなって多様性が生まれるというような協働的な描画活動も含まれる。
子どもは、仲間の描画活動に応答したり、絵を媒介にコミュニケーションを取り合ったり
する。そして、このような描画活動における応答的な関係が子どもの創造性の伸長にも大
きく関わっていると考えられる。
　子どもの描画活動を仲間との遊びや関わりあい、物語の共有の行為として捉えるSue 
Cox（2005）は、子どもが仲間と描画を行う際、常に即興的かつ偶発的に描画の内容やそ
の意味を変容し続けていることを以下の事例で示している13）。 
　
　子どもたちが、テーブルを囲んで、それぞれの紙にランダムな形を描いていた。一人の
子どもが閉じた丸い形を描き、「これ、ロック（岩）だよ」とつぶやく。それを聞いた子ど
もは、自分が描いた長四角の絵を見て、「ロケットだ」と言う。さらに、バナナのような水
平な形を描いた子どもは自分の絵を見つめ「ロッカーだ」と名付ける。
　
　この事例での子どもたちは、最初の子どもの「ロック」という発話と類似した音を、自
身の描いた形を参照しながら思い浮かべ、描いた記号に新たな意味を与えていく。ここで
は、周囲の他の子どもたちの絵、つぶやきが、それを引き取った子どもの解釈で、別の意
味を与えたり、また代替的な読み替えを促すというプロセスがわかる。このように他者と
の相互行為の文脈の中で、自身の表現した記号や絵に、意味が与えられていく。
　こうした、子ども同士の描画活動の相互関係について、Dyson（1993）は、図３のよう
に示し説明している14）。ここでは、子どもの描画活動は、２つの軸の交差で構成される。
つまり、子ども間の関係性の広がりを示す、「わたし」と「あなた」との横軸と、子どもの
中の描画の深まりを示す、「内的意味（理解・解釈）」と「外的記号（描画・しるし）」と
の縦軸との関係である。子どもは、特定の他者と向き合う中で、他者の応答に影響を受け
て自身の活動に変化を与えたり、一方で他者の次の応答を考えて自身の活動を展開したり
する。そして、表現した絵や記号が、他者との関係の広がりの中に取り込まれ、そこで自
分とは異なる多様な声を聴くことによって、描画の意味をより深めていく。
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図３　社会文化的プロセスの構成：広がりと深さの領域　（Dyson, 1993,p.110）

②「模倣」と「創造性」
　それでは、こうした他者との相互作用による描画表現の深まりは、どのように創造的活
動へとつながっていくのだろうか。Okada（2017）は、他者の作品との関わりが創造的イ
ンスピレーションに及ぼす影響を検証し、馴染みのない作品を模写することが、既存のも
のの見方への制約を外し（制約の緩和）、新しい物の見方への方向付けが起こる（着眼点の
影響）という認知プロセスを明らかにしている15）。ここでは、異質な作品を模写したり、
長時間鑑賞したりというような深い遭遇（deep encounters）が、描画行為の認知的表象を
変容させ描画における創造性を促進することが示されている。この研究は、学部生を対象
としたものであるが、奥（2004）は、４・５歳児の描画行為における「模倣」は、新たな
表現ツールやスキルを習得し、創造の契機となるものであることを明らかにしている16）。
　以上のことを踏まえると、「模倣」は「創造」と対立するものではなく、「模倣」という
行為の中に「創造」の芽生えが内包されているといえる。子どもは、自分とは異なる他者
のアイデアと出会い、それを自分のなかに取り込む事によって、それまでの固定的な見方
や表現方法に揺さぶりをかけ、新たなアイデアを探求する創造的経験へとつなげていくと
考えることができる。

③子どもと大人との関わりからうまれる「創造性」
　子どもと大人との関わりは、子ども同士の関わりとは異なる相互行為のプロセスが見ら
れるという。Kouvou（2016）によると17）、子どもが大人と協働的に描画活動を行う場合、
最初は話し言葉により、どのように何を描くのかルールを決め、そこでは主に大人が絵の
展開に関してアイデアを与える。そして、徐々に、話し言葉のやりとりから、絵を通した
やり取りへと移行していき、最終的には、紙の上で生まれる絵の交換のみでコミュニケー
ションをおこなうようになる。このように相互行為の質が変化することにより、それまで
の固定化され、静的なイメージの絵に、豊かなストーリー展開が生まれ、創造的で、躍動
感のある絵へと変化するという。ここでは、大人との「意味のある」対話により、子ども
の既存の描き方が緩和され、ステレオタイプ的な絵の内容を新しいモノへと作り変えてい
くことが示されている。このように、子どもの創造性を喚起する上で、大人による適切な
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援助は極めて重要な役割りを担う。
　チクセントミハイによれば、人は、自分の能力でちょうど処理できる程度の課題に挑戦
する時に、没頭する状態「フロー」になるという１８）。「フロー」はどのような時にでも生
じるのではなく、例えば、課題のレベルが高すぎると、徐々に不安へと移行するし、一方
で課題のレベルが低すぎると、退屈してしまう。すなわち、課題と能力が高いところで一
致することで、はじめてフロー体験が起こるのである。大人が、子どもと共に描画活動を
行う際には、子どもが「ちょっと頑張れば自分にもできそう」と思えるようなチャレンジ
を、絵のアイデアやテーマ、描き方として、相互行為のなかで示し、支えることにより、
子どもはその活動に深い没頭経験を得る事ができると考えられる。

５．子どもの描画活動の見とりと援助
　これまで子どもの年齢による描画発達は、多く研究者により検証されてきた。なかでも
著名なLowenfeld（1947）による描画の発達段階では、次のように示されている19）。
　①「擦画期」（１〜２歳）では、手を動かすことで痕跡が現れることに興味を持ち、②
「錯画期」（１歳６ヶ月〜３歳）では、点々や往復線を描き、２歳半頃から丸や渦巻きを
なぐり描きし、何かに見立てて「名前」をつけようとする。③「象徴期」（３〜４歳）で
は、丸から足の生えた「頭足人」を描き、④「カタログ期」（３〜５歳）では、関係のな
いものでも、脈絡なくカタログのように並べて描く。⑤「図式期」（５〜６歳）では、地
面を現す「基底線」に拠って一つの画面にまとめて描くようになる。
　こうした発達段階を示すモデルは、子どもの絵からその子の発達の目安が捉えられ、子
どもを理解する際に大きなヒントになる。しかし、先述したように創造性をうみだす源泉
を相互行為として捉える上では、こうした発達段階から「描画を見る」ことに加え、子ど
もの「描画行為のプロセスを聴く」ことが大切になるだろう。つまり、創造性を育むため
には、何を描いているのかといった絵を中心に見たり、大人の観点から評価するのではな
く、子ども一人ひとりの「描画行為そのもの」20）を見て評価する必要がある。
　Matthews（1999）は、乳児期の「なぐりがき」においても、単なる認知発達的な現象と
してではなく、乳児を取り囲む環境への興味関心の現れとして捉えることの重要性を主張
している。絵を描く過程において、子どもたちが何をどのように体験しているのか、そこ
でどのような世界とめぐりあっているのか、保育者が丁寧に見とることが、子どもの豊か
な創造性を生みだすことにつながるのであろう。
 　５〜６歳になると、描画表現に対する姿勢に個人差があらわれ、ある子は自己の表現
手段として描画を積極的に楽しむ一方で、ある子は描くことに消極的になるという21）。こ
の時期の子どもは、自分が描きたいと思うイメージや大人から「期待」されていると思う
テーマを思い通りに表現できないと、悲しみや憤りとなり、描画表現に対して消極的にな
ってしまうという。園での日常生活において、子どもの「小さな」表現活動を大人や仲間
に聴いてもらい認められることは、その子ども自身が認めてもらうことにつながる。そう
した他者から受け入れられる経験を積み重ねることにより、自己肯定感が育まれ、心豊か
な表現行為が継続されることにもなるだろう。
　このように表現するプロセスを大切にする上で、子どもが「描きたい」「作りたい」と
感じるその瞬間に、目の届く範囲に材料が整えられている保育環境や子ども同士の対話が
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十分に行える時間や空間は欠かせないだろう。さらに、描画を媒介に、子ども同士がつな
がることが、創造性を生み出す重要な契機となることからも、子どもの描画に向けた言葉
を他児へとつなぐ保育者の援助が重要であると考える。

６．まとめ
　以上、創造性がどこで、どのようにうまれるのか、これまでの研究を参考にしながら検
討したことで、子どもの創造性の可能性を開く三つの要点が浮かび上がってきた。
　第一に、子どもの協働性である。園が集団生活であることの最大の利点は、子どもの相
互関係が多様にそして複雑に展開することであろう。子どもは日々予期せぬモノや人と出
会い、そのなかで、自身の考えを捉え直し、新しいチャレンジに挑戦していく。描画活動
においては、偶発的で即興的な他者による応答や、自分とは異なる他者の表現の取り込み、
モノとの豊かな関わりにより、新たなアイデアが創出されることが示されている。つまり、
子どもが自分とは異なる他者の表現を受けとめ、共感し合う、「子ども同士が響き合う関
係」を築いていくことこそが、創造性を育む土台となるといえるだろう。
　第二に、子どもを支える保育者のまなざしの方向性である。表現活動を行う子どもは、
作品そのものを生み出すことだけでなく、表現過程における「歓び」「楽しみ」「悲しみ」
といった心の動きに支えられ活動を展開している。創造性を育む幼児教育を考える際、こ
うした子どもの心の充実感を保障していくことが求められる。保育者は、結果としての子
どもの作品や予め設定したねらいが実践できたかどうかではなく、その活動のプロセスで
一人ひとりの子どもが何を体験しているのか、何を感じているのか、どのような意味を作
っているのかという方向にまなざしを向けることが大切であろう。
　第三に、「その人らしさ」の尊重である。一人ひとりの子どもにとって、その個性や趣向、
モノとの出会い、誰とどのように関係を築いていくのか千差万別である。それぞれの子ど
もが、周囲から大切に思われていると本人が感じ取れるような環境を、保育にかかわる全
ての人が手を携えて作っていくことが、その子らしさを育むことに繋がると考えられる。
また、その子らしさを生かすためには、一人ひとりの保育者らしさも同時に大切にしなけ
ればならない。保育者と子どもとの信頼関係は保育の基礎であるが、保育者が自分らしく
自己表現している姿を子どもは見て聴いて感じることにより、より一層自分らしさを発揮
していくのだろう。子どもと保育者が共に自分らしさを大切にし合いながら、協働で支え
合っていく活動のプロセスそのものに、創造性の萌芽があるのではないだろうか。
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第２章　創造性を育む活動事例
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 安心・安定を基盤として　園文化・園風土を育む
～創造性を育む実践事例～

これからの時代に求められる資質・能力を育成するための幼児教育指導

元 東京都教職員研修センター研修研究支援専門員　大竹　節子

実践事例：品川区立御殿山すこやか園　園長　大澤　洋美
鈴木　真衣子
横島　悦枝
山田　郁子
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Ⅰ　はじめに

　１年半前、開園から半年の幼保一体施設の第２代目の施設長として就任しした私は、空
にそびえ立つ40階建てのタワーマンションを見上げながら、玄関に入った。今まで出会っ
たことのない環境。そして「どのような園を創り出そうか」と、歩みながら考えはじめた。
　御殿山すこやか園は、開年から３年目を迎える品川区立の幼保一体施設である。０歳児
～３歳児50名は五反田第二保育園に在籍、４歳児～５歳児70名は御殿山幼稚園に在籍し、
同じ園舎の中で生活を共にしている。園の立地はJR線大崎駅から徒歩５分、40階建ての
高層マンションの２階部分の３分の２ほどを占有した、1478.14㎡の園舎である。
　開園時間は７時30分～19時30分であり、就労世帯であるため長時間の保育を受ける子ど
もが多く、８時間以上園にいる子どもの割合が70パーセントに及んでいる。また、保護者
の多くは、教育への関心が高く、幼児期の質の高い教育を求めている。特に４歳児～５歳
児は、複数の習い事をしており、園生活の後や休日に習い事に通う実態がある。
園長として思うこと
　大人の労働時間は８時間と規定され、かつ「働き方改革」が問われている今日である。
しかし、“子どもは８時間以上、家族と離れている生活が当然になっている現状がある”と
考えさせられる日々。『すこやかな成長を』との願いと、安心と安定が基盤の上にこそ、
資質・能力は高められていくことを感じながら過ごす、保育者たちの心もちが伝わる。
　「子どもにとってという視点で保育を考える園でありたい」と願う園長の方針に保育者
の気持ちが集まってきた。そして、『この園に居る子ども、親、保護者、職員が、ここに
居たいと思うことができる「安心感」と「子どもが大切」と思う心が重なり合う地域の園
になりたい』との思いが一つになった。さらに、豊かな心を育む園生活が、小学校以降の
学びに向かう力の基盤になってほしいと願いながら、『保育を創り出し、新しい園の文化
と風土を育んでいきたい』と歩みを重ねているところである。
保育・教育の方向
○わくわくする生活づくり
　…保育内容　教育内容やプロセスを重視　
○幼保連携保育
　…発達の連続性を重視した一貫カリキュラム・一人一人の良さと可能性、専門性の発揮
○高層住宅の中に求められる環境の工夫
　…様々な直接的体験
○長時間保育における安心・安定
　…受け止める　つなぐ　支えることを大切に
幼児期の育ちを小学校に伝え、つないでいくために
　目標をもち、エネルギーを膨らませる　　やってみたい気持ちを実現する
　　（p.56～57）参照・・・➡幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の具体的な姿

　安心と安定を基盤にした園生活の中で、子ども達に必要とされる資質・能力を育むため
に目指したい保育・教育の方向を56～57ページに表した。 
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Ⅱ　「幼児期に育てたい資質・能力」
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Ⅲ　創造性を育む実践事例

実践事例１　身のまわりの自然・事象に触れる　（４歳児１学期）

小学校の池で「オタマジャクシすくい」
（１）自然に触れる直接体験の大切さ
　４歳児、４月末。幼稚園に入園して１か月が経とうとしている頃、学級のみんなで初め
て園の外へ行ってみることにした。園の外と言っても目的地は、隣接する小学校の敷地に
ある池である。しかし、決して広くない園庭や園舎内で、約１か月間過ごしてきた子ども
たちにとっては、“担任と一緒に園の外へ行く”と伝えるだけで心を躍らせていた。
　池に行くとまずは、恐々と中をのぞき込む子どもたち。すぐに、池の中に大量にいるオ
タマジャクシを発見した。「わっ！何かいるよ」「オタマジャクシだー」すぐに、あちら
こちらから大きな声が聞こえてきた。担任の「すくってみよっか」というつぶやきととも
に、透明な容器を出してみると、我先にと駆け寄り、容器を手に取り、再び池の周りに戻
っていく子どもたちの姿が。そこからは『池を覗く』のではなく、『獲物を狙う目つき（生
き物に興味津々な目つき）』へと、変わっていく様子がはっきりと伺えた。
（２）自然に触れて遊ぶ中で、心を開放すること
　手を一生懸命伸ばして、すくおうとするがなかなかすくえない。すると子どもたちは、
態勢を変えていった。始めはしゃがんでいたのが、地面にうつ伏せに寝そべり、足を広げ
てバランスをとり、池の水面近くを這うように、上体を反らしながらオタマジャクシを追
っている。
　ここまで時間の経過はおよそ３分。そしてそこからは、「捕まえた！！」「くやしいー逃
げられた」と、あちこちから大きな声がする。「先生、見て！２匹も捕まえた！」と満面
の笑みで駆け寄る女児もいる。入園から１か月。保育者に、もじもじと照れながら甘えて
くる子ども、遠慮がちに様子を見ている子ども、とまだ自分を出せていない子どももたく
さんいる中で、自然に触れた瞬間に心が開放され、子どもたちの解き放たれた姿が垣間見
られたひと時となった。都会のビル群の中で、探さなければ見つからない自然を探し求め
て遊ぶという環境の子どもたちの姿である。しかし、自然は偉大である。小さな池に生き
物がいて、それに触れるだけで心が開放され、自分を表出し、心を躍らせ、目は輝き・・・。
自然の偉大さを感じる一場面となった。

４歳児（１学期）小学校の池で、寝そべってオタマジャクシを追っている
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【考察】
自然に触れる、直接体験の大切さ
　自然に触れ、自然を取り入れて遊ぶことが当たり前ではなくなってきている本園の環境
の中で、“折に触れて自然を体感する”ことは大切だと感じている。自分の目で見て、触れ
て、感じて、という体験が学びとなり、次の体験に結びつくのではないかと考える。
自然に触れて、遊ぶ中で心を開放すること
　長時間保育を受ける子どもが多く在園する本園で、自分の心を開放させる時間があるこ
とは、心の安定に大きく関係していると感じた。思いのままに動くこと、声を出すこと、
夢中になることができる時間を保障していきたいと、担任として考えている。

実践事例２　身のまわりの自然・事象に触れる　（４歳児２学期）

考えて、試して、「マツボックリコースター」
（１）繰り返し楽しむこと、試すことを楽しむ
　４歳児の11月。室内遊びの中で、積み木と板積み木を構成して、ペットボトルの蓋を転
がす“コースター遊び”に夢中になっている男児たちがいた。積み木で作った坂道に色々
な物を転がし、その転がり方を楽しんでみたり、遠くまでよく転がるものはどれかを探り
当てたりすることを楽しんでいた。ペットボトルの蓋やドングリと色々な物を転がし、こ
のコースター遊びは数週間続いていた。　　

（２）遊びの経験が次の遊びにつながる瞬間
　11月初旬、秋晴れの気持ちのよい日に、砂場で山作りを
始めた子どもがいた。山を作り、トンネルを掘り、「ここ
に水を流したい」と担任に言いに来た。水遊びをするには、
秋の風は冷たすぎる。「水以外には、何か通らないかな」
とつぶやいて、保育者は場を離れた。すると、保育室にあ
るペットボトルの蓋やマツボックリを持ってきて、トンネ
ルの中を転がし、向こう側の友達がキャッチする、という
遊びが始まった。そこから、ある子どもが「マツボックリ
のコースを作ろう」と言い始め、戸外で使用しているベン
チを運んできた。子どもたちの中では、室内で遊んでいた
コースター遊びとイメージが重なったようだった。

　傾斜をつけたベンチに、マツボックリを山のトンネルめがけて転がしている。目指すこ
とは、トンネルの向こう側まで転がっていくこと。マツボックリの不規則な転がり方をた
くさん楽しみ、片づけの時間となってしまった。この時の片づけの仕方に、“大きな学び
と気付きのヒント”があった。「砂場で使って砂がついたから、マツボックリを洗おう」と、
どの子どもからか、言い始め、片づけの仕上げに子どもたちは、マツボックリを洗い、乾
かすということを始めた。すると、マツボックリがつぼんだことに気付いた子どもがいた。
「マツボックリ、しぼんじゃったね」、そうつぶやいて、その時は“つぼんだ発見”を喜ん
でいた。
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（３）偶然の発見が遊びへ
　次の日、再び同じように砂場で山作りからトンネルを掘り、そして、傾斜をつけたベン
チが登場してマツボックリコースター遊びが始まった。何度かマツボックリを転がしてい
るうちに、一人の子どもが担任に伝え来た。「先生、マツボックリをつぼませたい、お水
があるといいんだけど…」「マツボックリをつぼました方が、よく転がるんじゃないかと
思って」。
　そこで、タライに出してもらった水に、マツボックリを漬け始めた。その後、つぼんだ
マツボックリを山のトンネルめがけて転がしてみると、「前よりよく転がるね」「つぼんだ
マツボックリの方が、速くまわるよ」など、その転がり方の違いに気付いて、大興奮する
声が次々と聞こえてきた。
　先日の片づけの時の「砂が付いた、マツボックリを洗おう」という発想が、深い学びと
遊びへの転換へとつながった瞬間だった。

【考察】
繰り返し楽しむこと、試すことを楽しむこと　
遊びの経験が次の遊びにつながる瞬間
偶然の発見が遊びへ
　「子どもたちの生活は、すべてつながっている」ということを感じさせられた。一つの
遊びを十分に楽しむ経験が場を変え、物を変えて、また次の遊びへとつながった。そこで、
片付けの時の経験や発見、学びが次の遊びへとつながっていく。
　幼児にとっての学びや探究は、生活の中すべてにあるということを感じた。 

「つぼんだマツボックリ、速い！」 「前より、よく転がるね」
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実践事例３  目標をもち心のエネルギーを膨らませていく  　（５歳児２学期）

初めての経験「名前との出会い」
　５歳児の９月、季節が夏から秋に移りゆく中で、子どもたちは思いきり体を動かして遊
ぶ心地よさを味わったり、学級やチームの仲間と共に力を合わせて遊びや生活を進めてい
ったりしながら「運動会」という共通の目的へ向かっていく。
（１）運動会「みんなでキッズソーラン」
　運動会のリズム表現では「みんなで『キッズソーラン』を踊ろう」ということになった。
赤・青・黄・紫の４つのチームで、それぞれチームカラーの 法被 を身につける。

はっぴ

　自分たちのチームとしての意識を高め、愛着をもって表現に取り組めることを願い、法
被の背中に“自分の名前の一字”を書いて貼ることにした。
（２）毛筆で漢字に挑戦
　保育者は一人一人の名前を紙に書き、それを見せなが
ら、“名前の中のどの文字を書いてみたいか”聞いてみた。
初めての挑戦である。絵筆で色を塗ったり、絵を描いた
りしたことはあっても、書道用の筆や墨を使って文字を
書くことは生まれて初めての経験。「すごーい」「難し
そうだけど、やってみたい」「どうやるの？」など、新
しいこと、未知のことに対する５歳児の反応は、想像以上に意欲満々である。
　「みんなが生まれた時、お父さんお母さんは、それはそれは喜んで、最初の素敵なプレ
ゼントをしてくれたの。それが名前」・・・そんなふうに話しながら、保育室の片隅にコ
ーナーを設け、筆・墨・硯・半紙を準備すると「お兄ちゃんが、学校でやってる」「習字
だよね」「なんか、いい匂い」と子どもが集まってきた。一人ずつ手を取りながら書いて
みる。墨の香りの中で、ほっと安心感がうまれ、落ち着いた心もちになっていく。
（３）名前にこめられた願いや、由来に関心を寄せる
　「ハルカちゃんは、暖かい春の季節に生まれたのね」「この字には、『きれい』『澄んで
いる』っていう意味があるのよ」など、話しながら書く。すると、「あ、この字、ぼくの字
とおんなじだ」「ここが、レイちゃんと似てるね」と、文字の形やつくりに興味を持つ姿。
ハクト（白虎）は「白い虎は、冬の虎だと思うよ。雪の中にいる虎なんだ」と語っている。
「そうだね、きっと冬でも風邪をひかない、元気な強い子になってほしいなあって、つけ
てくれた名前なんだね」と保育者。自分の名前に込められた、願いや由来に関心を寄せて
言葉に出す姿があった。この様子を保護者に伝えると「ハクトの名前は、お父さんの名前
と深い関係があるのよ。帰ったら話そうね。お父さんも喜ぶわ」と、家庭で話題に取り上
げてくださった。
（４）自分一人で筆を持って書く～自信をもつ～
　いよいよ、自分一人で筆を持って書く。白い半紙に最初の一筆を入れる瞬間は、息をの
み静寂と緊張の時。そこからは、思いきりよく筆を動かす子ども、手本と見比べながら慎
重に書く子どもなど様々。書き終えたタイミングで保育者が「大成功！！」と声をかける
と、どの子も自信に満ちた笑顔を見せていた。元気な文字、やさしい文字、それぞれ個性
あふれる素敵な表現となった。

生まれて初めての経験
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【考察】
心の育ちをサポートする
　運動会という共通の目的に向かうこの時期、一日の生活や遊びの組み立ては、運動が中
心となることが多い。その中
でも、一人一人の思いに寄り
添ったり、友達や仲間を応援
する姿を認めたり、一人一人
の良さを認め、学級のみんな
に知らせたりして、心の育ち
をサポートする保育者の援助
が、幼児の意欲をさらに高めていく。
愛情を感じ、自分への信頼感を育てる
　周りの人々からの愛情を感じとり、安心して遊びや生活に取り組み、難しいことへも挑
戦しようとする意欲が生まれると考える。生活の中で、自分が大切にされている実感がも
てるようにしていくこと、一人一人の良さを認める保育者の姿勢が、学級や園の子どもた
ちの心を育てていくと思われる。
充実感や満足感が心のエネルギーに
　「自分ってすごい！」「こんなことができた！」というような充実感や、自分なりにや
りとげた満足感を味わうことが、心のエネルギーを膨らませ、次の目標や未来へ向かう力
を育んでいくと思う。

（創造性を育む）
実践事例４　やってみたい気持ちを実現する　（５歳児２学期）

大好き！「スポーツ鬼ごっこ」
　５歳児の11月、子どもたちの遊びへの興味・関心は、
思い切り動き廻りたい、友達と関わって、楽しみたい、
追いかけたり、捕まえたり、スリル満点な遊びを十分や
りたいなど、友達と十分に体を動かす楽しさを味わいた
いと感じている。中でも、遊戯室での「鬼ごっこ」は、
やってみたい遊びの１番人気で、家庭では経験できない
遊びである。鬼遊びのルールを皆で共有すれば、こんな
に没頭できる遊びは他になく、全力投球で取り組むこと
ができる。この遊びは、さくら組の子どもたちにとっては、ただの鬼ごっこではなく「ス
ポーツ鬼ごっこ」なのである。
＊11月中旬　雨　　　遊戯室にて
（１）「氷鬼始まるよ」と声をかけると18人の子ども達が集まってきた。どの子もやる気
満々である。
　一方で担任は、あらかじめ遊戯室に赤いビニールテープで、安全地帯（休憩処）を作っ

“自分の名前の一字”を書いてみた！
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ておいた。２～３人の男児は、もうすでに両脚の屈伸運動をしながら、鬼が動くのを待ち
構えている。そんな中、鬼が決まり、ハチの巣を突いたように「氷鬼」が始まった。子ど
もたちは懸命にかけまわっており、殆ど全力疾走である。よく、衝突しない…と思いきや、
（２）まどかちゃんが、うずくまっている！
　どうやら、だいすけの肩がぶつかったようだ。「氷鬼」をいったん中断したところに、
タイミングよく担任がやってきた。担任はまどかとだいすけが衝突した状況を素早く判断
して、まどかには、安全地帯で少し休憩をとるように促した。
　子どもたちは皆、心配そうに様子を見ている。そこで、保育者は「どうしたら、ぶつか
らないで遊べると思う？」と子どもたちに問いかけた。
　この相談に、こうたは「“グーとパー”に分かれて、“応援とやる人”に分かれるのは、
どお？」と提案した。そのアイデアに子どもたちは「いいよー」「そうだね！」と同調し、
保育者が「じゃあ、時計廻りにやってみようよ！」とアイディアを出すと、子どもたちは
段取り良く“グーパーじゃんけん”をし、チーム分けをすることができた。
　そして、その後すぐに「氷鬼」が再開されると、今度はチームになった子どもたちが、
同じ方向に動いてフェイントをきかせ、より遊びの幅が広がってきた。一方で、“応援チ
ーム” の子どもたちは、安全地帯の中で腕立て伏せや両脚の屈伸などを、次の出番に備え
て、トレーニングをしている。これは一見ただの「氷鬼」だが、５歳児の子ども達にとっ
ては自分たちの頭で考え、準備し、体を動かす「スポーツ鬼ごっこ」なのである。

【考察】
　実践事例「スポーツ鬼ごっこ」を通じて新任保育者は懸命に「子どもたちの世界」に入
り込み、全力投球で保育にあたっていることが分かる。子どもたちも自分なりの思いを表
し、等身大の自分でいようとしている。中には上手く表現できずに、相手に強い口調で伝
えたり、保育者の仲介に助けられたりすることがあるが、周りの友達とルールを考えて折
り合いをつけながら、葛藤を乗り越え、協調して遊ぶ姿が見ることができる。そのプロセ
スで『やってみたい、自分の気持ちを実現していく』経験をつみ重ねて、成就感につなげ
ていく。

（創造性を育む）
実践事例５　様々な保育材と出会い、繰り返し試したり、工夫したり考えたりする　（５歳児11月）

親子活動「光と色との出会い」
　10月の後半、秋の陽ざしが長く差し込み夕暮れが早くなっていく“この季節ならではの
気付きや発見を親子で楽しんでほしい”と願い行った保育参加の様子である。
（１）親子で作る～体験から感じ、考える
　親子で行う活動として、風船に和紙を貼り付けてランタン作りをすることを計画した。
まず、保育参加当日を迎えるにあたり、年長５歳児は風船に貼り付ける和紙を自分で染め
ることから取り組んだ。
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　保育参加当日は、自分で染めた和紙を切って風船に貼り合わせる行程になった。子ども
の染めた和紙に「きれいね」「○○ちゃんの染め方もすてきね」と感心する母親たちのつ
ぶやきが聞こえる。一枚の和紙を風船に貼るために、32枚に切る作業では、親子で紙をた
たみながら何枚になるかを予測している様子も見られた。
　和紙を貼り始めると、一枚一枚に糊をつけるために親子の共同作業が始まった。“如何
に糊をつけると効率よくできるか”を知らせ合いながら、進める親子もあれば、子どもが
糊をつけやすいようにサポートするなど、親子によって取り組み方の違いが見られる。ど
の親子も貼り終わると満足の表情と風船はどうやって外すかについて話をする様子が見ら
れた。
（２）風船が本当に縮んでいく不思議さを実感する
　親子での製作活動が終わり２日間が経過すると、縮み始めた風船と和紙の間に隙間が出
てきた。それを発見した、のぶひろは「ぼくの風船が小さくなっている！」と友達に伝え
た。他の幼児の風船も小さくなってきている。降園の時に、このことを子どもが保護者に
伝えると、大人も興味深々の様子で観察し「こうなるんだ。なるほど」という声が聞こえ
てきた。
（３）光の中で感じる
　10日後、全員の風船が小さくな
ったので、丸く風船型に形成され
た和紙の中から風船を取り除き、
ライトを入れることにした。
　いろいろな場所にライトの入ったランタ
ンをもっていく中で、より暗いほうがきれ
いに見えることを発見している。しばらく
して、担任が遊戯室の暗幕を引くと和紙の
ランタンは、柔らかな光を放ち、美しい光
の世界を演出してくれた。子どもたちはそ
の美しさに息をのんでいる。その光の中で、
絵本「にじいろのさかな」を読むと、子ども
たちは自分達の創り出した光の中で、じっ
と絵本を見ていた。
（４）共感する、共有する
　本園は夜暗くなってから、降園する幼児が多い園である。お迎えの時間に合わせてラン
タンをともすと、再び美しい光の世界が創り出された。
　その後、親子でランタンをとても大切にしながら、持ち帰る様子が見られた。

【考察】
　色が混ざり合う不思議さを感じながら、染めた和紙の美しさを親子で観賞し、風船に切
った和紙を親子で根気よく貼り付ける中で、次への期待を膨らませている様子が伺えた。
また、和紙の貼り合わせ方を考えたり、何度も繰り返しいろいろな場所に置いて光と明る
さのバランスを知ったり、風船が本当に縮むのかを何日も観察して変化に気が付いたりな

ランタンの光の中で絵本「にじいろのさかな」を
プロジェクターに映して、読む
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どたくさんの発見につながった。また、和紙・風船・染色液・光・明るさなど様々な物の
性質にも触れる経験なっている。様々な保育材との出会いが、子どもの感性を拓き興味を
広げ、親子の共感の時を創り出す豊かな経験となった。

（創造性を育む）
実践事例６　友達や大人との温かな関係を育む　（４、５歳児３学期）

「手作りカルタ」でゆったりとした遊びの時間
　12時間開園の本園では、朝７時30分から夜７時30分まで、園で過ごす子どもたちの生活
を４つのゾーンに意味付け、それぞれの時間帯に特徴をもたせて、一日の生活のリズムを
作っている。午後の預かり保育の“ゆったりとした遊びの時間”では、子どもたちが保育
者と関わったり、思いを受け止めてもらったりすることを中心にしながら、遊具・用具・
玩具・場所、を環境として整え、一人一人が安心して遊ぶことができるようにしている。

（１）預かり保育担当の保育者が、子どもの様子に応じた遊具を作る（手作りカルタ）
　ミカンの絵のカードには「み」という字とミカンの絵が描いてある同じカードが２枚。
野菜や果物などの絵が描いてあるカードを作成した。読み手がミカンの絵を見ながら「ミ
カン」と読むと、取り手がもう一枚の対のカードをとる。５歳児が読み手になり、４歳児
が取り手になったり、「おいしいみかん」とアレンジをしながら読んだりする様子も見られ
ようになった。カードは15枚なので、飽きないうちに終了し、読み手と取り手の交代もす
ぐにできる。この遊び方に飽きると、二組のカードすべてを裏に返して、「神経衰弱」のよ
うな遊びも自分達で始めることもできる。２人～４人の友達と一緒に頭を寄せ合って遊ぶ
様子が見られ、保育者はその様子を見守ったり、仲間となって入ったりして、傍らにいる
ことで、子ども達は安心した表情で遊び続けている。 
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　安心感と主体的に遊ぶ意欲を引き出す手作りカードの特性を次のように捉えた。
①誰でもが遊べる
　まだ文字を読むことができない幼児でも、絵を見て読むことができる。
５歳児と４歳児が関わりながら遊ぶことができる。
②自分たちで変化させられる
　書かれている言葉は単語であるが、自分の好きな言葉を加えることができる。
裏返して、神経衰弱のゲームもできる。
③繰り返し楽しむことができる
　カードが15組であることで、一回の遊びが10分程度で終了することから繰り返し、また
は遊び方を変化させて遊ぶことができる。
④保育者の存在
　傍らに保育者がいてくれることで、“いつでも自分の話を聞いてくれる先生”という存在
を感じられ、長時間を園で過ごす子どもたちが安心をして遊ぶことができる。

【考察】
　カルタで遊ぶ中で、保育者が自分たちのために作ってくれた喜びや安心感を得ているよ
うに思う。そのうえで、自分たちで遊びを変化させて楽しむことができて、満足感や充実
感を感じることができる遊具である。長時間保育を受けている幼児にとっては安心して遊
ぶために必要不可欠な遊びの環境であると思う。ゆったりとした雰囲気の中で見守られ、
受け止められながら友達と遊ぶことで、友達や大人との温かな関係が育まれていく。子ど
もの生活に応じた遊具の工夫の大切さを感じている。
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Ⅳ　御殿山すこやか園の

　　子どもにとってのwell－being 
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子どもの日常に見られる心を動かす要因と姿
　　　(平成28年度園内研究会資料より) 
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Ⅴ　おわりに

（１）園風土を創り出す、組織の創造性
　品川区大崎地区は急速に都市開発が進み、今もなお街並みが建造されている地域である。
　品川区立御殿山すこやか園には、二人の園長先生がおられる。御殿山幼稚園は大澤洋美
園長先生、五反田第二保育園は大川美和子園長先生である。
　園長先生方に教育・保育への思いを伺ってみた。『わくわくする生活づくり、幼保連携
保育、高層住宅内の乳幼児教育施設として保育環境の工夫、長時間保育における安心・安
全、保護者と子育ての喜びを共有する』などの理念を話されている。
　御殿山すこやか園の未来を見つめながら、この街で『新しい時代を創る幼児教育』を創
造しようとする意気込みを感じた。園組織の創造性を発揮するためには、施設長のリーダ
ーシップが重要である。具体的な経営の方針は教育・保育のグランドデザインをもちなが
ら、ある時は直感的思考をもち柔軟に応じ、一方では方向付けを示し、さらに、園の風土
として自由な雰囲気を醸成する中で保育者同士が協働しながら、子どもの可能性を発揮す
る創造的な教育・保育をめざしている。０歳児～３歳児の保育では、子どもの気持ちに寄
り添い一人一人の状況に応じた、きめ細やかな保育を展開し、家庭的な長時間保育を実現
している。

（２）御殿山幼稚園の実践例に見る創造性
＊遊びを子どもと創り出す…４歳児の自然との関わりでは、初めて、小学校の池でオ
タマジャクシを見付け、寝そべって、足を広げ、透明な容器でどうやったら捕ま
えられるのか？小さな池の生き物との出合いに、心が震えたつ経験をした。

＊心の動きがアクティブ…運動会では、自分の力を発揮して満足感を得た５歳児。
「何でもやってみたい！」思いが、全力疾走での「氷鬼」につながる。心の動き
が活発になりバランス感覚や巧緻性、瞬発力などの身体能力が高まっていく。

＊大人が「はっ」とする園…実践例「親子でランタン作り」「名前との出会い」に見
られるように、園に集う保護者、保育者、来園者たちが潜在的にもっているもの
（感覚、自由感、情緒性、創造性、人間性など）につながった時、心が動かされ
て、新たな価値や創造が生まれている。

＊問題意識を明確にもつ…保育者集団が「どのような保育を子どもと共に創り出そう
としているのか」経験年数（初任者、中堅保育者）や担当クラス（乳児、幼児、
預かり保育）に関わらず、関係者の心を揃えて保育にあたる姿勢が見えてきた。

　本園の理想は、子どもにとってはWell‐being「なりたい自分になる」未来に向かう力、
創造性の育成を目指している。同時に園にとっては「なりたい園になる」ことである。
御殿山すこやか園の園風土を保護者と共に築き、沿革につながる実践を積み重ねている。

（大竹　節子）



− 70 −



− 71 −

 幼児の創造性を育む保育を
実践事例から考える

文京区立本駒込幼稚園 副園長　和島千佳子
平成28年度所属　柳町こどもの森
 文京区立柳町幼稚園 主任教諭(　　　　　　　)
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１ 事例園について（概要）

（１）柳町こどもの森  文京区立柳町幼稚園（東京都）
　文京区立柳町幼稚園は、同一施設内に文京区立柳町保育園がある文京区独自の幼保一元
化施設で、施設総称として柳町こどもの森と呼んでいる。既存の区立幼稚園に１〜３歳児
の保育園を新設し、平成18年４月に始まり、平成28年度には、柳町こどもの森10周年記念
式典を行った。柳町幼稚園としては、平成25年度に開園60周年を迎えた歴史ある園である。
　文京区役所や東京ドームが徒歩圏内で、都心に近い場所にありながら広い園庭をもち、
約３分の１は土の園庭で“やなぎちょうのもり”と呼んでいる。敷地内の様々な木々に四
季折々の花が咲き、実を実らせ、花びら集めや木の実拾いなど、幼児の遊びに生かされて
いる。
　定員は、１歳児10名、２歳児12名、３歳児14名、４歳児66名、５歳児66名（4，5歳児は、
長時間保育児と基本保育児（預かり保育あり）を合わせた人数）である。
　筆者は、平成28年度まで学級担任として２年間在籍した。

（２）文京区立本駒込幼稚園（東京都）
　文京区立本駒込幼稚園は、創立44年、平成29年12月現在の在籍は、３歳児21名、４歳児
25名、５歳児25名の計71名である。（うち、預かり保育の登録利用の幼児が約３割）
　神明都電車庫跡公園に隣接し、勤労福祉会館や本駒込図書館などの複合施設の中にある。
人工芝の園庭があり、一階部分の幼稚園があるので、園児にとっては平屋のような感覚で
生活している。ビワやブドウ、カキなど実のなる木や、プランターでの野菜栽培を通して
収穫の喜びやそれを友達と分け合って食べる楽しさを味わえるようにしている。また、複
合施設のメリットを生かし、福祉会館の体育館を借りて思い切り体を動かす遊びを楽しん
だり、図書館の方に絵本や紙芝居の読み聞かせをしていただいたりしている。
　筆者は、平成29年度より在籍している。

２ 実践事例から、幼児の創造性を育む保育を考える

（１）「靴屋さん」―――時間の経過の中で、周囲の人・もの・出来事と関わりながら遊
びが創造的に展開された事例

（柳町こどもの森 文京区立柳町幼稚園）
（５歳児11月〜２月）

　５歳児の秋から冬にかけて、靴屋さんの遊びが約３カ月に渡って続いた。その靴屋さん
の遊びを振り返ると、遊びが楽しくなるとき、また、遊びが停滞しそうになった時に転機
となる出来事があり、それをきっかけに遊びが創造的に次の展開に進んでいた。
　具体的なエピソードを追いながら、幼児の創造性を育む要素や、創造性を育むために大
切なことについて考えたい。
　エピソード中、上に挙げた創造性につながる遊びの転機は太字で、保育者の思いや援助 
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は斜体字で表している。

きっかけは、ティッシュの空き箱
　K児がティッシュの空き箱に片足を入れてニヤリとしている。「もう一つあったら靴に
なる」と一緒にいたS児と話し、探したがティッシュの箱は一つしか見付からず、残念そ
うにしている。それを見ていた保育者が、K児とS児の思い付きを面白いと感じ、「前に牛
乳パックで靴を作ったお友達がいたの」「そのときは、友達と一緒に靴屋さんを開いて、
靴を作って、お客さんに売っていたよ」「もし、もり組に靴屋さんができたら、楽しそう
ね」と話す。おやつで毎日牛乳が提供されるので、牛乳パックはある程度の量のストック
があることを幼児たちも知っている。

靴屋をする仲間が集まる
　しばらく考えていたK児は靴屋をすることに決めたようで、S児も「やる」と。K児は、
そばで違う遊びをしていたT児（作ることが得意な幼児）を誘う。T児は靴屋さんの仲間
に入ることになる。こうして３人で始めた靴屋に新しいことが始まった様子に興味をもっ
てやってきたR児、M児が加わり５人になる。

靴の作り方を知る
　保育者は、５人の幼児に「前のお友達はこんなふうに作っていたよ」と作り方を知らせ
る。また、「『たくさん作って品物を置いておき、お客さんが来て選べるようにするお店』
と、『お客さんから注文を受けたものを作って売るお店」とがあるが、どっちにする？』と
保育者が聞くと、どちらか決めかねる様子である。方向性はまだ決まらないが、R児はお
店をすることが決まったのがうれしくて、既に他の友達に「作ってあげるから来てね」と
言っている。そこから噂が広まり、友達の方から注文が入る。それで、注文が入ったもの
は受けることにし、他にも多めに靴を作ってから「いらっしゃいませ」とお店を開こう、
ということになる。 
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靴を作りながら工夫が生まれる 
　はじめは、保育者が牛乳パックの切るところに油性ペンで線を描いておいたが、やがて
幼児同士で作り方を知らせ合い、線を描いて切って作るようになる。切る場所によって靴
の形が違うことに気付いて作りたい形をイメージして切ったり、色や模様などを工夫して
作ったりするようになっていった。

　牛乳パックで作った靴を実際に履いてみると、滑りやすく、固く、大きすぎることに、
体の感覚を通して気付く。そのことをどうしようかと考えて工夫するようになる。

他の友達の作るポスターをまねてアピール
　他の遊び（コンサート）を進めるグループがポスターを作ってお客さんに知らせるのを
見て、自分たちもポスターを作ることにする。できている分の靴を廊下の一角に並べてお
くと、通りかかった他の学級の友達の目に留まり、よいアピールになっている。 

履いてみると底が固く
履き心地がよくない‥
底にフワフワの中敷き
を貼ろう（M児）

大きすぎる‥かかと
に合わせて切り込み
を入れて合わせ、サ
イズ調整（K児）

滑る‥どうしよう、いや、逆に進みやすい
かもしれない。そうだ、足の不自由な人の
靴にしよう、でも滑り過ぎても危ないから
靴底にブツブツを付けよう（S児）



− 75 −

オープンして、靴が売り切れ、予約を受け付けることに
　いよいよオープンした靴屋にたくさんお客さんが来て、コツコツと作りためた靴が売り
切れてしまった。お客さんから「予約できませんか？」と言われ、受け付けることになる。
予約をするのがうれしいお客さんと、次々と予約が入るのがうれしい靴屋さんの幼児たち。
　しかし、注文を受け付け過ぎたため、どれから手を付けたらよいのか分からなくなって
いる様子が見られる。保育者は、今後どうするのだろう、と思いながら、「いっぱい予約
を受けちゃったもんね」「先に受け付けたのはどれだか分かる？」と幼児たちに問い掛け
る。すると、それぞれ思い起こし、また作り始める。

　保育者は、幼児が今作っているのがどの注文品か分かりやすくなるように、幼児たちが
それぞれ書いた「予約表」を一足分ずつ短冊状に切り、幼児たちが靴と対応して確かめた
り数えたりしやすくする。
　やがて年末になり、大掃除で室内をきれいに掃除する。一年の区切りなので、室内を一
度さっぱりきれいにする予定でいたが、靴屋さんの予約の品のお届けが実現しないまま終
わるわけにはいかない、と、靴屋さんは年を越してあと何足注文が残っているか分かるよ
うにして材料を残す。（残りは、何と18足！）

年越しした予約の靴を作る
　年明けに少しずつ作るが、こども劇場の取り組みと重なりあまり進まず、とくに４歳児
への注文の品の生産や配達が滞っていた。こども劇場が終わった２月２週目からまた作り
始め、４歳児クラスに靴を届けに行く。すると、「もう一個作って」と他の幼児に言われ、
うれしくなり「もっと靴屋さんしよう」というK児。でも、その分他の遊びをする時間は
少なくなるので「やっぱりもういいよ」という意見もあり葛藤している。
　そのようなときに、他の友達に靴が届けられたのを見た４歳児に「僕のはまだ」「僕の
も。赤を頼んだ」「僕は青」と言われる。保育者は幼児と一緒に予約のメモを調べてみると、
注文の証拠のメモが見付かり、急いで作って届ける。
　その合間に、R児とT児はまた新たに注文を受けて作る。おしゃれな靴が完成し、それ
を届けてもらったお客さんの幼児がハイヒールにしたい、と工夫をし始める。 
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履ける、歩けるハイヒールを作りたい
　O児は、靴屋さんに作ってもらった靴にヒールをつけ
たらかわいくなる、と金色のボール紙で作り始める。仲
のよいN児と相談しながら作り、見た目はとても素敵に
出来て喜んでいる。本物のように履いて歩こうとするが
ヒールがつぶれてうまくいかない。
　履いて歩けるハイヒールを作りたいと考えている２人
は保育者にどうしたらよいか、と聞いてきた。丈夫にお
しゃれに作りたいという２人と一緒に、保育者はヒール
になる丈夫そうなものを探す。いろいろ試しながら、
やがてO児とN児は牛乳パックの紙を使い、円柱を作っ
て中に丸めた紙を固く詰めてヒールにする方法で、付け
る位置も工夫し、成功する。とてもうれしいようで、O
児は靴屋さんの幼児と話をして、N児と一緒に「靴屋さ
んにハイヒールの注文が来たら、靴は靴屋さんが作って、
ヒールは私たちが作るの！」と得意そうに話している。

保護者の受け止め
　修了を祝う親子のお別れ会の席や、年度末の保護者会のフリートークで、保護者同士の
話に靴屋さんの話題があがる。靴屋の幼児、ハイヒールを作った幼児、お客さんの幼児な
どが家庭でそれぞれ話していたのを聞きながら、保護者にも「どんなことをしているのだ
ろう」という思いが膨らんでいた。保護者は、実際に作ったものを見て、子どもたちの発
想や工夫、頑張って作ったことを感じ取って感心している。

＜靴屋さんの事例に見られる幼児の創造性とその要素＞
　靴屋さんの事例に見られる幼児の創造性は、
・「こうしてみよう」という思いをもち実行に移すこと、やりながら「こうしてみよう」
と思うこと

・「どうしたらいい？」という困難に出合うことから、「何とかしたい」「何とかしなくて
は」と考え、行動に移すこと
・起こった出来事を受け止め、次につなげて生かそうとすること
・ふとした思い付きが生むわくわくした気持ちと、それを友達と共有すること
・友達の「得意」を知っていて誘う、頼む、引き受ける関係性
・周りの友達から刺激を受け合い、面白いと思ったことやうまくいきそうなことを取り入
れたり、一緒に考えを出し合って試したりすること
・その場にある「もの」が生かされること
・作ることを通して、決まったパターンを習得することと、オリジナルに工夫すること
・体の感覚を通して素材の特徴に気付いたり、特徴を生かそうとしたりすること
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これらには、
自分の心が動くこと　　行動や体の感覚を通して感じること　　身近なものとの関わり
友達との協同　　　　　うまくいかないこととの出合い　　　　といった要素が含まれる。

＜靴屋さんの事例から、幼児の創造性を育むために大切なことについて考える＞
幼児の発見や思い付きを誘う「もの」、アイデアを形にするために自由に扱える「もの」が
身近にあること
　幼児たちは身近な環境に関わりながら様々な発見や思い付きをしている。幼児を取り巻
く環境にあるあらゆるものがそのきっかけとなり得るが、その「もの」に幼児自身が能動
的に関わることができる設えや雰囲気であることが重要であると考える。また、ものとの
対話的な関係が気付けるような場や雰囲気を意識した援助が大切であろう。

幼児の心の動きや遊びの文脈を捉えた保育者の援助、保育者間の連携
　幼児が心を動かされている場面に立ち会えたとき、保育者の感じたことや思いや願いが
具体的な援助としてその場で表される。それが、幼児の思いや願い、そして幼児たちの繰
り広げる遊びの流れや文脈とフィットし、呼応しあうと、幼児の創造性が引き出され、幼
児たちの遊びが創造的に展開される。
　その際に、保育者間で日頃から幼児の様子や援助について伝え合い、保育の方向性を共
有していることをもとに、その場で瞬時に判断して援助することが大切である。また、保
育中も必要に応じて幼児の様子を報告し合い、援助を考え対応することが大切である。そ
のような保育者の創造的な連携が、幼児の創造性を育む保育を展開する基盤となる。

友達との相互の関わり
　友達と関わる中で、自分とは異なる他者の視点に気付いたり、そのことから自分自身に
ついて見つめ直したりしている。そして、とくに５歳児後半になると、友達の中で、友達
と一緒に自己実現していくことが達成感や満足感につながる。そのような友達との相互の
関わりを通して、幼児の創造性が育まれる。

保護者の受け止めや支え
　幼児が心を寄せている出来事が、家庭での会話に表れる。その話から、保護者が幼児が
園でしている遊びに関心を寄せている。
　幼児が真剣になっている事柄は家庭での会話の中で真実味をもって語られ、保護者に伝
わっていく。それらは、うれしいことの報告ばかりでなく、もどかしさや、友達同士の意
見が異なることでの葛藤を含み、時には愚痴のような話もあったと想像できる。それを受
け止める保護者の関心や励ましは、具体的に目に見える形をとっていないが、幼児の心強
い支えとなり、さらなる意欲やアイデアが生まれることを支えていたのだろう。幼児の園
での生活は家庭の生活と連続しているということを、改めて実感した。 
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　靴屋の話題から、保護者は、幼児が自分の思いの表し方や友達との関わり方、自分の力
を発揮しながら成長していく様子、周囲のものや人との関わりの広がりや深まりという、
幼児の具体的な姿を感じ取っている。事例を振り返ってみると、そのように幼児が園で主
体的かつ能動的に行動する様子を感じて保護者が接することが幼児の安心や安定感につな
がり、創造性を発揮していく源にもなっていたのだろうと思う。

（２）「葉っぱで窓飾り」―――前後の遊びや生活との関連をもたせながら、創造性を意
識して活動をデザインした事例　　　　　（柳町こどもの森 文京区立柳町幼稚園）

（学級の皆で行う活動　５歳児 11月17日　10：50〜11：40）
　秋の自然物や自然光を生かして作ることや鑑賞することを楽しみ、表現（作品）を友達
と見合うことで自分の感じ方に気付いたり、考えの幅を広げたりするきっかけを作りたい
と考え、学級の皆で行う活動で身近な落ち葉で窓飾りを作ることを取り上げた。馴染みの
ある材料に新しい視点から出合えるように工夫し、作る意欲がわくようにした。作ること
を楽しみ、できあがった作品を友達と一緒に鑑賞する環境をすぐに作れるように意図して
環境構成をした。
　その際に、＜体験のつながり＞＜ものを生かすこと＞＜場を生かすこと＞の３つを意識
して、活動を組み立てていった。それぞれの内容は次に挙げる。

＜体験のつながり＞
・秋になり、園庭で落ち葉を見付けて集めたり、隣接する小学校校庭に行って落ち葉を拾
ったりした。集めた落ち葉を幼児たちと一緒に拭いたり、並べたりしていると、幼児た
ちは葉の色や形の特徴に気付き、見立てたり、手触りを感じたりしている。落ち葉に触
れていると興味がわいてきて、こんな落ち葉もあったよ、と幼児が家庭から園に持って
きたものもある。
　　そのように子どもたちが関わってきた落ち葉を使って、自分たちの暮らす場所を彩る
ものを作って飾り、その美しさを感じられるようにしたいと考えた。
＜ものを生かすこと＞
・集めた落ち葉を拭いてきれいにし、大きさ、形の特徴などに応じて大まかに分類した。
・落ち葉を分類して入れる入れ物は、葉と馴染み、かつ、葉の色や形を際立たせやすい素
材や形状が望ましいと考えた。園にあるもので用意できないかという視点で考え、トレ



− 79 −

イに近い形状の紙箱を集めた。箱の色や質感が揃っていないので、全ての箱を画用紙を
揉んで柔らかくしたもので覆って使うことにした。
・窓から差し込む光を意識し、ステンドグラスのように飾れるように、台紙にはトレーシ
ングペーパーを使用。落ち葉と組み合わせる材料としてカラーセロファンを用意した。

＜場を生かすこと＞
・落ち葉を、幼児たちが四方から囲んで見たり、自分の作る机の場所から取りに来たりし
やすいように、保育室を広くして使い、中央に落ち葉を置く机を設置することにした。
・幼児が集中して作ることができるよう、一人一人の製作のスペースが十分にとれるよう
にした。かつ、友達の作る様子が目に入り影響を受け合えるような場の設定を行った。
・窓際にすぐに飾れるように、あらかじめ場所を想定して広くしておいた。窓に飾ること
で光を通し、製作しているときとは見え方が変わることに気付くこと、同じ場で友達と
一緒に作品を見合うことで自分だけでは気付かなかった気付きが生まれることを期待す
る。それを言葉にして伝え合う場が自然にできるようにする。
・飾る場所を選ぶ際には、時間の経過とともに光のさし込み方が変わることを考慮し、室
内の床や棚に映る影を見て美しさを感じることもできるように設定する。

ねらい
・身近な自然物や素材の特徴に気付いたり、面白さや美しさを感じたりし、それを生かし
て作ったり、飾ったりすることを楽しむ。
・作った飾りを見て、感じたことや気付いたことを友達や保育者と言葉で伝え合う。

展開（①②③④⑤）、 ・留意点、  ※活動の様子
①　保育室に集まり、集めていた落ち葉を使って窓飾りを作ろう、と作り方を知らせる。
・これからすることの大まかなイメージや見通しがもて、安心して参加できるように
・活動への期待がもてるように
※使う材料（トレーシングペーパーを使った台紙、落ち葉、カラーセロファン）を見せ
て紹介しながら知らせる。幼児はこれから始まることに興味をもって見ている。

②　分類して箱に入れた落ち葉を幼児に見せる。保育室中央の机の上に並べる。
・馴染みのある落ち葉に、新しく出合い直すことができるように
・落ち葉の色や形、手触りなどに改めて気付けるように
・手にしたい、作りたい、という気持ちがもてるように

※分類した落ち葉の何枚かをそっと見せ、葉の入った箱を保育室中央の机に並べると、
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幼児たちはその周りに寄ってくる。「わぁ」と静かな歓声があがり、やがて「選びた
い」「作りたい」という声が挙がり始める。そこで、製作に使う机の設定を始める。

③　落ち葉の箱を置いた机の周りを囲むように机を並べ、着席して作る。
　セロファン、台紙、のり等の材料は保育室の端の机の上に用意する。
・落ち葉を選び、自分の作品をじっくり作ることができるように
※幼児は作りながら葉をよく見て色や形、大きさなどの特徴を感じ、カラーセロファン
と組み合わせて思い思いに作る。時折、そばで作る友達の様子を見ている幼児もいる。

④　出来上がったら、名前を付け、保育室の窓に飾る。
・すぐに見合うことができるように
・窓に飾ると、自然光が当たり見え方が違うことに気付けるように

※幼児は、作品を運びながら斜め上にかざして見たり、友達と見せ合ったりしている。
⑤　窓に飾った作品を友達と一緒に見る。
・自分や友達の作品を見て、気付いたり感じたりすることができるように
・感じたことを友達と伝え合う雰囲気が生まれるように

※保育者も幼児と一緒に作品を見て、友達の発話を聞き合い鑑賞する雰囲気を大切にし
ながら、緩やかに活動の収束に向かう。

（３）保育者が互いに創造性を発揮しあい、保育を考える仕組みとしての園内研
　保育者は、幼児の感性を大切にし、幼児の創造性を育みたいと願う。そのためには、保
育者自身が創造的であることが大切であると考える。保育者は、保育の現場で経験を積み、
職場や所属する集団に馴染んでいくうち、保育者としてのありようや考え方が形成されて
いく。また、役割に応じた振る舞いを実践を通して身に付けていく。それは非常に大切な
ことであるが、一方で、その考え方の枠組みや視点に無意識のうちに縛られてしまうと、
枠組みや視点の外のことに気付けず、その人が本来もつ創造的な思考が働かない状態にな
ることはないだろうか。このことは、公立園に勤務する身として、認定こども園を含むい
くつかの園を異動しながら、筆者が自分自身に常々問い続けている課題である。
　園の保育者集団の実情を踏まえ、その時の自身の立場から保育者の創造性を引き出す園
内研のもち方の工夫を試みた事例を挙げる。

①自分の思いを表すことや他者の考えを知ることから保育の面白さを実感し、保育者間で
共有できるように
　柳町こどもの森は、文京区立柳町幼稚園と柳町保育園が一体的に運営されている施設で

園生活の中にある場やものの特徴を生か
し、幼児の遊びや生活、もっと広く言う
ならば幼児の暮らしの中での体験をつな
げることで、創造性を育むきっかけ作り
をしようと試みた計画的な活動の一例で
ある。幼児が、もの（落ち葉）や自然事
象（自然光）に触れ、窓飾り作りを通し
て表現することや友達の表現に触れるこ
とから、美しさや多様性を感じる機会が
もてたと捉えている。
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ある。幼稚園教諭と保育士がチームを組んで保育をしている。正規職員（クラス担任の再
任用職員を含む）19名が一堂に会して話し合う園内研は月１回１時間と限られている。経
験1，2年目の保育者から経験30年前後のベテランまで、保育者としての背景も様々で、さ
らには異動でメンバーの３割程度が年ごとに入れ替わるのが常態である。
　平成28年度の教育目標の重点「感じる心をもつ子ども」に関連し、幼児の表現をテーマ
に園内研究に取り組む際に、研究主任として、目的に「保育者集団の質の向上を目指す」
ことも明記したいと提案した。また、幼児の感性と表現を考えるときに、保育者の感性と
表現を考えることが必要であると考えた。シフト勤務の中、全員での話し合いの時間が限
られている。クラスや学年としての意見ではなく、一人一人の保育者の素直な思いや保育
に対する考えを表す機会を設けることから始めた。一人一人が率直な意見を出し、互いの
意見を聞き合い、保育にあたることができれば、保育者集団としての保育力をより発揮で
きると考えた。そのための仕組みとして、各自の考えや話し合いの過程が可視化できるよ
うに、保育の事例の写真や、コメントの書き込み（付箋も活用して）を行った。また、事
例の準備など取り組みに負担感をもたないよう配慮した。一方で、事例提供の担当は、保
育者の主体性を大切にし、あえて分担せず、園内研の年間スケジュールを参照しながら、
各自のペースで年間一回はしてほしいことを年度当初に確認した。

　具体的な進め方は、次の通りである。
・表現する幼児の事例をA５サイズの事例カード（写真入り）にし、それをA３サイズの
紙の中央に貼る。（左上の写真を参照）
・職員室の目に付きやすい場所に設置し、事例カードの周りのスペースに、事例を見て気
付いたこと、感じたこと、質問などのコメントを各人が自由に書き込む。
・園内研の日に、６人程度の小グループに分かれて話し合う。そこで出た意見は付箋で足
していく。ある程度の時間で、グループで話し合う事例を他グループと交換する。最後
に、皆の意見が書き込まれた事例（右上の写真を参照）を見合う時間をとる。

②事例の形式にとらわれず、保育を語り合う場を作る
　文京区立本駒込幼稚園は、園長、副園長（筆者）、教諭（主任教諭、育休代替教諭を含む）

一人一人の保育者の心のウォーミングアップを十分に行うことや、少人数で意見を聞き合う
こと、様々な意見に触れることを意識して全体の構成を考えた。事例検討を通して、自分の
思いや意見を表すことや他者の意見を聞くことを楽しいと感じる保育者が増え、人数の多さ
や経験の多様さが、多面性の理解のきっかけにつながった。これは、この園の保育者集団の
特徴が強みとして表れたといえる。保育者一人一人が自分を開き、報告・連絡・相談とは異な
る次元で他者の話を聞くことを通し、一年のまとめとして自分の言葉で学びを語るという点
での成果はあったと感じている。
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合わせて６人で園内研を行う。今年度は、幼児がわくわくと心を動かして遊ぶための自園
の自然環境を探ることをテーマに進めた。
　少人数ながら、教諭は経験10年前後の中堅保育者が多くを占めるので、事例を取る際の
形式（項目）をあえて細かく決めず、写真を主とした短いエピソード記録の持ち寄りを提
案した。形式に則って書くことに慣れている保育者たちが、ある形式に事例をまとめて提
案することよりも、各自の「他の先生に伝えたい、話したい」と思った場面を話題にし、
互いの意見を出し合い、多面的に保育を捉えながら研究の方向性を見出していくことを大
切にしたいと考えた。
　事例の提案方法は、様々なスタイルで行われた。エピソードとイラスト、エピソードと
写真、が基本でスタートし、次第に、エピソードと実物、動画を用いたプレゼン方式など、
回を重ねるうち、その提案方法にバリエーションが見られた。

＜保育者の創造性が発揮される園内研＞
　事例の提供や検討という場や行為を通して、保育者のその人ならではの感じ方や捉え方
が表わされることや、保育者自身がものや出来事を介して他者と関わりながら思いがけな
い自分に気付くことを大切にして園内研に取り組んでいる。保育者の創造性が発揮される
園で、幼児の創造性が育まれると考え、これからも創造性の高い保育者集団を目指してい
きたい。

３ まとめ
　ある程度の期間に渡り遊びが緩やかに継続していった事例「靴屋さん」、学級の皆で一緒
に行う活動のデザインについて考えた事例「葉っぱで窓飾り」、保育者の創造性について考
えた「園内研」（２事例）という、異なるタイプの事例を通して、幼児の創造性を育むこ
とについて探った。
それらを総合して、
・「自分」の感じることが始まり  
・「他者」との相互の関わり  
・誘発する「もの」との出合い方
を意識することが重要であると考える。これらの３つのことが大切にされる環境の中で、
保育を創造的に展開し、幼児の創造性を育んでいきたい。

事例の提案方法にそれぞれの保育者の独自性が発揮されるようになったことに、保育者の創
造性の発揮を見てとることができる。
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 「つながる楽しさ」
～本園の実践から創造性を考える～

学校法人武蔵野東学園　武蔵野東第一・第二幼稚園園長
加藤 篤彦
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１．武蔵野東第一・第二幼稚園の概要

　本園は1964年（昭和39年）に認可を受け、東京都武蔵野市に設立した幼稚園である。開
園時に入園希望者の中にいた自閉症児を受け入れたことがきっかけで、健常児と自閉症児
が分け隔てなく共に学ぶ「混合教育」と、自閉症児の特性に合わせた教育としての「生活
療法」がスタートした。自閉症児の教育の成果が日本中に広まるにしたがって、全国から
転居して入園を希望される方が増加し、現在（2017年・平成29年度）は59名の自閉症児が
健常児とともに通園している。
　園児の成長を追うようにして、武蔵野東小学校〔1977年（昭和52年）・武蔵野市〕、その
６年後には武蔵野東中学校〔1983年（昭和58年）・小金井市〕、さらに３年後には自閉症児
の社会的自立のための職業教育の場として武蔵野東高等専修学校〔1986年（昭和61年）・武
蔵野市〕を設立。「混合教育」を実践する総合学園となった。上級校設立には、自閉症児
の学びの場がほしい、社会自立へつなげたいという保護者の強い願いが元にあり、まさに
子どもを中心として保護者と保育者が三位一体となって作り上げてきた学園である。また
「混合教育」（インクルーシブ教育）が醸成する園の雰囲気は、保護者のみならず地域か
らも支持をいただいている。
　現在、武蔵野東第一幼稚園と武蔵野東第二幼稚園は、公園が点在する武蔵野市関前の閑
静な住宅地域にある。両園は連携して一体的に運営を行っている。第一幼稚園の園舎は保
育室間の壁を取り払い、広い空間を室内パーゴラ（あずま屋的な遊び空間）で仕切って保
育室を構成している。第二幼稚園は創立50周年を機に、運動場型の園庭からダイナミック
に身体を動かしたり、自然に関わったり、じっくり探求したりすることができる園庭環境
へと大改修した。園児は武蔵野市を中心として隣接する市区町から幅広く通園している。
認可定員は第一幼稚園が210名、第二幼稚園が315名であり、定員を充足している。
　園の目標は「みんななかよし　すなおなこころ　こんきのよさ」である。

２．教育重点について

　本学園では学園各園校で、前年度の教育実践を振り返りつつ、これからの教育の目指す
方向や教育経営を検討し「教育の重点」を設定している。年度の初めに「武蔵野東学園の
教育」という冊子にまとめて、全保護者に配布するとともに、保護者会を開催して説明し、
理解を得るようにしている。
　平成29年度の教育重点は「創造性を育む」とした。具体的な取り組みとしては、保育者
間では「創造性が育まれている」と思われる事例を取り上げて定期的に園内研を実施し、
その内容をまとめた。また、毎年、一年間の教育重点への取り組みは、年度末に「先生た
ちの発表会」と題して保護者を招いて実践報告することが恒例となっている。 
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３．本園でみられた子どもたちの「創造性」について
１）創造性を発揮するための土台となる「安心感」と「意欲」
～安心できるから　自分の力を発揮できる　やる気になる～

　創造性は人に教えられて身に付く力ではない。「自分がこうしたい」と子ども自身が能
動的に「ひと」や「もの」や「こと」に関わりあっていく中から生まれるものだと考えら
れる。そのためには、まず子どもが過ごす場所である幼稚園が、自分が思ったように振る
舞っても、保育者やクラスの仲間に受けとめられるという「安心の場」となっている必要
がある。自分を安心して表現できる保育環境は、自分の力を発揮するための土台である。
自分の気持ちを表し、安心して自己を発揮できることは、すなわち自分で考えて行動する
機会が増えることにつながる。子どもが安心して自己発揮できる保障があれば、子ども自
身が「自分はこうしたい」「どうしてもこれをやりたい」という思い（意欲）を自分の中
に持つことができる。意欲は創造性を自ら生み出すための原動力となる。
　そのために気をつけたいことのひとつとして、保育者から子どもに対して指示をする機
会が影響するのではないかと考えた。「〇〇しましょう」という保育者からの指示は「そ
の指示に従うか、従わないか」「いう通りにしたか、しないか」が評価の観点となってい
く。このような指示が多い保育環境の場合、子どもは自ら考えるよりも保育者からの指示
に従う、指示を待つことが増えてしまう。子どもは保育者の目を気にするため、保育者の
気持ちに寄り添うようになり、安心して自己を発揮する機会や時間が減少してしまうこと
でもある。よって、子ども自身が考えて行動することを大切にしようと考えた。

【想像性の育成のイメージ図】
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【事例１】　 皆で相談して、合意形成をめざすなかでの創造的な営み

　クラスの友達同士の中で、自分でやりたいこと、自分達でやりたいことをするために、
子ども同士がどのような関わりをしているのかという事例から創造性について考えてみた
い。
　創造性を育むこととは、ジーニアスを育成することではない。子どもたちが、皆と園生
活を送る中で、それぞれから出される「自分はこれがやりたい」という意見を、どうすれ
ば、皆で納得してひとつの取り組みにし得るのか、相違を乗り越えて解を導き出そうとす
る。この事例では、保育者が思いも寄らない発想で互いの相違を解決していった。そのプ
ロセスの中に創造的な営みが見いだされる。

〇　みんなで遊ぼう（年長５歳児４月）
　４月当初。保育室から年長児達がばらばらと遊びに出てきた。中庭に集まって、さて、
皆で何をして遊ぶかの相談が始まった。

　そのうちに、自分が遊びたいことが、「氷鬼」派
と「泥警」派に分かれた。そして、２グループに
分かれて互いにやりたいことを大声に出して連呼
し合いはじめた。
　連呼することそのものが楽しそう。互いに耳を
ふさぎながら、大声を出し合うこと自体がもう遊
びのようである。
　しかし、このままで、遊びが決まるわけではな
い。と、気がついて、じゃんけんして決めること
にしたようだ。
　「じゃんけんで決めよう。代表の人出てきて」
とジャッジ役の子が皆に投げかける。
　そして、氷鬼代表のA児と、泥警代表のB児が、
じゃんけんすることになった。
「じゃあ、じゃんけんするよ」
「じゃん　けん　ぽん」
「よっしゃ！泥警の勝ち！」これで決まりと勝っ
たB児が喜んでいると…
「もう一回」とA児が皆に宣言する。よく見ると、
負けたA児の左手のこぶしが硬く握られている。
　はじめのうちは、「もう勝ったも～ん」とB児は
取り合わなかったのだが、A児の「もう１回！」
と言ってゆずらない思いの強さに引き寄せられる
ようにして、B児は椅子をまたいで互いに向かい
合う形となった。
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「じゃんけんに負けたじゃないか」と、周
りにいる子達も仲裁にはいるもののA児の
思いは変わらない。「氷鬼やる」と言って、
一歩も引かない。

　そして状況は膠着した。

　「なんでもいいから　早くやろうよ」
　みんな早く遊びたくなってきた。

　氷鬼がどうしても譲れないA児の思いの
強さに、まわりが少しあきらめ始めてきた。
「氷鬼でもいいんじゃない」「もう仕方な
いね。そうしようか…」
みんなの流れは氷鬼へと傾きはじめる。

　今度は納得できないのが、B児である。
「ぜんぜん、納得できない」と強く主張す
る。

　そこで、それまで様子をみていた担任が、
皆に声をかけた。
「それで、みんなOKなの？」と。
　子ども同士がそれぞれ意見を言い合う。
「遊びは今日だけではないよ」
　今度は皆から説得される側にまわってし
まったB児。
　じゃんけんで勝ったはずなのに…
「ぜんぜん、納得できない」と依然として
不満顔である。

　そんな中で、急にC児が「時計を見てく
る！」と言って走り出した。
　そしてもどってきて、以下のような提案
を皆にしたのだ。

　「半分、半分でどう？」と。 
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　自分でやりたいことを、やりたい子同士ですればいい。という発想にならなかったのは、
皆と一緒に遊びたいという気持ちに各自が強く思っていた前提があったからだと思われる。
　「みんなで遊びたい」という前提があるなかで、では皆で遊ぶためには、皆で何をする
かを決めなくてはいけないこととなる。それも自分たち自身で考えて決めることが重要で
ある。もしも保育者が、早期に介入して、意見の調整をしてしまったり、クラスの皆で外
に出る前に「〇〇して遊ぼう」と、遊ぶ内容を保育者が先に決めていたりしていたら、自
分たちで考えて決めるという状況は生まれない。また、困った時は、自分で考えるよりも
すぐに保育者に尋ねれば、答えを教えてくれるという意識を育んでしまうことになる。
　どうしてもやりたいという思いにたって、自分の意見を自由に言えて、だからこその葛
藤に直面したことで、それぞれの子どもが「皆で遊ぶこと」を自分のこととして考え、解
決の糸口を探しだす。「それでみんなOKなの」という保育者の言葉は、皆で納得したの
か？という子どもそれぞれへの問いかけになっている。保育者は皆が考え合う時間となる
ように、子どもの声を聞いて繰り返したり、内容を整理したり、話し合いの内容が分から
ない子をフォローしたり、話し合いが横道にそれないようにしたりする立場になって、そ
れぞれが考える支援をする。
　同時に時間という制約もまた、創造的な営みを促す環境であると考えられる。この事例
からは、相談の時間を取ればとるほどよいという訳でもなさそうである。園内で遊ぶ時間
は減少することに子ども自身が気付くことによって、制約がある中で、何を選び出すかの
思考の密度が上がるのではないかと思う。
　またこの事例の中で、意見がまげられない子は、とかく頑固だけの印象を与えがちであ
るが、自分の主張をしっかりと持って伝えられることでもある。思う存分に主張ができる
のも、それが受け止めてもらえるという安心感に支えられていると言える。やりたいこと
の思いの強さは、主体的に生きるエネルギーの土台である。
　思考して解を導くことは、紙上にある文章問題ではなく、子ども同士の具体的な生活の
中にある。この事例にみられるように、「創造的な場面」は、幼稚園生活のいたるところに
ある。保育者自身がそれに気が付くことができれば、子どもが実は創造的な存在なのだと
さらに実感できるのではないだろうか。

２）「創造的であると思う場面とは何か」を考える保育者の園内研修
「子どもの創造性の育成」と「保育者の創造性の育成」は同型構造

　子ども自身が、自分の幼稚園生活の場に安心感を得て、自己を発揮できて、意欲をもっ
て取り組み、なりたい自分になっていく営みと、保育者自身が、自分の職場である幼稚園
生活の場に安心感を得て、自己を発揮できて、意欲をもって取り組み、なりたい自分にな
っていく営みは、同型構造である。
　子ども自身に創造性を育むことは、保育環境の要素である「保育者」の創造性を育むこ
とでもある。保育を我がこととして考えて、創意工夫する態度こそが、子どもの創造性を
育む環境になっているからである。
　クラスの中で子ども達に「どの子も均一に同じことを同じようにさせる」ということが、
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創造性の育成に向かない方法であるように、学年の各担任に対して、「どのクラスも均一
に同じことを同じようにする」という園文化は、保育者の創造性の育成には向かない方法
である。とはいえ、担任各自がただ考えて取り組めばよい訳ではない。各自任せではなく、
幼稚園として、保育者も皆で考え合って「保育」を作り上げていく、「なりたい幼稚園」に
なっていくことが大切だと思う。
　そのための仕組みのひとつが「園内研修」である。本園では保育者間で、「創造的な場面」
や「創造的な営み」とはいったいどういう時なのかについて、「園内研修」で考えることに
なった。その方法は、どのような子どもの姿を私達（保育者）は「創造的な営み」と捉え
ているのか、そう思った保育場面の画像を持ち寄って意見交換した。
　創造性は教えることが出来ない。これは教育のパラドックスである。そのために、創造
性を育むためには、保育は、子どもに委ねられ子どもが考えて活動ができるようにする環
境を用意することから生まれてくることを保育者間で共有した。さらに保育者自身が子ど
もと共にいて、「創造性が育まれているなぁ」と受けとめられる感性がないと「創造的な営
み」そのものを見逃してしまう。
　創造性が育まれている活動のプロセスは、大人が当たり前だと思い込んでしまうと、見
えなくなってしまうから、この点も気を付けることを話し合った。
　その後の「園内研修」では、このような話し合いのもとで見出された「創造的であると
思った場面（画像）」を持ち寄ることにした。その画像を分類してみたところ、本園では
４類型に分けられた。
 
１．「もの」の面白さ、不思議さ、特性などに気付いた瞬間
　　１）「素材」と出会い、心うばわれる。
　　２）「仕組み」「法則」と出会う。
　　３）自分なりの新しい仕組みを作り出す。
　　・年少→年中→年長と、年齢相応に出会いがある。
　　・保育者は、へーっという表情や、黙々と取り組む姿、じっと見つめている等の

子の姿を通して読み取れる。

２．見立てる・ふりをする・ごっこをするという一連の発達の中で、自分の経験
　　（知っていること）を活かして、つなげて、「自分で考え出している瞬間」
　　・年齢発達毎に一人から　みんなへのイメージが共有される。
　　・想像と創造の往復運動が行われる。
　　・再現しながら変化していく。
　　・保育者は、うきうきしているなど、楽しげな子の姿から読み取れる。

３．何かに取り組む、何かをする目的がある。やりたいことがある。その目的に向か
って、試行錯誤している一人一人の姿そのもの（プロセス）

　　・保育者は、子どものこうしたい、こうなるために　どうすればいい？と、考え、
思考し、あるいは、手を動かして作る子の姿から読み取れる。

４．子ども同士が話し合ったり、関わり合ったりする中に創造的な営みが内包されて
いる。

　　・子ども同士で、折り合う、高め合う。
　　・その解決なら互いに、あるいは皆で、納得できるという話し合いのプロセス。
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３）「園内研修」内で持ち寄った記録の中から、
創造性が発揮されていると思われる事例の紹介（抜粋）

【事例２】「進化だ！」（年中４歳児５月）
どうしてもやりたいことがある。だから工夫を続ける。
ひらめいた瞬間の喜びを共有する。

　積み木で遊んでいたA君とB君。二人の間では「かっこいいの作ろう」が合言葉。
　A君とB君の「かっこいい」という具体的なイメージはきっと別々だと思われるが、「か
っこいい」は共通の言葉だった。
　今までは積み木を積み重ねる。積み木で塀を作って中に物を入れる。という遊びが続い
ていたのだが、偶然に？置いた積み木が斜めになってしまって、結果的に傾斜ができたこ
とで、「滑り台みたいだ！」というイメージが共有された。［互いのイメージの共有］
　そして、できたスロープで物を転がして遊びはじめた。
　急に今までとは違った遊びが展開したので、担任も二人の様子をうれしい気持ちになっ
て見ていた。［保育者の穏やかなまなざし］
　二人は、初めのうちは積み木の円柱を転がしていたのだが、重くて思うように転がらない。
「先生、ビー玉ない？」
「ないなぁ」
「（他に）転がりそうな物はないかなぁ」

　二人は廃品素材を整理した素材箱の中から、ペットボトルのキャップを見つけてきて、
「これがあった！」と、喜んで持ってきて転がしはじめた。
　ところが、キャップがひとつだけでは、安定してまっすぐには転がらない。そこで、二
人はふたつのふたを凹凹や背中同士や凹み同士に合わせて、セロハンテープでくっつけて、
まっすぐに転がるように工夫していた。［どうしてもやりたいイメージに向かっての意欲
と試行錯誤］
　ところが積み木の滑り台で転がしてみると、今度はキャップが転がりながらスロープか
ら外れてしまう…。
　自分たちで決めているゴールまで、たどり着かない。
　何度やっても同じところで積み木から落ちてしまう様子であった。
　すると、二人は「進化だ！」と言って、滑り台の形を急に変えはじめた。
　「壁を作ったらいいんだよ！」二人のひらめきが同期したかのようだった。［友達と一
緒にイメージを共有する中でのひらめきの瞬間のうれしさ］
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【事例３】「あれ？」（年長５歳児５月）
実際に自分たちでやってみるから分かることがある。
だからさらに工夫しようとする。

　園庭で遊んでいる時に「せんせい！リレーをや
りたいんだけど、走る線（トラック）がないよ」
と言いに来た。
「そう…じゃあ、どうする？」と問いかけると…
「あるつもりで走ればいいかな…」
「でもやっぱり線が見えないと、うまくいかない
気がする」

　こんなやりとりを経て、自分たちで（トラック
を）描くことになった。そして、チョークを持っ
て、早速、張り切って、園庭に線をかきはじめた。
「よいしょ、よいしょ！」と言いながら、それぞ
れが一生懸命に線をのばして、のばして、いよい
よ線の端と端とがつながった。
　皆が立ちあがって、自分たちでつなげたトラッ
クを見て…
　「あれ？」
　皆が同じほうに首を傾げてきょとん。［皆で共
有していたトラックのイメージを実現しようとや
ってみたら、自分たちのイメージとはかけ離れた
ものができあがる体験］
　イメージしていたトラックと、目の前にある自
分たちが描いたトラックの違いを目の当たりにし
て、びっくりしたようだ。
　でも、「一回、走ってみようか」と、自作のトラ
ックをそれぞれが一周してきた。
「ちいさいね」一人が発したそのひとことを機に、
「もっと大きくしよう！」
「曲がるのが、はやすぎた！」
「もっと、（園庭の端にある）川のほうまで　いっ

てから、曲がるのがいい！」
　と意見を出し合っていた。

　実際に自分たちでやってみるから分かることがある。だから「工夫しようとする気持ち」
は各自に必要感をともなって育つのだと思った。
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【事例４】段ボールで家を作ろう（年長５歳児10月）
自分の中でアイデアがひらめく。
友達のアイデアとつながって、新たに創造される。

　クラスの皆で相談して保育室内に段ボールを
使って大きな家を作ることにした。保育室にい
っぱいためておいた段ボールをクラスの皆で一
斉に組み立てはじめた。
　みんなやる気は十分！
　けれどもそれぞれで積み重ねていくので、い
つまでたっても形になっていかない状態がしば
らく続いた。
「ねえ、全然できないよ」
「ばらばらだよ」と言い出す子たちが出てきた。
「ちょっと話を聞いてよ」と、喧嘩寸前の状態
へ。
　でも誰もさぼっている訳でなく、ふざけてい
る訳でもなく、やろうとする気持ちは皆おなじ。
　そのうちに、どうしてうまくいかないのかな
と、考える子たちがでてきた。
「みんなが動きすぎたからじゃない？」という
意見から、それぞれがばらばらに動くのではな
く、グループを作ることになった。
「チームで組み立てよう」ということが決まっ
て、この日は降園の時間となった。
　翌日の取り組みは、前日になんであんなにも
時間がかかったのか分からいほど、短時間で段
ボールが積み上がり、家がどんどん出来上がっ
ていった。

　うまくいかない体験や失敗を、皆で振り返っ
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て考えて、改善案を出す。それをクラスの皆の
話し合いの中で行い、新しい提案を受け入れて、
また皆で取り組む。
　そんな取り組みの中、組み立てている場所が
混雑していると判断したチームは、テープを渡
したり、いらなくなった部品を回収する動きを
始めたりしていた。クラスの全体がすっきりと
動けるようにと、バックアップしていた。

　「みんなで一緒に」作るということは、なん
でも全員が同じように組み立てるということではなく、ひとつの目標に向かっていった時
に、いろいろな協力の仕方があることを自分たちの活動から学んでいた。

　子ども自身の中に培われている経験がひとつの目標に向かう中で、こんな考えはどうだ
ろうかと、自分の中でつながったり、ひらめいたりする。さらには、個々の中でのアイデ
アが友達同士でつながり、相談をへて、各自のアイデアを合わせたみんなのアイデアとな
って、自分たちが成し遂げたいことをやり遂げていく時間であった。

【事例５】卒園に向けてお部屋を飾ろう（年長５歳児３月）
偶然の発見から、皆でイメージを共有して作品を作り上げる。

　卒園が間近な幼稚園の年長組の保育室。みんなできれいにお部屋を飾ろうと、素材とな
る花紙でお花を作っていたら、色とりどりの花紙の切れ端がいっぱいでて床一面に広がっ
ていた。

　「桜の花びらみたいだね」という友達の声から「貼り絵みたいにできるかな」というア
イデアが出て、この切れ端はこれからも集めて「いっぱいためておこう」ということにな
った。
　花作りが一段落して、切れ端も集まりそれを使って、画像のような作品を作りはじめた。
偶然生まれた素材を見て、こんな風に出来るかなと想像して、そのイメージを皆で形にし
ていく姿が印象的であった。そのプロセス、作品が創造的だと思った。
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４．まとめ

　自分の中で、「やってみたい」「あっ、こうすればいいかも」「これは、面白な」と心が
ときめくことがある。それは、今までの体験が身になって、いろいろなことに取り組んだ
り、新しいことに挑戦したりする時に、我がこととして、心が動いた瞬間である。自分の
中で、納得のいく解が見つかった時の喜びは大きい。
　同様に友達と一緒に取り組んでいる時にも、各自がアイデアを出し合いながら、認め合
ったり、確認しあったり、新しい案を出し合ったりして、やりたいことを成し遂げていく
様子が見られる。このアイデアが生まれる、アイデアがつながり合う瞬間が、創造性が育
まれている時であると思う。
　このような保育の場面では、子ども自身がまず幼稚園という環境の中で、安心・安定を
土台として、自分がそのことに取り組む時間が保証されていること。また、自分がやりた
いという思い（意欲）が育っていて、さらにやりたい思ったことを成し遂げるために必要
な環境（例・人や場や素材や道具が、子ども自身が管理できる範囲内にあることなど）が、
共通した前提となっているように思う。
　また、代々、その園に根付いている文化に基づく保育の諸環境が重要な役割を担ってい
る。当園で言えば、「自分が遊ぶために必要なものは自分で作る」という習慣やそのための
素材が常に用意されているような環境である。
　さらに保育者の「面白そうだな」「何に興味が向いているのかな？」などと考えながら
子どもをみる温かなまなざしが大きな役割を果たしている。

　年長の後半は、自分がやりたいことをするだけでなく、友達と意見を合わせていくこと
そのものが喜びにつながっていく時期を迎える。自分の体験をもとに　自己内対話し、そ
れをつなぎ合わせながら　新しいものを生み出していく。
　これからも友達同士が一緒になって、自分の体験をもとに　語り合い、それをつなぎ合
わせながら　新しいものを生み出していく喜びを存分に味わってほしいと願う。
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 創造性こそ21世紀に必要な生きる力

学校法人 亀ヶ谷学園 宮前幼稚園園長
亀ヶ谷 忠宏
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１．はじめに

『創造性こそ21世紀に必要な生きる力』

　人間の中にある神に通じる最高の力は、“愛”と“創造性”だと考える。
　原子爆弾を創り出したのも人間の創造力だけど、無くすには“愛”と“さらなる創造性”が
必要である。
　“創造力”は神から人間だけに与えられた至高の能力であるが、それを動かす人の心に
よって、創造力は神に近づく手段にもなるし、反対に悪魔の道具にもなってしまう。
　新しいものを創り出す無限の創造力を人間は秘めている。その創造性は、幼児期の豊か
な遊びの中でしっかりと培われる必要がある。そのときに大切なのは、あたたかい愛情に
包まれた中で創造性を発揮していけることである。21世紀、エゴから脱却し、人間らしい
高い精神性を備え、地球環境を大切に守れる人類になるためには、幼児期から“愛”と
“創造性”を確実に培っていく必要があると考える。
　つまり、幼児期には、個はもちろん仲間とも楽しく“わくわく”しながら創造的な遊び
や生活を豊かに展開させてあげることが幼児教育の重要な役割だと考える。
　現場でいつも感じること、それは、なによりも創造性を発揮しながら遊んでいる子ども
達はわくわく喜びに満ち輝いている。

　前の調査研究シリーズNo.62「子どもの挑戦的意欲を育てる保育環境・保育材のあり方」
の中で、私は子どもにとっても保育者にとっても“わくわく”感が脈打っていることが重
要であることを記したが、今回の創造性の研究でも、“わくわく”感が血流となって体中を
巡ってこそ創造性は発揮されると考える。
　今回も写真から創造性の素晴らしさを伝えたいと考えているが、その底辺には“わくわ
く”感が流れていることを感じながら見ていただけたら幸いである。

＜宮前幼稚園の紹介＞
学校法人　亀ヶ谷学園　宮前幼稚園
場所　神奈川県川崎市宮前区野川1060
開園　 1961年（昭和36年）
学校法人認可　昭和57年４月１日
園児数　380名　（年少５クラス、年中４クラス、年長５クラス）

立地環境
　東京の近郊であるが鉄道の駅からは離れているため住宅地のわりにはまだ貴重な緑が残
っている。都心に通勤されている保護者も多い地域。

http://www.miyamae-net.com/ 
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２．創造　“感じる”からはじまる

　無からは創造は生まれない。はじめに自分の身体の内に、外の世界を取り込む必要があ
る。それは"感覚"を通して取り込まれる。乳幼児期はPureな感覚の敏感期であり、幼児期
以降に創造性を豊かに発揮させる上で端折ることのできない、この年齢でしか感受できな
い重要なスタートカリキュラムといえるのではないだろうか。
　乳幼児が全身全霊を感覚に集中させ、わくわくしながら外の世界と交流できることを、
大人は確実に保障してあげる必要がある。そのためには、多様な感覚を味わうことができ
る物的環境を整えること、さらに遊びの時間と場所を保障し、それを共感的に支える大人
（保育者）の存在が不可欠である。
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３．インスパイアさせてくれるきっかけ・出会い

　創造力は悩みながら無理矢理 絞り出すものではない。遊び世界に恍惚的に浸りきって
いるときや、遊びの佳境が過ぎ飽きてきたとき、あるいは心が空の状態のときに、突然イ
ンスパイア、閃くことが特徴だと考える。共通することは、創造性が発揮されるためには、
心身がリラックスしている状態が必要である。
　わくわくしながら、遊び呆け、遊び尽くし、ため込む。そしてリラックス。そんなとき
に創造性はパッと水面に浮かび上がってくる。
　一度、閃き創造したくなった心は誰にも止められない。それほど創造することは、イコール
人間が人間らしく生きること、そのものと言っても過言ではない。

感覚を大いに刺激する出会い

そのものに なってみる

そして自分なりのカマキリを創造する
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４．まわりの世界から刺激を受けて

　子どもは模倣の存在といわれている。そのため、周りに魅力的で憧れとなるモノや人の
環境があることがとても重要である。そして、それを最初はコピーのように真似るが、い
つまでもそこにとどまっていない。すぐに自分なりのやり方を探っていく。
　子どもは、その国や土地、時代の文化、文明、自然に刺激を受けながら、そこからわく
わくしながら新たな自分なりの世界を創造していく力を持っているのである。

　
 消防訓練でカッコイイ消防士さんや消防車にあこがれを持ち、自分たちの遊びの中に取り
入れ新たな遊びを創造していく
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５．想像から創造へ

　“想像”の先にあるのが“創造”ではないだろうか？
　まずインプットされたソースを元に自分の中で想像し、想像し、するとある時点でイン
スパイアが起き、創造力が発揮され出すのだと考える。なので想像力と創造力はセットに
なっている。
　創造性を大いに発揮するためには、その前段階として想像性を豊かに膨らませておくこ
とが大切である。例えば、保育の様々な場面で、○○に見えるね、などの見立て遊びなど
を沢山行っておくことが大切である。

　私の好きなアインシュタインの名言がある。その中の“想像”という言葉を“創造”と
置き換えてもしっくり通じると考える。

Imagination is more important than knowledge. 
Knowledge is limited. 
Imagination encircles the world.　　　アインシュタイン

想像力は、知識よりも重要だ。
知識には限界がある。
想像力は、世界を包み込む。

これを創造に置き換えると・・・
Creativity is more important than knowledge. 
Knowledge is limited. 
Creativity encircles the world. 

創造力は、知識よりも重要だ。
知識には限界がある。
創造力は、世界を包み込む。 
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地面の下を想像し、自分
の地下空間を創造する

園の前で行われている工事。マンホ
ールの中ってどうなっているんだろ
う。ちゃんと覗けないからこそ想像
が膨らむ

子どもは恐竜の化石
探しが大好き

集めた骨（石）で自分の
思い描く恐竜を創造する
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６．保育者の仕掛けによっても

　子どもに創造性を育むためには、園や保育者自身が柔軟な思考を持ち、創造的である必要
がある。幼児は年齢が進むにつれて、良い意味でも、そうでない意味でも、常識的になり、
思考も大人のように固定化しはじめる。アメリカのヘックマン博士の説が注目されていて、
20年後の世の中は、今ある仕事の半分近くはなくなるだろうと言われている。認知的能力
よりも、非認知能力、なかでも創造性こそ21世紀に必要な生きる力となることを心にとめ、
保育者自身も創造的な保育を、わくわく楽しみながら実践していくことが大切である。
　また、保育者が活動を考える際、子どもに最初から結果が予想できてしまえるような保
育活動の中では、創造性は育まれないと考える。

保育者の感性が豊かだと新たな保育環境を創造できる　　　風を体感できるアイデア 
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 子どもの興味と保育者が子どもに育てたい力（のり付けの経験）を両立させながら創造的
な活動にもっていく

保育者が美術館で見た作品をきっかけに、保育者が子どもの創造的なあそびを支える環境
を創造する
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年中組の一部
ていた靴作りを、
で靴のファッシ
展させてあげる。
性が、保育を
ていく
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の女の子がし
保育者の提案
ョンショーに発
保育者の創造
さらに豊かにし
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７．量も大切

　インスパイアされ創造性が発揮されるためには、「量」も重要である。特に幼児の場合に
は、量の多さを目の当たりすると、そこでイメージが膨らんでわくわく意欲的挑戦的に遊
び始める。
　量が確保されていることで、順番や並べる事を好む特性から、量を活かしたあそびを創
造していく。

布の引き裂き遊びで大量にでた紐状になった布を使って 
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庭木の剪定ででたたくさんの葉っぱ。水に濡らし貼り付ける

大きな泥粘土で思う存分体感しながら遊んで　その中から創造的な遊びが生まれてくる
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８．マンネリ化しがちな行事こそ

　毎年同じ内容の繰り返しになりがちな園行事。そんな園行事だからこそ、そこに創造的
な要素を入れることの意味は大きい。運動会や発表会など保護者に開かれている行事も多
い。だからこそ行事は、内容やそこでの子どもの姿を通して、創造性など非認知能力を育
てることの大切さを保護者に伝えていく貴重な機会となる。
　もう一つ大切なことは、創造性を発揮させる保育を考えるときに、幼児の発達特性を踏
まえておく必要がある。　
　下記の写真から）　 運動会の４歳児のかけっこ競争　この時期の４歳児は、１番になり
たがったり仲間同士の中で自己主張することを楽しむ姿が沢山見られる。そこで早く走る
ためには、オリンピック選手のようにスタートの構えをかっこ良くすると早く走れること
を伝えると、写真のように各々が独創的なスタートの構えを創造していく姿が見られるの
である。

自分なりのスタートの構えを創
造して。本人も楽しいし、まわ
りの大人も楽しくさせてくれる。
みんなを幸せにしてくれるのが
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

ほんとうの創造性！
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫
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富士山の麓で行われたお泊まり会。
湖に沈んでいた不思議なモノを発見。
子ども達は想像を膨らませ、新たなも
のを創り上げる

２月　子ども達によって企画
実行されるコマ大会。
メダルも丁寧に創ってくれる
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９．まとめ　創造性の大切さをいかに伝えるか

　ここまで、写真で幼児期に創造性を育むことがいかに大切かを考えてきたが、今後は保
護者や社会に対しても、このことをわかりやすくしっかりと伝えていくことが求められて
いる。その実践例として、創造的な育ちを伝えているポートフォリオを紹介する。 
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＜まとめ＞

　写真を通して、わくわく感を持ちながら「創造性を育む活動事例」を考えてきた。

　調査研究シリーズNo.62「子どもの挑戦的意欲を育てる保育環境・保育材のあり方」の中
で述べた、保育者にとっての わくわく感に関する記述が、今回の創造性という観点から
も同様に大切な捉えであると認識した。以下に多少修正したものを再掲させていただく。

保育（仕事）のどの段階でもわくわく感を持ちながら進めたい
①感じるときからわくわく（感じる）  きっかけ、直感
②想像をわくわく ふくらませ （イメージ）  思考、ねがい、計画
③そしてインスパイア！
④わくわく楽楽 創造する（クリエイティブ）   活動、仕事、勉強
　　　　↓↓

　人生をわくわく満喫する

　Sense〜Image〜Creative　どの段階でもわくわく感を保育者が感じながら楽しんで保
育に取り組むことが、子どもの創造性をより発揮させることに繋がる。そのためには、保
育者自身が心にゆとりを持ち、心をわくわくさせながら様々なものに好奇心を寄せ、興味
関心をもつことが大切である。
　創造性を培うための保育実践を行ってきた中から、ほんとうの創造性は自分だけでなく、
まわりにも喜びを与えてくれるものである。愛の伴った創造性こそが21世紀に必要な生き
る力であることを強く感じる。
　あらためて、人類が幸せに永続していくための、“愛”と“創造性”を育む幼児教育の重
要性とその責任の重さを実感する。
　人間の生きる意味、使命・・・それは、“愛”を実践しながら、創造的に生きる！ことだ
と確信する。
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創造性を関係性のなかでとらえた３つの場面の分析と
創造性を育む（関係性へいざなう）素材や環境のあり方について
　～芸術・デザインの視点から～

デザイナー、アトリエリスタ（東京藝術大学非常勤講師）
伊藤史子
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⚑ɺ͡Ίʹ

తͳࢠͲたͪ

　ΞトϦΤͰ子Ͳͨͪの表ݱを͍ͯݟΔͱ、൴Βのྗの๛͔͞ʹ͍ͭײಈͤ͞Β
ΕΔ。子Ͳͨͪ、େ人͕日ৗͱͯ͠׳ݟΕͯ͠まͬͨ͜のੈքʹજΉײ、͖ڻಈඒ
͠͞を発͠ݟ、ಧ͚ͯくΕΔ。ͪ͜Β͕͑ߟ͠ͳ͔ͬͨ新͍͠ࢹͰ、͍͍ͭͯݟΔ
ࢹじΔ。൴Βのײ৭を新͍͠のʹͯ͠くΕΔ。ͦΜͳ時、൴Βをͱͯతͩͱܠ
औΓΈ、ม化すΔ時ʹॊೈʹରԠ͠、ڞͪͨࢲಉମのੜ׆を๛͔ʹͯ͠くΕΔՄ
ੑを͍ͬͯΔͱࢲͣ͑ߟʹ͍ΒΕͳ͍。

るੑݟのͳかにੑؔ

　研究ձのテーϚੑඒʹணͯ͠、ΞトϦΤʹ͓͚Δʮ子Ͳͨͪͱͦの表ݱʯを
ͳΘ͚Ͱͳく、୭͕࠽ͱ、ྗͱ、ಛผͳ͍ͨͮ͜ؾΊ͖ͯͨ。ͦ͜Ͱͭݟ
人ͱʻの・ͻͱ・͜ͱʼ͕ग़ձͬݸ人ݸ、ΔྗͰ͋Δͱ͍͏事Ͱ͋Δ。ͦΕ͍ͯͬ࣋
ͨͱ͖のؔੑのͳ͔ʹજΜͰ͍ΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。子Ͳͱの͕ࣗ༝Ͱର等ͳཱ
Ͱग़ձ͑ͨ時ʹੑ発͞شΕΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。ͦのΑ͏ͳ時͕ؒڥकΒ
ΕͨதͰ、子Ͳ͕ͨͪओମతʹのͱのؔੑをҭΉଶҙཉ（のͱのର話）͕͓
ͬͯ͜くΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。

લ幼ஓԂのΞτϦΤٶ

　ਆಸݝ࡚ࢢのٶલ༮ஓԂͰि⚒ճΞトϦΤϦスタͱͯ͠ۈ務͍ͯ͠Δ。2016年、
อҭࣨͱಉαイζの෦を、201�年Ԃվʹ͍、࿓Լの۱のখ͞ͳスϖースをΞト
ϦΤͱͯ͠使用͍ͯ͠Δ。⚓ʙ⚕ࡀのԂࣇ400人Ͱ、ޕલͱޙޕのࣗ༝͋ͦͼの時
ؒ（ͦΕͧΕ⚑時ؒʙ⚑時ؒ）、子Ͳ͖ͨͪͳ時ʹΞトϦΤʹདྷΔ͜ͱ͕Ͱ͖
Δ。
લ༮ஓԂのಛ、ʮ༡ͼੜ͖ΔྗをͭくΔʯͱ͍͏ֶのͱ、ͨく͞Μの໋͕ଉٶ　
ͮくԂఉ、͍ͭϫΫϫΫײを͍ͬͯΔอҭऀͨͪ、Ԃઌੜ͕ԂࣇのͨΊʹͱίϨΫ
γϣン͍ͯ͠Δܳज़࡞ΞートϙスターͳͲʹΑΓ࡞ΒΕ͍ͯΔ。ΞトϦΤͰ、ͦΜ
ͳԂのΞイデンテΟテΟーをϕースʹ、子Ͳͨͪͱのͱ͕ΏͬくΓର話Ͱ͖、ࣗの
く͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ͳ͋ͭΒ͑ͮؾʹ͑ߟͰ͖、ଞऀのݱΔ͜ͱを҆৺ͯ͠表͍ͯ͑ߟ
を৺͕͚͍ͯΔ。理తʹਫ਼ਆతʹؔࠩަ͕ੑすΔ（ର話の）ʹͳΔ͜ͱを
తͱ͍ͯ͠Δ。
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อ育ऀͱの͕ܨΓから

　ΞトϦΤͰ੍ͨ͠࡞の、୲のઌੜを௨ͯ͠ฦ٫すΔ。ͦの時ʹࢲ、子Ͳͨͪ
の׆ಈのϓϩηス、表ݱʹରすΔࢲのղऍをҰॹʹ͓͑すΔΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。͋Δ時、
の୲のઌੜのͱ͜ΖA͞ࣇࡀ⚔ Μのཱମ表ݱを͍ͨͬͯͬ࣋ͱ͜Ζ、ʮA͞ Μ、Ξト
ϦΤͰ͜Μͳ事を͍ͯ͑ߟΔΜͰすͶ。໘ന͍ʂ　Կをͨ͠Β、͜Μͳࣗ༝ͳ発͕ੜま
ΕΔΜͰす͔ʁ　Ͳ͏ͯ͠、ΈΜͳܕʹまΒͳ͍、ͦΕͧΕの表ݱʹͳΔΜͰす͔ʁʯ
ͱฉ͔Εͨ。
　まͨ、Ԃઌੜ͔Β、ʮ͍ͭΞトϦΤʹ行くの͕す͝くָ͠ΈͳΜͩΑ。ͱͯ៉
ྷͩ͠、ࣗΘくΘくすΔΜͩΑ。ʯͱ͍͍ͨͩͨͯͬݴのͱಉ時ʹ、ʮීஈのอҭͰ
、ΜͰฉ͍ͯΈͨͱ͜ΖࠐΘΕͨ。ಥͬݴΒΕͳ͍Α͏ͳ͜ͱを͍ͯͯ͠、、、。ʯͱ͑ߟ
ʮྫ͑、子Ͳのߏ成表ݱのҰ෦ʹ、ච͕ૉ材ͱͯ͠চʹฒΒΕ͍ͯͨΓ。ච絵を
ඳくಓ۩Ͱ͋Δ͔Β、本དྷচʹฒͨΓ༡ͼʹ使͏͖Ͱͳ͍ͱ͚͏ࢥΕͲ、、、。ҏ౻
ઌੜҙຯ͕͍͋ͬͯͬͯΔͱ͏ࢥのͰ͍͍Ͱす͕、、、。ʯͱ͓ͬ͠ΌΒΕͨ。
、の⚒ͭのϑΟーυόοΫه্　
（ͯͬ࣋Ͱҙਤを）ʹత֮ײ͕ࢲ
͋ͭΒ͍͑ͯΔΞトϦΤのૉ材
ͱͲ͏͍͏のͳの͔、子Ͳڥ
ͨͪͲ͏ͯ͠ΞトϦΤͰ、ࣗ༝ʹ
ૉ材画材をΈ߹Θͤͯݸʑのݸ
ੑ像ྗを発ͨ͠ش表͕ݱͰ͖Δ
の͔、ੳͯ͠ΈΔ͖͔͚ͬͱͳͬ
ͨ。

　本ߘͰ、子Ͳͨͪの׆ಈのϓϩηス子Ͳ͕ͨͪ表ͨ͠ݱののࣸਅを௨ͯ͠、
ੑをؔੑのͳ͔ͰͱΒ͑ͨ⚓ͭの໘のੳͱ、ੑをҭͯΔ（ؔੑ͍͟ͳ
͏）ૉ材ڥの͋Γ方ʹ͍ͭͯ、ܳज़・デザインのࢹ͔Βղ໌ͯ͠Έ͍ͨͱ͏ࢥ。

 

͙Δ͙ Δͷ୳究ͷ༷ࢠ
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⚒ɺܳज़ՈσβΠφʔྗඒΛͲͷΑ͏ʹ͍ͯͬޠΔͷͩΖ͏͔

ϒϧʔϊ・ϜφʔϦ

ϑΝンタジΞ：͜ΕまͰʹଘ͠ࡏͳ͍のすͯ。࣮ݱෆՄͰ͍͍。
発໌：͜ΕまͰʹଘ͠ࡏͳ͍のすͯ。ͨͩ͠、͖ΘΊ࣮ͯ用తͰඒతؚまͳ͍。
ྗ：͜ΕまͰʹଘ͠ࡏͳ͍のすͯ。ͨͩ͠、本࣭తੈͭքڞ௨の方法Ͱ࣮ݱՄ
ͳの。
像ྗ：ϑΝンタジΞ、発໌、ྗ͑ߟΔの。像ྗࢹΔの。

ྗの͋Δ人、ৗʹڞಉମ͔Β文化をड͚औΓ、ͦͯ͠༩͑、ڞಉମͱͱʹ成す
Δ。
（தུ）集߹ମの成をଅすͨΊʹ、ͦΕͧΕのੑݸを発ୡͤ͞ͶͳΒͳ͍のͰ͋Δ。
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༄फཧ

デザインのͱ、表໘্のΞϐΞϥンスのม化Ͱͳ͍。ҙをͬͯ、内෦ߏ
をվֵすΔ͜ͱͰ͋Δ。
デザインのܗଶඒ、表໘্の͓化হͮくΓ͔Β͚ͩͰग़ͯདྷͳ͍。内෦͔ΒᕷΈग़ͨ
のͰ͋Δ。
本当のඒੜまΕΔのͰ、ͭくΓग़すのͰͳ͍。
デザインҙࣝ׆ಈͰ͋Δ。

デザインのকདྷ（தུ）ΊΔ地ٿ、ࠓශ͖͠地ٿͱมΘΓͭͭ͋Δ。
զʑݶΒΕͨوॏͳࢿを、Կʹେ事ʹѻ͏͔ͱ͍͏ͱ͜Ζʹདྷ͍ͯΔ。

ᒇ࢘ݑ҇ٱ

༿ʹ͋ΒΘͤͳݴ、をָ͠Ή。͜Ε͕、ඒͱ͍͏をΈ͕͍ͯ天地ࣗવͱ人৺ͱのަੑײ
。のਖ਼ମͰ͋ͬͨػ͍

ඒृを൱ఆすΔഁ͍͠ݫյྗを͍ͬͯΔ。ඒृを࢈Ήମ࣭ʹࠂܯを発すΔ。
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⚓ɽੑΛؔੑͷͳ͔ͰͱΒ͑ͨ⚓ͭͷ໘ͷੳ

のͱのग़ձ͍ᶃɹࢠͲ�̫ �のɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹͶΜͲͱのରからɹ

　子Ͳͨͪの׆ಈڥをʮग़ձ͍のʯͱͯ͠ઃఆ͠、ͯ͠؍Έͨ。ૉ材材ྉ、
使ΘΕΔ、࡞Δ材ྉͰ͋Δͱ͍͏͚ͮͰͳく、子Ͳͱのͱ͕ʮग़ձ͏ʯͱ͍͏ଊ
͔͑ͨͰ͋Δ。本དྷ子Ͳͨͪ、のʹରͯ͠新ͳݟ方を͠、オーϓンʹؔΘ͍ͬͯ
Δ。ग़ձ͍のର͕ͲΜͳのͳの͔、ࣗͲΜͳͪ࣋ؾײͰͦ͜ʹؔΘΓをͭ࣋
の͔、ରͲ͏ม化すΔの͔ͳͲ、ஸೡʹ͠؍、ʮのͱのର話ʯを͍ͯ͠Δ。ͦのί
ϛϡχέーγϣンを௨ͯ͠、ੜ׆のपΓʹ͋Δʻの・ͻͱ・͜ͱʼͱの理ղをਂΊ͍ͯ
くͱ͍͏େͳۀ࡞を行͍ͬͯΔ。͜のաఔʹ͓͍ͯ、ର話のੑݸ、֤ʑのࢹ୳ٻの
方法ͱ͍͏のු͔ͼ্͕ͬͯくΔ。͜のҰݟେ人͕ݟաͦ͝͠͏ͳؔੑのͳ͔Ͱ
తͳ୳ٻੜまΕͯくΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。ͦͯ͠、ͦの୳ٻʹेͳ時ؒをऔΔ͜

5͞ࣇࡀ⚓　݄⚔ Μɺ3͞ Μɺ)͞ Μɺ,͞ Μɺ:͞ Μɺ5͞ Μɺ)͞ Μ　⚔3͞ࣇࡀ Μ　ͷදݱͱͦ ͷϓϩηε
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ͱ͕Ͱ͖͍ͯΔ子Ͳ、ͦのޙのଟくの
のͱのग़ձ͍ʹ͓͍ͯ、ਂ͍ର話をҭ
Ή͜ͱ͕Ͱ͖Δのͩͱ͑ߟΔ。
　͞Βʹ、子ͲͨͪରͱؔΘΔͳ͔
Ͱ、Έͨ͜ͱײじͨ͜ͱ、ࣝ͑ߟを
ʮ表ݱʯすΔ࢟ΈΒΕΔ。ͦΕ۩ମత
ͳのͰ͋Δ߹͋Ε、໌֬ͳܗを࣋
͍ͬͯͳ͍ʮײじʯͰ͋ͬͨΓすΔ。൴
Β、表͠ݱͳ͕Β、ࣗのײじͨのʹ
をくΓ͔͑す。͜のΑ͏ʹੈքߟࢥ͍ͯͭ
ʹର͠、ʻࣗのߟࢥを発ͯ͠ΈΔ͜ͱʼ
をࢼΈΔաఔʹ、ྗ׆༂͍ͯ͠Δ
のͰͳ͍ͩΖ͏͔。
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のͱのग़ձ͍ᶄɹࢠͲ�̫ �の�̫ ಉମɹɹɹɹɹɹ͙る͙るの୳求からڞ�

　ΞトϦΤのʹ͓͍ͯ、ࣗͱのͱのؔͱ、ଞऀͱのͱの͕ؔ、ಉじۭؒのͳ
͔Ͱڞଘ͍ͯ͠Δ͜ͱॏཁͰ͋Δ。ʻࣗのߟࢥを発すΔʼ͜ͱͱಉ時ʹ、ଞऀのʮ表
ࢹ༗すΔ。ଞऀのڞじ͍ͯΔ͜ͱʼをײΓௌ͍ͨΓͯ͠、ʻଞऀͳʹ͔をͨݟʯをݱ
をͭݟΊ、ࣗͱଞऀをൺֱͨ͠Γ、ٕज़をਅͯ͠ࣅΈͨΓ、Ұॹʹ׆ಈすΔ͜ͱ͋Δ。
ͦのΑ͏ͳࣗݾͱଞऀͱのؔੑのͳ͔Ͱ、ࣗのߟࢥをࣗͰࢹ؍٬すΔ͜ͱ、ࣗͱ
ҟͳΔଟ༷ͳ͕͋͑ߟΔ͜ͱ、ࣗͱଞऀͱのڞ௨ͳͲʹͮؾく͜ͱ͕Ͱ͖Δ。ͦΕ、
ࣗʹࣗ৴をͨͬ࣋Γ、ଞऀをଚͨ͠ܟΓ、ࣗのଶʹม化をͭくΔ͖͔͚ͬʹͳͬͨ
ΓすΔ。
 

13本のなわ
みんなで遊ぼうねって  M

かたつむり　K

⚑⚐݄ ʙ⚑⚒݄ 　⚔ʙ⚕ࣇࡀ　ଟ༷ͳ͙Δ͙Δͷදݱ



ʵ 121 ɻ

　ΞトϦΤ、୯ʹٕज़ࣝをֶͼ、ੜ͏͔ʹ࢈Ͱͳ͍。ಉじ社ձͰੜ͖͍ͯΔ
。ಉମのͳ͔Ͱੜ͖͍ͯΔڞग़ձ͏ର話のͳのͰ͋Δ。Θ͕ͨͨͪ͠ߟࢥͱଞऀのݾࣗ
のͱର話͠、ଞऀͱ͕ܨΓͳ͕Βੜ͖͍ͯくͱ͍͏͜ͱͱ、Ͳ͏͍͏͜ͱͰ͋Δのͩ
Ζ͏͔。
　͜のΑ͏ͳ、ʻのʼͱʻͻͱʼͱのؔੑ、まͨ、ͦ͜ͰΈΒΕΔʻ͜ͱʼͱのؔ
ੑのͳ͔Ͱ、子Ͳͨͪ、ͨく͞Μのྗをۦ使͍ͯ͠ΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。ͦ͠
ͯ、ͦのͨΊʹ、ΞトϦΤ（まͨ、ΞトϦΤの֓೦の͋Δ）Ͱ、ݸʑ͕҆৺ͯ͠
ʻࣗのײじ͍ͯΔ͜ͱを発すΔʼ͜ͱ͕Մͳ৺理తڥͱ、ࣗのपΓのੈքをΑく
ʻײじΔ（؍すΔ）ʼ͜ͱ͕Ͱ͖Δ理త、時ؒతྀ͕อূ͞Ε͍ͯͳ͚ΕͳΒͳ
͍。

 

かとりせんこう 

せんぷうきのぐるぐる  S

ぺろぺろキャンディー  Y

ハブ、毒、牙  T
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のͱのग़ձ͍ᶅɹࢠͲ�̫ �の�̫ �ରのֻ͚ࢉ���ɹɹ�,͞ Μのදݱから

　ᶃᶄのؔੑの໘を௨ͯ͠、子Ͳ͕ͨͪࣗのࢹをͬͯ、తʹࣗのपΓ
のੈքͱؔΘ͍ͬͯΔ࢟をΈ͖ͯͨ。ᶅの໘、͞Βʹෳࡶͳؔのͳ͔Ͱ表͞ݱΕͨ
の͔Β、ੑをಡΈऔͬͯΈ͍ͨͱ͏ࢥ。表͞ݱΕͨの（࡞まͨϓϩμΫト）
ʹ、ͦのϓϩηスʹ͓͚Δࣝ、׆用、ߟࢥ、ઓͳͲ͕ݱΕ͍ͯΔ。

,͞ Μのදݱのղઆ
　ϖンΪンόοΫ、ϖンΪンͱ͍͏ੜ
ͱόοΫͱ͍͏ػの͋Δ人ͱ͍
͏⚒ͭのҟͳΔの͕Έ߹Θͬͯ͞、
ͻͱͭののʹ表͞ݱΕ͍ͯΔ。͞Βʹ、
ϖンΪン͕৸͍ͦͬͯΔණの෦のΑ
͏ͳ࣭όοΫのҰ෦ͱͯ͠内แ͞Ε
͍ͯΔ。
　͠、ೋ本͕ରͱͯ͛͠ܨΒΕ͍ͯ
Δ。࣮ࡍʹのを͔ͭΉػを͍ͯͬ࣋
Δ。
　ͪΐ͏ͪΐͱΜ΅、⚒ͭのҟͳΔࠛ
͕߹ମ͞Ε、表͞ݱΕ͍ͯΔ。طଘの
ࠛのӋʹΈΒΕͳ͍ʮཱମతͳ০ʯ
͕͋Γ、͔ͦ͜Β、ʮඒ͠͞ʯͱੜの
ਐ化のΑ͏ͳのをײじͤ͞Δ。
　ύンμϛοキーϚス、ύンμͱϛοキーϚスͱ͍͏子Ͳʹ人ؾの͋Δ྆ऀ͕、
ͻͱͭのキϟϥΫターͱͯ͠ύοΫ化͞Ε͍ͯΔ。৭༷ύンμʹۙく、إのܗϛ
οキーϚスͰ͋Δ͕、ͦのશମ像͕ͳく、⚓ͭのٿͱͻͱͭの平ΒͳؙのΈ߹Θ
ͤͰ、ՄѪΒ͠く؆ུ化͞Ε͍ͯΔ。
　͔Μ、খ͞ͳͪ࣋、ʹٿखの෦͚ͩのΘ͔ͣͳۼΈ͕͋ΔデザインͰ͋Δ。தʹ
のをೖΕΔͱ͜Ζͳく、ʮͪ࣋खʯͱ͍͏ػ͕ͱ͜ͱΜϛχϚムʹ表͞ݱΕ͍ͯΔ。
　⚔ͭの৴߸のόϦΤーγϣン͕デザイン͞Ε͍ͯΔ。͠Μ͝͏⚑ͱ͠Μ͝͏⚒、本人
ᐌくʮ本ʹ͍ۙʯͰ͋Δ。͠Μ͝͏⚑ͱ੨のϥイト্͕ԼʹͳΒͿҰൠతͳのʹ
をΈΔͱ、スタンυ͕ͳ͍。ු༡すΔ৴߸Ͱ͋Δ。͠Μ͝͏⚒、͚ͩݩΔ͕、͑ݟ
の৴߸Ͱ、スタンυ͕͋Δ。͠Μ͝͏⚓ͱ⚔、本人ᐌくʮ新͍͠৴߸ʯͰ͋Δ。ͱ੨
のϥイトٿঢ়ʹ͍ۙܗঢ়Ͱ、ٿ؟पΓのൽෘ（まͿͨ）のΑ͏ͳのͰ、͕ٿ͚ͩ
Έ͑ΔΑ͏ʹแまΕ͍ͯΔ。͞Βʹ、まͿͨのΑ͏ͳ෦ʹ、தのٿの৭ͱ転ͨ͠
ϥイトの৭͕͚ͭΒΕ͍ͯΔ。͠Μ͝͏⚔、ԣฒͼの৴߸Ͱ͋Δ。͞ߴͳく、ͲΜ͙
ΓのҰ෦ʹ੨のϥイト͕͋Δ。ͦͯ͠、ͲΜ͙Γの෦のϥイト、360ճ転すΔ͜
ͱ͕Ͱ͖Δ。ਅΜதʹԫ৭のく΅Έଘ͍ͯ͠ࡏΔ。
　͜のΑ͏ʹ、,͞ Μʷ೪ʷ絵の۩ʷࣗવの͚ؔͩੑをͱͬͯ、ͨく͞ΜのόϦ
Τーγϣン新͍͠のをʮʯすΔҙཉ͕ΈͯͱΕΔ。
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　子Ͳの表ݱをஸೡʹಡΈऔΔͱ、൴Β࣮ʹ༷ʑͳ
ܦ用͍ͯ͠Δ͜ͱ͕Θ͔Δ。ࣗの׆ࣝをϑϧ͑ߟ
のデータ͕ͨく͞Μͳ͚Ε、のͱの͔Β、新্ݧ
を͍͑、ͨくٯ。をੜΈग़す͜ͱͰ͖ͳ͍͍ؔ͠
͞Μののͱର話͠、ମのͳ͔ʹੜ͖ͨࣝ報͕
ೖ͍ͬͯΔ子Ͳ、ͦΕをͱʹ、ΑΓෳࡶͰ新͍͠
の・͜ͱを像すΔྗ͕͋Δ。ͦのΑ͏ͳ子Ͳ、
༧ଌの͔ͭͳ͍কདྷの社ձのͳ͔Ͱ、ࣗͰ͠ߟࢥ、
用Ͱ͖׆をੜΈग़す͜ͱ͕Ͱ͖Δྗをࡦղܾ、͠ࢼ
ΔͻͱͱͳΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。ͦͯ͠、൴Βのͦの
Α͏ͳଶͱ行ҝ͕、ʮ文化͕࡞ΒΕΔ͜ͱʯͱ͕ͯͬܨ
͍Δͱ͑ߟΔ。　

 

͞,　ࣇࡀ⚔　݄⚑ Μͷදݱ

,͞ Μͷ׆ಈ෩ܠ
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⚔ɽੑΛҭͯΔʢΑΓਂ͍ؔੑͱ͍͟ͳ͏ʣΞτϦΤͷૉ材ڥඋͷ͋Γํ
ʹ͍ͭͯ

Ͳたͪをのੈքにটするඒతۭؒࢠ

、をҭΉͱੑのͳ͔ͰੑをΈΔ⚓ͭの事ྫを͖͕͋͛ͯͨ、ͦͦؔੑؔ　
ͱ͏ͱすΔ͜ͱͱ、ͦΕをࣗ࣋ʹをओମతײڞΓ͕ܨΕ、のͱのஸೡͳ͍͑ݴ
のࣝੜ͖ͨ報ͱͯ͠ストοΫ͍ͯ͠く͜ͱͰ͋Δ。ͨく͞Μの、ҙຯをͨ࣋ͳ͍
（まͨൈ͚མͪͯ͠まͬͨ）ه߸のΑ͏ͳʮ報ʯ͕͋;ΕΔ時ʹ͓͍ͯ、のͱの
ؔΘΓ、ますますॏཁʹͳͬͯくΔ。ײޒをಇ͔ͤ、खを使ͬͯ͠ߟࢥͳ͕Β、׆用Ͱ
͖Δࣝをओମతʹ֫ಘ͍ͯ͠くඞཁ͕͋Δ。
　ΞトϦΤ、子Ͳ͕ͨͪࣗΒʻのͱのؔੑʼをҭΉ、ʻのͱஸೡʹର話すΔʼ
ଶҙཉを༡ͼͳ͕Βָ͠ΜͰͯ࣋ΔΑ͏ʹ、理త͔ͭਫ਼ਆతͳʮඒʯをҙࣝͨ͠
Μ͍ͩ͠のを用ҙすΔࠐՁͰඒ͍͠の、खのߴઃఆを行͍ͬͯΔ。ͦΕ、ಛผڥ
ͱ͍͏ҙຯͰͳ͍。の͕͍ͬͯΔඒ͠͞ʹͮؾく৺、ͭまΓ、の͕͍ͯͬ࣋Δ本
࣭తͳඒをݟग़͠、Ձ͚Ͱ͖Δ͜ͱ、ʮ৹ඒੑʯAeTtheticTͱ͍͏ཁૉをͬͯ、子Ͳ
ͨͪのҙཉを༠͍ग़す。ഇ材のแ紙ͰԂఉのੴ͜ΖͰ、子Ͳͨͪの表ݱͰΞ
ーテΟストの࡞Ͱ、ͦΕͧΕの͍ͯͬ࣋Δັྗ͕ੜ͔͞ΕΔ、ஔ͖方、లࣔのඒత
ྀを行͏Α͏ʹ͍ͯ͠Δ。

 

ग़ձ͍͕ුཱ͖ͭΑ͏ʹচςʔϒϧͷཆੜɺ
ը材ͷ༰ثಓ۩০ͷཱͨͳ͍ͷΛ

ଟ֯తͳඒ͠͞Λ͍ͯͬ࣋ΔԂఉͰूΊͨૉ材 ϒϥϯυͷΞΠσϯςΟςΟʔقઅͷ࠼Γ͕ඒ
ࢴแݹ͍͠
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ૉࡐදݱのจ຺ɺͦれͧれ͕͍ͯͬ࣋るϝοηʔδをҙࣝ͠たڥઃఆ

　のͦΕͧΕ文຺を͍ͯͬ࣋Δ。ʻのͱର話をすΔʼ͜ͱͱ、ͦのののഎܠʹ
͋Δଟ༷ͳޠ文຺をؚΊͯؔΘΔͱ͍͏͜ͱͰ͋Δ。ૉ材（子Ͳのग़ձ͍の૬ख）
を用ҙすΔͱ͖、子Ͳのੜ׆Ԃの͍͕ͯͬ࣋ڥΔ文຺をҙࣝͯ͠用ҙすΔΑ͏ʹ
͍ͯ͠Δ。ྫ͑、Ԃఉのࣗવを集ΊΔ。ͦΕをす͙ʹ子ͲʹఏڙすΔのͰͳく、
େ人Ͱ͋ΔࣗࣗͰͭݟΊͯΈΔ。ͭまΓ、ࣗͱԂఉのࣗવͱのର話をすΔ。すΔ
ͱͦ͜ʹଟ༷ͳੑ֨を発ݟすΔ。ΪザΪザͨ͠ઢ、์ࣹঢ়のઢ、くΔくΔͨ͠ઢ、ԁހを
ඳくઢetc ʜ。৭ʹணͯ͠ΈΔͱ、Ͱ、Ͱ、ͦ͜ʹͻͱͭͱͯ͠ಉ
じ৭ͳ͍͜ͱʹ͕ͭؾく。Ԃఉのࣗવをૉ材ͱͯ͠用ҙすΔͱ͍͏͜ͱ、ͦのΑ͏
ͳʻのͱのର話ʼを௨͍ͯͨͮ͠ؾԂఉのඒ͠͞を子Ͳͨͪʹʮڞ༗すΔʯͱ͍͏
の໘ܗ、Ͱ行͍ͬͯΔ。͔ͦ͜Β子Ͳͨͪ、৭の๛͔͞をֶͿ͔͠Εͳ͍ͪ࣋͠ؾ
ന͞ʹͮؾく͔͠Εͳ͍。ҟͳΔੑ֨をͭ࣋ૉ材ಉ࢜をΈ߹Θͤͳ͕Β、テΫスνϟ
ーڧ、ଟ༷ͳણ͞ࡉͱର話すΔ͔͠Εͳ͍。ͦの২͕ੜ͍͑ͯͨ所、खೖΕ
をすΔͻͱͱର話すΔ͔͠Εͳ͍。قઅͱର話すΔ͜ͱ͋Δ。खͰのͱのؔΘΓࢥ
ࣗ、Δϝοηージをड͚औΓ͍ͯͬ࣋すΔ͜ͱを௨ͯ͠、の地͕ݱͳ͕Β、表͠ߟ
ͱʻのͱの͕ܨΓʼをΈཱ͍ͯͯく͜ͱʹͳΔ。
　ͦのΑ͏ͳ͔ؔੑΒੜまΕͨ子Ͳͨͪの表ݱをΞトϦΤʹలࣔすΔͱ͖、ૉ材ͱ
の͕ܨΓ、എޙʹ͋ΔޠをΞトϦΤの๚ऀ͕ҙࣝͰ͖ΔϨイΞトを৺͕͚͍ͯΔ。
ΞトϦΤ、ʻの・ͻͱ・͜ͱʼのίϛϡχέーγϣンを֮ࢹతʹ理ղͰ͖ΔۭؒͰͳ
͚ΕͳΒͳ͍。
 

ͷͷ文຺͕ܨΓΛҙࣝͨ͠
ૉ材දݱͷࣔܝ

ळͷԂఉͱͷରΛҙࣝͨ͠੨ۭΞτϦΤ ळͷԂఉͱͷରͰࢠͲ͕ͨͪͨͬ࡞ʮळ৭ύ
Ϩοτʯ
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ؾͲた͕ͪओମతͳϦαʔνϟʔͱͳれる୳求ののۭࢠ

　ΞトϦΤ、子Ͳ͕ͨͪࣗͰ画材、ૉ材、׆ಈをओମతʹબ͠、ࣗのϖースͰ、
ೲಘ͕͍くまͰର話Ͱ͖ΔڥͰ͋Γ͍ͨ。　
　ͦΕʹまͣ、子Ͳͨͪのੈքͱ理తʹ͍ۙͱ͜ΖͰؔの͋Δのの本࣭を୳Γ
ͳ͕Β、ʮ෯ʯをͯͬ࣋のを用ҙすΔΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。ྫ͑、ࣗવを用ҙすΔͱ͖Ͱ
、ࣗવͱ人ͱ͍͏ରۃʹ͋Δ͜ͱをҙࣝͨ͠෯ʹͨ͠Γ、৭、͔ͨͪ、ઢͱ͍͏
ཁૉͰྨͨ͠෯をͦΖ͑ΔΑ͏ʹͨ͠Γͱ͍͏Α͏ʹ。（子Ͳʹ͋͑ͯݴ༿Ͱ͑ͣ、
෯֮ࢹతʹײじΒΕΔΑ͏ʹすΔ。）
　ͦͯ͠、ʮ͖ͳ͜ͱ͕બΔʯ͜ͱ、ʮબΜͩૉ材、画材、׆ಈʹ子Ͳ͕ͨͪを
෯をҙࣝͨͭ͠͠Β͑ੑݸΔۭؒをҙ͍ࣝͯ͠Δ。ͦのҝʹ、のの͑ࢧʯ͜ͱをͭ࣋
を͍ͯ͑ߟΔ。ྫ͑、紙ͳΒ、͍Ζ͍ΖͳテΫスνϟー、ްΈ、αイζののを用ҙ
ͯ͠、ࣗのײじ、表͍ͨ͠ݱの・͜ͱ͕イϝージ͠す͍Α͏ʹ͍ͯ͠Δ。৭࠼を表
ͰϐンΫͱ͍ͬͯࣗͲΜݴすΔ画材、ྫ͑、ϐンΫを使用͍ͨ͠ͱ͖ʹ、Ұݱ
ͳϐンΫを使用͍ͨ͠の͔をҙࣝ͠બΔ、ࣗԿͱ͕ܨΓ͍ͨの͔をͬͯબ
Ͱ͖Δ৭෯をఏࣔすΔΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。͔͠͠、ૉ材ग़ձ͍のରをࠩ͠ग़すタイϛン
άྔ、ॱ番৻ॏʹྀ͍ͯ͠Δ。
　ର話の૬ख、まͣʮ子ͲʹۙͳのͰ͋Δ͜ͱʯॏཁͰ͋Δ。Ԃఉのಈ২
地、ྫ͑、す͙ʹ৯Δ͜ͱͰ͖ΔۙͳʹͳΔ֟のΑ͏ͳՌͱのؔをま
ࣗ、Δ͜ͱʹΑ͕ͬͯܨʹΔΑ͏ʹͱ͍ͬͨ۩߹Ͱ͋Δ。ࣗのす͙ԣのੈքͱஸೡ࡞ͣ
の֗ͱのؔ、日本ͱのؔࠃ֎、ͱのؔͳͲͱ、ଟ༷ͳؔੑのखを૿͍ͯ͠
く͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔ。
　͜Μͳ;͏ʹ、子Ͳ͕ͨͪのを௨ͯ͠、ʮࣗのײじ方、表͍ͨ͜͠ݱͱʯ、ʮ
のͱࣗͱの͕ܨΓʯの୳ٻをਂΊ͍͚ͯΔΑ͏ʹ、ࣗࢲ日͔ࠒΒଟ༷ੑ෯をҙࣝ
ͨ͠Γ、ࠓの子ͲͨͪのपΓʹ͋Δঢ়گʹԿ͕͋Δの͔、子ͲͨͪͲΜͳࢹを
ʹଓతʹ行͏Α͏ܧΖ͏ͱ͍ͯ͠Δの͔、ʻのʹରすΔϦαーνʼを͕ܨքͱੈͯͬ࣋
͍ͯ͠Δ。

 

৭ͷ෯Λҙࣝͨ͠ը材ɻ͕ࣗද͍ͨ͠ݱ৭Ͳ
Μͳ৭ʁ

੨͕େ͖ͳ)͞ Μɻଟ༷ͳ੨ͱର͢Δ༷ࢠ
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ૉ材ࢠͲͨͪͷදݱͷʮඒ͠͞ΛͤݟΔʯ
ηοςΟϯάɻʮ͜͜៉ྷͳͷ͕͍ͬͺ
͍ͩͶɻതؗΈ͍ͨͩͶɻʯ4͞ Μ

େ͖͘ ඳ Ͳͱɺখ͘͞ࢠ͘ ඳ ಈ͠׆ʹͲɻҰॹࢠ͘ ͳ͕
ΒɺʮͦΕͧΕʯΛબͰ͖ɺʮͦΕͧΕʯΛଚॏͰ Δ͖ۭײؾ

࡞Έ͑Δܳज़͕ੑؔʹͱɺͦΕݱͲͷදࢠ
ͷలࣔ

ʮʙ͕͍ͨ͠ʂʯͱओମతʹૉ材ը材ɺ׆ಈΛ
બΔۭؒઃ定

ଟ༷ͳࢹΛڞ༗ͨ͠ΓɺٞΛ։͍ͯ͘ߦυΩ
ϡϝϯςʔγϣϯ

ֆͷ۩Λ༹͍ͨਫͷ৭ͷม化ʹײ୰͢ΔࢠͲͨͪɻ
ʮࢠͲͨͪͷൃݟʯ͕ कΒΕΔ༨༟ͷ Δ͋ؒ࣌ઃ定

༷ʑͳେ͖࣭͞ײͷࢴɻࣗͷʮ͡ײʯͱϦϯ
Ϋ͢ΔͷΛબΔ
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⚔ɺ·ͱΊ

　⚓ͭのؔੑ（子Ͳʷの、子Ͳʷのʷڞಉମ、子Ͳʷのʷର話のֻ͚ࢉ）
を͖ݟΔ͜ͱʹΑΓ、ଟ༷ʹ͕Δੑの໘͕ු͔ͼ্͕͖ͬͯͨ。ੑͱ、
子Ͳͱのͱのؔੑʹ͓͍ͯ、ҙਂく͠ࢼ、͏߹͠ߟࢥ、͏߹͖ͮؾ、͏߹ݟ߹͏、
ઓ͠߹͏、Έ߹Θ͞Δ、ڵຯをͪ࣋߹͏、૿෯すΔ、ڞ༗すΔ、ٙをͪ࣋߹͏、۩
ମతʹͳΔ、ٕज़ײのަ͕行ΘΕΔ、ͳͲのΑ͏ͳ໘ʹΈΒΕΔ͜ͱ͕ଟ͔ͬͨ。
子ͲͨͪのણࡉͰେ、ஸೡͰࣗ༝、ਅͰલ͖ͳଶଟくΈΒΕͨ。
　͞Βʹ、Ұ番ॏཁͳ͜ͱ、ͦΕ集தͨ͠༡ͼ͜Έを௨ͯ͠行ΘΕ͍ͯΔͱ͍͏͜ͱ
Ͱ͋Δ。ͦのΑ͏ͳ໘ଶ、子Ͳ͕ͨͪࣗの行ҝʹࣗ৴を͍ͯͬ࣋Δͱ͖ʹ、
ͭまΓ、ʮࣗߠݾఆײʯ͕ेײじΒΕΔঢ়ଶのͱ͖ʹ発͞شΕ͍ͯΔͱղऍすΔ͜ͱ͕
Ͱ͖Δ。
　ͦのΑ͏ͳ、ࣗݾをߠఆͰ͖Δঢ়گԼͰ、子Ͳͨͪをʻのͱのਂ͍ର話ʼのੈքʹ
༠͍ࠐΉのͲ͏ͨ͠ΒΑ͍の͔。อҭʹؔΘΔେ人͕ૉ材、画材、材ྉͳͲのՁをͲ
͏ଊ͍͑ͯくの͔、ͲのΑ͏ͳྀଶをۭؒͯͬ࣋ڥઃఆをͭくΓ、子Ͳͨͪ
ͱʻのͱのؔੑʼをࢧԉ͍ͯ͠くの͔。ͦのͭ͠Β͑ʹ͍ͭͯ、ٶલ༮ஓԂのࣗの
ΞトϦΤの事ྫͱ͔ݧܦΒੳ͍͍ͤͯͨͩͨ͞。ͦのͳ͔Ͱ、ੑをҭͯΔߏڥ成
のཁૉͱͯ͠Լهの⚓ͭのキーϫーυ͕ු͔ͼ্͕ͬͨ。
・৹ඒੑ
・ଟ༷ͳ文຺ϝοηージ　　　
・બͰ͖Δ෯　
　͜ΕΒのキーϫーυ͕ු͔ͼ্͕ͬͨ͜ͱ、ੑͱ、ͳʹ͔ੜ໋తͰ͋ͬͨΓ、
Γ͕͕͋ܨのϧーπΞイデンテΟテΟーͱࣗ、࢙すΔ地ྺ׆を͏の。ੜײ
Δの。ࣗͰબ͠Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。ͱ͍ؔͯ͠Δͱ͍͏͜ͱͰͳ͍ͩΖ͏͔。
ͭまΓ、ͪͨࢲ人ؒのੜ׆の本࣭、新͍͠ະདྷをΔ͜ͱͱΓͯ͑͠ߟΒΕͳ͍。
教ҭ・อҭʹ͓͚Δ๛͔ͳੑをҭࣇくͳ͔Ͱ、༮͍ͯ͠౼ݕʹճੑをテーϚࠓ　
Ήอҭڥͱ͍͏の、子ͲͨͪͻͱΓͻͱΓ͕େ人ʹͳ͍ͬͯくͨΊ͚ͩのࢧԉをҙ
ຯ͍ͯ͠Δ͚ͩͰͳ͍ͱײじ͍ͯΔ。Θ͕ͨͨͪ͠ੜ׆をすΔʮ地ٿʯ্Ͱ、ͲのΑ͏
ʹのͱؔΘ͍ͬͯく͔。Ͳ͏ଞऀͱ͍͕ͯͬܨくの͔。Ͳ͏ΈΜͳ͕ͤʹੜ͖͍͚ͯ
Δの͔。ͦΕΒを、͑ߟΔྗをҭͯΔ͜ͱͳのͰͳ͍ͩΖ͏͔。ͦのͨΊʹ、ͭͳ͕Γ
のじΊʹʮのʯ͕͋Δ、ʻの・ͻͱ・͜ͱʼのՄੑをͭݟΊΔଶʹ͍ͭͯߟ
͍͖͍͑ͯͨ。ʮඒ͍͠ʯ͕Կをҙຯ͍ͯ͠Δの͔を͍͖͍ͨͯ͑ߟ。ͦのΑ͏ʹͯ͠、
తͳྗの͋Δ人をҭ͍ͯͯく͜ͱ͕、͜Ε͔Βの༮ࣇ教ҭ・อҭͰॏཁʹͳͬͯくΔ
のͰͳ͍͔ͱ͍ͯ͑ߟΔ。
　ϐΧιのݴ༿ʹʮ子ڙ୭Ͱܳज़Ոͩ。、େ人ʹͳͬͯܳज़ՈͰ͍ΒΕΔ͔
Ͳ͏͔ͩ。ʯͱ͍͏の͕͋Δ。ܳज़ͱ͍͏ݴ༿͕ԿをҙຯすΔの͔、༷ʑʹ͑ߟΒΕ
Δͱ͕͏ࢥ、ܳज़ʹ͍ۙ表ݱ、まͨ、ܳज़ʹඞཁෆՄܽͳྗのͻͱͭͱͯ͠ྗ
ୀ͍ͯ͠くݮ༿、େ人ʹͳΔʹͭΕͯྗ͕ݴのϐΧιのه্、ΒΕΔ。すΔͱ͑ߟ
ͱ͍͏ҙຯͱͯ͠ଊ͑ΒΕͳ͍ͩΖ͏͔。
　ྗをͭ࣋͜ͱ、ੑを発شすΔ͜ͱ、ͦΕ͕人ʑのੜ׆ʹͲΜͳҙຯをͭ࣋の͔、
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Ͳ͏人ʑのੜ׆を๛͔ʹ͍ͯ͠くの͔ʹண͠ͳ͕Β、ޙࠓ教ҭのͳ͔Ͱ͍ଓ͚͍ͯ
͖͍ͨͱ͏ࢥ。
教ҭ・อҭʹؔΘΔ༷ʑͳ専Ոͱ、まͨࣇճのੳ、⚒年ؒの研究ձʹ͓͚Δ༮ࠓ　
スタοϑの方ʑͱの日ৗతͳର話をすすΊͨؔΘΓのͳ͔、ࢣલ༮ஓԂのԂઌੜ、教ٶ
Ͱ発ݟͰ͖ͨ͜ͱͩͱ֬৴͍ͯ͠Δ。͜Εまͨ、ҟͳΔ専Ոಉ࢜のग़ձ͍ͱ、ͦ͜Ͱ
ੜまΕͨؔੑʹΑΔのͰ͋Δ。

ݙ文ߟࢀ
ʮϑΝンタジΞʯϒϧーϊ・ムφーϦ　Έすͣॻ

ʮΤοηイʯ༄फ理　　　平ຌ社
ʮນの内ห当のඒֶʯᒇ࢘ݑ҇ٱ　　ே日文ݿ
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保育園の実践から
　　子どもたちの創造性を考える

品川区立大井保育園園長
石井　雅
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ಋ研究ձʯࢦ教ҭࣇྗをҭ成すΔͨΊの༮・࣭ࢿΊΒΕΔٻʹճのʮ͜Ε͔Βの時ࠓ　
Ͱ、ࠓの子Ͳ͕ͨͪকདྷେ人ʹͳͬͨ時ʹඞཁͳ࣭ࢿͰ͋ΔʮੑʯʮΫϦΤイテ
ΟビテΟʯ͕ͲのΑ͏ʹҭͭの͔、まͨอҭऀ͍͔ʹࢧԉͰ͖Δの͔ͱ͍͏͜ͱをݕ౼
͖ͯͨ͠。
　本ߘͰ、子Ͳ͕ͨͪԿ͔をΓग़すաఔͱ、ͦΕを͑ࢧΔࢧԉのࡏΓ方、ੑ͕
ҭͭͱ͍͏͜ͱʹ͍ͭͯ、อҭԂのݱのࢹ͔Β͍ͯ͑ߟく͜ͱͱすΔ。

⚑ɼཱ۠େҪอҭԂʹ͍ͭͯ
　区ཱେҪอҭԂ東京都区のେҪ町Ӻۙく͋Δ。ۀ地Ҭʹۙく、͜͜年
新ͨʹݐங͞Εͨ集߹ॅʹपғをғまΕ͍ͯΔ。区の方Ͱ๛͔ͳ֗ͮくΓ͕ਐΜͰ
͓Γ、Ԃ͔Βগ͠Εͨ所ʹখ͞ͳࣇಐ༡Ԃ͕͍ͯ͠ࡏΔ。まͨెาͰ30΄Ͳの
ͱ͜Ζʹେ͖ͳ公Ԃ͕͋Γ、公Ԃ内ࣗવܙʹڥまΕ͍ͯΔ。͔͠͠、Ԃのۙྡ
උ͞Εͨॅ地ҬのͨΊ、ࣗવܙʹڥまΕ͍ͯΔͱ͍ݴ͍都ܕࢢのอҭԂͰ͋Δ。
　ఆһ⚑͔ࣇࡀΒ⚕ࣇࡀの131໊ ͕ͩ、͕ࣇػଟ͍地ҬのͨΊ、ఆһを͑ͨྗ化
を行͍ͬͯΔ。อҭ時ؒ、ே⚗時30͔Β༦方⚖時30まͰの11時ؒ։所ʹՃ͑、⚗
時30まͰの⚑時ؒのԆอҭを࣮͍ͯ͠ࢪΔ。
　ͱͱ⚓֊ͯݐの⚑・⚒֊をอҭԂ͕使用͍͕ͯͨ͠、ࣇػಐղফのͨΊখ
ݐ⚑֊͔Β⚓֊まͰࡏݱ、内ʹҠઃ͞Εֶͨಐอҭ͕͋ͬͨ⚓֊อҭԂʹͳΓߍֶ
すͯを使用͍ͯ͠Δ。Ԃఉ区ཱのอҭԂのதͰ͍ڱ΄͏Ͱͳ͍͕、Ұʹ⚓
ΫϥスҎ্͕ಉ時ʹ༡Ϳ͜ͱͰ͖ͣ、ଟతอҭࣨをؚΊ࿈ܞをऔΓ͍͋使用͍ͯ͠Δ。
͞Βʹށ֎Ͱの׆ಈを行͏ͨΊ、公Ԃʹग़͔͚Δ͜ͱଟ͍。
　େҪอҭԂのอҭ方ʮอҭ所อҭࢦʯʹࣔ͞Ε͍ͯΔΑ͏ʹ、༡ͼのͳ͔ʹอҭ
ऀの教ҭతҙਤをࠐΊ、ڥを௨ͯ͠૯߹తͳ教ҭを行͏͜ͱを͍ͯ͠ࢦΔ。ͦのͨΊ
ʹ、อҭのதͰ༡ͼ子Ͳͨͪのݴಈ表をಡΈऔΓ、ʮԿをײじͨの͔ʯʮԿをߟ
͍͑ͯΔの͔ʯͱ͍ͬͨ内໘を୳Γଓ͚Δ͜ͱ͕ॏཁͱͳͬͯくΔ。֤อҭऀ͕࣮ફをߟ
ʹΔʯを͔֬ͳのݟのをͱʹԂ内研究を行͍、อҭऀͱͯ͠のʮ子Ͳをͨ͠
すΔΑ͏ͳ׆ಈをΜʹ行͍ͬͯΔ。
。のͰ͋Δͨٞ͠ڠʹج、Ԃ内Ͱ࣮ફ事ྫを౼ݕճのʮੑʯʹ͍ͭͯのࠓ　
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⚒ɼେҪอҭԂͰݟΒΕͨࢠͲͨͪͷʮੑʯ
　อҭのதͰݟΒΕΔ子Ͳの͔࢟Β、อҭऀ͕ʮతͩʯͱײじΔのをه͔Β集
Ί、ʮੑʯͱͲのΑ͏ͳのͳの͔をݕ౼ͨ͠。ੑܗのΈͳΒͣ、ͦの΄͔
の༷ʑͳ༡ͼのதͰݟΒΕΔ。まͨ、ʹ͑ݟΔ݁Ռ͚ͩͰͳく、ͦ͜ʹࢸΔまͰの方
法ʹ͕ݟΒΕ、͜͜ʹੑ͕ײじΒΕΔ。͞Βʹ、༑ୡͱ༡Ϳͱ͖ੜ׆すΔ
ͨΊʹඞཁͳϧーϧを࡞Δͱ͖ʹ、新ͨͳΈをఏҊすΔ子Ͳ͕ݱΕ、ಠࣗੑ͕ײ
じΒΕΔ。͜のΑ͏ͳ؍͔Β、อҭԂͰੑを発͍ͯ͠شΔ໘をྨすΔ͜ͱͱ͠
ͨ。ҎԼʹྨͱͱʹ事ྫを͋͛Δ͜ͱʹすΔ。

ʢ⚑ʣ͋ͦͼの݁Ռͱͯ͠ݟられるのʙ࡞ܗɺੵΈϒϩοΫ・࠭టͳͲͰ࡞
られたの
事ྫ⚑ʮ͓ห当͞Μʯ⚕ࣇࡀ⚖月　ʙ材ྉબͼͱٕज़ݟʹ্ΒΕΔੑ
ͱ、ͦΕをύοΫʹೖΕ͓ͯห当͞ΜをすΔ͜ͱを͋ͨͬ࡞ͳ৯を画用紙Ͱ͖　
Δٕज़͕࡞ʹୈ࣍ʹΔ͏͍ͪͯͬ࡞く。͓ห当͞Μ⚓日ؒଓ͍͕ͨ、Կճ͍ͭࢥ
্͠、⚑ճʹͨͬ࡞のΑΓ⚓日ͨͬ࡞ʹޙ方͕ΑΓ本Β͠く࡞ΒΕ͍ͯͨ。
　紙を͍ͨרΓ、ؙΊͨΓ、ѲΓ͠ΊͨΓͳͲ、͍Ζ͍Ζͳ方法を使ͬͯ表͠ݱ、まͨ当
ॳݟΒΕͳ͔ͬͨໟࢳͳͲ、画用紙Ҏ֎のૉ材を使͍ͬͯΔͱ͜Ζʹ、ੑ͕ײじΒ
Εͨ。
　本͔ࣇΒ͓ห当͞Μを͍ͨ͠ͱ૬ஊ͞ΕͨのͰ、ห当Β͠く͑ݟΔΑ͏ʹϓϥステΟ
οΫの容ثͱׂΓസをఏͨ͠ڙ。日͔ࠒΒࣗ༝ʹ使͑Δૉ材Ͱ͋Δ画用紙ͱϞーϧを使ͬ
Βग़ͨ͠。ͲΜͳの͔ޙͳͲのૉ材をࢳอҭऀ͕ໟ、ͯݟΔのを࡞Γฦ͠܁、͕͍ͨͯ
͕͋ΔͱΑΓ本Β͠く͑ݟΔ͔ͳͲをձ話すΔ͜ͱͰ、本ࣇのرすΔૉ材をҰॹʹ୳
す͜ͱ͕Ͱ͖͔ͨ͠Εͳ͍。

　

 

ห͓ͨͬ࡞ʹॳ࠷
νϣίόφφɾͨ·͖͝ɾೲ౾͖ר

⚓日͓ͨͬ࡞ʹޙห
͓ʹ͗ΓɾͷΓ·͖ɾཛͷΓ͖רɾཛম͖ɾ
εύήοςΟɾܲͷ͔Β༲͛ɾτϚτ
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事ྫ⚒ʮ͖Ε͍ʹฒΔʯ⚓ࣇࡀ⚖月　ʙҰ人ͰじͬくΓ༡ͿதʹݟΒΕͨੑ
　Ֆܗのܕൈʹ࠭をೖΕͯฒ͍ͯΔ。
　อʮԿ͍ͯ͠Δのʁʯ
　子ʮ͓Ֆ͕͍ͬͺ͍࡙͍ͨΑʯ
ͱܕൈʹ࠭をೖΕͯฒ、Ֆ͕࡙͍͍ͯΔ͜ͱを表͍ͨͯ͠ݱ。
　ՖஃʹՖ͕ͬͯฒΒΕͯ২͑ΒΕ͍ͯΔのをͨݟのͩΖ͏͔。Χοϓを͖Ε͍ʹ
ԁঢ়ʹฒ、Ֆ͕࡙͍͍ͯΔ༷子を表͍ͯ͠ݱΔͱ͜Ζ͕、ಠతͰੑʹ͋;Ε͍ͯ
Δͱײじͨ。
　ʑͱ༡ΜͰ͍Δ本ࣇの༡ͼʹ͕ؾ͔ͳ͔ͬͨΒ、本ࣇの͍ࢥをΓ、ײಈすΔ͜ͱ
͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨ。੩͔ʹ༡ͼଓ͚͍ͯΔҰ人Ұ人の子Ͳの࢟をݟΔ͜ͱ、子Ͳの͍ࢥ
ཱʹʮͰ͖͕͋ͬͨʯͱ͍͏Α͏͕ࣇճ本ࠓ、じͨ。まͨײΓఴ͏͜ͱのେ͞をدʹ
্͕ͪΓ、ݟԼΖͨ͠ͱ͜ΖͰ話をฉ͍ͨ。தͯ͠औΓΜͰ͍Δͱ͖ʹݴ༿を͔͚ͨ
Β、本ࣇの༡ͼ͕ࢭまͬͯ͠ま͔ͬͨ͠Εͳ͍。ݴ༿を͔͚Δタイϛンάをେʹͨ͠
͍ͱͨͬࢥ。

事ྫ⚓ʮڪΖ͠く͖Ε͍ͳࢁʯ⚔ࣇࡀ⚖月　ʙ本人ͳΓのඒʹͩ͜Θͬͨੑ
　ۭ͖ശをʹͯ͠৭画用紙Χϥービχーϧ、ϙϦΤνϨンテーϓ、ંΓ紙Ͱંͬͨ
。ͳͲを্ʹͲΜͲΜష͍ͬͯく࡞
　อʮ͜ΕԿをͨͬ࡞のʁʯ
　子ʮΜʙ（͠Βく͔ͯ͑ߟΒ）ʜڪΖ͠
く͖Ε͍ͳࢁʂʯ

　本ࣇすͰʹͨͬ࡞のを͔ޙΒཱͯͯݟ
ҙຯ͚ͮΔஈ֊͔Β、ͨͬ࡞のͰ༡ͿͨΊ
ʹతをͬͯ࡞Δஈ֊ʹͳ͍ͬͯΔ͕、͋
͑ͯʮඒ͠く০Δʯ͜ͱをతͱ͠、ૉ材
৭をબͼͳ͕Β、ʮඒ͠くʯͳΔΑ͏ʹͱ͑ߟ
͍ͯΔͱ͜Ζʹੑをײじͨ。まͨ、͔ޙ
Βࣗの࡞ʹ໋໊ͨ͠表ݱಠಛͰ͋ͬͨ。

ΛೖΕ͍ͯΔ࠭ʹ໋ݒ ฒऴΘͬͨͱ͜Ζ

Ζ͖͘͠Ε͍ʂڪ　Έͯʂͯݟ



ʵ 135 ɻ

事ྫ⚔ʮࢄาઌの公ԂͰΒ͖ͬͯͨࢬԂ内のの༿を使ͬͯʯ⚕ࣇࡀ⚕月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙੑ͕発شͰ͖ΔอҭのͮڥくΓ
　公Ԃʹࢄาʹ行くͱམ͍ͪͯΔࢬ༿、Ֆを集Ί
ͯʮௗの͓Ոʯʮをัま͑Δ᠘ʯをͯͬ࡞༡Μ
Ͱ͍ͨ。まͨ、ͱ͖ʹେʹେ͖ͳࢬをΈ߹Θ
ͤͯ୳جݕ地を࡞Δ͜ͱ͋ͬͨ。公ԂͰ、ࢬ
༿をஔ͍ͯΈཱͯΔ͔͠Ͱ͖ͣ、่Εͯ͠ま͏͜
ͱ͕ଟ͔ͬͨのͰ、อҭऀԂ内ʹؼͪ࣋Γ、
用ϘンυԂ内ʹ͋Δ༷ʑͳૉ材ͱΈ߹Θͤͯ、
表ݱͰ͖ΔΑ͏ʹͱͨ͑ߟ。
र͖ͬͯͨͦのままののͱอҭऀ͕⚓cNࢬ　
の͞ʹྠΓʹͨ͠のを用ҙͨ͠。まͨ、रͬ
͖ͯͨམͪ༿のଞʹԂఉʹ͋ΔࡩͳͲのقઅの༿
४උͨ͠。
　子Ͳͨͪ日͔ࠒΒ͍Ζ͍Ζͳૉ材をΈ߹Θ
ͤͯ、༡ͼʹඞཁͳのを࡞Γ׳Ε͍ͯΔのͰ、す
͙ʹ֤ʑ͕イϝージすΔのを࡞Γ࢝Ίͨ。
　公Ԃ理事務所のྗڠʹΑΓ、Ⴉఆޙのࢬをͨく
͞ΜΒ͏͜ͱ͕Ͱ͖ͨ。日ࠒԂͰ用ҙ͍ͯ͠Δ画
用紙ط成のഇ材Ͱ表ݱͰ͖ͳ͍ຯΘ͍͕࡞ʹ
。Ε͍ͯͨݱ
　͜のΑ͏ͳػձを͜Ε͔Β͍͖͍ͨͯͬ࡞。
　

 

ʹ༿Λબͼ͍͢Α͏ࢬ˛
ઃ定͢Δ

࡞Ͳͨͪͷࢠ
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事ྫ⚕ʮࢲΞイυϧʯ⚕11ࣇࡀ月
　　　ʙͨݟΓฉ͍ͨΓͨ͜͠ͱを͔׆すੑ
　ʮステージͰՎ͍͍ͨʯͱ͍͏ͪ࣋ؾをͨͬ࣋
̖。ϚイΫを͕ͨͬ࡞、スタンυ෦を࡞Δのʹ
ΜͰ͍ͨ。গ͠લʹӡಈձを͠ݧܦ、ͦの時ʹ
ग़͍ͨ͠ࢥΈをΫϥスの表ࣔ൛をཱͯΔͨݟ
̖、ಉじΑ͏ͳのを࡞Γ࢝ΊΔ。使͍ऴΘͬ
ͨΨムテーϓのਊを⚒ஈʹॏͶͯཹΊͨのを⚔
ͭΈ߹Θͤ、த৺͕ۭくΑ͏ʹͯͦ͜͠ʹͬ࡞
ͨϚイΫをཱͯͨ。ϚイΫ࡞Γ͕͏まく行ͬͨ͜
ͱͰ̖のҙཉߴまΓ、ステージ٬੮をଞࣇͱ
Ұॹʹ࡞Γ͋͛、Ͱ表ݱすΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨ。
　্खく͍͔ͳ͍時ʹ͖͋ΒΊͣ、Ͳ͏ʹ͔方法
ͳ͍の͔ͱࠓまͰのݧܦࣝ、ٕज़を૯ಈ
һ͍ͤͯͭ͞ࢥくͱ͜Ζʹ、ੑをײじ͟Δを
ಘͳ͔ͬͨ。
　̖͕ΜͰ͍Δ時ʹ、ʮ͜͏すΕʯͱอҭऀ
ఏҊͨ͠くͳ͕ͬͨ、本͔ࣇΒ૬ஊ͞ΕΔまͰ
कΔ͜ͱʹͨ͠。ͦの݁Ռ、ࣗͰΓ͛Δݟ
͜ͱ͕Ͱ͖ͨͱ͑ߟΔ。

ʢ⚒ʣ͋ͦͼの࠷தにද͞ݱれるのʙμϯε・Վ・ݴ༿ʢढจࢻɺޠʣ・ͬ͝こ༡
ͼのγνϡΤʔγϣϯ・ొਓのͤΓ;ಈ͖・໘のల։
事ྫ⚑ʮԻָʹ߹Θͤͯʯ⚔ࣇࡀ⚕月
　　　　　　　　ʙμンスのதʹݟΒΕΔੑ
　μンス͕େ͖ͳ子Ͳͨͪ。ܾまͬͨৼΓ
͚を֮͑ͯ、ΈΜͳͰଗͬͯགྷΔ͜ͱ͕͖ͩ、
ࣗͨͪͰৼΓをͯ͑ߟགྷΓを࡞Δ͜ͱେ͖
Ͱ͋Δ。େ人͕͔͍ͭࢥͳ͍Α͏ͳಈ͖ϙーζ
を͑ߟग़͠、पғの子Ͳʹ教͑Δ͜ͱ͋Δ。
ΔのͰͳ͍のͰ͔Γʹく͍͕、ମのʹܗ
ಈ͖ϦζムのऔΓ方ʹͦの子ͳΓの表ݟ͕ݱ
ΒΕ、ੑをײじΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。
གྷΓऴΘͬͨͱ͜ΖͰ、ʮす͝くମ͕ಈ͍ۂ⚑　
͍ͯͨͶʯʮ͕ΫωΫωಈ͍͍ͯͨͶʯͱ৺を
ಈ͔͞Εͨ͜ͱを本ࣇʹ͑Δͱ、ʮ͏⚑ճགྷ
ͬͯ͋͛Δʯͱଓ͚͍ͯͨ。
 

˛͜͏ཱͬͯͯΔʂ
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事ྫ⚒ʮͪͦ͝͏を͍ͬͺ͍ฒͯʯ⚔ࣇࡀ⚖月
　　　　　　　　　　　　　　ʙޠを࡞Δੑᶃ
　まま͝ͱを͍ͯ͠Δ͏ͪʹ、テーϒϧʹͪͦ͝͏を
ฒΔ͜ͱʹڵຯをͪじΊΔ。
̖ʮテーϒϧʹ͕ܺؒͳ͍Α͏ʹ、ͪͦ͝͏をͳΒ
ΔΘΑʯ
ʮ̗͜ΕをೖΕସ͑ͯ、ͨく͞ΜͤΒΕΔΑ͏ʹ͠
ま͠ΐ͏ʯ

̖ʮ͓͍ͦ͠͏ʹͶʯ
ʮ̗ʹͳͬͨΒ୭͕৯ʹདྷΔ͔͠Βʯ
ॳͪͦ͝͏をテーϒϧ͍ͬͺ͍ʹฒΔ͜ͱを࠷　
తͱָͯ͠͠͞をײじ、Ͳ͏ஔͨ͠Β৯ࡼ
Ͱテーϒϧを͏まくຒΊਚくͤΔ͔を͍ͨͯ͑ߟ。
　͕ࣗͨͪຬすΔΑ͏ʹฒऴΘΔͱ、テーϒϧ
͍ͬͺ͍ʹฒͨͪͦ͝͏を୭͕৯ͯくΕΔの͔を
Β、͖ͬͱ͍ͨͯݟΊͨ。ʮʹͳͬͯӅΕͯ࢝͑ߟ
ͪͦ͝͏を୭͔͕৯ʹくΔΑʯͱఆ͠、Ұ人͕୨
のத、͏Ұ人͕ശを෦ʹཱͯݟ、ͦ͜ʹӅΕ͍ͯͨ。
　ͬ͜͝༡ͼのதͰ、子Ͳͨͪ໘ͦ͜ͰのΤϐιーυ、ొ人のཱੑ֨、
ηϦϑをͩ͑͠ߟ、૬खʹఏҊ͍ͯ͠Δ。Ұॹʹ༡ΜͰ͍Δ૬ख͕、ͦΕをָͦ͠͏ͩͱ
ड͚ࢭΊͯくΕΕ࠾用͞ΕΔ。͜の事ྫͰʮテーϒϧ͍ͬͺ͍ʹܺؒͳく৯をฒ
Δʯ͜ͱͱʮӅΕ所を࡞Γͦ͜ʹӅΕΔʯͱ͍͏ೋͭのʮָ͠͞ʯͱ像ྗの๛͔͞
。じΒΕͨײ͕

事ྫ⚓ʮ͍͕͍ͦ͠　͞Μͨ͞Μʯ⚔ࣇࡀ⚒月　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ʙޠを࡞Δੑᶄ
ग़ͨ͠。อҭऀֶ͕ੜ͍ݴΔͱ࡞絵をඳ͍ͯ、絵本を͕ࣇࡀ⚔　
時ʹतۀͰͨͬ࡞絵本を、ಡΜͰΒͬͨ͜ͱ͕Ө͍ͯ͠ڹΔ
ͱ͑ߟΒΕΔ。
　ന͍紙を絵本のΑ͏ʹંΓͨͨΈ、絵をඳくͱ絵本ʹͳΔ͜ͱ
を͑ͨ。絵͕ඳ͖͕͋ͬͨͱ͜ΖͰ、ޠをอҭऀ͕ฉ͖औΓ
文ࣈͰॻ͍͍ͯͬͨ。αンタΫϩース͕ϓϨθントをΔ͜ͱʹ
ͱ͍ͯ͠ͱ͍͏ストーϦーを絵͚ͩͰ表ݱ
͠、ͦΕʹ߹Θͤͨޠを口͑Ͱอҭऀʹ
Βͤ、࠷ऴϖージの݁まͰ࡞Γग़͍ͯͨ͠。
　ͬ͜͝༡ͼのதͰ͍Ζ͍Ζͳ໘をઃఆ͠、
ʹͳΓ͖ͬͯݴ༿をަΘす͜ͱを܁Γฦす͏
ͪʹ、಄のதͰイϝージをΒまͤ、ͦΕをඳ
͍ͨΓ、ͨͬޠΓすΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳͬ
͖ͯͨͱ͑ߟΒΕΔ。

˛ͪͦ͝͏Λฒͯ

˛ͦͯ͠ӅΕΔ
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ʢ⚓ʣ͋ͦͼのաఔͰݟられるのʙํ๏ɺॱ
ং・ஈऔΓのํ͑ߟ
事ྫ⚑ʮζϘンʹく༿ʯ⚕ࣇࡀ⚖月
　　　　　　　　　　　ʙ࣮ݟʹݧΒΕΔੑ
าʹग़͔͚ͨ公ԂͰ、ࣗのζϘンʹ༿ͬͺࢄ　
を͚ͯʮ΄Β、Έͯʂ　͓ͪͳ͍Αʯͱ༑ୡ
อҭऀʹ͍ͯͤݟΔ̖。पғの子Ͳʹʮ͜Ε
མͪͳ͍༿ͬͺͳΜͩΑʯͱ教͍͑ͯΔ。ͦʹ
͍ͨ#ʮ͋ͨͯ͠͠ΈΑ͏ʯͱͯͬݴ、མͪ
͍ͯΔ༿をर͍ζϘンʹ͚ͭͯΈΔ͕མͪͯ͠ま
͏。̖͕ʮͭくのͱ、͔ͭͳ͍の͕͋ΔΜͩΑʯ
ͱ͏ݴͱ、ʮ̖くΜのͱಉじの୳ͦ͏ʯͱ͍ͬͯ、
ಉじܗの༿を୳࢝͠ΊΔ。̖͔Βʹく༿をआ
Γͯ、͕ࣗબΜͩ༿ͱॏͶେ͖͞をൺͨΓ、
ӈのखのͻΒʹ⚑ຕͣͭͤͯॏ͞をௐͨΓࠨ
ͨ͠。$ʹ͓͍をᄿ͍Ͱ、ಉじʹ͓͍͕すΔ༿
を୳͍ͯ͠Δ。
　ζϘンʹ͚ͭͯམͪͳ͍༿を͚ͭݟ、ଞの༿ͱ
のҧ͍を֬ೝ࢝͠ΊΔ。ײ৮を͔֬Ίʮͭく༿ͬ
ͺ、͔ͨͬΆ͕;Θ;Θͯ͠Δʯͱ͍͏͜ͱを
ʹͭく༿ͱͦ͏Ͱͳ͍༿͕͋Γ、子Ͳͨͪ༿のཪ͕;Θ;Θ͍ͯ͠Δ。͚ͨͭݟ
ͱͭくΒ͍͠ͱԾઆをཱ͍ͯͯͨ。
　ෆ͜͏ࢥʹٞࢥͱʹରͯ͠、ͯݟൺΔ、ʹ͓͍をᄿ͙、৮ͬͯײ৮を͔֬ΊΔͳͲ、
ʹじͨ。ʮௐΔʯͱ͍͏͜ͱʹເதײੑをʹ࢟ग़す͑ߟを使ͬͯղ໌͠Α͏ͱײޒ
ͳΔ͜ͱͰ、ࠓまͰͨ͜͠ݧܦͱをجʹ、༷ʑͳ方法を͑ߟग़す͜ͱ͕Ͱ͖ͨ。

 

˛ζϘϯʹ༿ͬͺ͕͍ͨʂ

˛ʹ͓͍͕ಉ͔͡ͳʁ
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事ྫ⚒ʮࣗのϚϑϥーʯ⚕11ࣇࡀ月
ʙಉじ࡞のதʹݟΒΕΔͦの子ͳΓのੑ
　ຖ年ރΒ͠⚑߸͕ਧく͜ΖʹͳΔͱ࢝ΊΔ、
ϚϑϥーͮくΓ。使͍ऴΘͬͨΨムテーϓのਊ
のपΓʹׂΓസを͚ͭͨのを使͍、ໟࢳをϦ
ϦϠンのΑ͏ʹ編Έ͜ΜͰ͍く。⚕͕ࣇࡀ成
͠टʹ͍͍ͯרΔのをݟΔͱ、͏Βま͠くײ
じΔΒ͠く、⚔ࣇࡀ࡞Γ࢝ΊΔ。ͭまΓ⚕ࡀ
。Δ͍ͯ͠ݧܦʹظલ年の͜の時ࣇ
　⚒年ʹͳΔͱલ年の͜ͱを͍֮͑ͯΔ子
ଟく、ʮલの͍ͨΑ͏͞Μ（年）Έ͍ͨ
ʹ͠Α͏ʯͱ、৭を్தͰΓସ͑ͯストϥイ
ϓʹͨ͠Γ、ໟࢳのଠ͞をۃଠ͔Βࡉۃͱަ
ମʹม化をࣗܗ使͍、ଠ͕͞มΘΔ͜ͱͰʹޓ
ָ͚ͭͯ͠Ή࢟ݟΒΕΔ。
　ͦΕͧΕの子Ͳ͕Կ本Ϛϑϥーを࡞Γ、
৭のબΓସ͑のタイϛンάʹオϦジφϦ
テΟー͕ݟΒΕΔ。׳ΕͯくΔͱ、紙ʹࣗの
イϝージをඳ͍ͯઃܭਤのΑ͏ʹͨ͠Γ、ʮ10
पͨ͠Β৭ม͑Δʯͱ͋Β͔じΊ編Έを͑ߟ
ͯऔΓΜͰ͍Δ。
　͞Βʹ、อҭऀ͕用ҙͨ͠編ΈػͰͳく、
ͬͱେ͖͍ྠを୳͖ͯͯ͠ʮηーターを編Έ
͍ͨʯͱ͍͏子Ͳ͕ݱΕͨΓ、ͨͬ࡞ঢ়の
தʹް紙をԿຕೖΕ、಄ʹ߹Θͤͯ͛ۂΒΕ
ΔΑ͏ʹͯࣖ͋ͯ͠をͨͬ࡞子͍ͨ。
　ಉじ༡ͼのதͰ、ࣗͳΓの͕Ճ͑ΒΕ
ͨΓ、まͨҰͭの༡ͼ͔Βଞののを発͠、
ల։͍ͯ͠く࢟ݟΒΕͨ。
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事ྫ⚓ʮճ転ण࢘ʯ⚕11ࣇࡀ月　ʙ͍ئを࣮ݱすΔͨΊのੑ
　ճ転ण࢘のళを։͖͍͍ͨͨͱ͍ئ、⚒िؒલ͔Β४උを͍ͯͨ͠A。まͣճ転ण࢘ʹ
ण͕࢘ඞཁ、ͦͯ͠ࢧ払のͨΊのϨジ、౬ವΈͱ࣍ʑͱͯ͑ߟ用ҙ͍ͯͨ͠。ඞཁͳ
の͕ͦΖ͍、͍Α͍Α։ళ。す͙ʹళһ͓٬͞Μ͕དྷͯ、༡ͼをΓ্͛ͯくΕΔ。
　͔͠͠、ճ転ण࢘ళʹ͔ܽͤͳ͍ण࢘をճ転ͤ͞ΔΈ͕ͣͤͩ͑ߟ、ͱΓ͋͑ͣ
ஈϘーϧͰϕϧトঢ়ののを࡞Γ、ͦの্ʹࡼを固ఆͯ͠ࠨӈʹಈくΑ͏ʹͨ͠。

　งғؾຯΘ͑Δ͕、本人ೲಘ͍ͯ͠ͳ͍。
ճ転ण࢘のళͱ͓ͯ͠٬ͱのΓऔΓָ
͠Ί͕ͨ、৺Γ͕͋ΔΑ͏Ͱ、อҭऀʹʮճ
す方法͑ߟΔΑʯͱͭͿ͍͍ͯͨ。
　ʮճ転ण࢘を͍ͨ͠ʯͱ͍͏తʹ͚ͯ、
ඞཁͳのを͑ߟ、ϦストΞοϓͯ͠Ұͭͣͭ
じײ画ੑஈऔΓのྑ͕͞ܭ、ʹ࢟く͍ͯͬ࡞
ΒΕͨ。ճ転すΔΈをͲ͏࡞Δの͔͜の時
Ͱ͔͍ͣͭࢥ断೦͕ͨ͠、ճ転ण࢘を༑ୡ
、ΜͰΒ͑ͨ͜ͱ͕͏Ε͔ͬͨ͠Β͠くتʹ
։発ਫ਼ਆʹՐ͕͖、ͦのޙ、ஈϘーϧをԁঢ়
のϕϧトίンϕΞーのΑ͏ʹ࡞Γ、தʹೖͬͨ
ళһの子Ͳʹճͯ͠Β͏方法をͨ͑ߟ。

　
�
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ʢ⚔ʣ༑ୡͱのかかΘΓͰݟられるのʙ༠͍ํ・ؒにೖるͱ͖・ҙݟの͑ํ・ંΓ
߹͍の͚ํ
事ྫ⚑ʮ͓化͚ෑʯ⚕ࣇࡀ⚙月　ʙڞ௨のతを࣮ݱすΔͨΊのతઓུ
　ԂのͳͭまͭΓͰอҭऀ͕͓化͚ෑを͠
ͨͱ͜Ζ、⚕ࣇࡀの子Ͳͨͪʮࣗͨ
ͪͰͬͱ͓͠Ζくͯා͍͓化͚ෑを࡞
Γ͍ͨʯͱ͍͏͍ئをͬͨ。
　͓化͚ෑ࡞Γ⚕人の子Ͳ͕࢝Ίͨ。
まͣஈϘーϧͰトンωϧを࡞Γ、ͦの్தʹ
͓化͚͕͍ΔΑ͏ͳのʹすΔͱ話͠߹ͬͯ
ܾΊͨ。࣍ୈʹஈϘーϧのトンωϧ͕Ͱ͖ͯ
くΔのをͨݟ子Ͳ͕ͨͪؒʹೖ͖ͬͯͨ。
　電ؾをফͨ͠時ʹ҉くͳΔΑ͏ʹ、૭ʹܺ
ؒͳく紙をషΔ、্͔ΒΔす͓化͚を࡞Δ、
トンωϧの్தをΓൈ͖ηϩϑΝンをషͬ
ͯதをのͧく͜ͱ͕Ͱ͖Δ݀ջத電౮をࠩ
、͑ߟΔͳͲのׂを࡞൘を、Δ࡞Ή݀ࠐ͠
ΒՃΘͬͨ子ͲʹͲΕを͍͔ͨ͠બ͔ޙ
͍ͤͯͨ。
　͓化͚ෑ͕成すΔͱ、֤Ϋϥスʹ͓
Βͤをͯͬ࡞টͨ͠。年Լの子Ͳ͕ೖΔ
ͱ͖電ؾを͚ͭͯೖΕͯ͋͛、⚔͔ࣇࡀΒ
҉くすΔͳͲ、͓٬͞ΜʹΑͬͯม͍͑ͯ
ͨ。
を͍ͯ͠Δͱ͖、͓化͚ෑを։ళۀ࡞　
͍ͯ͠Δͱ͖、༷ʑͳҙݟのରཱ͕͖ىΔ。
ࣗのओுを話͠、૬खのओுʹʮͲ͏͠
のҙਤす͍ޓ、のʯͱ理༝をฉ͖͏ࢥ͏ͦͯ
Δͱ͜Ζを֬ೝͯ͠ંΓ߹͍を͚͍ͭͯͨ。
　まͨ、͔ޙΒՃΘͬͯくΔ子Ͳʮ͜Ε
をͯ͠ʯͱ断ఆతʹׂを༩͑ΔのͰͳく、
事をϦストΞοϓͯ͠、ͦのதΒΕΔ͑ߟ
͔ΒબすΔ方法を͑ߟग़͍ͯͨ͠。͜の͜
ͱͰෆඞཁͳトϥϒϧ͕ͳくਐΊΔ͜ͱ͕Ͱ
͖͍ͯͨ。
の͜Ζ͔ΒԂͰҰॹʹա͖ͯͨ͝͠ࣇࡀ⚑　
͜ͱͰ、͓͍ޓのੑ֨をΑく͍ͬͯΔ͜ͱ
͋Δ͕、ࠓまͰͨく͞Μのトϥϒϧを͠ݧܦ、ΈΜͳͰతをୡ成すΔͨΊʹ、͍ͪ
͍ͪᎍΊ͍ͯͯ͠ΐ͏͕ͳ͍ͱ͍͏͜ͱΘ͔ͬͯདྷ͍ͯΔ。ҙ͕ݟͿ͔ͭͬͨ時のં
Γ߹͍の͚方͔ޙΒೖͬͯくΔؒのରԠʹ、͕ײじΒΕΔ。

˛൘ࣈΛ͔͚ΔࢠͲ͕୲ͨ͠
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事ྫ⚒ʮͨの͍͠ͳʂすͳ͋ͦͼʯ⚕ࣇࡀ⚖月
　　　　　　　　　　　　　ʙੑを発͠ش、ׂの୲ͯ͠ΈΜͳの͍ئを࣮ݱすΔ
　ʮ͛Μ͖ͳ͜͏ͪΌΜ　ͨの͍͠ͳʂすͳ͋ͦͼʯͱ͍͏紙ࣳډをͨݟ子Ͳ͕ͨͪ、
ͦのதʹग़ͯくΔ࠭のγーンを͠ݱ࠶Α͏ͱ話͠߹ͬͨ。紙ࣳډをอҭऀʹआΓͯ、࠭
のԣ、ΈΜͳ͕ݟす͍ͱ͜Ζʹηοト
ͨ͠。ͦΕをݟͳ͕Β紙ࣳډのストーϦー
ͱಉじΑ͏ʹ、団子を࡞Δ、をͯͬ࡞
ਫをྲྀす、ࢁを࡞Δ、֗を࡞ΔͳͲ
を୲ͨ͠。
　紙ࣳډのதͰ、ʮ͜͏ͪΌΜʯͱ͍͏Ψ
キେক͕、पғの子ͲʹࣔࢦすΔの͕ͩ、
͜の時の子Ͳͨͪࣗओతʹׂをड͚
ʮͰ͖ͨʙʯͱҰ人の子Ͳ。͍ͨͯͬ࣋
ͱ、ʮ͕͜͜΄Μͱ͏じΌͳ͍ʯʮ紙͏ݴ͕
をۀ࡞ͱ͓ΜͳじͩʯͳͲࣗͨͪのډࣳ
紙ࣳډͱݟൺධՁ͠मਖ਼͍ͯͨ͠。
 

ன৯ޙͷؒ࣌ɺԂఉͰ༡Μͩ
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事ྫ⚓ʮまͶ͍͍ͯ͠ʁʯ⚕11ࣇࡀ月　ʙ༑ୡのੑをࣗの༡ͼʹऔΓೖΕΔ
　̖͕ཛέースをΓൈ͍ͯ৭を͚、人ܗを͍ͯͬ࡞Δのを͕̗͍ͨͯݟ ʮԶまͶ͠
͍͍ͯʁʯͱͯͬݴಉじΑ͏ʹ࡞Γ࢝ΊΔ。ຓʹ͋͛Δͱの͜ͱ。$ʮԶまͶ͍ͯ͠
͍ʁʯͱͯͬݴ、ཛέースʹ৭をృΓ࢝ΊΔ。̘ ৭をృͬͨέースを͖ࠐΈ、पғ͕
৭ʹแまΕΔ͜ͱをָ͠Ή。まͨ、ॏͶ方ʹΑͬͯ৭͕มΘΔ͜ͱを発͠ݟ、̖̗ ʮʹ
ͬͯͨʁʯͱ報͍ͨͯ͠ࠂ。
　༑ୡ͕͍ͯ͠Δ༡ͼͱಉじ͜ͱをすΔͱ͖ʹʮまͶ͍͍ͯ͠ʁʯͱڐՄをΒ͏͕࢟ଟ
くݟΒΕΔ。༑ୡのΞイデΞイϝージをड͚ͱΊ、ධՁ͠、ࣗのதʹऔΓೖΕͯ༡Ϳ
ͱ͖ʹ、૬खʹରͯ͠ܟҙを表͍ͯ͠Δ。Ұ方ʮまͶ͍͍ͯ͠ʁʯͱݴΘΕͨ子Ͳ、
ࣗの͍ͯͨ͜͠ͱをධՁ͞Εͨͱड͚ͱΊ͍ͯΔΑ͏ͩͬͨ。

　
�
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ʢ⚕ʣ܁Γฦ͠༡ͼͳ͕らɺ৽たͳऔΓΈをՃ͍͑ͯ͘ʙେҪอ育Ԃの͓Ոܳの༡ͼ
　େҪอҭԂʹ、ͳ͔͍ͥࢥग़ͨ͠Α͏ʹ܁Γฦ͠ग़ݱすΔ༡ͼ͕͋Δ。ಉじϝンόー
Ͱ͠ݱ࠶Α͏ͱすΔ͜ͱ͋Δ͕、ଞの子Ͳ͕ՃΘͬͨΓ、まͨશくผの子Ͳͨͪ
͕༡ͼͩす͜ͱଟ͍。େҪอҭԂͰ͜のΑ͏ͳ༡ͼをʮ͓Ոܳʯͱ໊͚͍ͯΔ。
　༡Ϳ༷子を͍ͯݟΔͱʮ͜のલの͠Α͏ʯʮಉじʹ࡞Ζ͏ʯͱ࢝ͯͬ߹͍ݴΊΔ͕、લ
ͱಉじ༡ͼをすΔ͜ͱ΄ͱΜͲͳ͍。લճの༡ͼを౿ま্͑ͨͰ、ͦの時ʹ͍͍ͨͭࢥ
新ͨͳのをՃ͍͑ͯΔ。

͓Ոܳ⚑ʮ転͕す༡ͼʯ
ᶃ͕݀։͍͍ͯͨΓ、۷͕ͬͯ͋ͬͨߔΓ͠
ͯビーۄを転͕す͜ͱ͕Ͱ͖ΔੵΈを使
ͬͯ、⚓人Ͱʮγステムʯをͨͬ࡞。
　Ͳ͜の݀ͱ݀を݁ͼ͚、݀ͱ͕ͭߔͳ͕
ΔΑ͏ʹすΕ͍ߴͱ͜Ζ͔Β͍ͱ͜Ζ
、Δ͜ͱͳくビー͕ۄ転͕ΓམͪΔ͔、
⚓人Ͱ話͠߹͍ͳ͕ΒΈཱ͍ͯͯͨ。
（月⚖ࣇࡀ⚕）
ᶄΑΓくビーۄを転͕すͨΊʹ、૭のαン୨、テーϒϧを使ͬͯίースを࡞。ͨͬ࡞
ͬͨAʮਐ化ͤͨ͞ʯͱઆ໌͍ͯͨ͠。（⚕ࣇࡀ⚑月）

ᶅߴく͠ͳくͯく転͕すͨΊʹ、গͣͭ͠ߴ
ࠩを͚ͭ、চを転͕すタイϓをͨͬ࡞。
（月⚑ࣇࡀ⚕）
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ᶆط成のੵΈを使Θͣʹ、ࣗͰ転͕すʮγステムʯを
࡞Γͨくͳͬͨ。ശʹׂΓസをషͬͯ、転͕すのを࡞
ͬͯΈͨ。
　
　ശを୳すの͕ΊΜͲ͏͔ͩΒͱ、ް紙ʹׂΓസを͚ͭͯ
（月⚘ࣇࡀ⚕）。ΊΔ子Ͳ͍ͨ࢝Γ࡞
　
　ผの日ʹശʹׂΓസを্͚ͭͨʹ、్தʹ絵をඳ͖Ճ
͑ͯ࿏のΑ͏ʹ্͍ͯ͛Δ。ʮ͜の΄͏ָ͕͠くͳ
ΔͰ͠ΐʯ͍ͨͯͬݴ。（⚕11ࣇࡀ月）

ᶇେ͖ͳ転͕す͠くΈを࡞ΓͨくͳΓ、தੵܕΈͱް紙Ͱίースを。͍ͨͯͬ࡞成͠
（12月ࣇࡀ⚕）。日ؒͦのままʹָͯ͠͠Μͩ⚔ޙͨ

ᶈϘーϧϓーϧをग़すͱ、じΊϘーϧϓーϧͰӭ͙Α͏ʹ༡ΜͰ͍͕ͨ、தੵܕΈ
をු͔ΔΑ͏ʹͯͬͯ͠༡ͼ࢝ΊΔ。࣍ʹखͰ͍͜ͰҠಈを࢝ΊΔ。ࠓඥͰҾ
ͬுͬͯͬͯਐΉ͜ͱをҰ人͕発͠ݟ、͞ΒʹҾͬுΓす͍Α͏ʹͱ、ϓーϧのܗ
をม͑Δ͜ͱをผの子͕ఏҊすΔ。͍͕͍ͭࣗͨͪͯ͠Δ転͕す༡ͼを͍ࢥग़ͯ͠
ʮԶ͕ͨͪビーۄΈ͍ͨʯͱ話͍ͯͨ͠。（⚔・⚕ࣇࡀ⚗月）
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͓Ոܳ⚒ʮੵΉ༡ͼʯ
　ಉじܗେ͖͞の方ମのੵΈをੵΈ্͛Δ༡ͼを܁Γฦ͠行͍ͬͯΔ。Ұ人Ͱখ͞
͍のを࡞Δͱ͖͋Δ͕、༑ୡͱҰॹʹେ͖ͳ࡞を࡞Δ͜ͱ͕ଟ͍。
ᶃߴくੵΉ、पғʹυϛϊ͠のΑ͏ʹฒΔを⚓໊Ͱ୲͠、த৺ͱͳΔஉࣇ⚑໊
のΞイデΞをݩʹ、ҙ͠ަݟͳ͕Βイϝージをڞ༗͠ੵΈ্͍͛ͯͨ。่すͱ͖ʹ、
ΈΜͳをݺΜͰΧントμンを͍ͯ͠Δ。（⚕ࣇࡀ⚘月）

ᶄ天ҪʹまͰண͖ͦ͏ͳくΒ͍の͞ߴののをͨͬ࡞。ʮϚン
γϣン࡞Δͱ͖Έ͍ͨͳғ͍（）͕อҭԂʹ͋Ε͍
͍のʹʯͱ話͍ͯ͠Δ。（⚕10ࣇࡀ月）

ᶅੵΈのέースをؒʹೖΕͯデザインͨ͠。⚒ʹ͔Εͯ
⚒本࡞Γʮπインタϫーʹͨ͠ʯͱの͜ͱ。
（月⚒ࣇࡀ⚕）　

ᶆ৭をͦΖ͑ͯΈཱͯ、༷ʹͳΔΑ͏ʹͨ͠。
（月⚒ࣇࡀ⚕）　
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⚓ɼࢠͲͨͪͷʮੑʯΛͲͷΑ͏ʹଊ͑Δ͔
　େҪอҭԂͰ、ʮੑʯをʮ新ͨͳՁをੜΈग़すྗʯͱͱΒ͑ͨ。新ͨͳՁ、
Կͳ͍ͱ͜Ζ͔ΒੜΈग़͞ΕΔの͋Δ͕、ԂのதͰ、のલの༡ͼอҭऀ͕用
ҙ͔ͨ͠ڥΒܹをड͚、ಉ時ʹͲ͔͜ͰͨݟΓฉ͍ͨΓͨ͜͠ݧܦͱ͕͞ىΕ、新
ͨͳ༡ͼͱͯ͠表͞Ε͍ͯΔ͜ͱ͕ଟくݟΒΕͨ。͋ͨΓま͑の͜ͱ͕ͩʮੑʯ、
ʮθϩʯ͔ ΒੜまΕͯくΔ͜ͱكͰ、ʮઌ行研究ʯの্ʹ成Γཱ͍ͬͯΔ͜ͱの方͕ଟ͍
のͰ͋Δ。ʮͬͱイイ͜ͱʯʮͬͱ͓͠Ζ͍͜ͱʯを͖͍ͭࢥ、ͯ͠ΈΔ͜ͱ͕େ
ҪอҭԂの子ͲͨͪʹݟΒΕͨʮੑʯͰ͋ͬͨ。
　ʮ新͍͠Ձ（ੑ）ʯをੜΈग़ͨ͠時ʹ、ࣗΒຬͨ͠Γ、͓͠Ζ͕͞༑ୡʹ
ΘͬͯධՁをड͚ͨΓすΔ。༑ୡのΞイデΞイϝージ、ٕज़をड͚ͱΊ、ධՁ͠、ࣗ
のதʹऔΓೖΕΔ͜ͱ͕ଟくݟΒΕΔ。ͦの時ʮまͶ͍͍ͯ͠ʁʯͱਘͶΔ͕࢟ଟくݟ
ΒΕ、ஶݖ࡞ͱ͍͏Α͏ͳのを子Ͳͨͪେ事ʹ͍ͯ͠Δ。େҪอҭԂͰ༑ୡのま
ͶをすΔ͜ͱ͕、ϚイφスイϝージͰͱΒ͑ΒΕ͍ͯͳ͍。͜のΑ͏ͳ͜ͱを௨ͯ͠、
ʑ͋Δのʹ、Ճ͑ͨΓ、γンϓϧʹͨ͠Γ、ม͑ͨΓͱ͍ͬͨ新ͨͳՁを͚Ճ͑ݩ
Δ͕࢟ଟくݟΒΕΔ。ϑϧϞデϧνΣンジΑΓ、ϚイφーϞデϧνΣンジ͕ಘҙͰ͋Δ。
ੑをʮ新نͰಠࣗͳ発を͑ߟग़す͜ͱʯ͚ͩͰͳく、ʮطଘのΞイデΞϧーϧ、
ύターン、ؔੑをΓӽ͑Δྗ。新͍͠ΞイデΞࣜܗ、方法、ղऍを࡞Δ͜ͱʯͱ
ͱΒ͑Δͱ、ϚイφーϞデϧνΣンジੑͱͯ͠ೝΊΒΕΔのͰͳ͍͔ͱͨ͑ߟ。
　まͨ、༑ୡͱҰॹʹ༡Ϳ͜ͱͰ、Ͳ͏すΕͬͱ໘ന͍͔、ָ͠く༡Δの͔ͱ͍͏
తʹ͔ͯͬʮ新͍͠ՁʯをڞಉͰੜΈग़͍ͯͨ͠。人ؒのֶशݸʑの内໘のม容
ߟΔͱ͍ͯ͠ڹͱの͔͔ΘΓ͕େ͖くӨڥ、用࡞ޓͱͳΔ͕、ଞऀͱの社ձత૬ૅج͕
͑ΒΕΔ。ΞイデΞをڞ༗͠、ධՁ͠、ϑΟーυόοΫをड͚ղऍすΔ͜ͱͰ、͕ղ
ܾ͞Ε、ڞಉͰのҙܾࢥఆ͕ͳ͞ΕΔ、ͦ͜ʹੑ͕ײじΒΕͨ。
　ੑを発͍ͯ͠شΔ子Ͳͨͪʹ、ͲΜͳྗ͕උΘ͍ͬͯΔの͔をԂ内Ͱ話͠߹ͬ
ͨͱ͜Ζ、ԼهのΑ͏ͳ͕͑ߟग़͞Εͨ。
　　　w像ͨ͠Γ、表ͨ͠ݱΓすΔ͜ͱをָ͠Ή͜ͱ͕Ͱ͖Δ。
　　　wͲ͏ͯͩ͠Ζ͏、Ͳ͏ͨ͠Β͏まく͍くのͩΖ͏ͱ͑ߟଓ͚Δ୳究৺͕͋Δ。
　　　wΒͳ͍͜ͱをௐΔ͜ͱを͓͠Ζ͕͍ͬͯΔ。
　　　wʮ͜͏ͨ͠Β্खく͍く͔ͳʯͱԾઆを͍ͨͯͯΔ。
　　　 w͏ まく͍͔ͳ͔ͬͨͱ͖ʹʮͲ͕͜ҧͬͨの͔ʯͱৼΓฦ͍ͬͯΔ。
　　　 w͋ ͖ΒΊͣ、೪ΓڧくऔΓΉ。
　　　w͍ͬͯΔ͜ͱをੜ׆͋ͦͼのதͰ使͏、ݱ࠶すΔ。
　　　w͍ͬͯΔ͜ͱͱ͍ͬͯΔ͜ͱを݁ͼ͚Δ。
　　　 wࣗ の͑ߟをݴ༿Ͱ͑、૬खの͑ߟをௌ͖理ղすΔ。
　　　 wࣗ ͱ૬खの͑ߟのʮಉじʯͱʮҧ͍ʯ͕͔Δ。
　͍Ζ͍Ζͳ༡ͼを௨ͯࣗ͠ͳΓʹࣝをಘͯ、Ҏલʹಘͨࣝͱ新ͨʹ֫ಘͨࣝ͠
をΈ߹Θͤͯ、ղܾのͨΊʹԾఆすΔྗ͕ҭͪ、ੜ׆のதͰ使用すΔͨΊのԠ用ྗ
をͭ࣋͜ͱ͕Ͱ͖Δͱ͑ߟΒΕΔ。理ղ͠、ੳ͠、Ԡ用すΔ࢟をʹ͚Δ͜ͱ、ͦ
ΕʹΑͬͯ͞ま͟まͳղܾを͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔ͜ͱ、ʮੑʯのҭͪ
ʹେ͖ͳӨڹを༩͑ΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。
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⚔ɼࢠͲͨͪͷʮੑʯΛҭͯΔͨΊͷอҭऀͷԉॿͱ
　ʮ子Ͳの࢟をೝΊΔ͜ͱʯʮײʹڞಈすΔ͜ͱʯʮ子ͲͱҰॹʹָ͠Ή͜ͱʯʮ子
Ͳのݴಈ͔Β内໘をಡΈऔΓଓ͚Δ͜ͱʯ、ͦͦอҭऀͱͯ͠ඞཁͳج本తͳ࢟
Ͱ͋Δ͕、ʮੑʯをҭͯΔͨΊʹେมॏཁͰ͋Δ。
　େҪอҭԂͰ౼ٞͨ͠ੑ͕ݟΒΕͨ໘༡ͼ、すͯʮ͖ͳ༡ͼをָ͠Ή時
ؒʯʹݟΒΕ͍ͯͨ。ͪΖΜΫϥスΈΜͳͰಉじ׆ಈを行͏໘Ͱ、ੑ͕発͞ش
ΕΔ͜ͱ͕͋ΔのͩΖ͏͕、ࣗ༝ͳงғؾͦΕͧΕ͕ೝΊΒΕΔงғؾのதͰͦ͜
ੑʹΜͩ͋ͦͼ͕ݟΒΕΔのͰͳ͍͔。େҪอҭԂͰ、子Ͳ͕ͨͪʮ܁Γฦ͠ࢼ
ͤΔʯʮ͍͍ͨͭࢥͱ͖ʹす͙ʹͰ͖ΔʯʮຬすΔまͰ行͑Δʯ͜ͱをҰ番ʹ͑ߟ、時
ؒͱ所を֬อすΔΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。子Ͳの৺ͪ事をྀΔ͜ͱ͕อҭऀのୈҰの
使໋ͱ͍ͯ͑ߟΔ͔ΒͰ͋Δ。
　子ͲͨͪのੑをҭΉͨΊʹ、อҭऀͲのΑ͏ͳԉॿを۩ମతʹ行ͬͨΒΑ͍の
͔をԂ内Ͱ話͠߹ͬͨ。
　　　wΉΈʹ話͔͚͠ͳ͍、్தͰఏҊ͠ͳ͍、ධՁ͠ͳ͍、ݟकΔ。
　　　wඞཁͩͱ͑ߟΒΕΔ材ྉಓ۩を͞Γ͛ͳくஔく。
　　　w࠷ऴతʹʮૉఢͩʯʮ͍͍͑ߟʯʮ͓͠Ζ͍ʯʮॳΊͯͨݟʯͳͲのอҭऀの

。をストϨートʹ͑Δײ
　Ҏ্の⚓͕、ੑをेʹ発ͤ͞شΔͨΊʹඞཁͳڞ௨のอҭऀのԉॿͱ͑ߟΒΕ
ͨ。ͭまΓ、子Ͳのྗを৴じͯ、ΉΈʹಇ͖͔͚ͣ、͔ͭͣΕͣݟकΔ͜ͱ、अຐ
を͠ͳ͍͜ͱ͕େͩͱͨ͑ߟのͰ͋Δ。子Ͳʹಇ͖͔͚͠ͳ͍͕、ͦの子Β͠
ͦ͞の子のֶͼを、༡ͼのதͰのݴ༿͙͠͞、࡞͔Β͚ͭݟग़͠、ҙຯをಡΈऔΔ
ྗ͕อҭऀʹٻΊΒΕΔ。݁ՌʹݱΕͨの͚ͩをͯݟ断すΔのͰͳく、աఔʹ
を͚ͯഎܠをؚΉશମをଊ͑ΔࢹͰ、ੑを͑ߟΔ͖Ͱ͋Δ。
　͞Βʹ、อҭऀ͕ࣗ๛͔ͳੑײをͪ࣋、ଟ༷ͳՁʹ͖ͮؾ、ඒ͠͞ʹରすΔӶහͳ
ڞ、をຏく͜ͱ͕まΕΔ。ͦの͜ͱͰ、子Ͳ͔ͨͪΒੑをҾ͖ग़͠、ଚॏ֮͠ײ
༗Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。まͨ、子Ͳͱͱʹ༡ڞのָ͠͞をͦ、͠ײ
ͼのؒͱͯ͠ର話͠、อҭऀͱͯ͠のݧܦをجʹࣗΒのࣝをੜ͔͠、子Ͳ͕ͯͬ࣋
͍Δ͍ئの࣮ݱをՌͨͦ͏ͱ͑ߟʹڞΔԉॿ͕ॏཁͰ͋Δ。
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⚕ɼੑΛҭͯΔอҭԂ
　ʮ子ͲʹݟΒΕΔੑͱͲのΑ͏ͳの͔ʯʮͲのΑ͏ͳྗをҭΉͱੑ͕ݱ
ΕΔの͔ʯʮͦのͨΊのอҭऀのԉॿͲ͏͋Δ͖͔ʯʹ͍ͭͯ、େҪอҭԂͰݕ౼͠
ͨ͜ͱを͜ΕまͰड़͖ͯͨ。ޙ࠷ʹ、ੑをҭΉͨΊのऔΓΈをԂ内ʹੜΈग़͠、
ఆணすΔͨΊʹ、Ԃͱͯ͠ͲのΑ͏ͳ͜ͱを৺͕͚ͨの͔をهす͜ͱʹすΔ。
　まͣ、อҭの方をࣔす͜ͱ͕ॏཁͩͱ͍ͯ͑ߟΔ。େҪอҭԂ区ཱͰ͋Γ、
区ཱの公ઃ公Ӧのอҭ所43͔ࡏݱ 所͋Δ。人事ҟಈ͕⚕年を్ʹ行ΘΕ͍ͯΔͨΊ、
新࠾ن用のΈͳΒͣதݎอҭ࢜ϕテϥンอҭ࢜ຖ年新ͨʹԂʹଐ͞ΕΔ。区ཱ
のอҭ所શͯʮอҭ所อҭࢦʯʹࣔ͞Ε͍ͯΔΑ͏ʹ、༮ࣇの࣮ଶʹ߹Θͤͳ͕Βอ
ҭのڥʹอҭऀのҙਤをࠐΊ、༡ͼを௨ͨ͠૯߹తͳ教ҭを行͏͜ͱを͍ͯ͠ࢦΔ。
͔͠͠、ԂʹΑͬͯྗをೖΕ͍ͯΔʹଟগ૬ҧ͕͋ΔͨΊ、ຖ年Ԃͱͯ͠の方をࣔ
すඞཁ͕ग़ͯくΔ。લ年ʹʮશମతͳܭ画（อҭ՝ఔ）ʯをอҭऀશһ͕ࢀ画͠ݕ౼͠
ͯまͱΊ͍ͯΔ͕、⚔月当ॳのϝンόー͕มΘͬͨ時Ͱ、վΊͯʮ͜のԂͰԿ͕࠷
େͩͱ͑ߟΒΕ͍ͯΔの͔ʯをࣔす͜ͱͰ、อҭऀօ͕҆৺ͯ͠ඪʹ͚͍͔ͯͬΔ
Α͏Ͱ͋Δ。
　ੑ、ࣗ༝ͳงғؾҰ人Ұ人͕ೝΊΒΕΔงғؾのதͰ発͞شΕΔ。อҭऀ集団
ಉ༷Ͱͳ͍ͩΖ͏͔。Ұ人Ұ人のอҭऀ͕ೝΊΒΕ、อҭऀͱͯ͠のࣗ༝ͳ発͕࣮
Δ。อҭऀ͔Β૬ஊ͕͋ͬͨ͜ͱをҰ͍ͯ͑ߟΔ͜ͱ͕େͩͱ࡞をڥͰ͖ΔΑ͏ͳݱ
ॹʹ͓͠Ζ͕Γ、時ʹʮͬͱ͜͏ͯ͠ΈͨΒʯͱఏҊ͠、子Ͳ͕ͨͪҙݟをग़͠
߹͍༡ͼを࡞Γ্͍͛ͯくのͱಉじΑ͏ʹ、อҭをҰॹʹ͍ͯ͠くΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。
ͦのͨΊʹඞཁͳʮのʯʮ所ʯʮ時ؒʯͳͲのڥを͑Δの、ԂϦーμの
ׂͩͱ͍ͯ͑ߟΔ。
　อҭ所ͰνームͰอҭを行͏͜ͱ͕ଟく、まͨอҭ時͕͍ؒͨΊԿ人͔のอҭऀ͕
時ؒʹΑͬͯҾ͖͍ܧͰอҭを行͍ͬͯΔ。ͦのͨΊ、ݸʑのอҭऀのスキϧΞοϓ͞
Δ͜ͱͳ͕Β、集団ͱͯ͠の࣭ࢿ・ྗの্͕ΘΕ͍ͯΔ。Ұ人Ұ人の͖ͮؾをपғ
ʹ͑、ධՁ͞Ε、ϑΟーυόοΫをड͚Δ͜ͱͰ、ݸ人集団ҭͭのͰͳ͍͔ͱߟ
͑、Ұ人Ұ人のอҭऀの話ʹࣖを͠ײڞ、͚、Ұॹʹָ͠Ή෩を͍ͯͬ࡞Δ。ͦのͨ
Ί͔、େҪอҭԂ、ͪΐͬͱͨ͠時ؒを͚ͯͭݟʮͯݟΈͯ、子Ͳͨͪ͜Μͳのͬ࡞
ͨのΑʯʮΈΜͳͰྗを߹Θͤͯ、͜Μͳ;͏ʹ༡ΜͰ͍ͨのʯͳͲ、৺をಈ͔͞Εͨ子
Ͳͨͪの࢟をଞのอҭऀʹΒͤ、֬ೝ͠߹͏͕࢟ଟくݟΒΕΔอҭऀ集団ͱͳ͍ͬͯ
Δ。
　͞Βʹ、อҭऀの子ͲをݟΔを͔֬ʹすΔΑ͏ͳֻ͚ͱͯ͠、࣮ફهをͱʹ
ͨ͠Ԃ内研究をΜʹ行͍ͬͯΔ。Ԃ内研究Ͱීஈのձ話ͱҟͳΓ、テーϚ（研究ओ
）をܾΊͯ、ͦの͜ͱʹ͍ͭͯ事ྫを͋͛ͯ話͠߹͍をすΔ͜ͱʹͳΔ。ͦの͜ͱͰ、
ͦΕͧΕのอҭऀの子Ͳのଊ͑方をΑΓਂくΓ、͍ޓの͑ߟをೝΊ߹͏ػձͱͳͬͯ
͍Δ。Ԃ内研究のテーϚؔ৺͕͋Δ͜ͱをืΓ、ͦのத͔ΒબͿΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。͔͠
͠、ۙ͜͜年ʮ子ͲͨͪʹݟΒΕΔੑͱʯʮ子ͲͨͪのઓతҙཉをߴΊΔ
ͨΊʹʯͳͲ、ඇೝతྗʹؔΘΔ͜ͱをテーϚʹ͍ͯ͛ܝΔ。͜Ε、ᶃอҭ所の
ੜ׆༡ͼの༷ʑͳ໘ͰͲの年ྸの子ͲͨͪʹݟΒΕΔ࢟Ͱ͋Γ、ಉじ研究テーϚ
ʹօ͕͔͑Δ͜ͱ、ᶄ研究݁Ռ͕ʮ͜͏すΕ͜͏ͳΔʯͱ͍͏Α͏ͳ、୯७ͳखॱ
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ϚχϡΞϧʹͳΓಘͳ͍͜ͱ、ͱ͍͏理༝͕͋Δ。子Ͳͨͪʹҭ͍༷ͯͨʑͳ࣭ࢿ・
ྗ、୯७ͳखॱϚχϡΞϧʹΑͬͯҭまΕΔ͜ͱͳ͍。ͦΕͱಉ༷ʹอҭऀ集団の
スキϧΞοϓ、Ұ人Ұ人͕༷ʑʹ͠ݧܦ、ͦΕͧΕ͕ͦΕͧΕをΓ、ೝΊΒΕΔதͰ
。Δ͔ΒͰ͋Δ͍ͯ͑ߟͰ͖Δͱݱ࣮
　Ұ人Ұ人͕ੑを発͠ش、อҭऀ集団͕ੑʹຬͪͨอҭを࣮ફすΔ͜ͱͰ、子Ͳ
ͨͪのྗをҭΊΔのͰͳ͍͔ͱࠓճの研究を௨࣮ͯ͠21ੈ。ͨ͠ײ をΑΓΑくل
ੜ͖ΔͨΊʹඞཁͳ࣭ࢿ・ྗͰ͋ΔతͳߟࢥをҭͯΔ͜ͱ、子Ͳͨͪの日ʑの
ղܾをॿ͚Δ͚ͩͰͳく、社ձのதͰੜ͖͍ͯく্Ͱग़ձ͏、͞ま͟まͳ՝をࠀ
すΔのʹཱͭͱ͑ߟΒΕΔ。

อխ༐ஶٱ・࢙文ॻ：ʮ͛Μ͖ͳ͜͏ͪΌΜ　⚒　ͨの͍͠ͳʂすͳ͋ͦͼʯງඌ੨ߟࢀ
　ಐ৺社
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�
５歳児の協同体験の中で
　　　　　　はぐくまれる創造性

社会福祉法人 湘北福祉会 あゆのこ保育園副園長
福田奈美恵
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⚑ɽ͋Ώͷ͜อҭԂͷ֓ཁ
　͋Ώの͜อҭԂ、ਆಸݝ
ްࢢʹ͋ΔཱࢲのೝՄอҭ所
ͱͯ͠、平成1�年⚔月ʹ։Ԃ͠
ͨ。ఆһ120໊ Ͱ、134໊ࡏݱ
ࡀ⚕ʙࣇࡀ⚐。Ԃ͍ͯ͠Δࡏ͕
まͰ⚑Ϋϥスͣͭ͋Γ、։所ࣇ
時ؒ⚗時ʙ20時（༵日ʙ
18時）Ͱ͋Δ。༷ʑͳ地区͔Β
ೖ所͖͓ͯͯ͠Γ、ଔԂޙຖ
年10ߍલޙのখֶߍʹ͔Εͯ
बֶすΔ。
　อҭ理೦ʮࣇಐの࠷ળの利
益のอোʯʮอऀޢʹ৴པ͞ΕΔԹ͔ͳࢧԉʯʮ地Ҭの子ҭͯࢧԉのॆ࣮ʯʮ理ͱ࣮ફ
の૬ܒޓ発ʹΑΔઌਐతอҭʯの⚔ͭͰ͋Δ。ͦのதͰʮࣇಐの࠷ળの利益のอোʯ͕、
当Ԃのอҭのϕースͱͯ͠େʹ͞Ε͍ͯΔ。อҭ所อҭࢦをجʹ、Ұ人Ұ人の子Ͳ
の人ݖをଚॏ͠、͍͔ͳΔࠩผͳくѪ͞Ε、͋Δ͕ままのࣗͰ͍Δ͜ͱをೝΊΒΕ、
、͠ݱաͤ͝ΔΑ͏ྀ͍ͯ͠Δ。ͦの͜ͱʹΑΓ、子Ͳୡ͕ࣗࣗをࣗ༝ʹ表ʹͤ
Ұ日をৼΓฦͬͯʮָ͔ͬͨ͠ʯͱ͑ࢥΔ͜ͱを͍ͯ͠ࢦΔ。
　まͨ、׆֎ށಈをத৺ͱͨ͠ײಈͱखͨ͑͝
の͋Δอҭをେʹ͍ͯ͠Δ。قઅのม化、
২、天ީͳͲʹؔ৺をͪ࣋、ࣗવڥのม化
のؔ৺をҭΈ、๛͔ͳ͕ੑײҭͭΑ͏อҭʹ
औΓΈ、ײಈͨ͜͠ͱ、ෆײʹٞࢥじͨ͜ͱ、
ͨ͜͠ͱͳͲをอҭ࢜༑ୡʹ͑ͨΓ、
ࣗͰࢼ行ޡࡨすΔதͰઓͨ͠Γ͠ͳ͕Β、
༷ʑʹ表ָͯ͠͠ݱΊΔ子Ͳを͍ͯ͠ࢦΔ。
　ԂをͱΓまくڥͱͯ͠、当Ԃްࢢのத
Ͱ人口のҰ番ଟ͍地区ʹଐ͍ͯ͠Δ。װઢಓ࿏（ࠃಓ246߸ઢ）͕ ۙくを௨͓ͬͯΓ、Ԃ
の東ଆʹҐஔすΔ本ްӺまͰେ人のͰ13ͱൺֱతۙく、֗ࢢ地ͱͯ͠の印͕ڧ
͍。子Ͳୡ、খ͞ͳ͔ࠒΒ電ंंをݟʹ行ͬͨΓ、⚕ࡀʹͳΔͱెาͰӺલを௨ͬ
ͯ、ՊֶؗʹϓϥωタϦムؑʹग़͔͚ͨΓすΔ。
　໘、ԂのଆʹాാͳͲ͕͕Γ、天ؾのΑ͍日ʹେࢁ͕ࢁ࢜ΊΔͳ
Ͳ、๛͔ͳࣗવʹܙまΕ͍ͯΔ。ंの行͖དྷのͳ͍҆શͳಓՖ୳͠のઈの
ͱͳΓ、ۙくのԸીͰίイΞώϧ、ΧϞͳͲʹग़ձ͏͜ͱ͕Ͱ͖Δ。ۙྡのভ
ظେֶͱ࿈͓ͯ͠ܞΓ、େֶෑ地内のཪࢁʹग़͔͚Δػձ͕͋Δ。ཪࢁࢄาಓ͕
උ͞Εͨྛʹͳ͓ͬͯΓ、年ؒを௨ͯ͠๚ΕΔ͜ͱʹΑΓࣗવのม化をײじΔ͜ͱ͕
Ͱ͖Δ。まͨెา20ఔの所ʹ、ࢢのٸۓආ所ʹࢦఆ͞Ε͍ͯΔʮ΅͏͍͞の
ٰ公Ԃʯ͕͋ΔͳͲ、⚔ࣇࡀ⚕ࣇࡀ、ࢄาԕͰقઅのࣗવʹेʹ৮Εͳ͕Β༡
Ϳ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。
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⚒ɽ׆ಈྫࣄʮεΠΧഓΛ௨ͯ͠ʯ
　本研究ձのテーϚʮ͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭ
׆ഓ、の子Ͳୡ͕ࣇࡀ⚕ճࠓ。ΒΕͨ͛ڍಋʯのキーϫーυͱͯ͠ʠੑʡ͕ࢦ
ಈを行͏தͰ՝ʹͿ͔ͭΓ、ͦΕを͖͔͚ͬʹ地ҬՈఉͱͭͳ͕Γをͪ࣋、༷ʑͳ
ࣝݧܦをڠ͔͠׆ಉ͠ͳ͕ΒղܾʹऔΓΜͩ事ྫを௨ͯ͠、ಛʹ⚕ࣇࡀの集団のதʹ
ੑ͕ժੜ͑Δ༷子ʹযを当ͯͯհ͍ͨ͠。ঘ、ରͱͳΔ⚕ࣇࡀΫϥス23໊ Ͱ
͋Δ。
　当Ԃのʮҭ͍ͯͨ子Ͳの࢟ʯʹʮ৯のਖ਼͍͠理ղ͕Ͱ͖、৯事をָ͠Ή͜ͱのͰ͖
Δ子Ͳʯ͕͋Δ。ʠࡊをҭͯΔ͜ͱͰ৯のڵຯؔ৺をਂΊΔʡͱ͍͏ͶΒ͍͔Β、
ԂスϖースͰ、य़ジϟΨࡊಈを行͍ͬͯΔ。当ԂのԂఉԞʹ͋Δ׆ഓ͕ࣇҎ্ࡀ⚓
イϞ、ՆϛχトϚトφス・ϐーϚン・キϡϦ・インή
ン、ळʹキイ・απϚイϞͳͲをҭ͍ͯͯΔ。ऩ֭ͨ͠
৯材を使ͬͯԂ内Ͱௐ理をָ͠ΜͩΓ、Ոఉʹ͍ͯͬؼͪ࣋
͍ͨͩͨΓ͍ͯ͠Δ。ۙ࠷Ͱ、ͲのΑ͏ʹͯ͠৯͔ͨを
ࣸਅೖΓͰ͝報ࠂくͩ͞Δอऀޢ૿͖͑ͯͨ。य़ʹࡊԂ
ೖ口のΞーνͰϒϥοΫϕϦーをҭͯ、子Ͳୡ͕࣮をఠΜ
Ͱ、ジϟムジϡースを࡞ΔͳͲָͯ͠͠ΜͰ͍Δ。
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　Ԃのྡʹ͋ΔՈ͞Μ͔ΒʮϥοΧηイ͕ϋΫビγンʹ৯ΒΕͯશ໓ͨ͠ʯͱ͍͏
報を͏ͳͲ、地Ҭฑ、ΧϥスͳͲのௗϞάϥ・ωζϛͳͲのখಈ、ʹΑΔ৯
ଟ͍。ࡊԂͰҎલ͔Β৯͋Γ、͏͕ࡊまくҭͨͳ͍͜ͱ͋ͬͨ。子Ͳୡ
͕͔ͬΓすΔのの、ͦΕҎ্ʹ発ల͠ͳ͔ͬͨ。ʮҭͯす͍Նࡊʯͱ͍͏͜ͱͰ
ϛχトϚト・ϐーϚン・φスͳͲをબΜͰ͍Δ͕、ͨく͞Μऩ֭Ͱ͖ΔのͰ、͍く͔͕ͭ
৯ʹ͋ͬͯ͞΄ͲؾʹͳΒͳ͔ͬͨの͔͠Εͳ͍。

を子Ͳୡʹฉ͍ͯΈΑ͏ʯͱ、子ͲࡊΓ͍ͨ・৯ͯΈ͍ͨՆ࡞年、୲͕ʮࠓ　
ୡʹ͔͚͛ͯΈͨ。子Ͳ͔ΒʮスイΧを࡞Γ͍ͨʂʯʮύϓϦΧʂʯʮͱ͏Ζ
͜͠ʯʮΧϘνϟʯͳͲ、ࠓまͰҭͯͨ͜ͱのͳ͍ࡊの໊લ͕ͨͬڍ。
。ഓʡの༷子Ͱ͋ΔΈのҰͭͱͳͬͨʠスイΧࢼճ͝հすΔ事ྫ、当Ԃʠॳʡのࠓ　
ʠݶΒΕ͔ͨ͠ऩ֭Ͱ͖ͳ͍ʡスイΧのഓを௨ͯ͠、子Ͳୡ͋ΒͨΊͯʠ৯ʡ
をҙࣝすΔ͜ͱʹͳͬͨ。օͰ৯を͙ͨΊのࣝを集Ί、ҙݟをަΘ͠߹͍、Ξイデ
Ξをܗʹ͍ͯͬͨ͠աఔをͬͯΈͨ。　

⚑ʣබから育ͯΑ͏ʂ
ᶃࣗୡͰങ͍ʹ
　⚕月15日、Ԃ͔ΒెาͰ15ఔの地Ҭの
+Aച所ʹ⚕ࣇࡀΫϥス͕、͕ࣗͨͪҭͯ
ΔスイΧのබをങ͍ʹ行ͬͨ。スイΧのබのଞ
ʹ、ҰॹʹઓすΔ͜ͱʹͳͬͨΧϘνϟͱ
͏Ζ͜͠のබ、ͦͯ͠⚔ࣇࡀΫϥスͱ⚓ࣇࡀ
Ϋϥス͔Βґཔ͞Ε͖ͨΎ͏ΓͳͲのබまͱ
Ίͯങͬͯདྷͨ。
、のබを୲͕ख͠ࡊまͰ、ҭͯΔࠓ　
子Ͳୡ২͚͑ͭのͱ͜Ζ͔ΒΘ͕ͬͨ、
ճࣗͨͪͰබをങ͍ʹ行くͱ͜Ζ͔Βࠓ
ΘΔ͜ͱʹͨ͠。
　͜のച所ʹຖ年⚕ࣇࡀΫϥス͕ങ͍ମ
ಈのͶ׆Ͱ͓ੈ話ʹͳ͍ͬͯΔ。༧ΊԂ͔Βݧ
Β͍内容ͳͲを文ॻͰ͓͑͠、子Ͳୡの
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地Ҭަྲྀ社ձମݧのͨΊの͝ྗڠを͓͍͍ͯ͠ئΔ。͓ళの方ʑ、子Ͳୡ͚ͩͰങ
͍すΔ༷子を、༏͠く、͞Γ͛ͳくݟकͬͯく͍ͩͬͯ͞Δ。
　͜のΑ͏ʹ、ࣗୡͰҭ͍ͯͨࡊをબͼ、ͦのබをࣗୡͰങ͍ʹ行͖、ͨく͞Μ͋
Δத͔ΒબΜͰങͬͯくΔͱ͍͏ݧܦ、ͦのޙഓ׆ಈʹରͯ͠ΑΓਂ͍ڵຯؔ৺を
。ͳ͕Δ͜ͱͱͳΔͭʹ࢟ΘΔͯͬ࣋

ᶄ͍Α͍Α২͚͑
　⚕月1�日、ߪೖͨ͠බをࡊԂʹ২͚͑ͨ。
ഓʹ͠ΜͰのࡊΫϥスの時͔Βࣇࡀ⚓
͍Δ子ͲୡͳのͰ、২͚͑ख׳Εͨ
のͩ。২͚͑用の݀を۷Δ、බをࢦͰڬΜ
ͰϙοトをͦͬͱͻͬくΓฦ͠Ҿ͖ൈく、২
͚͑ͨޙをトントンͱ༏͠く ۉ す、ਫ

ͳΒ

をͨͬΓͱ͋͛Δ等、օͰख͚を͠ͳ͕
ΒਐΊΒΕͨ。スイΧのබ⚒本২͑ͨ。
　බを২͑ͨ所ʹ、ΧϥーϖンͰʰ͔Γ
Μ͙Έʱͱॻ͔Εͨ൘ࣗୡͰཱͯͨ。
年ԼのΫϥスの子Ͳୡ͕を౿ΈೖΕͨΓ、
উखʹऩ֭ͯ͠͠ま͏͜ͱͳͲを͍͗ͨͱ
ΒのΑ͏ͩ。͕ࣗͨͪҎલ、ാ͔͍ࢥ͏͍
のதʹೖͬͯ͠ま͍、年の子Ͳୡ͔Β
ҙ͞Εͨݧܦ͍ࢥग़͔ͨ͠͠Εͳ͍。
　͜の日、ԂͰ用ҙ͓ͨ͠ห当ശʹڅ৯を
٧Ίͯ、ࡊԂͰ৯ͨ。ීஈอҭࣨͰ৯Δ
のͱҧ͏ށ֎のͪ࣋ؾΑ͞をຯΘ͍、২͑
͔ͨΓのՄѪ͍බをݟकΓͳ͕Β、ࢥ͍ࢥ
͍の所Ͱன৯をָ͠Μͩ。
　ॳΊͯݧܦすΔスイΧのබ͕無事ʹҭͭの
͔ʜ。୲ਖ਼、ʮ本当ʹ࣮͕ ੜ Δの͔

ͳ

ͳ・・・ʯͱ৴ٙͩͬͨ。子Ͳอҭ
कͬͨ。ͦΜͳத、スイݟ৺͠ͳ͕Β࢜
ΧのබͭΔをάンάンͱ৳͠ͳ͕Βໜͬ
͍ͯͬͨ。子Ͳୡ͔ΒʮͭΔ͕のͼ͖ͯ
ͨͶʯʮՖ͕࡙͍ͨΑʂʯʮま͔ͩͳーʯͳ
Ͳ、スイΧのੜをָ͠ΈʹすΔ͕ฉ͔Ε
ͨ。֎༡ͼのʹබの༷子をݟʹ行ͬͨΓ、
ଓܧをൈ͍ͨΓ、ਫを͋͛ͨΓ͠ͳ͕Βࡶ
తʹେʹҭ͍ͯͯΔݟ͕࢟ΒΕͨ。
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ᶅ͍ͭʹ࣮͕ੜͬͨʂ
　⚖月⚙日、ࡊԂͰ͍ͭのΑ͏ʹスイΧの༷子をͯ͠؍
͍ͨ子Ͳୡ͕、খ͞ͳスイΧの࣮を͚ͨͭݟ。
　ʮͶ͑ʂスイΧ͕Ͱ͖ͯΔʂʯʮ͋ͬ本当ͩʂ　ઌੜ、ス
イΧ͕Ͱ͖ͯΔΑʂʯʮͪͬͪΌ͍Ͷーʯܘ⚓ᶲऑ΄Ͳの
খ͞ͳ࣮͕ͩ、ཱ༷ͳスイΧฑ。ࣗͰҭͯͳ͍ݶΓ、
͜Μͳʹখ͞く͖ͯΕ͍ͳスイΧをݟΔػձͳ͍。͞͠خ
ͱ͖ڻͰ、子Ͳୡอҭ࢜をݺΜͩΓ༑ୡをݺΜͩΓେڵ
ฃͩͬͨ。ҰൠతͳスイΧのେ͖͞イϝージͰ͖͍ͯΔ子
ͲୡʹͱͬͯͪΌΜのΑ͏ʹখ͞く、ʮまͩখ͍͔͞
Β、͋まΓ৮Γա͗ͨΒͩΊͩΑͶʯʮͦͬͱͩΑʯͳͲ、
খ͞ͳスイΧを͍ͱ͓͠く͍ࢥ、େʹ͍ͨ͠ͱ͍͏ͪ࣋ؾ
͕表Ε͍ͯͨ。

⚒ʣେ݅ࣄʂʂͤͬか͘の࣮͕・・・୭のۀʁʁ
　͋Δ日、ࡊԂʹ͍ͨ子Ͳ͕⚔ࣇࡀΫϥスのҭ͍ͯͯΔキ
ϡϦのҟมʹؾ͍ͨ。ʮઌੜ、キϡϦ͕Կ͔ʹ৯Β
ΕͪΌͬͨΈ͍ͨʯ。ྑくݟΔͱ、ඒຯͦ͠͏ʹҭͬͨキϡ
Ϧʹେ͖ͳ৯͕͋Δ。ʮ͍͍ͬͨ୭͕ͬͨΜͩΖ
͏・・・ʯۙྡのՈの方を͚͔ͨݟ子Ͳୡ、ૣ話をฉ͖ʹ行ͬͨ。すΔͱ、Ո
の方৯をͯݟʮ͜ΕΧϥスͩͶʯʮ͓じ͞Μのാ、ΧϥスʹΒΕ͍ͯΔΑʯ
ʮωοトを͔͚ͳ͍ͱ、スイΧ৯ΒΕͪΌ͏͔͠Εͳ͍ΑʯͳͲ教͑ͯくͩͬͨ͞。
まͨ、ാをݟճͬͨ子Ͳ͕ʠΧϥスのӋʡ͕མ͍ͪͯΔのを発ͨ͠ݟ。ʮͬͺΓ、Χ
ϥスͩʯͱ子Ͳୡ֬৴͠、ʠスイΧʹωοトを͔͚Α͏ʡͱ͍͏͜ͱʹͳͬͨ。
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　ͱ͜Ζ͕ͦΕ͔Βؒͳ͍⚖月1�日、スイΧʹ
ωοトをֻ͚Δલʹʠҟมʡ͕͖ىΔ。ܘ⚗ᶲ
くΒ͍まͰʹҭ͖ͬͯͨ⚑ͭの͖Ε͍ͳؙ͍スイ
Χの࣮ʹザΫザΫͱ͕ۭ͍͍݀ͯͨのͩ。
　ʮ͋ͬʂΒΕͨʂʯʮઌੜ、スイΧ͕Χϥス
ʹ৯ΒΕͪΌͬͨΑʯͱ子ୡ͍ͨڻΓ、Ψ
οΧϦͨ͠Γʜ。ʮઌੜ、Χϥス͕ೖΒͳ͍Α͏
ʹૣくωοトをֻ͚Α͏ʂʯେͳΓのスイΧ
の࣮をकΔҝʹ子Ͳୡ͔Β͕͕ڍΓ、ͱΓ͋
͑ͣのࡦͱͯ͠スイΧʹωοトを͔͚ͯकͬͨ。

⚓ʣΧϥεの͍ݏͳのͬͯԿʁɹΞΠσΞू·
れʂ
　スイΧʹωοトをֻ͚ͨのの、ଞのࡊΧ
ϥスʹ৯ΒΕͯ͠ま͏のͰͳ͍͔ͱ৺ͳ子
Ͳୡ。୲ૣくωοトを用ҙͯ͠ࡊをकΖ
͏ͱ͕͍ͨͯ͑ߟ、子Ͳୡ͔ΒΧϥスආ͚ʹؔ
すΔ話͕͕ڍΓ࢝Ίͨ。ʮాΜ΅ാͰキϥキ
ϥͨ͠のを͍ͬͯΔのをͨ͜ݟͱ͕͋Δ。͋
Εௗをආ͚ΔのͰͳ͍͔ʁ　ΧϥスޫΔ
の͕͍ݏͳのͰʁʯͱ༧ଌすΔ࢟͋ͬͨ。
୲͜Εをֶͼのػձͱଊ͑、ʠΧϥス͔Β
׆・ձػΔ͑ߟをकΔ方法を、子Ͳୡ͕ࣗࡊ
ಈʹ͠Α͏ʡͱͨ͑ߟ。
　͜ΕまͰ、子Ͳୡ͚ͩͰղܾͰ͖ͳ͍͜ͱ
、Կ͔ΞイデΞ͕΄͍͠時ͳͲʹ、୲͕ʮՈ
Ͱ、͓͏ͪʹ人ʹฉ͍ͯΈͯͶʯͳͲͱを͔
͚͍ͯͨ。ཌ⚖月20日ʹ、อऀޢʹฉ͍ͨΓ、
ҰॹʹௐͨΓͨ͜͠ͱを紙ʹॻ͍ͯͯͬ࣋くΔ
のͰ、୲͕ͦの内容をօのલͰ発表͕ͨͬ͋࢟
すΔ時ؒをઃ͚ͨ。Ұ人のஉ͕ࣇՈఉͰௐ͖ͯ
ͯ、օのલͰ発表ͨ͠。ʮ͓͞Μ͕͜͏ͯͬݴ
ͨΑ。ΧϥスޫΔの͕͖ͯͬͩ。͔ͩΒ、ʹޫΔのをͯͬ࣋དྷΔ͜ͱ͋ΔΜ
ͩʯ。ͦΕを͖͔͚ͬʹ子Ͳୡ͔Β͞ま͟まͳҙ͕ݟग़͞Εͨ。
　ʮΧϥス、キϥキϥͨ͠の͖ͰすʯʮΧϥス、キϥキϥͨ͠の͕͍ݏ。ᚶ
͍͔͠ΒʯʮΧϥスආ͚の方法。キϥキϥͻ͔ΔのをͿΒԼ͛Δ。Ͱ、Χϥスݡく
ͯす͙֮͑Δ͔Β所をͪΐくͪΐくม͑ΔʯʮΧϥスくͳͬͨトϚトを৯ます。
ΧϥススイΧ͕͓͍͠くͳͬͨΒ৯ʹདྷます。ΧϥストϞϩίγ͕͓͍ͦ͠͏ʹ
ͳͬͯくΔͱདྷますʯʮΧϥスಀ͛Δ時ʹӋ͕Ҿֻ͔ͬΔの͕ݏͳのͰ、ࢳをுΔの͕
͍͍ͱ͍ࢥますʯͳͲの͞ま͟まͳ報͕集まͬͨ。อऀޢの方͕खͬͯくΕͨ͜ͱͰ、
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ࣗ৴をͬͯ発表すΔ࢟ʹͭͳ͕ͬͨΓ、͕ࣗௐ͖ͯͨ内容Ҏ֎の報を͔ؒΒฉ
く͜ͱͰ、ʮΈΜͳͰҰॹʹ͑ߟΔͱύϫーʹͳΔʯͱײじͨΓͱ、ますますڠಉͯ͠औΓ
Ή࢟ʹͭͳ͕͍ͬͯͬͨ。

⚔ʣΧϥεආ͚を࡞Ζ͏ʂ
ᶃڠಉͯͯͬ͠࡞ΈΑ͏
　Χϥスの͍ݏͳの、ͱͯ͠۩ମతʹʮௗΈ͍ͨʹ、όαόαすΔのを͕ݏΔ͔ʯ
ʮۄをා͕ΔΑͶ。ాΜ΅Ͱͨ͜ݟͱ͕͋Δʂʯʮ$%をΔすのʁʯʮླのԻͲ͏
͔ͳʯʮ͔͔͠ʹकͬͯΒ͓͏ʂʯʮശͰͨͬ࡞人ܗをஔくʯͳͲのΞイデΞ͕ग़͞Ε
ͨ。ͦ͏ͯ͠օͰʠΧϥスආ͚を͍く͔ͭͯͬ࡞ാʹઃஔすΔʡͱܾまͬͨ。
　⚖月21日、ʠௗʡʠۄʡʠԻのग़Δのʡʠ͔͔͠（人ܗ）ʡの⚔ͭを࡞Δ͜ͱʹͨ͠。
༑ୡͱҙݟをग़͠߹͍ͳ͕Β、ࣗୡͰͯ͠׆ಈをਐΊΒΕΔΑ͏、อҭ࢜ʮ࡞Γ
͍ͨのʯຖʹάϧーϓ͚ͨ͠。ʮΧϥスආ͚の݅ʯͱͯ͠、子Ͳ͔ΒʮΧϥス
ʹࡊを৯ΒΕͳ͍のʯʮ෩ӍͰ؆୯ʹյΕͳ͍のʯͱ͍͏⚒͕͛ڍΒΕͨ。
　まͣ、ʮͲΜͳܗののをͲΜͳ材ྉͰ࡞Δの͔ʯをάϧーϓͰ話͠߹ͬͯઃܭਤのΑ
͏ͳのをඳ͍ͯΒ͏͜ͱʹͨ͠。ࣗୡ͕࡞Ζ͏ͱ͍ͯ͠ΔΧϥスආ͚のイϝージを
۩ମతʹڞ、͑ߟ༗すΔͨΊʹ話͠߹͍をすΔ͕、ݴ༿͚ͩͰࣗのイϝージ͍ͯ͠Δ
イϝージを、ΑΓ૬͑ߟਤをॻく͜ͱʹΑͬͯࣗのܭΘΒͳ͍͜ͱ͋Δ。ઃ͕ܗ
खʹ͔ΔΑ͏ʹ͑ΒΕΔのͰͳ͍͔、ͦͯ͠、ࣗͱҧ͏૬खの͑ߟҙݟड
͚ೖΕͳ͕Β、͍ޓのҙݟをすΓ߹Θͤͯ⚑ͭののʹ࡞Γ্͛ͯཉ͍͠ͱ͍͏อҭ࢜の
ҙਤ͕͋ͬͨ。
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　ઃܭਤ͕Ͱ͖͕͋Δͱ、੍࡞ʹͱΓ͔͔ͬͨ。使用すΔ
ૉ材ʮ֎ʹઃஔすΔの͔ͩΒ、ӍͰյΕͳ͍のʯͱ͍
͏理༝ͰΧϥーϙϦା・ϖοトϘトϧ・Ψムテーϓ・Ϛジ
οΫ・ϛϥーテーϓͳͲ͕子Ͳ͔Β͛ڍΒΕͨ。͔͔͠
のखʹΰムखା͕使ΘΕͨ。
　子Ͳୡのͨͬ࡞ઃܭਤをอҭࣨʹܝग़ͨ͠ͱ͜Ζ、อ
׆の方ே༦ʹをཹΊ、子ͲୡのऔΓΜͰ͍Δऀޢ
ಈʹڵຯをࣔͯ͠く͍͕ͩͬͯͨ͞、͜のΰムखା、͔
の方͕ʮ͏ͪʹΰムखା͕͋Δ͔ऀޢΓをͬͨอ࡞͔͠
ΒͦΕを使ͬͨΒʁʯͱͯ͠ࢀ࣋くͩͬͨ͞のͩ。
　ԂͰ、ීஈ͔Βอ׆͚ͯʹऀޢಈの༷子をࣸਅͰܝ
ࣔͨ͠Γ、ϗϫイトϘーυʹॻ͍ͨΓ、ʮʓʓʹ͍ͭͯ、
͓͏ͪの人ʹฉ͍ͯΈͯͶʯͳͲ͔͚͛ͨΓͱ、Ԃの
อҭʹؔ৺を͚͍ͩͨͯͬ࣋ΔΑ͏͍ͯ͠Δ。ͦΕʹ
ΑΓ、อऀޢ׆ಈのϓϩηスʹڵຯ・ؔ৺をͯͬ࣋くͩ
͞Γ、子ͲୡのʮͳΜͩΖ͏ʁʯʮͬͯΈ͍ͨʂʯͳ
Ͳの͍を࣮ͤ͞ݱΔͨΊのαϙートͯ͠くͩ͞Δ文化͕
ੜまΕͭͭ͋Δ。

。શ෦Ͱ⚓ʙ⚔日ؒ΄Ͳ͔͔ͬͨʹ࡞੍　
͏まくઃܭਤ௨ΓʹॱௐʹਐΉάϧーϓ
͋Ε、࡞ΔաఔͰҙݟのҧ͍ͳͲ͔Β੍
͠。த断ͯ͠͠ま͏άϧーϓ͕͋ͬͨ࡞
͔͠、スイΧࡊをकΔҝʹ時͕ؒ無
͍͜ͱྑく͔͓ͬͯΓ、อҭ࢜のྭま
͠ड͚、ͳΜͱ͔ࣗୡͰંΓ߹͍をͭ
͚ͳ͕Β、ܙͱྗを߹ΘͤͯҰੜ໋ݒʹ
ʠΧϥスආ͚ʡを࡞Γ͍͋͛ͯͬͨ。

ᶄാʹઃஔʂ
　⚖月、ͬͱͰ͖͕͋ͬͨʠΧϥスආ͚ʡをࡊԂʹઃஔすΔஈ֊ʹͳ͕ͬͨ、͔͔͠
をͲ͏ཱͬͯͯΔ͔͕ʹͳͬͨ。子Ͳ͔Βʮઌੜ、ଠ͍ύイϓͬͯ͋Δʁʯ
ʮ無͍ͳΒ、ΧϥーίーンʹすΔ͔ʯʮのͰ൘Έ͍ͨʹཱͯͨΒͲ͏ʁʯͳͲのҙ
ग़͞Εͨ。話͠߹͍の݁Ռ、ʮ֯材ʹΨムテーϓͰ͔͔͠を固ఆཱͯ͠Δʯ͕͜ݟ ͱʹͳͬ
ͨ。͔͠͠、͔͔͠を͔ͬ͠Γͱ固ఆͯ͠ാʹཱͯΔの͍͠。୲ͱ子Ͳୡʮͦ
、ଜ͞Μʯͱஉੑのอҭิॿ৬һͰߴʮ。ͨ͑ߟΈΑ͏ʯͱ͍ͯ͠ئ͓ʹଜ͞Μߴ、ͩ͏
、ଜ͞ΜߴΒ、ʮ͔ࠒをҰखʹҾ͖ड͚ͯくΕ͍ͯΔ。子Ͳୡ日ݕઃの҆શ理・ࢪ
Δのʁ͍ͯ͑の͓ਫڕۚ ͋Γ͕ͱ͏ʯʮߴଜ͞Μ、͕͜͜յΕͪΌ͚ͬͨͲ、ͤΔ
ʁʯͳͲίϛϡχέーγϣン͕ࣗવʹऔΕ͓ͯΓ、Կ͔म理͍ͨ͠時ͳͲʮͨͬࠔ時ʹ
ʹ͍͍ͯΔ。ʮ͔͔͠を֯材ʹऔΓ͚ΔʯʮാʹཱͯΔʯ͕֮ײଜ͞Μʯͱ͍͏ߴ
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方法を૬ஊ͠、खͬͯΒͬͨ。
　ͦの΄͔のάϧーϓのʮΧϥスආ͚ʯ子
Ͳୡ͕ઃஔ所をͯ͑ߟ、ઃஔͨ͠。ͦの
時Χϥスのݟ͕࢟ΒΕ͕ͨ、ԕ͖רʹാを
དྷͳ͔ͬͨ。ʮԶͨͯͬدΔ͚ͩͰ͍ۙͯݟ
͕͍ͪΔ͔ΒདྷΒΕͳ͍ΜじΌͳ͍ʁʯʮΧ
ϥスආ͚͕͋Δ͔ΒདྷΒΕͳ͍ΜじΌͳ͍ʁʯ
ͳͲ、子Ͳୡࣗ৴ຬʑ。͖Ύ͏Γϛχ
トϚトをҭ͍ͯͯΔ年ԼのΫϥス͔Βʮ͓
ܑ͞Μ、͓࢞͞Μ͕（Χϥスආ͚を）ͯͬ࡞
くΕͨʯͱݴΘΕͯগ͠ಘҙؾͳ༷子ͩͬͨ。
　ͦΕ͔Β、ΧϥスʹΑΔ৯本当ʹ無く
ͳͬͨ。Χϥスආ͚をޮͨͬ࡞Ռ͕͋ͬͨの
ͩ。

�
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⚕ʣऩ֭Ͱ͖たʂ
　⚗月18日、ͪʹͬͨスイΧのऩ֭。スイΧશ෦Ͱ10ݸ΄ͲͰ͖ͨ。୲の༧を
Δ͔ʹ্ճΔͰ͋ͬͨ。まͣ⚑͚ͩݸऩ֭ͯ͠ΈΑ͏ͱ͍͏͜ͱʹͳͬͨ。ऩ֭す
ΔスイΧのީิ⚒ͭ͋ͬͨ。Ұ番େ͖Ίの、22ܘʙ23ɸ ΄ͲのスイΧͩͬͨ。ʮͲͪ
Βを࠾Δʁʯͱ子Ͳ୲͕ͬͨ、͋Δอҭ͔࢜Βʮୟ͍ͯΈͯ、͍Իの方͕ྑ
͍Β͍͠Αʯͱ͍͏報͕͋ͬͨ。ͦΕͰ、ީิの⚒ݸをΈΜͳͰୟ͍ͯԻを͔֬Ίͨ。
ʮͬͪ͜の方͕、͍Ի͕すΔΑʯͱ、͍Ի͕ͨ͠方のスイΧをऩ֭ͨ͠。ʮ݁ߏ、͍
ͬͺ͍Ͱ͖ͨΑͶʂʯʮԶ͕ӡͿʂʯʮॏ͍ͬʂʯͳͲ子Ͳୡの表ͨͬͩ͏ͦ͠خ。
　୲͕ʮऩ֭ͨ͠スイΧをͲ͏すΔ͔ʁʯ
ͱฉくͱ、ʮࠓ日の͓ͭ（ϑϧーπϙンν）
ʹதをくΓൈ͍ͯೖΕ͍ͨʯʮो、ίο
ϓͰҿΈ͍ͨʯͱの。อҭࣨʹͯͬؼͪ࣋、
օͰϫΫϫΫ͠ͳ͕ΒスイΧをͬͯΈͨ。
ʮΘー、本当ʹくͳͬͯΔʂʯʮछ͕す͝
͍ʂ　͍くͭೖ͍ͬͯΔΜͩΖ͏ʂʯʮന͍
छ͋ΔʂʯͱتͿ子Ͳୡ。ͦの日ϑϧ
ーπϙンνͱスイΧジϡースをָ͠Μͩ。ຯ
ʹ͍ͭͯ、ਖ਼୲पғのอҭ࢜ظ͍ͯ͠ͳ͔
ͬͨ。ͦΕ΄Ͳංྉ等ʹखؒを͔͚ͨΘ͚Ͱͳく、ͦΜ
ͳʹ؆୯ʹ͍、ඒຯ͍͠スイΧ͕Ͱ͖Δͣͳ͍ͱ༧
͍ͯͨ͠。͔͠͠、ऩ֭ͨ͠スイΧେ人の༧ʹ͠
ͱͯく、ͦΕʹ͍ͨڻ。
　スイΧഓ͕ॳΊͯのࢼΈͰ͋ͬͨ͜ͱ、Χϥス͔Βक
Γൈ͍ͨスイΧͩͬͨ͜ͱ、ࣗୡ͕͍ͨͯͬࢥҎ্ʹ
く͓͍͔ͯͬͨ͜͠ͱ、ͨͬͨ⚒本のスイΧのබ͔Β͍ࢥ
͕͚ͣͨく͞Μの࣮͕ऩ֭Ͱ͖ͨ͜ͱͳͲʜ子Ͳʹͱͬ
ͯ୲ʹͱͬͯ、ࠓճのഓେ͖ͳײಈͩͬͨのͰ
ͳ͍ͩΖ͏͔。

�
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⚖ʣ͖͠ΐ͍ͩͳεΠΧ͕͋ͬたら・・・
　⚗月、ʮスイΧാʯをڠಉ画ͱͯ͠ඳ͍
ͨ。ͭΔ͕άχϟάχϟͱ͋ͪͪ͜ʹ৳ͼ
͍ͯΔ༷子、༿のܗ࣮の͖方ͳͲ、ス
イΧをҭ͖͔ͯͯͨݧܦΒࣗવͱඳ͔Εͯ
ຯਂ͔ͬͨの、Χϥスඳ͔Εڵ。͍ͨ
ͨ͜ͱͩ。͔͠、ԿͱͳくΧϥスʹѪ
をײじ͍ͯΔΑ͏ͳඳ͖方ʹͨ͑ݟ。͠
͔ͨ͠Β、子ͲୡʮΧϥスʯʹ͍ͭͯ
ௐΔ͏ͪʹ、Χϥスのۙײをͨͬ࣋
のͰͳ͍͔ͱ͑ߟΒΕΔ。
　ͦのޙগͣͭ͠スイΧをऩ֭͠、
　・͠Βく০Δ。͓Ոの人ଞのΫϥス、ઌੜୡʹ͍ͨͤݟ。
　・͍ͬͺ͍͋Δ͔Β、ଞのΫϥスʹ͚ͯ͋͛Α͏。
　・スイΧを৯ͨޙʹ、छඈ͠をͯ͠Έ͍ͨ。
　・子Ͳୡʹ、スイΧʹؔすΔ絵本ʰす͍͔のͨͶ　͋ͪΌΜの͓ͳ͠（͞ͱ
͏Θ͖͜　͞く・͑　Իؗॻళ）ʱをಡΈฉ͔͍ͤͨ。

ͳͲ子Ͳอҭ8、͑ߟ͕࢜月த०ࠒまͰ༷ʑͳܗͰ׆ಈܧଓͨ͠。

、ΫϥスͰ、୲͕ʮຖ日⚑冊ࣇࡀ⚕　
子Ͳୡʹ絵本のಡΈฉ͔ͤをͯ͠৭ʑͳ
ੈքをָ͠ΜͰཉ͍͠ʯͱ͑ߟ、時ʹ׆
ಈͱؔ࿈ͤͨ͞内容ͳͲબͼͳ͕Β絵本
ʹ͠Ήػձをઃ͚͍ͯΔ。ͦΜͳத、8
月24日୲͕絵本ʰ͖ΐ͍ͩͳ͖ΐ͍ͩ
ͳ（࡞：୩ઁ子　絵：߱ͳͳ　Ի
ؗॻళ）ʱをಡΜͩ。絵本のதʹ༷ʑͳ
ʮڊେͳʯの͕ݱΕΔ。子Ͳୡ、絵
本のதのࢻの内容を໘ന͕Γ、๛͔ͳ発
Ͱʮ͠、͜Μͳڊେͳʓʓ͕͋ͬͨΒ
ʁʯͳͲイϝージ͠ͳ͕Β発表͠߹ָͬͯ
͠Μͩ。ͦͯ࣍͠のिʹ、ͦΕを͔ͯ͠׆
େͳ団͕͋ڊಉ画をඳ͍ͨ。ʮ͠ڠ
ͬͨΒʯʮ͠ڊେͳੴ͕ͨͬ͋ݨΒʯ
ͦͯ͠ʮ͠ڊେͳスイΧ͕͋ͬͨΒʯ
ͱ͍͏⚓ͭを子Ͳୡ材ʹܾΊͨ。୲
͕ಛʹʮスイΧの׆ಈʹͭͳ͛Α͏ʯͱ
ҙࣝを͍ͯͨ͠Θ͚Ͱͳ͔͕ͬͨ、子Ͳ
ୡのதͰʮҭͯ、ͯݟ、৮ͬͯ、ຯΘ
͖ͬͯͨスイΧʯഓの׆͕ݧܦಈʹͭͳ͕Γ、スイΧ͕ͱͯۙͰѪணをײじΔଘࡏ
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ʹͳͬͨ݁Ռ、ڊେͳスイΧͱ͍͏発ʹ発లͨ͠のͱࢥΘΕΔ。େ͖く͍ͯՌ、
ͨく͞Μೖ͍ͬͯͨछͳͲ͕印తͩͬͨの͔、ྗڧくඳ͍͍ͯͨ。ͦのपΓʹখ͞ͳ
人ؒୡ。ʮछඈ͠を͍ͯ͠Δ人͍Δのʯʮ100人、ඳ͜͏Ͷ（絵本の内容͔Β）ʯϢχ
ーΫͰ、༷ʑͳۭ͕͕Δ絵͕Ͱ͖͕͋ͬͨ。

⚓ɽࢠͲୡͷੑΛҭΉͨΊʹେͳ͜ͱ
Δͱ͍ͯؔ͠ʹಈ内容をৼΓฦΓ、子ͲୡのʮੑʯをҭΉ͜ͱ׆ճのҰ࿈のࠓ　
。ΘΕΔཁૉをर্͍͛ͯΈΔࢥ

⚑ʣʮࣗୡͰͯ͑ߟɺܾめ͍͍ͯʯͱ͍͏ڥのதͰੜ׆するこͱɺࢠͲୡのൃ
をΑΓॊೈにするɻ
͕࢜ͳ͍ͨΊ、͏まくҭ͔ͭͲ͏͔͔Βͳ͍ʯͱอҭ͕ݧܦճの事ྫ、ʮҭͯͨࠓ　
ෆ҆をײじΔத、ʮスイΧをҭͯͯ৯͍ͨʂʯͱ͍͏子Ͳୡの͍ʹدΓఴ͏ܗͰスタ
ートͨ͠。ԿをҭͯΔ͔をࣗୡͰܾΊ、බબͼ、২͚͑ͭͯ・・・ͱओମతʹΘͬ
ͨ݁Ռ、ͦのޙ՝͕ੜじͨࡍʹ、ղܾʹ༷͚ͨʑͳ͍͑ߟを͑߹͍ʮͲ͏͠
ͯ、͜͏ͳͬͨのͩΖ͏ʁʯʮͲ͏すΕྑ͍͔ͳʁʯʮ͜͏ͨ͠ΒͲ͏͔ͳʁʯͳͲを
օͰ͑ߟΔ࢟ʹͭͳ͕ͬͨͱࢥΘΕΔ。อҭܾ͕࢜Ί、子Ͳの͍ʹدΓఴΘͣ、༩͑
ΒΕͨ׆ಈͰ͋ͬͨΒͲ͏Ͱ͋Ζ͏͔ʁ　当ԂͰʮඞཁҎ্ʹͩΊ・͍͚まͤΜʯをݴ
Θͳ͍͜ͱをେʹ͍ͯ͠Δ͕、子Ͳୡ͕൱ఆ͞ΕΔ͜ͱͳく、日ʑのੜ׆のதͰࣗ༝
ʹࣗの͑ߟをग़͠߹͍ͳ͕Β、ࣗୡͰܾΊ͍ͯく、ͱ͍͏ڥ子Ͳୡʹͱͬͯ
Δͱָ͍͠ʂʯʮࣗୡͰܾΊΒΕΔͱϫΫϫ͑ߟͰ͋Δͣͩ。ʮࣗୡͰݧܦ͍͠خ
ΫすΔʂʯͦのΑ͏ʹײじΒΕΔڥのதͰͦ͜子Ͳୡの発ΑΓॊೈʹͳΓ、子Ͳ
ୡのੑをҭΉ͜ͱʹͭͳ͕ΔのͰͳ͍ͩΖ͏͔。

⚒ʣ༑ୡͱҰॹに͑ߟたΓɺ༑ୡのҧͬたҙݟをฉ͍たΓɺΈΜͳͰҰॹに՝をղܾ͠
Α͏ͱڠಉするݧܦɺࣗの͑ߟをߋにら·ͤたΓɺ力を߹Θͤͯɺఘめͣに৽͍͠
こͱを͑ߟΑ͏ͱするҙཉにͭͳ͕るɻ
　当ԂͰ、ҭ͍ͯͨ子Ͳの࢟のҰͭͱͯ͠ʮまΘΓͱのྑ͍ؔをͭくΓ、దԠྗを
ҭΉʯを͍ͯ͛ܝΔ。⚓ࣇࡀΫϥス͔Βগͣͭ͠ʠօのલͰࣗのҙݟを͏ݴʡݧܦを
ॏͶ、୲子Ͳୡの༷ʑͳ発ݴを൱ఆͤͣʹड͚ࢭΊ͍ͯく。⚔ࣇࡀΫϥスʹͳΔͱ
ʠօͰ話͠߹͏ʡ໘をҙਤతʹઃఆ͠、子ͲୡҰ人Ұ人͕ࣗ༝ʹࣗの͑ߟをग़ͤΔ
͜ͱのָ͠͞をײじΒΕΔΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。⚕ࣇࡀΫϥスʹͳΔͱ、ि⚑ճఔʮʓʓ
ʹ͍ͭͯの話͠߹͍ʯのΑ͏ͳ׆ಈをอҭのதͰܭ画͠、ͦΕҎ֎ʹ、トϥϒϧ͕͋ͬ
ͨ時・Կ͔子Ͳୡ͔ΒఏҊ͕͋ͬͨ時ͳͲʹ、୲͕ྟػԠมʹʮேのձʯʮؼΓ
のձʯͳͲͰ時ؒを࡞Γ、子Ͳୡಉ࢜Ͱ話͠߹͍、ࣗୡͰղܾʹ͑ߟ͚ͯΔػձを
ճの事ྫのΑ͏ʹ、՝͕発ੜ͠ࠓ、のੵΈॏͶ͕ݧܦΔΑ͏ʹ͍ͯ͠Δ。ͦのΑ͏ͳ࡞
、をग़͠߹͍、ΞイデΞをग़͠߹͍ͳ͕Β、ࣗࣗओମతʹؔΘΓݟօͰҙ、ʹࡍͨ
ఘΊͣʹΑΓΑ͍ղܾࡦを͑ߟଓ͚Α͏ͱすΔҙཉʹͭͳ͕Δのͱ͑ߟΔ。ͦのΑ͏ͳ
ҙཉ͕ੑをҭΉͨΊʹඞཁͰͳ͍͔ͱ͑ߟΔ。
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⚓ʣԂఉɺԂपลɺҬͳͲのڥɺࢠͲୡの͍を࣮ͤ͞ݱたΓɺ৽͍͠こͱに
ઓ͠たΓɺൃలͤ͞るためのେ͖ͳ͖ͬか͚ͱͳるɻ
　લड़ͨ͠ͱ͓Γ、当Ԃࣗવ๛͔ͳܙʹڥまΕ͍ͯΔ。日ʑ、ࢄาதʹʹすΔཬࢁ
෩ܠ、֗ࢢ地ͱ͑ࢥͳ͍ૉΒ͍͠ܠ৭Ͱ͋Δ。子Ͳୡۀ࡞を͍ͯ͠Δ方ʑͱ
ग़ձ͍、ѫࡰをަΘすதͰݟإΓʹͳΓ、ʮムΧΰʯを͍ͨΓ、࡙͍͍ͯΔՖの໊લを
教͍͑ͯͨΓ͍ͯ͠Δ。ま̟ͨ ̖ച所ۙྡՈの方ʑ、ϘϥンテΟΞの方ʑͳͲの
Թ͔͍ࠩ͠؟ʹݟकΒΕ͍ͯΔ。10年Ҏ্のੵͰԂఉԞのࡊԂͰのഓ׆ಈॆ࣮͠
͖ͯͨ。ͦのΑ͏ͳڥのதͰ、ʮҭ͍ͯͨࡊʯの໊લ͕ࣗવʹ͍Ζ͍Ζͱ͕ͯͬڍく
ΔΑ͏ʹ、子Ͳୡの発͍͕ͨͬͯͬのͱࢥΘΕΔ。ࠓճの事ྫのதͰ子Ͳୡ
͕৯ର͑ߟ͍ͯͭʹࡦΔࡍ、ۙྡՈの方͔Β報を͍ͨͩくͳͲ、地Ҭ͔Βの報
をߟࢀʹ͠ͳ͕Β、子Ͳୡ͕ࣗୡͳΓʹରࡦを͑ߟग़す͜ͱʹ発ల͍ͯͬͨ͠。

⚔ʣอऀޢのอ育׆ಈにؔするཧղ͕ɺࢠͲୡの׆ಈを͑ࢧɺࢠͲୡ͕͑ߟଓ͚るた
めのΤωϧΪʔͱͳるɻ
ͳͬͨ。Ϋϥスの͓ʹ͑ࢧ等ڙΒの報ఏ͔ऀޢΓ、อ࡞ճのʠΧϥスආ͚ʡࠓ　
ΒͤϘーυ子Ͳ͔Βฉ͍ͨ話をجʹ、อऀޢʮΧϥスの͍ݏͳの・͖ͳのʯ
ʮΧϥスආ͚の࡞Γ方ʯͳͲを子ͲͱҰॹʹௐͯくͩͬͨ͞Γ、ࣝをఏͯ͠ڙくͩ
ͬͨ͞Γͨ͠。まͨ、͔͔͠࡞ΓʹඞཁͳΰムखାをՈ͔Βͯ͠ࢀ࣋くͩ͞ΔͳͲのྗڠ
͋ͬͨ。อऀޢのԠԉをײじͳ͕Β׆ಈをਐΊΔ͜ͱͰ、子Ͳอҭ࢜ʮ͓Ոの人
ͱҰॹʹऔΓΜͰ͍Δʯͱײじ、ΑΓָ͠ΜͰ׆ಈʹऔΓΊͨのͰͳ͍ͩΖ͏͔。
日͔ࠒΒԂの׆ಈʹؔ৺をͯͬ࣋くͩ͞Δอऀޢのଘࡏ、子Ͳୡの׆ಈを͑ࢧ、子Ͳ
ୡ͕ΑΓਂく͑ߟଓ͚ΔͨΊのΤωϧΪーͱͳ͍ͬͯΔ。 

⚕ʣࢠͲୡのʮੑʯを育ΉにɺࢠͲのࣗ༝ͳͻらめ͖をड͚ࢭめɺඞཁにԠ͡
ॏཁ͕ੑײの࢜るอ育͑ࢧಈを׆Ͳୡのࢠɺ͍ߦԉをࢧͯ
　อҭ࢜のʮҰ人Ұ人の子ͲのԿؾͳ͍Ұݴ内໘をಡΈऔΔྗʯେͩ。ͦΕʹΑ
Γ、子Ͳのڵຯؔ৺ʹ߹Θͤͨओମతͳ׆ಈ͕ੜまΕΔ。খ͍͞時͔ΒͦのΑ͏ͳอ
ҭڥのதͰੜ׆すΔ͜ͱͰ、子Ͳ҆৺ͯ͠৳ͼ৳ͼͱࣗのײじͨ͜ͱͨ͑͜ߟ
ͱを表ݱͰ͖Δ。事ྫのதのʮΧϥス͔ΒスイΧࡊをकΓ͍ͨʂʯͱ͍͏子Ͳの
͍ʹରͯ͠、อҭ࢜ͲのΑ͏ʹࢧԉを行͏͔・・・。ͦの時ͦの時の子Ͳୡの৺のಈ
͖をత֬ʹଊ͑、子Ͳのࣗ༝ͳͻΒΊ͖をड͚ࢭΊΔॊೈͳ͕ੑײ、อҭٻͦ͜ʹ࢜Ί
ΒΕΔ。
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⚔ɽࢠͲୡͷੑΛҭΉอҭ࣮ફͷͨΊʹ

をେにڥͰ͖るݱれͣɺࣗをද੍͞ن・
　当Ԃ͕日͔ࠒΒ͍ͯ͠ࢦΔʠ子Ͳの人ݖのଚॏʡをҙࣝ͠、อҭ͕࢜ʮμϝ、͍͚
まͤΜをͳΔく使Θͳ͍ʯอҭ、⚐͔ࣇࡀΒのॹの҆ఆͱอҭ࢜ͱの৴པײ、Ԃੜ
、औΓΜͩΓઓͨ͠Γ、ͪ࣋ຯをڵʹをอো͠、子Ͳ͕ࣗΒ༷ʑͳ͜ͱײの҆৺׆
ࣗ༝ʹ表͠ݱΑ͏ͱすΔڥを子ͲୡʹఏڙすΔ͜ͱʹͭͳ͕Δͱ͑ߟΔ。
　まͨ、อҭ࢜ಉ͕ࣗ࢜༝ʹʮର話ʯ͕Ͱ͖Δڥେͱ͍ͯ͑ߟΔ。৬һձٞ৬һ
研मのͰ、Ұ方తʹ話をฉく͚ͩͰͳく、ͳΔくʮର話ʯの時ؒをઃ͚ΔΑ͏ʹ৺
͕͚͍ͯΔ。まͨ、ͦΕ͚ͩͰͳく、ྫ͑、อऀޢ用ʹ࿓Լʹࣔ͞ܝΕ͍ͯΔ֤Ϋϥ
スの࣮ફをݟͳ͕Β、ʮʓʓのࣔܝ、໘ന͍ͰすͶʂʯʮ͜Μͳ͜ͱをͬͯΈͨのͰす
Ͷʂʯʮ͜Ε、ਅ͍͍ͯ͠ࣅͰす͔ʁʯͳͲͱ、Ϋϥスをӽ͑ͨอҭ࢜ಉ࢜のԿؾͳ͍ձ
話͕͋Δ。ͦのத͔Β新͍͠ΞイデΞ、อҭࣗ࢜のʮͬͯΈ͍ͨʂʯͱ͍͏ઓత
ҙཉ͕ҭまΕΔ。͜Ε͔Βอҭ࢜ಉޠʹ͍ޓ͓͕࢜Γ߹͍、ʮ͍͍ͳʯͱͨͬ͜ࢥͱを͓
をҭͯ、子Ͳୡのॊೈͳ発ੑײの࢜をେʹ͠、อҭؾͼ͋͑Δ৬のงғֶʹ͍ޓ
をड͚ࢭΊΔڥʹͭͳ͍͖͍͛ͯͨ。

・อऀޢͱ͍ͬ͠ΐに
　当ԂͰ、日͔ࠒΒʮอऀޢͱҰॹʹ子ҭͯをʯͱ͍͏ҙࣝをڧくͪ࣋、औΓΜͰ͍
Δ。ྫ͑ݸผ໘ஊͰ、อऀޢʹまͣʮͲΜͳ子Ͳʹҭ͍͔ͯͨʯをͯͬޠく。ま
ͨԂͱ͝ՈఉͱͰʮ子Ͳのྑ͍所ʯをتʹڞͼ、ʮ৳ͼΑ͏ͱ͍ͯ͠Δ所をߋʹ৳すҝ
ʹʁʯͳͲ۩ମతʹ話͠߹͍、ؔΘΓ
方をڞ༗͍ͯ͠Δ。
　อऀޢʹ、Ԃのอҭ内容を理ղͯ͠
͍͖ͨͩ、৴པ͍ͯͨͩ͠くҝʹ、ࣔܝ
ԂศΓ、࠙ஊձ、ݸผ໘ஊ等、༷ʑͳ
ձʹ発৴͍ͯ͠Δ。ͦΕʹΑͬͯ、อػ
ڵʹಈ׆ԂͰの子Ͳୡの༷ʑͳ͕ऀޢ
ຯ・ؔ৺を͍ͩͨͯͤدく͜ͱʹͭͳ͕
͍ͬͯΔͱ͑ߟΔ。
ͨͬؼͪ࣋ʹͰ、Ԃ͔ΒՈఉۙ࠷　
をʮ͜Μͳ෩ʹௐ理ͯ͠৯まͨ͠ʯྨࡊ
ʮϐーϚン͕৯ΒΕΔΑ͏ʹͳΓま͠
ͨʯʮʓʓͪΌΜの͓͋ͪΌまの
ௐ理方法を͝հʂʯͳͲ、ՈఉͰࡱӨ
ͨ͠ௐ理෩ܠྉ理のࣸਅ、子Ͳ͕৯
͍ͯΔࣸਅ、ϨγϐհͳͲをఏ͠ڙ
ͯくͩ͞Δ͝Ոఉ͕૿͖͑ͯͨ。まͨ、
画用紙ʹࣸਅͱϝοηージをೖΕͨࣔܝ
を࡞成ͯ͠͞ࢀ࣋ΕΔอऀޢ૿͑ͯ
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͖ͨ。ब࿑Ͱ͓͍͠อऀޢの方ʑ͕ͩ、子ͲୡԂの׆ಈʹ理ղをࣔ͠ʮ͍ͬ͠ΐʹ
͍ͬΆʯの৺Ͱͯ͑ࢧく͍ͩͬͯ͞Δ。子Ͳୡのઓతҙཉ表׆ݱಈをԠԉ͠、͑ࢧ
͍ͯͨͩくڥͱͯ͠、อऀޢͱの࿈ܞをେʹ͍͖͍ͯͨ͠。

・Ҭのಛੑを׆かͯ͠
　Ԃपลのࣗવڥʹ本当ʹܙまΕ͍ͯΔ。ۙྡのՈの方ʑͳͲ、Ԃʹରͯ͠ҙత
ʹ͓ྗをିͯ͠くͩ͞Δ方ʹܙまΕ͍ͯΔ。ࠓճの事ྫをৼΓฦͬͯ、子Ͳୡ͕ࣗ
ୡ͚ͩͰղܾͰ͖ͳ͍͜ͱ、อҭ࢜のྗ͚ͩͰ発ల͑͠ͳ͔ͬͨ͜ͱ͕͋ͬͨ、
地Ҭの༷ʑͳԸܙをड͚ͳ͕Β、子Ͳୡࣗୡの͍をܗʹͰ͖ͨͱײじΔ。ͦΕͧ
Ε地ҬのಛੑҟͳΔ͕、地Ҭͱのͭͳ͕Γをେʹ͠、ؔੑをங͍͍ͯくதͰ、ͦΕ
を͔ͨ͠׆ମݧͱ発ల͍ͯ͠くΑ͏ʹ͏ࢥ。

⚕ɽ·ͱΊ
Γʯͱ͍͏Ұ࿈の事ྫ͔ΒテーϚʹ͍ͭͯ۷ΓԼ࡞ഓ͔ΒΧϥスආ͚ճ、ʮスイΧࠓ　
͛Δۀ࡞を行ͬͨ。ʮϫΫϫΫ、υキυキʯʮΨοΧϦʯʮͲ͏ͯ͠ʁʯʮͲ͏すΔʁʯ
ʮ͜͏ͯ͠ΈΔʁʯʮ͜Μͳ方法͋ΔΑʯʮͬͨ、͍͠خʂʯʮ͓͍͍͠ʂʯͳͲ༷
ʑͳ͍をͨ͠ݧܦ子Ͳୡ。େ͖くͯඒຯ͍͠スイΧのऩ֭をͯ͠ࢦօͰओମతʹऔ
ΓΜͩ͜ͱ、ੑをҭΉݧܦʹͭͳ͕ͬͨͱ͑ߟΔ。
　子ͲୡのʮੑʯをҭΉͨΊʹ、อҭの内容ͪΖΜ、อऀޢͱのؔ࡞Γ、
地Ҭͱのͭͳ͕Γ͕େ事Ͱ͋Δ͜ͱをࠓճվΊͯײじΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨ。ԂશମͰ日ʑҙࣝ
͠、ྗすΔ͜ͱͰഓΘΕΔのͰ͋Δ。ͦのૅجͱͳΔのをେʹ͠ͳ͕Β日ʑのอ
ҭ࣮ફをߋʹ๛͔ͳのʹ͍͔ͯ͠ΕΕͱ͏ࢥ。子Ͳ͕ͨͬ͜ࢥͱͨ͑͜ߟͱをࣗ
༝ʹ表ݱͰ͖ΔΑ͏ͳ҆৺Ͱ͖Δอҭのڥをอো͠、ࠓまͰのݧܦを͔ࣗͯ͠׆ୡͰ
ಉ͠、地ҬՈఉのԠԉड͚ͳ͕Β、の͜ͱをΓग़ͯ͠ڠ、ؒͱௐ͠、͑ߟ
͍く。子Ͳ͕ͦのΑ͏ͳݧܦをͨく͞Μ͠、ʮ͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗʯ
をҭΜͰ͍͚ΔΑ͏、͜Ε͔ΒอҭのڥをΑΓྑ͍のʹすΔྗをଓ͚͍͖͍ͯͨ。
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まとめと今後の課題

東京大学大学院教育学研究科教授
秋田　喜代美

⚑અ　·ͱΊʹ͔͑ͯ
　ୈ⚑ষʹ͓͍ͯ、ઌ行研究ͳΒͼʹ本研究ձͰのٞのաఔを౿ま͑ͨ理を行͍、⚒
ষ֤અʹ͓͍ͯ、ͦΕͧΕのԂ͕తͱଊ͑ͨ໘をݕ౼すΔͱ͍͏方法ʹΑͬͯ、
ੑをҭΉԂの෩อҭऀのੑ、ੑをੜΉڥの͋Γ方をじ͖ͯͨ。
　ੑ、⚕ྖҬのすͯʹؔΘΔଟ༷ͳ׆ಈのதͰ、ϓϩηスのதͰଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ
͖ͨ。ͭまΓྖҬʮ表ݱʯ͚ͩͰͳく、ଞのྖҬͱؔ࿈͚ͯݟΔ͜ͱ͕子Ͳの
ੑを؍Δ͏͑ͰॏཁͰ͋Δ͜ͱをࢦఠすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。まͨ、ੑͱͯ͠、ݸ人のಠ
ࣗੑをೝΊΔ͜ͱͰ͋Δͱಉ時ʹ、子Ͳಉ͋࢜Δ͍อҭऀͱ子Ͳのؒの૬ޓのؔ
ੑのதͰੑੜまΕͯくΔのͱͯ͠、͍ͣΕの事ྫʹ͓͍ͯඳ͖ग़͞Ε͍ͯΔ。
　ͦͯ͠、ੑ͕表Ε͍ͯくͨΊʹ、まͣ҆৺Ͱ͖Δډ所ײのอোのͱͰ、ͻ
ΒΊ͖͖ڻ、ϫΫϫΫ͕ײੜまΕ、ڞ༗、୳究、ࢼ行ޡࡨ、ͦͯ͠、͔ͦ͜Βのୡ成ײ
ͱ͍͏Α͏ͳϓϩηス͕͏ͶΓをͯͬ࣋、時ؒの事ྫ͔Β͔ͳΓؒظまͰ、ଟ༷ͳܗ
をͬͯݱΕΔͱ͍͏͜ͱ͕͑ݴΔ。͖ͮؾͻΒΊ͖͚ͩͰͳく、ͦΕをͭͳ͍͛ͯ
くੑࢤをอҭऀ͕ͭ࣋͜ͱ、子Ͳのଟ༷ͳ͋ΓΑ͏をೝΊਪ͍ͯ͠くԂ෩
ੑをҭΜͰ͍く͕࢟、۩ମతʹ͞ま͟まͳ事ྫ͔Βଊ͑ΒΕͨ。子Ͳಉ࢜のΓͱΓの
தͰ、฿औೖΕ͕૬ޓʹଟくͳ͞ΕΔ͜ͱ͕をੜΈग़す。ੑ͕表ΕΔの、
発తʹ͋Δ文຺ʹ͓͍ͯ͑ࢧΒΕͯ͜ىΔ。、ม化͠ଓ͚ͯܧଓ発లすΔのͱ
ͯ͠ΈΔ͜ͱ͕Ͱ͖Α͏。͍ΘΏΔ࣭ࢿग़དྷ্͕ͬͨのͱ͚ͯͩ͠Ͱͳく、ͦ͜ʹ
ੜまΕΔߟࢥϚインυηοトのதʹੑを؍Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。
　อҭऀͦのΑ͏ͳ子Ͳのੑ͕表Εଓ͚ΔΑ͏ʹ、ଟ༷ͳૉ材ڥを४උすΔ
ͱಉ時ʹ、子Ͳͨͪのͳ͖をௌ͖औΓ、هすΔաఔ、͓ΑͼͦのهをԂ内研म
等を௨ͯ͠ڞ༗すΔ͜ͱͰ、子Ͳのੑ͕発͞شΕΔ໘を؍Δをഓ͍、ڞ༗ͯ͠
͍く͜ͱのେ͕͞໌Β͔ʹ͞Εͨͱ͜͏ݴͱ͕Ͱ͖Α͏。͜のهʹ͓͍ͯ、ࠓճ、
هの͔Δࣸਅಈ画等͕、子Ͳのੑを࠼༿のௌ͖औΓ͚ͩͰͳく、ۭؒ৭ݴ
すΔ͏͑Ͱͱͯॏཁͳه方法ͱͯ͠使用͞Εͨ。
　子Ͳのઢ͔Βͯݟ、ૉ材͕ͲのΑ͏ʹ͍ͯ͑ݟΔの͔、ͲのΑ͏ʹѻΘΕ͍ͯΔの
͔ͱ、େ人ଆのࢹ͔ΒのΈͰͳく、子ͲのઢʹվΊཱͯͬͯΈΔ͜ͱͰ、子Ͳ
͕ͬͯΈ͍ͨͱ͑ࢥΔੑをอূすΔڥをデザイン͠࡞Γग़す͜ͱͰ͖Δ。ͦ͠
ͯ、ͦのੑ、社ձ文化のதʹࠜくのͰ͋Γ、社ձ文化のՁͱΓ͞Ε
ͨੑ͋Γ͑ͳ͍ͱ͑ݴΔ。ͦͯ͠、ͦのࡍʹ、อҭをԂ内のอҭऀͱ子Ͳͱ
用׆をݯࢿΉ͜ͱ、地Ҭࠐ͖ר地Ҭの人ऀޢͰͱΒ͑Δ͚ͩͰͳく、อࢹ͏͍
すΔ͜ͱͰ、新ͨͳग़ձ͍のͱ͕ڥੜまΕ、ੑのՄੑ͞ΒʹੜまΕ͍ͯくͱ
͍͏͜ͱ͑ݴΔ。
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　子Ͳ͕తͰ͋ΔͨΊʹ、ݸʑのอҭऀ、ͦͯ͠、อҭऀ集団͕తͰ͍ΒΕ
Δ͜ͱ͕ඞཁͱ͍͏͜ͱ、月ฒΈͰ͋Δ͕、ੑをؔతʹ͖Ί͔ࡉくଊ͑Δ͜
ͱͰ、ΑΓͦのॏཁੑ͕໌ʹ͖ͨͯ͑ݟͱ͍͏͜ͱ͑ݴΔ。ͦのͨΊʹ、Ԃ෭Ԃ
ओͳͲの教ҭతϦーμーγοϓのॏཁੑ͖ͨͯ͑ݟͱ͑ݴΔͩΖ͏。Կをͯͬ࣋
తͳࣗ༝ͳ෩ͱݺΔの͔ͳͲのূݕ͞ΒͳΔ研究͕ඞཁͰ͋Δͱ͑ݴΔ。

ୈ⚒અ　ޙࠓͷ՝

　ੑをҭΉอҭʹযを当ͯͯ、年⚕ճ⚒年ؒの研究ձのதͰ、͋Δಛఆの݁をಋ
͖ग़す͜ͱ容қͰͳ͍。͔͠͠、ͲのΑ͏ͳ͜ͱ͕อҭのதͰେ͔͕事ྫのٞを
௨͓ͯ͠΅Ζ͛ʹࢀՃऀのதͰଊ͑ΒΕ、վΊͯޠΓ͞Εͨͱ͍͏͜ͱ͑ݴΑ͏。ࠓ
ճの方法Ͱ、͋くまͰอҭऀ͕ଊ͑ͨʮੑʯの໘をʹ͍ͯ͠ΔのͰ、ͦの
͜ͱ͕ࣗ͋Δ੍όイΞスをੜΜͰ͍Δ͜ͱ、ݕ౼Ͱ͖ͨ事ྫのʹݶΓ͕͋Δ。
͜ΕΒの͞Βʹৄࡉʹ、͜のੑのϓϩηスを׆ಈ内容のಛૉ材のಛ࣭、子Ͳ
のҭͪͱのؔ࿈のதͰじ͍ͯく͜ͱඞཁͰ͋ΔͩΖ͏。ೕظࣇʹؔͯ͠ࠓճѻ
͓͑ͯΒͣ、まͨ、༮ظࣇʹ͓͍ͯ、年ؒを௨ͯ͠のಛఆの年ྸ子Ͳの͋Γ方ͳͲ
をेʹݕ౼Ͱ͖͍ͯΔΘ͚Ͱͳ͍。͜ΕΒ、͞Βʹ͍ͯ͑ߟޙࠓく͖͞Εͨ՝
ͱ͜͏ݴͱ͕Ͱ͖Α͏。まͨࡏݱ、อ༮খ࿈ܞଓ͕ٞ͞Ε͍ͯΔ͕、খֶߍͱͭ
ͳ͕ͬͯੑ͕ҭまΕΔͨΊʹ、Կ͕ඞཁͰ͋Δの͔、༡ͼͱੑʹ͍͔ͭͯͳ
ΓじΔ͜ͱ͕Ͱ͖͕ͨ、ֶͼͱੑのؔ࿈ੑ、ࠓճまͩेʹݕ౼ͯ͜͠ͳ͔
ͬͨ。͜ΕΒのݕ౼を͠、͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿྗͱͯ͠のੑをଟ
໘తʹݕ౼を͍ͯ͠く͜ͱ͕、ظ࣍の研究ձの͞Εͨ՝Ͱ͋Δͱ͑ߟΒΕΔ。
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）

ྉࢿר
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）



ʵ 1�� ɻ

⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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⚒⚐⚑⚘　͜Ε͔Βの時ʹٻΊΒΕΔ࣭ࢿ・ྗをҭ成すΔͨΊの༮ࣇ教ҭࢦಋの研究ձ（公益財団法人日本教ҭ文化研究財団）
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ୈ⚑ষ　૯　ଇ

（໊　শ） 
ୈ⚑　͜の法人ɼ公益財団法人 日本教材文化研究財団
ͱশすΔ。

（事務所） 
ୈ⚒　͜の法人ɼओͨΔ事務所をɼ東京都新宿区ʹஔ
く。 
　⚒　͜の法人ɼ理事ձのܾٞをͯܦɼඞཁͳ地ʹैͨΔ
事務所をઃஔすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。͜Εをมߋまͨഇࢭ
すΔ߹ಉ༷ͱすΔ。

ୈ⚒ষ　తٴͼ事ۀ  

（　త）
ୈ⚓　͜の法人ɼֶߍ教ҭɼ社ձ教ҭٴͼՈఉ教ҭʹ͓
͚Δ教ҭ方法ʹؔすΔௐࠪ研究を行͏ͱͱʹɼֶशࢦಋ
のվળʹࢿすΔ教材・αービス等の։発利用を͔Γɼ
ͬͯΘ͕ࠃの教ҭのৼدʹڵ༩すΔ͜ͱをతͱすΔ。

（事　ۀ） 
ୈ⚔　͜の法人ɼલのతをୡ成すΔͨΊʹɼ࣍の֤
߸の事ۀを行͏。 
ܗͼՈఉ教ҭʹ͓͚Δֶྗٴ教ҭɼ社ձ教ҭߍֶ（⚑）　　

成ʹཱͭࢦಋ方法のௐࠪ研究ͱ教材։発
　　（⚒）Ոఉの教ҭྗの্͕͔ΕΔ教材αービスの

ௐࠪ研究ͱීٴ公։
　　（⚓）લೋ߸ʹ͛ܝΔ研究成Ռの発表ٴͼͦのීܒٴ
　　（⚔）教ҭ方法ʹؔすΔࠃ内֎の研究成Ռのऩ集ٴͼҰ

ൠの利用ʹڙすΔ͜ͱ
　　（⚕）ଞ団ମのݕఆݧࢼٴͼͦのؔʹݧࢼすΔ教

材のम
　　（⚖）ͦのଞɼతをୡ成すΔͨΊʹඞཁͳ事ۀ
　⚒　લ߲の事ۀɼ日本શࠃʹ͓͍ͯ行͏のͱすΔ。

ୈ⚓ষ　ٴ࢈ࢿͼձܭ

 （࢈本財ج）
ୈ⚕　͜の法人のతͰ͋Δ事ۀを行͏ͨΊʹෆՄܽͳผ
表の財࢈ɼ͜の法人のج本財࢈ͱすΔ。
ɼ͜の法人のతをୡ成すΔͨΊʹ理事࢈本財ج　⚒　
͕理͠ͳ͚ΕͳΒͣɼج本財࢈のҰ෦をॲ͠Α͏
ͱすΔͱ͖ٴͼج本財͔࢈Βআ֎͠Α͏ͱすΔͱ͖ɼ
͋Β͔じΊ理事ձٴͼධٞһձのঝೝをཁすΔ。

（事ۀ年）
ୈ⚖　͜の法人の事ۀ年ɼຖ年⚔月⚑日ʹ࢝まΓཌ年
⚓月31日ʹऴΘΔ。

（事ܭۀ画ٴͼऩࢧ༧ࢉ）
ୈ⚗　͜の法人の事ܭۀ画ॻɼऩࢧ༧ࢉॻฒͼʹۚࢿௐୡ
ۀ載ͨ͠ॻྨʹ͍ͭͯɼຖ事هΈをࠐݟのࢿͼઃඋٴ
年։࢝の日のલ日まͰʹɼ理事͕࡞成͠ɼ理事ձのঝ
ೝをड͚ͳ͚ΕͳΒͳ͍。͜ΕをมߋすΔ߹ಉ༷ͱ
すΔ。
　⚒　લ߲のॻྨʹ͍ͭͯɼओͨΔ事務所ʹɼ当֘事ۀ年
͕ऴྃすΔまͰのؒඋ͑ஔ͖ɼҰൠのӾཡʹڙすΔ
のͱすΔ。

（事ۀ報ٴࠂͼܾࢉ）
ୈ⚘　͜の法人の事ۀ報ٴࠂͼܾࢉʹ͍ͭͯɼຖ事ۀ年
ऴྃޙ⚓Օ月Ҏ内ʹɼ理事͕࣍の֤߸のॻྨを࡞成͠ɼ

事のࠪをड্͚ͨͰɼ理事ձのঝೝをड͚ͳ͚Εͳ
Βͳ͍。ঝೝをड͚ͨॻྨの͏ͪɼୈ⚑߸ɼୈ⚓߸ɼୈ⚔
ͼୈ⚖߸のॻྨʹ͍ͭͯɼఆ時ධٞһձʹఏग़͠ɼٴ߸
ୈ⚑߸のॻྨʹ͍ͭͯͦの内容を報͠ࠂɼͦのଞのॻྨ
ʹ͍ͭͯɼঝೝをड͚ͳ͚ΕͳΒͳ͍。

　　（⚑）事ۀ報ࠂ
　　（⚒）事ۀ報ࠂのෟଐ໌ࡉॻ
　　（⚓）ିआରর表
　　（⚔）ਖ਼ຯ財ࢉܭݮ૿࢈ॻ
　　（⚕）ିआରর表ٴͼਖ਼ຯ財ࢉܭݮ૿࢈ॻのෟଐ໌ࡉॻ
　　（⚖）財࢈
　⚒　ୈ⚑߲のنఆʹΑΓ報ࠂまͨঝೝ͞Εͨॻྨの΄͔ɼ
人ݸの֤߸のॻྨをओͨΔ事務所ʹ⚕年ؒඋ͑ஔ͖ɼ࣍
のॅ所ʹؔすΔه載をআ͖ҰൠのӾཡʹڙすΔͱͱʹɼ
ఆをओͨΔ事務所ʹඋ͑ஔ͖ɼҰൠのӾཡʹڙすΔ
のͱすΔ。

　　（⚑）ࠪ報ࠂ
　　（⚒）理事ٴͼ事ฒͼʹධٞһの໊
　　（⚓）理事ٴͼ事ฒͼʹධٞһの報ु等のڅࢧのج४

をه載ͨ͠ॻྨ
　　（⚔）ӡӦ৫ٴͼ事׆ۀಈのঢ়گの֓ཁٴͼ͜ΕΒʹ

ؔすΔの͏ͪॏཁͳのをه載ͨ͠ॻྨ

（公益తऔಘ財ֹ࢈のࢉఆ）
ୈ⚙　理事ɼ公益社団法人ٴͼ公益財団法人のೝఆ等
ʹؔすΔ法ࢪ行نଇୈ48のنఆʹ͖ͮجɼຖ事ۀ年ɼ
当֘事ۀ年の日ʹ͓͚Δ公益తऔಘ財ֹ࢈をࢉఆ
͠ɼલୈ⚒߲ୈ⚔߸のॻྨʹه載すΔのͱすΔ。

ୈ⚔ষ　ධٞһ

（ධٞһ）
ୈ10　͜の法人ʹɼධٞһ16໊ Ҏ্21໊ Ҏ内をஔく。

（ධٞһのબٴͼղ）
ୈ11　ධٞһのબٴͼղɼධٞһબఆҕһձʹ͓͍
ͯ行͏。

　⚒　ධٞһબఆҕһձɼධٞһ⚑໊ɼ事⚑໊ɼ事務ہ
һ⚑໊ɼ߲࣍のఆΊʹ͍ͯͮجબ͞Εͨ֎෦ҕһ⚒໊
の߹ܭ⚕໊Ͱߏ成すΔ。

　⚓　ධٞһબఆҕһձの֎෦ҕһɼ࣍の͍ͣΕʹ֘当
͠ͳ͍ऀを理事ձʹ͓͍ͯબすΔ。

　　（⚑）͜の法人まͨؔ࿈団ମ（ओཁͳऔҾઌٴͼॏཁ
ͳ利ؔを༗すΔ団ମをؚΉ。ҎԼಉじ。）のۀ
務をࣥ行すΔऀまͨ使用人

　　（⚒）աڈʹલ߸ʹنఆすΔऀͱͳͬͨ͜ͱ͕͋Δऀ
　　（⚓）ୈ⚑߸まͨୈ⚒߸ʹ֘当すΔऀのऀۮɼࡾ

等内のɼ 使用人（աڈʹ使用人ͱͳͬͨऀؚ
Ή。）

　⚔　ධٞһબఆҕһձʹఏग़すΔධٞһީิऀɼ理事ձ
まͨධٞһձ͕ͦΕͧΕਪનすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。ධٞ
һબఆҕһձのӡӦʹ͍ͭͯのৄࡉ理事ձʹ͓͍ͯఆ
ΊΔ。

　⚕　ධٞһબఆҕһձʹධٞһީิऀをਪનすΔ߹ʹɼ
Δ事߲の΄͔ɼ当֘ީิऀをධٞһͱͯ͠ద͛ܝʹ࣍
ͱ断ͨ͠理༝をҕһʹઆ໌͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍。

　　（⚑）当֘ީิऀのྺܦ
　　（⚒）当֘ީิऀをީิऀͱͨ͠理༝
　　（⚓）当֘ީิऀͱ͜の法人ٴͼһ等（理事ɼ事ٴ

ͼධٞһ）ͱのؔ
　　（⚔）当֘ީิऀの݉৬ঢ়گ
　⚖　ධٞһબఆҕһձのܾٞɼҕһのա͕ग़੮͠ɼ

公益財団法人　日本教材文化研究財団　ఆ

公益財団法人 日本教材文化研究財団定款
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ͦのաをͬͯ行͏。ͨͩ͠ɼ֎෦ҕһの⚑໊Ҏ্
͕ग़੮͠ɼ͔ͭɼ֎෦ҕһの⚑໊Ҏ্͕ࢍ成すΔ͜ͱを
ཁすΔ。

　⚗　ධٞһબఆҕһձɼୈ10ͰఆΊΔධٞһのఆを
ܽく͜ͱͱͳΔͱ͖ʹඋ͑ͯɼิܽのධٞһをબすΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

　⚘　લ߲の߹ʹɼධٞһબఆҕһձɼ࣍の֤߸の事
߲ซܾͤͯఆ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍。

　　（⚑）当֘ީิऀ͕ิܽのධٞһͰ͋Δࢫ
　　（⚒）当֘ީิऀを⚑人まͨ⚒人Ҏ্のಛఆのධٞһ

のิܽのධٞһͱͯ͠બすΔͱ͖ɼͦのٴࢫͼ
当֘ಛఆのධٞһの໊ࢯ

　　（⚓）ಉҰのධٞһ（⚒人Ҏ্のධٞһのิܽͱͯ͠બ
ͨ͠߹ʹ͋ͬͯɼ当֘⚒人Ҏ্のධٞһ）ʹ
͖ͭ⚒人Ҏ্のิܽのධٞһをબすΔͱ͖ɼ当
֘ิܽのධٞһ૬ؒޓの༏ઌॱҐ

　⚙　ୈ⚗߲のิܽのධٞһのબʹΔܾٞɼ当ܾ֘ٞ
ऴののʹؔす࠷年の͏ͪۀ年Ҏ内ʹऴྃすΔ事⚔ޙ
Δఆ時ධٞһձのऴ݁の時まͰɼͦのޮྗを༗すΔ。

（ධٞһのظ）
ୈ12　ධٞһのظɼબޙ⚔年Ҏ内ʹऴྃすΔ事ۀ年
の͏ͪ࠷ऴののʹؔすΔఆ時ධٞһձのऴ݁のͱ͖ま
ͰͱすΔ。まͨɼ࠶を͛ͳ͍。
　⚒　લ߲のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼظのຬྃલʹୀͨ͠ධ
ٞһのิܽͱͯ͠બ͞Εͨධٞһのظɼୀͨ͠
ධٞһのظのຬྃすΔͱ͖まͰͱすΔ。

　⚓　ධٞһɼୈ10ʹఆΊΔఆʹΓͳくͳΔͱ͖ɼ
ظのຬྃまͨࣙʹΑΓୀͨ͠ޙɼ新ͨʹબ
͞Εͨධٞһ͕बすΔまͰɼͳ͓ධٞһͱͯ͠のݖ利
ٛ務を༗すΔ。

（ධٞһʹରすΔ報ु等）
ୈ13　ධٞһʹରͯ͠ɼ֤年の૯ֹ͕500ສԁを͑ͳ
͍ൣғͰɼධٞһձʹ͓͍ͯఆΊΔ報ु等をڅࢧすΔ͜ͱ
͕Ͱ͖Δ。
　⚒　લ߲のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼධٞһʹඅ用をหঈすΔ
͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ୈ⚕ষ　ධٞһձ

（成　ߏ）
ୈ14　ධٞһձɼすͯのධٞһをͬͯߏ成すΔ。

（ݶ　ݖ）
ୈ15　ධٞһձɼ࣍の֤߸の事߲ʹ͍ܾͭͯٞすΔ。
　　（⚑）理事ٴͼ事のબٴͼղ
　　（⚒）理事ٴͼ事の報ु等のֹ
　　（⚓）ධٞһʹରすΔ報ु等のڅࢧのج४
　　（⚔）ିआରর表ٴͼਖ਼ຯ財ࢉܭݮ૿࢈ॻのঝೝ
　　（⚕）ఆのมߋ
のॲ࢈༨財（⚖）　　
のॲまͨআ֎のঝೝ࢈本財ج（⚗）　　
　　（⚘）ͦのଞධٞһձͰܾٞすΔのͱͯ͠法ྩまͨ

͜のఆͰఆΊΒΕͨ事߲

（։　࠵）
ୈ16　ධٞһձɼఆ時ධٞһձͱͯ͠ຖ事ۀ年ऴྃޙ
⚓Օ月Ҏ内ʹ⚑ճ։࠵すΔ΄͔ɼྟ時ධٞһձͱͯ͠ඞཁ
͕͋Δ߹ʹ։࠵すΔ。

（ট　集）
ୈ1�　ධٞһձɼ法ྩʹผஈのఆΊ͕͋Δ߹をআ͖ɼ
理事ձのܾٞʹ͖ͮج理事͕ট集すΔ。

　⚒　ධٞһɼ理事ʹରͯ͠ɼධٞһձのతͰ͋Δ事
すΔٻͼট集の理༝をࣔͯ͠ɼධٞһձのট集をٴ߲
͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

（ٞ　）
ୈ18　ධٞһձのٞ理事ͱすΔ。
　⚒　理事͕͚ܽͨͱ͖まͨ理事ʹ事͕͋ނΔͱ͖ɼ
ධٞһのޓબʹΑͬͯఆΊΔ。

（ܾ　ٞ）
ୈ1�　ධٞһձのܾٞɼܾٞʹ͍ͭͯಛผの利ؔを
༗すΔධٞһをআくධٞһのա͕ग़੮͠ɼͦのա
をͬͯ行͏。

　⚒　લ߲のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼ࣍の֤߸のܾٞɼܾٞʹ
͍ͭͯಛผの利ؔを༗すΔධٞһをআくධٞһの⚓
の⚒Ҏ্ʹ当ͨΔଟをͬͯ行Θͳ͚ΕͳΒͳ͍。

　　（⚑）事のղ
　　（⚒）ධٞһʹରすΔ報ु等のڅࢧのج४
　　（⚓）ఆのมߋ
のॲまͨআ֎のঝೝ࢈本財ج（⚔）　　
　　（⚕）ͦのଞ法ྩͰఆΊΒΕͨ事߲
　⚓　理事まͨ事をબすΔٞҊをܾٞすΔʹͯ͠ࡍɼ
֤ީิऀ͝ͱʹୈ⚑߲のܾٞを行Θͳ͚ΕͳΒͳ͍。
理事まͨ事のީิऀの߹ܭ͕ୈ21ʹఆΊΔఆ
を্ճΔ߹ʹɼաのࢍ成をಘͨީิऀのத͔Β
ಘථのଟ͍ॱʹఆのʹୡすΔまͰのऀをબすΔ
͜ͱͱすΔ。

（ٞ事）
ୈ20　ධٞһձのٞ事ʹ͍ͭͯɼ法ྩͰఆΊΔͱ͜Ζʹ
ΑΓɼٞ事を࡞成すΔ。

　⚒　ٞɼલ߲のٞ事ʹ໊هԡ印すΔ。

ୈ⚖ষ　　һ

（һのઃஔ）
ୈ21　͜の法人ʹɼ࣍のһをஔく。
　　（⚑）理事　⚗໊Ҏ্12໊ Ҏ内
　　（⚒）事　⚒໊まͨ⚓໊
　⚒　理事の͏ͪ⚑໊を理事ͱすΔ。
　⚓　理事Ҏ֎の理事の͏ͪɼ⚑໊ を専務理事ٴͼ⚒໊を
ৗ務理事ͱすΔ。

　⚔　ୈ⚒߲の理事をͬͯҰൠ社団法人ٴͼҰൠ財団法
人ʹؔすΔ法（平成18年法ୈ48߸）ʹنఆすΔ表
理事ͱ͠ɼୈ⚓߲の専務理事ٴͼৗ務理事をͬͯಉ法
ୈ1��Ͱ४用すΔಉ法ୈ�1ୈ1߲ 務ࣥ行ۀఆすΔنʹ
理事（理事ձのܾٞʹΑΓ法人のۀ務をࣥ行すΔ理事ͱ
ͯ͠બఆ͞Εͨ理事を͍͏。ҎԼಉじ。）ͱすΔ。

（һのબ）
ୈ22　理事ٴͼ事ɼධٞһձのܾٞʹΑͬͯબすΔ。
　⚒　理事ٴͼ専務理事ฒͼʹৗ務理事ɼ理事ձのܾٞ
ʹΑͬͯ理事のத͔ΒબఆすΔ。

（理事の৬務ٴͼݶݖ）
ୈ23　理事ɼ理事ձをߏ成͠ɼ法ྩٴͼ͜のఆͰఆΊ
Δͱ͜ΖʹΑΓɼ৬務をࣥ行すΔ。

　⚒　理事ɼ法ྩٴͼ͜のఆͰఆΊΔͱ͜ΖʹΑΓɼ
͜の法人のۀ務を表͠ɼͦのۀ務をࣥ行すΔ。

　⚓　専務理事ɼ理事をิࠤすΔ。 
　⚔　ৗ務理事ɼ理事ٴͼ専務理事をิ͠ࠤɼ理事ձの
 。ɼ日ৗの事務ʹै事すΔ͖ͮجʹܾٞ

　⚕　理事ٴͼ専務理事ฒͼʹৗ務理事ɼຖ事ۀ年ʹ
⚔Օ月を͑ΔִؒͰ⚒ճҎ্ɼࣗݾの৬務のࣥ行のঢ়
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。ͳ͚ΕͳΒͳ͍͠ࠂを理事ձʹ報گ

（事の৬務ٴͼݶݖ）
ୈ24　事ɼ理事の৬務のࣥ行をࠪ͠ɼ法ྩͰఆΊΔ
ͱ͜ΖʹΑΓɼࠪ報ࠂを࡞成すΔ。
　⚒　事ɼ͍ͭͰɼ理事ٴͼ事務ہһʹରͯ͠事ۀの
報ࠂをٻΊɼ͜の法人のۀ務ٴͼ財࢈のঢ়گのௐࠪをす
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

（һのظ）
ୈ25　理事のظɼબޙ⚒年Ҏ内ʹऴྃすΔ事ۀ年
の͏ͪ࠷ऴののʹؔすΔఆ時ධٞһձのऴ݁のͱ͖まͰ
ͱすΔ。
　⚒　事のظɼબޙ⚒年Ҏ内ʹऴྃすΔ事ۀ年の
ऴののʹؔすΔఆ時ධٞһձのऴ݁のͱ͖まͰ࠷ͪ͏
ͱすΔ。

　⚓　લ߲のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼظのຬྃલʹୀͨ͠理
事まͨ事のิܽͱͯ͠બ͞Εͨ理事まͨ事の
ظɼલऀのظのຬྃすΔͱ͖まͰͱすΔ。

　⚔　理事まͨ事ʹ͍ͭͯɼ࠶を͛ͳ͍。
　⚕　理事まͨ事͕ୈ21ʹఆΊΔఆʹΓͳくͳΔ
ͱ͖ま͚ͨܽͨͱ͖ɼظのຬྃまͨࣙʹΑΓ
ୀͨ͠ޙɼͦΕͧΕ新ͨʹબ͞Εͨ理事まͨ
事͕बすΔまͰɼͳ͓理事まͨ事ͱͯ͠のݖ利ٛ
務を༗すΔ。

（һのղ）
ୈ26　理事まͨ事͕ɼ࣍の֤߸の͍ͣΕ͔ʹ֘当すΔ
ͱ͖ɼධٞһձのܾٞʹΑͬͯղすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。
　　（⚑）৬務্のٛ務ʹҧ͠ɼまͨ৬務をଵͬͨͱ͖
　　（⚒） ৺のނোのͨΊɼ৬務のࣥ行ʹࢧো͕͋Γまͨ

͜Εʹ͑תͳ͍ͱ͖

（һʹରすΔ報ु等）
ୈ2�　理事ٴͼ事ʹରͯ͠ɼ֤年の૯ֹ͕300ສԁを
͑ͳ͍ൣғͰɼධٞһձʹ͓͍ͯఆΊΔ報ु等をڅࢧす
Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。
　⚒　લ߲のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼ理事ٴͼ事ʹඅ用をห
ঈすΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

ୈ⚗ষ　理事ձ

（成　ߏ）
ୈ28　理事ձɼすͯの理事をͬͯߏ成すΔ。

（ݶ　ݖ）
ୈ2�　理事ձɼ࣍の֤߸の৬務を行͏。
　　（⚑）͜の法人のۀ務ࣥ行のܾఆ      
　　（⚒）理事の৬務のࣥ行のಜ
　　（⚓）理事ٴͼ専務理事ฒͼʹৗ務理事のબఆٴͼղ

৬

（ট　集）
ୈ30　理事ձɼ理事͕ট集すΔのͱすΔ。
　⚒　理事͕͚ܽͨͱ͖まͨ理事ʹ事͕͋ނΔͱ͖ɼ
֤理事͕理事ձをট集すΔ。

（ٞ　）
ୈ31　理事ձのٞɼ理事ͱすΔ。
　⚒　理事͕͚ܽͨͱ͖まͨ理事ʹ事͕͋ނΔͱ͖ɼ
専務理事͕理事ձのٞͱͳΔ。

 

（ܾ　ٞ）
ୈ32　理事ձのܾٞɼܾٞʹ͍ͭͯಛผの利ؔを༗
すΔ理事をআく理事のա͕ग़੮͠ɼͦのաをͬ
ͯ行͏。

　⚒　લ߲のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼҰൠ社団法人ٴͼҰൠ財団
法人ʹؔすΔ法ୈ1��ʹ͓͍ͯ४用すΔಉ法ୈ�6
のཁ݅をຬͨͨ͠ͱ͖ɼ理事ձのܾ͕ٞ͋ͬͨのͱ
Έͳす。

（ٞ事）
ୈ33　理事ձのٞ事ʹ͍ͭͯɼ法ྩͰఆΊΔͱ͜ΖʹΑ
Γɼٞ事を࡞成すΔ。

　⚒　ग़੮ͨ͠理事ٴͼ事ɼલ߲のٞ事ʹ໊هԡ印
すΔ。ͨͩ͠ɼ理事のબఆを行͏理事ձʹ͍ͭͯɼ
ଞのग़੮ͨ͠理事໊هԡ印すΔ。

ୈ⚘ষ　ఆのมٴߋͼղࢄ

（ఆのมߋ）
ୈ34　͜のఆɼධٞһձのܾٞʹΑͬͯมߋすΔ͜ͱ
͕Ͱ͖Δ。

　⚒　લ߲のنఆɼ͜のఆのୈ⚓ٴͼୈ⚔ฒͼʹୈ
11ʹ͍ͭͯద用すΔ。

（ղ　ࢄ）
ୈ35　͜の法人ɼج本財࢈の໓ࣦʹΑΔ͜の法人のత
Ͱ͋Δ事ۀの成ޭのෆɼͦのଞ法ྩͰఆΊΒΕͨ事༝ʹ
ΑͬͯղࢄすΔ。

（公益ೝఆのऔফ͠等ʹ͏ଃ༩）
ୈ36　͜の法人͕公益ೝఆのऔফ͠のॲをड͚ͨ߹ま
ͨ߹ซʹΑΓ法人͕ফ໓すΔ߹（ͦのݖ利ٛ務をঝܧ
すΔ法人͕公益法人Ͱ͋Δͱ͖をআく。）ʹɼධٞһձ
のܾٞをͯܦɼ公益తऔಘ財ֹ࢈ʹ૬当すΔֹの財࢈
をɼ当֘公益ೝఆのऔফ͠の日まͨ当֘߹ซの日͔Β⚑
Օ月Ҏ内ʹɼ公益社団法人ٴͼ公益財団法人のೝఆ等ʹؔ
すΔ法ୈ⚕ୈ1�߸ʹ͛ܝΔ法人まͨࠃए͠く地方
公ڞ団ମʹଃ༩すΔのͱすΔ。

（ଐؼの࢈༨財）
ୈ3�　͜の法人͕ਗ਼ࢉをすΔ߹ʹ͓͍ͯ༗すΔ༨財࢈
ɼධٞһձのܾٞをͯܦɼ公益社団法人ٴͼ公益財団法
人のೝఆ等ʹؔすΔ法ୈ⚕ୈ1�߸ʹ͛ܝΔ法人まͨ
。団ମʹଃ༩すΔのͱすΔڞए͠く地方公ࠃ

ୈ⚙ষ　公ࠂの方法

（公ࠂの方法）
ୈ38　͜の法人の公ࠂɼ電子公ࠂʹΑΔ方法ʹΑΓ行͏。
　⚒　事ͦނのଞΉをಘͳ͍事༝ʹΑͬͯલ߲の電子公ࠂ
を行͏͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍߹ɼ報ʹܝ載すΔ方法ʹΑ
Γ行͏。

ୈ10ষ　事務ͦہのଞ

（事務ہ）
ୈ3�　͜の法人ʹ事務ہをઃஔすΔ。
　⚒　事務ہʹɼ事務ہٴͼ所ཁの৬һをஔく。
　⚓　事務ہٴͼॏཁͳ৬һɼ理事͕理事ձのঝೝを
ಘͯ免すΔ。

　⚔　લ߲Ҏ֎の৬һɼ理事͕免すΔ。
　⚕　事務ہの৫ɼ内෦理ʹඞཁͳنଇͦのଞʹ͍ͭͯ
ɼ理事ձ͕ఆΊΔ。
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（ҕ　）
ୈ40　͜のఆʹఆΊΔのの΄͔ɼ͜のఆのࢪ行ʹͭ
͍ͯඞཁͳ事߲ɼ理事ձのܾٞをͯܦɼ理事͕ఆΊΔ。

ෟ　ଇ

　⚑　͜のఆɼҰൠ社団法人ٴͼҰൠ財団法人ʹؔすΔ
法ٴͼ公益社団法人ٴͼ公益財団法人のೝఆ等ʹؔす
Δ法のࢪ行ʹ͏ؔ法のඋ等ʹؔすΔ法ୈ
106ୈ⚑߲ʹఆΊΔ公益法人のઃཱのొهの日͔Βࢪ
行すΔ。

　⚒　Ұൠ社団法人ٴͼҰൠ財団法人ʹؔすΔ法ٴͼ公益
社団法人ٴͼ公益財団法人のೝఆ等ʹؔすΔ法のࢪ行
ʹ͏ؔ法のඋ等ʹؔすΔ法ୈ106ୈ⚑߲ʹ
ఆΊΔಛྫຽ法法人のղࢄのొهͱɼ公益法人のઃཱの
ࢄఆʹ͔͔ΘΒͣɼղنを行ͬͨͱ͖ɼୈ⚖のهొ
のొهの日のલ日を事ۀ年の日ͱ͠ɼઃཱのొهの
日を事ۀ年の։࢝日ͱすΔ。

　⚓　ୈ22のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼ͜の法人の࠷ॳの理事
ਿࢁ㖊ໜɼ専務理事新免利也ɼৗ務理事ଜ平
。ͼதҪ文ͱすΔٴ

　⚔　ୈ11のنఆʹ͔͔ΘΒͣɼ͜の法人の࠷ॳのධٞһ
ɼچओ務ிのೝՄをड͚ͯɼධٞһબఆҕһձʹ͓
͍ͯ行͏ͱ͜ΖʹΑΓɼ͛ܝʹ࣍ΔのͱすΔ。

　　　༗ా　ਖ਼　　　　　ඌా　༤
　　　ֿా　ӥҰ　　　　　֯　ॏथ
　　　ُҪ　໌ߒ　　　　　ౡ　ٛ੪
　　　ଜ　࣏ඒ　　　　　ࠤౡ　܈າ
࣮ް　ਗ਼ਫ　　　　　ޗۚ　ࠤ　　　
　　　ాத　ത೭　　　　　ۄҪඒ子
　　　த　ӫ࣍　　　　　தཬ　ࢸਖ਼
　　　தᔭ　ਖ਼ᴲ　　　　　ଟٛ
本　ໜ༤ٶ　　　　　ஐਔ　ాݪ　　　
تେ　公　　　　　ོ　　ۃࢁ　　　

　⚕　ত45年の法人ઃཱ時の理事ٴͼ事ɼ࣍のͱ͓Γ
ͱすΔ。

　　　理事　（理事）　 平ᖒ　ڵ
　　　理事　（専務理事）ງਖ਼
　　　理事　（ৗ務理事）Ტࡔೋ
　　　理事　（ৗ務理事）ล　ໜ
　　　理事　（ৗ務理事）ۙ౻ୡ
　　　理事　　　　　　　平௩益ಙ
　　　理事　　　　　　　อా　ᢛॏ
　　　理事　　　　　　　Ԟ　อ
　　　理事　　　　　　　ౡ৫Ӵ
　　　理事　　　　　　　ాதݾࠀ
　　　事　　　　　　　ڮߴ
　　　事　　　　　　　ୢઍᆹ
　　　事　　　　　　　౻　ਗ਼

نॿձһࢍ

ୈ⚑　公益財団法人日本教材文化研究財団の事ۀతʹࢍ
ಉ͠ɼ事ͦۀのଞӡӦをࢧԉすΔのをࢍॿձһ（ҎԼʮձ
һʯͱ͍͏）ͱすΔ。

ୈ⚒　ձһɼ法人ɼ団ମまͨݸ人ͱ͠ɼ࣍の֤߸ʹఆ
ΊΔࢍॿձඅ（ҎԼʮձһʯͱ͍͏）をೲΊΔのͱすΔ。
　　（⚑）法人͓Αͼ団ମձһ　　　Ұ口30ສԁҎ্
人ձһ　　　　　　　　Ұ口⚖ສԁҎ্ݸ（⚒）　　
人४ձһ　　　　　　　Ұ口⚖ສԁະຬݸ（⚓）　　

ୈ⚓　ձһʹͳΖ͏ͱすΔのɼձඅをఴ͑ͯೖձಧを
ఏग़͠ɼ理事ձのঝೝをड͚ͳ͚ΕͳΒͳ͍。

ୈ⚔　ձһɼ͜の法人の事ۀを行͏্ʹඞཁͳ͜ͱ͕Β
ʹ͍ͭͯ研究ٞ͠ڠɼͦの行ʹྗڠすΔのͱすΔ。

ୈ⚕　ձһ࣍の֤߸の事༝ʹΑͬͯͦの֨ࢿをࣦ͏。
　　（⚑）ୀ
　　（⚒）禁͓࢈࣏Αͼ४禁࢈࣏ฒͼʹഁ࢈のએࠂ
ࢄまͨ͜の法人のղࠂɼࣦ᪨એࢮ（⚓）　　
　　（⚔）আ໊

ୈ⚖　ձһͰୀ͠Α͏ͱすΔのɼॻ໘Ͱਃ͠ग़ͳ͚
ΕͳΒͳ͍。

ୈ⚗　ձһ͕࣍の֤߸（⚑）ʹ֘当すΔͱ͖ɼ理事ࡏݱ
の⚔の⚓Ҏ্ग़੮ͨ͠理事ձのܾٞをͬͯ͜Εをআ
໊すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ。

　　（⚑）ձඅをೲͨ͠ͱ͖
　　（⚒）͜の法人のձһͱͯ͠のٛ務ʹҧͨ͠ͱ͖
　　（⚓）͜の法人の໊༪をই͚ͭまͨ͜の法人のతʹ

すΔ行ҝ͕͋ͬͨͱ͖

ୈ⚘　طೲのձඅɼ͍͔ͳΔ事༝͕͋ͬͯ͜Εをฦؐ
͠ͳ͍。

ୈ⚙　֤年ʹ͓͍ͯೲೖ͞Εͨձඅɼ事ۀのॆ࣮͓Α
ͼͦのܧଓత͔࣮ͭ֬ͳ࣮ࢪのͨΊɼͦのを理අʹ
使用すΔ。
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内閣府所管

公益財団法人　日本教材文化研究財団
理事・監事・評議員

（平成30年⚓月⚑日ࡏݱ）⑴　理事・監事名簿（敬称略）⚑⚓名
උ　　　　ߟ৬務・専बॏब年月日ࢯ　໊　໊

ஜେֶ໊༪教त　શ日本Ոఉ教ҭ研究ձ૯ࡋ法 人 の  表
ۀ 務 の ૯ 理ॏ平成⚒8年⚖月⚓日

（理事ब ).⚒⚖.⚓.⚗）村上　和雄理事
（株）新ֶ社ࣥ行һ事 務 ૯ ׅ

事 ۀ ӡ Ӧॏ平成⚒8年⚖月⚓日新免　利也専務理事
（株）新ֶ社表औకձ財　 務ॏ平成⚒8年⚖月⚓日中井　武文ৗ務理事
研究所໊༪所һ社ࡦ教ҭཱࠃ　教ҭେֶ教तݿฌݩ ձՊ教ҭॏ平成⚒8年⚖月⚓日星村　平和ৗ務理事
ౡେֶ໊༪教त　日本ମҭେֶ教त理 Պ 教 ҭॏ平成⚒8年⚖月⚓日角屋　重樹理　事
େ日本印刷（株）表औక社財  務ॏ平成⚒8年⚖月⚓日北島　義俊理　事
Ҵాେֶ教त　東京ֶܳେֶ໊༪教तૣݩ ֶ 教 ҭॏ平成⚒8年⚖月⚓日杉山　㖊茂理　事
（株）新ֶ社表औక社財　 務ॏ平成⚒8年⚖月⚓日中川　栄次理　事
ࠃ教ҭେֶ໊༪教तݿ教ҭେֶֶ　ฌݿฌݩ 教ҭֶब平成⚒8年⚖月⚓日中洌　正堯理　事ޠ
ฌݿ教ҭେֶ໊༪教त社ձՊ教ҭॏ平成⚒8年⚖月⚓日原田　智仁理　事
研究所໊༪所һ教ࡦ教ҭཱࠃ　ہ文෦লॳதݩ ҭ 行 

教 ҭ 法 ॏ平成⚒8年⚖月⚓日菱村　幸彦理　事ن
（株）新ֶ社ࣥ行һ財  務ॏ平成⚒8年⚖月⚓日中合　英幸　事
େ日本印刷（株）ৗ務ࣥ行һ財  務ॏ平成⚒8年⚖月⚓日古谷　滋海　事

（⚕⚐Իॱ）

⑵　評議員名簿（敬称略）20名
උ　　　　ߟ୲当৬務बॏब年月日ࢯ　໊　໊

東京େֶେֶӃ教त教ҭ৺理ֶ・発ୡ৺理ֶ
ֶ ߍ 教 ҭ ֶॏ平成⚒8年⚑⚒月⚒日秋田喜代美ධٞһ

京都教ҭେֶେֶӃ教त教 ҭ  ֶ
ϝ デ Ο Ξ 教 ҭॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日浅井　和行ධٞһ

େֶ໊༪教त　ਆಸେֶಛผটᡈ教त教ݹ໊ ҭ ՝ ఔ 
教ҭධՁ・教ҭ方法ॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日安彦　忠彦ධٞһ

ಋ෦　ఇ京େֶ໊༪教तॳࢦ東京都教ҕݩ 等 த 等 教 ҭ
キ ϟ Ϧ Ξ 教 ҭॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日亀井　浩明ධٞһ

େ日本印刷（株）表औక෭社財　 務ॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日北島　義斉ධٞһ
子େֶ໊༪教त　Τοηイストӳঁཱڞ 文 ֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日木村　治美ධٞһ
ஜେֶ人ؒܥ教तೝ৺理ֶ・発ୡ৺理ֶ

キ ϟ Ϧ Ξ 教 ҭॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日櫻井　茂男ධٞһ
日本େֶ教त教ҭܦӦֶ・教ҭ行ֶ

社ձ教ҭ ・ֶ੨গ年教ҭब平成28年12月⚒日佐藤　晴雄ධٞһ
ձձ社ٞڠਤॻ教材ࠃ　શߍ等ֶߴ・東京ՈֶӃதݩ ձ Պ 教 ҭ

教ҭ՝ఔ・ֶ Ӧॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日佐野　金吾ධٞһܦߍ
日本教材ֶձձ　ֶߍ法人ࢁେֶ理事教 ҭ ֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日清水　厚実ධٞһ
ஜେֶ人ؒܥ教त ֶ 教 ҭ ֶ

ධ Ձ ॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日清水　美憲ධٞһ
ࠃ東༸େֶ教त　研究所૯ׅ研究ࡦ教ҭཱࠃݩ ޠ 教 ҭ

教 ҭ 方 法 ֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日下田　好行ධٞһ
ԣཱࠃେֶ໊༪教तࠃ ޠ Պ 教 ҭ ֶ

教 ҭ 方 法 ֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日髙木　展郎ධٞһ
ૣҴాେֶ教৬େֶӃ教त教 ҭ  ֶ

教 ҭ ֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日田中　博之ධٞһ
ৗ༿େֶ教त教 ҭ ܦ Ӧ ֶ

教 ҭ  ڥ ब平成28年12月⚒日堀井　啓幸ධٞһ
ཱ教େֶ໊༪教तϑ ϥ ン ス ࢥ 

ݴ ޠ ॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日前田　英樹ධٞһ
教ҭֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日松浦　伸和ධٞһޠౡେֶେֶӃ教तӳ
େࡕ教ҭେֶ教त社ձՊ教ҭֶॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日峯　　明秀ධٞһ
ૣҴాେֶ教ҭ・૯߹Պֶֶज़Ӄ教त教ҭ社ձֶ・ ֶ ߍ の 社 ձ ֶ

教ࢣ教৬研究・ࣇಐੜెの行ಈब平成28年12月⚒日油布佐和子ධٞһ
ஜେֶ人ؒܥ教तಓ ಙ 教 ҭ 

Ո ఉ 教 ҭ ॏ平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日吉田　武男ධٞһ
（⚕⚐Իॱ）
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